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海生生物の温度影響に関する文献調査
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要約:本調査は， 1996年から 3年間に実施した。

その目的は，陸上よりかなり穏やかな温度環境の下で，海生生物がいかなる対温度反応(用語の解説参

照)を示すかを扱う文献資料を収集し，火力および原子力発電所からの温排水と気化ガス供給基地からの

冷排水との，海生生物への影響評価に係る環境アセスメントの研究推進に寄与する基礎情報を整理しよう

とするものである。

調査結果の概要は以下のとおりである。

1.本邦沿岸海域に生息する魚類91種，甲殻類14種，軟体類32種，練度類 7種，多毛類 5種，海藻草類

12種，合計161種について，対温度反応の総括表を種別に作成した。

2.対温度反応総括表には，調査対象種の産卵期，牌化期，仔稚魚期，未成魚期，成魚期などの生活史

各段階で観測された適水温域，高・低致死水温，摂餌水温範囲などについて複数の文献資料(すな

わち当該海域関係〕から観測値を引用し列記した。

3. さらに，海生生物の対温度反応を温度選好，呼吸，摂餌，性成熟，発生，温度耐性，行動・回遊な

どの生理・生態的現象の中で捉え，反応の特徴や適応的意義につき概説した。

キーワード:海生生物，温排水，冷排水，水温，温度耐性

Abstracts: The aim of the study was to compile bibliographical data concerning thermally 

induced reactions of marine organisms inhabiting coastal waters， and to organize basic 

information relevant to methodological study to assess the influences of thermal effluent from 

thermal and nuclear power stations and of cooled seawater from LNG terminal using seawater 

vaporizer upon the marine organisms. 

The results obtained are as follows 

1. Compiled bibliography enabled to make survey of total 161 species; fishes 91， crustaceans 

14， mol1uscs 32， echinoderms 7， polychaetes 5， and marine plants 12. Each species was 

given a thermal effect table of its own. 

2. Thermal effect tables include optimal， desired temperatures， along with lower and higher 

temperature limits for survival， feeding and death recorded in the spawning， hatching， 

growing， juvenile， adult and other periods of the spesies at their respective habitats. 
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困 3. In addition， thermally induced reactions involved in temperature preference， respiration， 

feeding， sexual maturation， development， thermal tolerance and migration of marine 

organisms were also investigated and characteristics of these reactions together with 

often marked adaptive significance were summarized. 

Keywords : Marine organisms， Thermal effluent， Cooled seawater， Water temperature， Thermal 

tolerance. 

はじめに

この報告は r海生生物の温度耐性に関する文

献調査」の実施結果を，平成8年度から平成10年
度に実施した研究成果をとりまとめたものである。

本調査の目的は，火力・原子力発電所から排出

される温排水と天然ガスを燃料とする火力発電所

に気化ガスを供給する基地から排出される冷排水

の，海生生物に及ぼす温度影響について文献調査

し温・冷排水に対する海生生物の対温度反応を

明らかにし，温・冷排水の取放水影響に関連する

情報を整備提供するとともに，対温度反応に関す

るデータの蓄積をはかり，発電所温・冷排水に関

連する環境アセスメントの研究推進に寄与する基

礎資料とするものである。

温排水に関連するいわゆる昇温の海生生物に及

ぼす影響については，温排水利用や人工飼育・養

殖などにおいての研究成果は比較的多くみられる

が，冷排水に関連する降温の影響については非常

に少ない状況にある。

そこで，海生生物の生育段階別に対温度反応に

関する文献情報の整理検討を行い，海生生物と水

温に関する概要をまとめるとともに，生物種別の

対温度反応、総括表を作成することとした。

報告にあたり，懇切なる御助言を賜った当所顧

問東京大学名誉教授羽生功博士，査読を頂いた

平野種次郎博士，清水誠博士，当所常務理事待

鳥精治博士に謝意を表する次第である。

調査目的

火力および原子力発電所の温排水および冷排水

に対する海生生物の対温度反応を明らかにし発

電所取放水影響に関連する情報を整備提供すると

ともに，対温度反応に関するデータの蓄積をはか

り，環境アセスメントの研究推進に寄与する基礎

資料を得ることを目的とする。そのため，発育段

階別に最適温・適温，致死水温，作用水温(生存，

摂餌，産卵などに作用する水温)として捉えられ

る対温度反応に関する文献情報の整理検討を行い，

海生生物と水温に関する概要をまとめるとともに

生物種別の対温度反応総括表を作成する。

調査方法

1.調査の実施体制

本調査は，側財団法人海洋生物環境研究所

の事務局と中央研究所が共同実施した。

2.調査項目および範囲

実施した調査項目および範囲は次のとおりで

ある。

1) 調査項目

海生生物に及ぼす水温の影響に関して

①海生生物と水温

②水温と漁業影響

の2調査項目の文献検索を行った。

2) 対象種

海生生物を以下の 6つのグループに分け，グ

ループ内の以下の種を調査の対象とした.対象

種は，ここでは本邦沿岸海域の生息種の中から

有用種(漁業・遊漁)，優占種を選択した。

(1 )魚類似種)

アイゴ，アイナメ，アカアマダイ，アカカ

マス，アミメハギ，アユ，イカナゴ，イサキ，

イシガレイ，イシカワシラウオ，イシダイ，

イソギンポ，イボダイ，ウシノシタ(科)， 

ウスメバル，ウナギ，ウマヅラハギ，ウミタ

ナゴ，ウルメイワシ，オニオコゼ，カサゴ，

カタクチイワシ，カワハギ，カンパチ，キジ

ハタ，ギンガメアジ，クサフグ，クロソイ，

クロダイ， クロメジナ，コチ，コノシロ，サ

クラマス，サケ，サッパ，サヨリ，サワラ，

nJ
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サンマ，シマアジ，シマイサキ，シラウオ，

シロウオ，シロギス，シログチ，スケトウダ

ラ，スズキ，ソウハチ，タカノハダイ，タチ

ウオ，ダツ，タマガンゾウピラメ，チダイ，

ツクシトビウオ，テンジクダイ， トラフグ，

ニシン，ニベ，ネズミゴチ，ハタタテヌメリ，

ハタハタ，ハモ， ヒイラギ， ヒメジ， ヒラメ，

プリ，へダイ，ホシガレイ，ホソトビウオ，

ホッケ，ボラ，マアジ，マアナゴ，マイワシ，

マエソ，マガレイ，マコガレイ，マサパ，マ

スノスケ，マダイ，マダラ，マツカワ，マハ

ゼ，マハタ，マルアジ，ムシガレイ，ムラソ

イ，メイタガレイ，メジナ，メナダ，メバル，

ヨウジウオ

(2) 甲殻類(14種)

アカエビ，イシガニ，イセエピ，エピジャ

コ，ガザミ，クルマエピ，サクラエピ，サル

エビ，シャコ，タイワンガザミ， トゲメリタ

ヨコエピ(メリタヨコエビ予約， トラエピ，

ヒラツメガニ，ヨシエピ

(3)軟体類 (32種)

アカガイ，アカニシ，アコヤガイ，アサリ，

ウバガイ，エゾアワビ，クロアワビ，コタマ

ガイ，サザエ，サルボウ，シズクガイ， トコ

ブシ， トリガイ，パイ，バカガイ，ハマグ1)， 

ホタテガイ，ホトトギスガイ，マガキ，マダ

カアワビ，ムラサキイガイ，メガイアワビ，

アオリイカ，ケンサキイカ，コウイカ，シリ

ヤケイカ，ジンドウイカ，スルメイカ，ブド

ウイカ，ヤリイカ，マダコ， ミズダコ

(4) 椋皮類(7種)

アカウニ，エゾパフンウニ，キタムラサキ

ウニ，パフンウニ，ムラサキウニ，マナマコ，

マボヤ

(5) 多毛類(5種)
オトヒメゴカイ，ギ、ボシイソメ(科・)，ハナ

オカカギゴカイ，フサゴカイ(科)，ヨツバ

ネスピオ

(6) 海藻草類 (12種)

アカモク，アマモ，アラメ，エゴノリ，オ

ゴノリ，カジメ，スサビノリ，ホンダワラ，

向。

マクサ，マコンブ，モズク，ワカメ

3) 文献の収集方法

(1 )検索に使用したデータベースおよび期間

検索対象とするデータベースの種類および

検索期間を第 1表に示した。

(2) 検索方法

2.の調査項目および範囲に示した2種類

の調査項目について，以下に示した考え方で

検索を行うこととした。

検索は第2表および第3表に示したキーワ

ード群をそれぞれの関係語として求め，関係

語同士の論理積演算 (AND検索)を各デー

タベースについて行った。

例えば， (海生生物関係語)AND (水温
関係語〕による検索は，①の〔海生生物関係

語〕中に含まれるキーワード群のどれか1っ
と〔水温関係語〕に含まれるキーワード群の

どれか1つがともに文献の題名またはキーワ

ードに含まれている文献を検索することを意

味する。

① 海生生物と水温

〔海生生物関係語〕 刷D (水温関係語〕

② 水温と漁業影響

〔水温関係語〕 刷D [漁業関係語〕

(3) 文献の収集整理方法

(2}検索方法で得られた文献の中から，本調

査の目的に沿っていると判断される文献を選

択し収集した。 収集した文献は，以下に

示した内容で分類整理した。

① 種別に水・温情報について温度反応総括

表を作成した。

(4) 文献の表示方法

① 各文献の表示は，著者名，発表年，論

文の題名，出典誌名，巻号，頁の順に表示

した。

② 著者名は，圏内文献については共著者

も含めフルネームで表示し著者名の記載

されていない場合は機関名で表示した。

国外文献についてはファミリーネームを

最初に示し，ファーストネームは頭文字の

みとした。



③論文の題名は略さずに表示した。

④機関名，出典誌名は慣例に従い略記し

た。

なお，総括表中に記した次の出典誌名の

略記は以下のとおりである。

日水資(財)日本水産資源保護協会，

東京.
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資源協会(1976):新版つくる漁業農林統

計協会，東京.

水環基準(1972):水産環境水質基準.日本

水産資源保護協会，昭和47年，東京.

水産温排水(1973):水産生物と蹴水.水

産研究叢書， (25)，日本水産資源保護

協会，東京.

第 1表検索に使用したデータベースの種類および検索期間

データベース名 収録内容 検索期間

-海洋生物環境研究所作成

①海生研収書月報|・発電所蹴水関連文献が主

-収録件数約2.7万件

1976年--1997年6月

収録分

②JICST 17イル -科学技術振興事業団科学技術情報事業本部 11981年--1997年5月
作成 | 収録分

-科学技術全般を収録対象

• 1981年以降収録件数約917万件

③Fishery Index I・側南西総合研獅作成 |水産試験場分は1963
.45水産試験場の事業報告・研究報告 9水産|年より，それ以外は

研究所研究報告， 13大学水産学部研究報告， I初号より収録

11水産関連学会誌 2水産関連雑誌の目次を

収録

・収録件数約 6.1万件
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第2表海生生物関係語

生物種 キーワード

①魚類 (A)

l アイゴ アイゴ Siganus juscescens 
2 アイナメ アイナメ Hexag'γammos otaki i 

3 アカアマダイ アカアマダイ Branchiostegus j伽 Mαs

4 アカカマス アカカマス Sphyraena Pinguis 
5 アミメハギ アミメハギ 品J.da.γt凶 eγcαies
6 アユ アユ PLecogLossus aLtiveLis 
7 イカナゴ イカナゴ Ann凶:ytespeγsana.tus 
8 イサキ イサキ Paγ'otγistitoma. tγiLineαtum 
9 イシガ、レイ イシガレイ Kaγeius bicoLoratus 
10 イシカワシラウオ イシカワシラウオ SaLangichthys ishi取71lX12

11 イシダイ イシダイ ゆLegt也thusfasciat凶

12 イソギンポ イソギンポ PictibLennius yatabei 
13 イボダイ イボダイ PSe7ゆsisCUlDTTla.La 
14 ウシノシタ(科) ウシノシタ科 Cynog 1 oss i dae， 

PaγatLagusia areLia 
Cynog Lossus 
Symphurus， tongue fishes 

15 ウスメノ勺レ ウスメパjレ Sebastes thonψ却 ni
16 ウナギ ウナギ 抑 LiLLaj伽 nica
17 ウマヅラハギ ウマヅラハギ、 Thamnacα凶"凶estus
18 ウミタナゴ ウミタナゴ Ditγema. t errrn. i ncJ:zi 
19 ウjレメイワシ ウルメイワシ Etnune凶 teγes
20 オニオコゼ オニオコゼ lnimiαLS jataniαs 
21 カサゴ カサゴ SebastisαLS ma何即γ'atus
22 カタクチイワシ カタクチイワシ E昭rauLis jataniαLS 

23 カワハギ カワハギ StethaJωLetis cirrhifeγ 
24 カンパチ カンパチ SeγioLa dwneγiLi 
25 キジハタ キジハタ EPi四pheLusakaara 
26 ギンガメアジ ギンガメアジ Caγ'C/1IX sexfasciαtus 
27 クサフグ クサフグ Takift.唱uniphobLes 
28 クロソイ クロソイ Sebastes schLegeLi 
29 クロダイ クロダイ Acan.tIゆ唱russchLegeLi 
30 クロメジナ クロメジナ GiγeLLa meLan.ichthys 
31 コチ コチ AND 魚類 PLatycゆ加LusindiαLS 

マゴチ

32 コノシロ コノシロ CLutcuω也九知mctat山

コハダ Kαωsinβ 仰mctαtus
33 サクラマス サクラマス 白1.COγhynchusmasau 

戸
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第2表 (つづ‘き)

生物種 キーワード

34 サケ サケ 白1.COγ'hynd1lJ.5胞ta
35 サッパ サッパ HeγkLotsichthys zunasi 
36 サヨリ サヨリ Hem.iγa帆 ssajoγt 

H)脚γ畑ψ加ssajoγi 

37 サワラ サワラ 刷D魚類 Soαnberomorus nit加nius
38 サンマ サンマ Cololabis saira 
39 シマアジ シマアジ Caγ'G1/X dH icat issiTm..I.S 

40 シマイサキ シマイサキ Teγ'atan oxyγhynchus 

41 シラウオ シラウオ Sal(J1沼化hthysmicrαian. 
42 シロウオ シロウオ Leucopsari侃 teteγsi

43 シロギス シロギス SiHago j伽 nica，
キス Kisu 

44 シログチ シログチ Argyγ0幻 m.LSaγgentatus 

イシモチ

45 スケトウダラ スケトウダラ Theγαgra chalocogramma 

46 スズキ スズキ l.iJ.teoLゆraxjl抑 iαs

47 ソウハチ ソウハチ CLeisthenes tinetorum 
herzensteini 

48 タカノハダイ タカノハダイ 白niistiTU.I.S忽万ωt山

49 タチウオ タチウオ Tγichiurus Lゅturus

50 ダツ タeツ Ab Lennes (J1臼stαneHα

51 タマガンゾウビラメ タマガンゾウビラメ PSel.ゆ T加曲出向πtophthaLrmLS

52 チダイ チダイ EVyn11.is ja:tanica 

53 ツクシトビウオ ツクシトビウオ CytseLurus heterurus 
54 テンジクダイ テンジクダイ 蜘 ganL ineatus 

55 トラフグ トラフグ Takifugu ruhγites 

56 ニシン 二二ンー/ Clutea仰Hasi

57 ニベ ニベ Nibea mitsukurii 

58 ネズミゴチ ネズミゴチ CaLL ianyr肌Sγichaγdsan.i

59 ハタタテヌメリ ハタタテヌメリ Retolm..I.anμs VαLenciennei 

60 ハタハタ ノ、タハタ Aγctosゆ凶 j伽 ni印 S

61 ハモ ハモ 地γ'aenesoxcinerel..l.S 

62 ヒイラギ ヒイラギ Leiog7ωt IUJ.S nu.chaL i s 

63 ヒメジ ヒメジ Uter留山 bensasi

64 ヒラメ ヒラメ PaγaL ichthys oL ivαCel..l.S 

65 ブリ ブリ Seγiola qui均四γadiatα

66 へダイ へダイ Starus saγbα 

67 ホシガレイ ホシガレイ Ver邸抑rvariegatus 
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第2表 (つづき)

生物種 キーワード

68 ホソトビウオ ホソトビウオ CytseLurus oPisthゆω hiraii

69 ホッケ ホッケ PL叫 γvgramnru.sazanus 

70 ボラ ボラ 蜘giLce世加Lus

マポラ striped mullet 

71 マアジ マアジ Tγaclw.rus j伽 Mαs

72 マアナゴ マアナゴ 白昭eγ 町村山teγ

73 マイワシ マイワシ Saγdinots meLanostict凶

74 マエソ マエソ S血 γi也 u1lゐsqu.am.is

75 マガレイ マガレイ Lim.a:nda herzenstei九i
76 マコガレイ マコガレイ L im.a:nda yokrJhamae 

PLeuγαwct es yokrJhamae 
77 マサノ〈 マサ./{ Scombeγjataniαs 

サパ

78 マスノスケ マスノスケ 。1.COγゆ1.Chustschawytschn. 
79 マダイ マダイ Pぽrusmajoγ， genuine porgy 

80 マダラ マダラ G叫 smιγvcethaL山

81 マツカワ マツカワ Veγωpeγmoseγt 

82 マハゼ マハゼ AcanthDgobius fLavi11ll11ω 
83 マハタ マハタ EPinetheLus settemjasciat山

84 マルアジ マルアジ Deca:tterus maruadsi 
85 ムシガレイ ムシガレイ 庄司bsettagγigoγjωt 
86 ムラソイ ムラソイ Sebastes pιhycethaLus 
87 メイタガ、レイ メイタガレイ PL四 γαtichthys0町市Lt山

88 メジナ メジナ Giγ'eHa tun.ctata 

89 メナダ メナダ Liza haematocheiLa 
90 メ./{)レ メノ勺レ Sebastes inermis 
91 ヨウジウオ ヨウジウオ Syr沼na.thusschlegeL i 

②甲殻類 (8)
アカエビ アカエビ Meta:tena.eoPsis barbata 

2 イシガニ イシガニ Chn.rybd i s j伽 ni叫 S

3 イセエビ イセエビ PanμLirus j伽 Mαs
4 エビジャコ エピジャコ Cγ'angon ajfinis 

5 ガザミ ガザミ POγtll1lll.S tγituber，αLat山

6 クルマエビ クルマエビ Penneus jc抑 iαs
7 サクラエビ サクラエピ Seγgestes lucens 
8 サルエビ サルエビ Tγιhytena.e山印開iγ'Ostγis
9 ンャコ ンャコ AND節足動物 orαtosquillαoγαtoγia

SquiLla 0γαtoriα 
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下茂ら:海生生物の温度影響に関する文献調査

第2表 (つづき)

生物種 キーワード

10 タイワンガザミ タイワンガザミ POγtlD1ll.S peLagiαLS 

11 トゲメリタヨコエピ トゲメリタヨコエピ MeL ita dentata 
Melita白nti叩 lata

12 トラエピ トラエピ Metゆena筑ゆ'sisaccl ivis 
13 ヒラツメガニ ヒラツメガニ 仇lalites仰m.ctat凶
14 ヨシエピ ヨシエピ Meta:ten.aeus ensis 

③軟体類 (C)

1 アカガイ アカガイ Sca:thaγca brαJghtonii 

2 アカニシ アカニシ Ra:t(}1/1J. veTIlJsa 
Ra:t(}1/1J. t加na.siana

3 アコヤガイ アコヤガイ Pinctada. fucata moγtensii 

4 アサリ アサリ 吊JO.ita:tesphil i仲ina1W1l
Ta:tes州 li仲ina1W1l

5 ウバガイ ウバガイ PseutkJcardium. sachal inen.sis 
ホッキガイ

6 エゾアワビ エゾアワビ Hal iot is(NoγdDtis) disω5 ha.rm.ai 

7 クロアワビ クロアワビ NordDt is dis，αLS disαs 

Hal iot is dis，αs 

8 コタマガイ コタマガイ 伽ゆhinameLanaegis 

9 サザエ サザエ類 Batill凶∞叩t凶J Tur，加∞γ-
TI1.Lt凶，Tur加 ja似m.ica

10 サルボウ サルボウ Sca:thn.rca subcγ'enata 

11 シズクガイ シズクガイ T加oraf'γ唱 ilis

12 トコブシ トコブシ Su.lαLlu.s diveγ'sicol俳句ua.tilis 
Hal iot is diveγsicoloγaquatilis 

13 トリガイ トリガイ Fulvia 1ITl.I.tica 

14 パイ パイ Bobylonia jaJ幻nica

15 バカガイ バカガイ Mιtra chinen.sis 
Mιtra sulcataria 

16 ハマグリ ハマグリ Meγ'etγix lusoγia 

17 ホタテガイ ホタテガイ Pati帥 ecten(MizuJゆecten)
yessoensls 

18 ホトトギスガイ ホトトギスガイ 地LS印 ZistaSe1仇au.sia

19 マガキ マガキ Cγ'assostrea gigas 

20 マダカアワビ マダカアワビ NordDtis gigantea 
Haliotis gigantea 

21 ムラサキイガイ ムラサキイガイ Myt ilu.s eduL is 
Mytilu.s galLotrovinciaLis 
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下茂ら:海生生物の温度影響に関する文献調査

第2表 (つづ‘き)

生物種 キーワード

22 メガイアワビ メガイアワビ Noγdotis gigantea sie加Ldii
HaLiotis gigantea sie加Ldii

23 アオリイカ アオリイカ Setioteuthis Lessoniana 
24 ケンサキイカ ケンサキイカ ゐηteuthiskensaki 
25 コウイカ コウイカ Setiα(natysゆia)esαuen.ta 
26 シリヤケイカ シリヤケイカ SetieLLa j伽 nica
27 ジンドウイカ ジンドウイカ lnLigo(N訪問oLoUgo)jl抑 ica
28 スjレメイカ スルメイカ Todarodes Pacifiαs 
29 ブドウイカ ブドウイカ lnLigo仇ゆ

30 ヤリイカ ヤリイカ Ibηteuthis bLee随行

31 マダコ マダコ Octゆ凶 Vlugaγis
32 ミズダコ ミズダコ ParoctゆωdofLeinidofLeini 

④練皮類 (D)

1 アカウニ アカウニ Ps四docen.tγvtus必Pressus
2 エゾr，フンウニ エゾノ〈フンウニ Str01ωLocen.tγvt凶 intermedi山

3 キタムラサキウニ キタムラサキウニ Str01沼yLocen.tγvt凶 7l2ll.Ul.S

4 ，{フンウニ バフンウニ Hem.icentγvtus PuLcherrimus 
StrongyLocentrvtus仰Lcherrimus

5 ムラサキウニ ムラサキウニ Ant加cidaγiscγ邸 sistina
HeL iocidaris cγ回 sis合ina

6 マナマコ マナマコ StichoPωjlψαtiαlS 

7 マボヤ マボヤ HaLocynthia rvretzi 

⑤多毛類 (E)

1 オトヒメゴカイ オトヒメゴカイ Hesiα沼 γetiαLLata
2 ギボシイソメ(科) ギボシイソメ 印励γineγisjl抑 ica
3 ハナオカカギゴカイ ノ、ナオカカギゴカイ Sigambγα ha:naDkai 

AncistrvsyLLis hanao陶i

Sigambra ten.tιuLata 
4 フサゴカイ(科) フサゴカイ科 Terebell idae 
5 ヨツパネスピオ ヨツパネスピオ Paγゆγiα帥 iopiT111.ata 

Pγtαωstio piT111.ata 

⑥海藻草類 (F)

アカモク アカモク SaγE邸匁m加門12γt
2 アマモ アマモ Zosteγα maγina 
3 アラメ アラメ Eisen.ia bicycLis 
4 エゴノリ エゴノリ CamtyLaet加rahytnaeoides 
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下茂ら:海生生物の温度影響に関する文献調査

第2表 (つづき)

生物種 キーワード

5 オゴノリ オゴノリ GraciLaria asiatica 
白'acHariavemιosa 

6 カジメ カジメ Eclzlania cava 
7 スサピノリ スサピノリ POゆ均γIIyezoertS i s 

8 ホンダワラ ホンダワラ Sargassum. fulveHwn 
9 マクサ マクサ G包lidiwn eLegans 

テングサ GeLidiwn aman.si i 
10 マコンブ マコンプ 凶RiMγiajatanica 

11 モズク モズク Nen四;yst凶 deciPi飢 S

12 ワカメ ワカメ 白血riaPiTl1llltifi血

⑦その他の生物用語

魚類 魚類 Fish， Fishes， Pisces 

水生生物 水生生物 Aquatic organisms， 

Hydrobiology， Marine biology， 

Marine organisms， Plankton， 

Ichthyoplankton， Zooplankton 
Phytoplankton， Nannoplankton， 

Microplankton， Mesoplankton， 

Macroplankton， Megaroplankton， 

Nekton 
幼生，仔魚 幼生，仔魚 Larva& 
魚卵 魚卵 Fish egg， Fish eggs 

稚魚 稚魚 Fry， Young fry， Juvenile 

幼魚 幼魚 YOUng fish 

注)& : 前方一致を表し，&の直前までの文字列の並びが合っていれば&以降ど

んな文字列がきても良いことを意味する。

魚類:魚類全て含む。

水生生物:海洋生物，プランクトン，遊泳生物などを含む。
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対象項目

水温関係語

漁業関係語

下茂ら:海生生物の温度影響に関する文献調査

第3表対象項目キーワード

温排水

キーワード

Ther凪 1effluent 

Warmed(W)water(W)effluent 

Warm(W)water 

冷却排水 Cooling(W)water(W)effluent 

海水温 Sea(W)water(W)temperature 

高水温，温水温 High(W)water(W)temperature

High(W)temperature 

低水温，冷水温 Low(W)陥 ter(W)temperature

温度耐性

漁業

漁場

水産資源

養殖

養殖場

Low(W)temperature 
Cold(W)shock 

Thermal tolerance 
Critical(W)thermal 

注) (W) : warm(W)wa ter中の(W)は.warmとwaterの聞にし、かなる文字が入って

いても良いことを意味し，例えば'warm-water.warm waterと、ちらも検
索対象となる。

-11 -



下茂ら:海生生物の温度影響に関する文献調査

調査結果

1.文献の検索

文献の検索は主として以下の刊行物によって

行った。

① 海生研収書月報

② JICSTファイル

③ Fishery Index 

④ 財)海洋生物環境研究所(1991).沿岸至

近域における海生生物の生態知見魚類・

イカタコ類編，東京.494pp..貝類・甲殻

類・ウニ類編.537pp. 

⑤ 社)日本水産資源保護協会(1980).水産

生物適水温図，東京. 63pp. 

⑥ 社)日本水産資源保護協会(1981).水生

生物生態資料，東京.361pp.. (船172pp.

⑦ 社)日本水産資源保護協会(1983).環境

条件が前ト類に与える影響に関する主要要

因の整理，東京.449pp. 

⑧ 社)日本水産資源保護協会(1985).水産

生物の生活史と生態，東京.252pp.. (続)

224pp. 

2.対温度反応総括表の作成

対温度反応総括表は

① 本邦沿岸海域に生息する魚類91種，甲殻

類14種，軟体類32種，耕皮類7種，多毛類

5種.海藻草類12種の合計 161種について

種別に作成した。

② 調査対象種の産卵期，癖化期，仔稚魚期，

未成魚期，成魚期などの生活史各段階で適

水温域，高・低致死水温，摂餌水温範囲に

ついて複数の文献資料(すなわち当該海域

関係)から観測値を引用し，列記した。

③ 特記事項として，卵特性，産卵期，産卵

期水温，癖化期水温，鮮化日数，出現期水

温，生息水温，温度耐性，漁期水温，分布

域，成体全長，飼育水温などを記載した。

④ 水温情報の全く得られなかった種は，魚

類5種，甲殻類3種，軟体類2種，多毛類

3種の合計13種であった。

⑤ 海藻草類ではその生活史を記載した。

3.海生生物と水温に関する概要

1) 水温変化の範囲

環境温度の変化は，陸上での131.5 oc (一
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66. 5--65. OOC)の較差に対して，海中ではそ

の4分の 1程度の33.80C(-2.8 --31. O"C) 

と非常に小さいとされている(田村.1944)。

大洋の表層水温の周年変化の幅は，熱帯の

海では2--3 oC.温帯の海では10"C前後とさ

れるが(殖田ら.1975).内湾の海表面の水温

は，湾奥から湾口にかけての調査例では，東

京湾では2月は8--140C. 8月は28--240C.

大阪湾では2月は6--10oC. 8月は24--25"C

程度の差があり，湾内の年較差は，東京湾で

は約20"C.大阪湾では約19"Cである(日本海

洋学会.1985)。
海水中に生息する生物は，常に比較的安定

な温度環境の中にあるが，潮間帯に生息する

生物は，これより大きい昼夜の気温の日変化

や年周変化を受けることになる。

2) 海生生物に及ぼす水温の影響

海生生物に及ぼす水温の影響は，成長，摂

餌，成熟・産卵，発生，致死.行動・回遊な

ど多くの生理・生蜘句現象の中で認められて

いる。海生動物の通常の生活可能水温域は5

--25"Cであるが，動物種，発育過程."11致ー

ある環境条件をかなり長時間固定したレベル

に保った時に生物に起こる補償的変化を馴致

(acclimtion)といい，一般に実験室的事象

を指し，これに対して野外における事象を順

化(acclimatization)というーなどによって

変動する(板沢.1997)。

海藻類では，光が垂直分布と密接な関係が

あるのに対し，水温は水平分布と生育時期と

に特に関係が深く(殖田ら.1975).種によっ

て年々定まって季節的消長を示す(新崎. 19 

76)。
水温は海生生物に対して2つの意味を持つ

とされている(川崎.1973)0 1つは刺激とし

ての水温で，種により，また発育段階・生活

年周期によって決まる水温要求があり，生物

はそれ以上あるいは以下の水温に対して回避

行動をとるか，あるいは正常な生活を行うこ

とができない。

もう 1つは，代謝環境としての水温で，こ

の最もよい例は卵内発生でみられる。

限られた水温範囲内での発生速度は水温と密

接な関係にあり，一般的に積算温度の法則と

して水温と卵内発生期間との積が一定になる



という関係が知られている。

温度感覚能力については，魚類では温度受

容器が脊髄に由来する皮膚神経の終末であり，

水温変化の闇値は多くの種がO.03--0.05't:の

範囲で，一般に海水魚が淡水魚より敏感であ

るという(板沢，1997;能勢ら， 1989)。

(1)適温

晴乳類，鳥類を除いて，ほとんどの海生生

物は変温性であり，その体温は環境水温とほ

ぼ一致しているのが一般的である。各生物種

は多少とも異なった適温範囲を有し，適温範

囲の広いものを広温性，狭いものを狭温性，

また，この適温範囲の上限を最高活温，下限

を最低活温と称している(小久保， 1977)。広

温性魚類 (O......300C)に対して狭温性魚種に

は冷水魚類(10......20"C)，温水魚類 (20......30't:

)，熱帯魚類 (25't:以上〉などがいる。冷水性

と温水性の墳はおよそ20"Cとみてよいが，季

節により少し変動する(池田， 1990)。

適温範囲が比較的狭く最低活温が高い動物

では，天然海域での凍死がみられることが知

られている〈小久保， 1977)。

(2) 温度選好

また，実験的に求めた魚類の好む水温(選

好温度〉と忌避する水温(忌避温度〉から，

選好温度と温度耐性や成長などの温度依存的

4S 

下茂ら:海生生物の温度影響に関する文献調査

な生理学的反応との関係を海生研で検討した

結果，比較的遊泳力のあるマアジ，イシダイ

など21種では，種固有の水温，すなわち最終

選好温度を選択することが明らかになった。

また，これら21種について最終選好温度とこ

れを馴致水温とした場合の高温側の温度耐性

(臨界最高温度(白地x)と致死温度叩T)との

聞には直線関係抑留、されている(第1図)。

魚類では摂餌転換効率あるいは日間生長率

が最大になる水温は，最終選好温度にほぼ一

致し〈例:クロソイ)，酸素消費量は水温上

昇とともに増加し，酸素消費量の増加率が最

大になる水温は最終選好温度とほぼ一致して

いる(例:カサゴ)。また，生息適水温の上

限値と最終選好温度もおおよそ一致しており，

最終選好温度が温度耐性，成長適温，代謝率

などの生理学的反応と深い係わりを持つこと，

さらに最終選好温度と高温耐性(臨界最高温

度と致死温度)との関係から，比較的簡易な

装置で測定可能な高温耐性実験により臨界最

高温度や致死温度を求めることによって，最

終選好温度の推定が可能である(土田， 1997)。

(3) 呼吸

変温性の海生生物では，その体温が環境水

温に依存するため，活動度も体内の代謝活性

も水温の影響を受ける。水温が高い程酸素消

費量が大きくなる(板沢， 1997)。
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下茂ら:海生生物の温度影響に関する文献調査

生体中の化学即芯に対する水温の影響は温

度係数 (Q1 0)で表され，水温が100C上昇し

た時，反応速度が何倍になるかという係数で

ある。 Q10は通常2付近の値をとるが，冷水

性のベニザケの活動代謝量のQ10は高温にな

ると小さくなる(能勢ら， 1989)。

一方，酸素消費量にも車11致の効果があり，

高温に馴致すると概して酸素消費量が少なく

なる(板沢， 1997;能勢ら， 1989)。

(4) 摂餌

体重事自守に必要な餌の量は水温が上昇する

と一般に増加する。適温範囲内での飽食量は

水温がJ:がると増加する。また，飽食量は馴

致水温によって異なり，低温に馴致させると

高温に馴致した時に比べ増加する(板沢，199
7;能勢ら， 1989)。

(5) 性成熟・産卵

海生生物はそれぞれ決まった時期に繁殖期

を持ち，繁殖期の開始，継続，終了には環境

要因すなわち水温や光周期(例:カタクチイ

ワシの秋季産卵終了は光周期が水温に優先)

の年周的変化が重要な関与をしてし、る(原田，

1974 ;能勢ら， 1989)。
生物では発生時期と餌生物との適合性が問

題となり，同時適合性を満足させるために個

体の産卵を長期に行うか(例:カタクチイワ

シ)，個体群としての産卵期間を長くとるか

(例:スケトウダラ)によって種の保存をは

かるが，個体，個体群として同時期に一挙に

産卵を終わる種(例;ニシン)もある(大谷，

1992)。

(6)発生

発生は，水温，光，溶存酸素，塩分濃度な

どの環境要因の影響を受けるが，なかでも水

温が低すぎると発生は遅れる。発生段階によ

り低温影響の程度が異なる。適温範囲内では

水温が高い程発生は速く進む。しかしある

一定の発生段階に達するまでの有効積算温度

内では一定であると考えられている(板沢， 1

997;能勢ら， 1989)。
また，人為倍数体の誘導法として，細胞分

裂中の細胞に低温，高温または高圧ショック

を与え，分裂を阻止することにより染色体を
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倍化させる技術か研究されている(例:マダ

イ，アユ(低温ショック).ニジマス，太西

洋マス(高温，高圧ショック))。温度ショ

ックの場合は，温水位魚類では水温が低い程

効果が強く，冷水性魚類では水温が高い程効

果が良く現れるという(谷口.1988)。

(7)温度耐性

A.魚類の温度耐性について

魚類の温度耐性についての研究は多L、
①馴致水温と致死温度

生存下限および生存上限を越える水温を致

死温度といい，普通その限界値が示され，致

死上限あるいは致死下限と呼ばれる(板沢.1
997)。一般に生物を高温環境に馴らすと生存

上限温度およひ下限温度が高くなり，低温に

馴らすと両温度とも低くなる(板沢.1997; 
岩井.1971; JlI本 1966;能勢ら.1989)。

魚類が耐え得る水温の生存上限温度は.非

常に正確に決定でき，その個体差は多くの魚

種で:¥:0.2oC以内である。これに対して生存

下限温度は，寒冷昏睡などの現象により正確

な決定が困難である。各種聞の温度耐性の比

較や，近縁の種と亜種との聞の差の比較もで

きるが，高温致死温度が近似する種間でも低

温致死温度が類似するとは限らない(川本

1966)。
②温度耐忍範囲

魚類の馴致水温と致死摂餌，成長などの

臨界温度との関係が温度耐忍図(第2図)と

して示されている (Elliott. 1981;古川.1983
;川本.1966)。温度耐忍範囲は耐忍領域と抵

抗領域からなり，耐忍領域は無期限生存領域

で，温度以外の障害がなければ温度によって

は死に至らない領域である。抵抗領域は温度

のみの影響により，やがては死に至る温度領

域である。両領域の境界は 7日間生存する条

件である。この境界を初期致死水準， 10分以

内で死に至る温度条件を最終致死水準として，

両者に固まれた領域が抵抗領域となる。温度

耐忍図は魚種によってその姿を異にする(岩

井1971)。
耐忍温度水準へ影響する要因として光周期，

季節および日周期，年令，塩分濃度， DOな

ど多くのものがあり，また，次に述べるよう

に測り方(試験方法)も影響する。
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初期致死水準

|抵抗領域

レ最終致死水準

30 10 20 
馴致水温("C)

第2図温度耐忍図 (Ell iott， 1981および古川， 1983を一部改変)

③ 水温の変化速度

魚類が急激に極度の低温状態にさらされる

と，狂奔，平衡感覚の喪失を起こし，感覚麻

揮状態となり，ついには死亡する。この原因

は呼吸中枢麻庫もしくは浸透圧調節不全と考

えられている(槽山ら， 1974;伊沢ら， 1983)。

馴致水温から一定の速度で昇温または降温

して，魚体が平衡喪失して致死的温度環境か

ら逃れる能力を失った時点の水温を平衡喪失

温度または臨界最高温度または臨界最低温度

とする。鯨蓋運動の停止を死亡とみなした臨

界致死温度もある。これらの値は，昇・降温

速度によって変化し，昇温速度が大きいほど

致死温度は高くなり，昇、温速度が小さいほど

致死温度は低くなる。降温速度が小さいと寒

冷昏睡(寒冷麻酔)が起こり，死の判定が困

難となる(隆島， 1989)。

④ 寒冷昏睡

前述の知く，変温動物である魚瀕は，水温

の変化幅と耐忍領域内の一定の範囲内ならば

水温変化に耐え得るが，この耐忍範囲(限界

水温)外の水温では，急激な水温低下には適

応できないで死亡する。限界水温近くでは降

温速度を小さくして11臨己、させと寒冷昏睡に陥

ることが知られている。限界水温はその魚種

のそれまでの履歴水温によって異なっており，

研究例は少ないが，寒冷昏睡は遊泳運動の鎮

静化，酸素消費量の低下によって活魚輸送へ

の応用が検討されている(楢山1974;田村，

1944 ;吉川ら， 1986)。

B.海藻類の温度耐性について

海藻類を各処理水温に数時間浸潰した後生

死を判定する方法で調査すると，生存下F財t

温(耐寒性)は，深所の海藻類では-3--

50Cの間にあるのに対し，潮間帯の海藻類で

はー10-ー200Cにある。また，生存上限水温

(耐熱性)については，耐寒性と同様浅所に

生育するものが深所に生育するものよりも強

いとしづ。これは潮間帯の海藻類が夏の干出

時には太陽光の直射などのために極めて高い

温度にさらされ，水分含量の低下による耐熱

性を増加することによる(海生研， 1980)。

また，温帯産と熱帯産の耐熱性の差は僅か

であるとしづ。各処理水温の海水に12時間浸

潰した後生死を判定する方法で調査した海藻

類の生存上限水温は，温帯では海水の最高水

温よりかなり高いのに対し，熱帯では耐熱性

の上限値が最高水温よりも僅かに高いだけで

ある(海生研， 1980)。

(8) 行動・回遊

動物はそれぞれの種に適した環境を選んで

F
h
u
 

'
i
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分布している。この分布を決める直接的要因

には水温・塩分など非生物的要因と餌一天敵

関係など生物的要因がある(川崎， 1973)。

また，一つの種に限っても，生活史の各時

期で要求する環境は異なり，生息場所も変化

する。長距離に及ぶものとして生殖回遊(産

卵回遊)，幼期回遊，索餌回遊が知られてい

る(能勢ら， 1989)。

(9) 不適環境などへの抵抗力

毒物に対する抵抗力は，水温が高い程小さ

くなる場合が多い。不適環境に対する抵抗力

は，一般に高温ほど小さくなる。致死酸素濃

度は高温で高くなるが，致死二酸化炭素濃度

は高温で低くなる(板沢， 1997)。

おわりに

本調査研究において，文献の検索，入手にあた

っては諸般の事情により不十分な点もあり，資料

からの転記にとどまり，確認できないデータもあ

った。今後も検索，収集を続け，種数，内容の充

実に努めることとしたい。
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用語の解説
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響がないと考えられる周辺海域の水温
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(2) 浮性卵(浮遊卵)魚類などの卵を生態

的に分けると，付着性卵と非付着性卵に分け

られる。後者はさらに浮倒Hと沈性卵(サケ

・マス類)に分けられる.海産魚に極めて多

い浮性卵は分離性浮性卵(表層浮性卵;コノ

シロ， ヒラメなどと深層浮性卵(半浮性卵;

ニギス))と凝集性浮性卵(アンコウ類など

)に分けられる。

魚卵のなかで，発電所取水取り込み影響が

考えられるのはこれら浮性卵である。

(3) 温度馴致:魚類などの水温に対する生理

的あるいは行動的反応は，その生物の前歴水

温に影響されることが知られている。このた

め致死温度の測定などにおいては，一定の水

温条件に適応(温度馴致)させた個体を用い

ることが望ましい。一般に，温度馴致は馴致

前の水温条件から徐々に昇温または降温して

一定の条件下で少なくとも 2週間以上飼育す

る必要がある。

(4) 対温度反応:環境温度の昇降に応じて生

体に生ずる生理的，行動的変化(Thermally

induced reaction) 

(5) 50%正常醇化温度:低・高温接触試験に

おいて，卵期に所定時間の水温接触を行った

場合，各接触水温の正常鮮化率から求めた供

卸 Hの50%が正常に騨化すると考えられる温

度

(6) 50%正常生残温度:低・高温接触試験に

おいて，所定時聞の水温接触を供試生物に行

った場合，各接触水温の正常生残率から求め

た供試個体群の50%が正常に生残すると考え

られる温度

(7) 50%致死温度(L T 5 o. Rrn):供試個体を

数段階の各一定の試験水温(接触水温)に維

持した試験水槽中に速やかに移し，直ちに試

験を開始し，所定の接触時間における各接触

水温の死亡率から供試生物が50%致死すると

考えられる温度

(8) 初期致死温度:供試個体が速やかに低温

あるいは高温に移された場合に，その供試個

体の半数が無限に生存できる(あるいは死亡

する)温度である。初期致死温度を求めるた

めの無限の試験は不可能であるので，一般的

には接触時間を7日間とした場合の50%致死

温度として求められている。
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(9) 飼育限界温度:長時間飼育可能な最高(

最低)温度。ここでは，飼育水温を徐々に界

温あるいは降温して，供試魚の半数が死亡す

る最高(最低)温度

(10) 選好温度:遊泳性魚類などか所定の水温

勾配が完成された後の各期における供試魚な

どの遊泳分布位置に相当する水温の平均値

(11) 短期選好湿度:水温勾配完成直後の24時
間以内の選好温度

(12) 長期選好温度:水温勾配完成から24時間

以上甑且後の選好温度

(13) 最終選好温度:事|散水温と選好温度が一

致する水温

(14) 臨界最高温度(口恥x) : 1時間当たり 5

℃の速度で昇温して平衡喪失した時点での水

温

(15) 臨界最低温度(CTMin) : 1時間当たり 5

℃の速度で降温して平衡喪失した時点での水

温

(16) 臨界致死温度(高温側致死温度;∞Tと低

温側致死温度:LDT)館、蓋運動が停止(死亡

とみなす)した時点での水温

(17) 海藻草類:陸上の植物と同様に維菅束を

もち，花を咲かせて種子をつける植物のうち

水中に生育する水草のなかで，海水中に生育

するものを海草と呼ぶ。ここではアマモであ

る。一方，同じく水中に生育する維菅束をも

たない植物を藻類と総称し藻類のなかで海

水中に生育するものを海藻と呼ぴ，両者を海

藻草類とする。

(18) 遊走子:無性生殖を行う胞子の一種で，

鞭毛により水中を運動する。水中を遊泳した

のち適当な基質に達すると，鞭毛を失って発

芽し，配偶体となる。コンブ目の海藻にみら

れる。

(19) 配偶体:遊走子か鞭毛を失って発芽した

ものが配偶体で，コンブ目海藻では糸状に発

芽するので，糸状配偶体と呼ぷ胎もある。

雄性配偶体では，精子が形成さ札雌性配偶

体では卵が形成される。

(20) 胞子体(造胞体.)雄性配偶体から泳ぎ

でた精子が附生配偶体上の卵に到達して受精

し，胞子体となる。胞子体は胞子をつくって

生殖を行う生物体である.胞子体のことを造

胞体，芽胞体ともいう。

(21) 四分胞子:多細胞からなる藻体の体細胞

のあるものが胞子嚢になるか，あるいは新た

に形成された胞子嚢を形成し，その内容が4

個に分裂し，各個が胞子となる場合，その胞

子を四分胞子という。

(22) 四分胞子体:四分胞子を形成する藻体で，

無性世代の藻体である。

(23) 糸状体:アマノリ類の果胞子が発芽した

ものを糸状体という。

(24) 単胞子:アマノリ類などの葉体の栄養細

胞が減数分裂することなく生殖細胞に変化し，

形成された胞子のこと。 l細胞から 1個の単

胞子しかできない。

-18 -



下茂ら:海生生物の温度影響に関する文献調査

対温度反応総括表

対温度反応総括表目次

*1 水温情報が全く得られなかった種

が :浮遊期に水温情報が得られなかった種

*3 適温情報が得られなかった種

*4 限界水温l情報が得られなかった種

①魚類 (A) 頁

1 アイゴ ー・・・・・・胆司・・・・・・・・・・・・・・・・， 22 * 4 37 

2 アイナメ ...ー_._-------・・・--_..- 24 * 4 38 

* 4 3 アカアマダイ -ー・・・ー・・・・・・・.---ー 26 39 
* 4 4 アカカマス ._._-------・・ーーー・・ー・， 28 * 2. 4 40 

5 アミメハギ、 -・・・・・・・--_.-噌・ e ・ー・. 30 41 

6 アユ ー-...__......ー・・・・・・・・・・----- 32 * 4 42 

7 イカナゴ ーーー-ー._----ー・・・・・・・司・.- 34 43 
8 イサキ ー...・._-・・ 4・・ e・ー....・・・・・・・ー 36 * 4 44 

9 イシガレイ ー岬・ー・・・・・司・・・・・・・・・.- 38 * 4 45 
* 4 10 イシカワシラウオ -_.・-----ー. 40 46 

11 イシダイ -・・_..・ー.-・・・・・----.---- 42 * 4 47 
* 4 12 イソギンポ .-----------_..._.ー. 44 48 
* 1 13 イボダイ ...ーー・ーー....---.------- 46 * 4 49 

14 ウシノシタ(科) .---------- 48 * 4 50 

15 ウスメノ{)レ ー-_.--.-ー.._._...._. 50 * 1 51 

16 ウナギ -・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・._.- 52 52 
17 ウマヅラハギ .__._----_._---- 54 * 4 53 

* 1 18 ウミタナゴ -・.---_.__.__....... 56 * 1 54 
* 4 19 ウノレメイワシ -ー.-・・・・・・・・・・・・， 58 55 

20 オニオコゼ -・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー 60 56 
21 カサゴ _..・・・・・・ー-・・・・・・・・・・・・・・ー 62 57 
22 カタクチイワシ ....-・・・・ a ・・・. 64 * 1 58 
23 カワハギ .-----_.・・・_._.・.-司・・・. 66 * 4 59 
24 カンパチ ..-ーー・・ー・..-----_.・・・・， 68 60 

25 キジ/、タ 『・・・._--_....._-_.-.-噌・， 70 * 4 61 
* 2 26 ギンガメアジ ..・.....-_.__... 72 * 4 62 

27 クサフグ -・・--・・._----.--------- 74 * 4 63 

28 クロソイ -・・--ーー-・嗣・・・・・・・・・・・・・ 76 64 

29 クロダイ ._._---_....._-----_.- 78 65 
30 クロメジナ -・・・・・・・・・・・ 4 ・帽・ーーー 80 66 
31 コチ -・・・・・._-_......-_._----_... 82 * 4 67 

* 4 32 コノシロ -・・，ー..-......-...ー--- 84 * 4 68 
33 サクラマス ーー・・ー ..-_..."'___0 86 * 4 69 

34 サケ ........__._---_..._..田・ー.--- 88 70 
* 4 35 サッパ ー"..-・--・・・・・・_...-・・.，.- 90 71 

36 サヨリ ー-----.-..._-司・・.---ーーーー・ 92 72 
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下茂ら:海生生物の温度影響に関する文献調査

頁

73 マイワシ 168 

* 4 74 マエソ 170 

* 4 75 マガレイ 172 

76 マコガレイ -・・・・ー"・・・・・・------ 174 

77 マサパ 176 
* 2. 4 78 マスノスケ 178 

79 マタeイ 180 

80 マダラ 184 

* 2 81 マツカワ 186 

82 マハゼ 188 

* 2 83 マハタ 190 

* 4 84 マルアジ 192 

* 4 85 ムシガレイ 194 

* 4 86 ムラソイ 196 

* 4 87 メイタガレイ 198 

88 メジナ 200 

* 4 89 メナダ 202 

90 メノ{}レ 204 

* 4 91 ヨウジウオ 206 

②甲殻類 (8)

* 2. 4 1 アカエピ …一一一一……ー 208

* 1 2 イシガニ ……---・ E ・---……ー 210 

3 イセエピ …………………-- 212 

* 4 4 エピジャコ …一…・…------- 214 
5 ガザミ 一一_..-.-----一一一一一 216 

6 クルマエビ …・…………一 218 

*4 7 サクラエピ …………・…--- 220 

8 サルエピ …--・ E ・-…一一…--- 222 

* 4 9 シャコ -……・…一一一一一. 224 

*2・310 タイワンガザミ …………-. 226 

* 2. 4 11 トゲメリタヨコエビ ……-. 228 

* 1 12 トラエピ …一一一………… 230 

* 1 13 ヒラツメガニ ……………-. 232 

* 4 14 ヨシエピ 一一…一一…一一. 234 

③軟体類 (C)
1 アカガイ 236 

* 1 2 アカニシ 238 

3 アコヤガイ 240 

4 アサリ 242 

5 ウバガイ -・-'胴・・・・・・・制司ー-_.__._- 244 

6 エゾアワビ 246 

7 クロアワビ 248 

8 コタマガイ _.圃司ー-.'---ーー...-.- 250 

9 サザエ

10 サルボウ

*2・411 シズクガイ

12 トコブシ

* 4 13 トリガイ

14 パイ

15 バカガイ

言

竜

門
L

a

A宅
戸

O
n
δ
ハ
U
V

E
E
R
U
E
U

民
U

E

d

E

U

nf副

n
r
H
n
，u
n
，“

ny副

262 

264 

16 ハマグリ …………一一一……-. 266 

17 ホタテガイ --.---------…………ー 268

* 4 18 ホトトギスガイ …一一一……-. 270 

19 マガキ …………---------------. 272 

20 マダカアワビ …………………-. 274 

21 ムラサキイガイ ……一一……ー 276 

22 メガイアワビ ー---.-.……-------. 278 

23 アオリイカ

* 4 24 ケンサキイカ

25 コウイカ

26 シリヤケイカ

* 1 27 ジンドウイカ

28 スjレメイカ

* 2. 4 29 ブドウイカ

30 ヤリイカ

280 

282 

284 

286 

288 

290 

292 

294 

31 マダコ ……………--------・……ー 296 

32 ミズダコ …---_.._-.一一----・ E・---. 298 

④糠皮類 (D)

アカウニ 300 

2 エゾパフンウニ 302 

3 キタムラサキウニ 304 

4 ノ〈フンウニ 306 

5 ムラサキウニ 308 

6 マナマコ 310 

*4 7 マボヤ 312 

⑤多毛類 (E)

* 1 1 オトヒメゴカイ 314 

*4 2 ギボシイソメ(科) 316 

* 1 3 ハナオカカギゴカイ e ・a・--咽・・・・・--- 318 

* 1 4 フサゴカイ(科) 320 

*2 5 ヨツパネスピオ -・・・・・・・・・・・.-.---- 322 

-20 -



⑥海藻草類 (F)

* 4 1 アカモク

2 アマモ

3 アラメ

4 エゴノリ

5 オゴノリ

6 カジメ
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下茂ら:海生生物の温度影響に関する文献調査

頁 頁

7 スサビノリ 336 

8 ホンダワラ 340 

9 マクサ 342 

10 マコンブ 344 

* 4 11 モズク 346 

12 ワカメ 348 

咽
E
A

q
L
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総指表 種名 A- ヲ'イ1'" (地方名:アイ(関西)，イタイタ(富山県新湊)，パリ(筑前，広島，岡山)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温填 適水温域 特記事項 iま か

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 沈性粘着卵(藤田ら 1954)
産卵期 :1-8月(木村1918)，福岡 7上-8月中旬(盛

期 7下-8月上旬)(平松1956他)

産卵期:福岡 7月中旬(藤田ら 1954)

21 ー 21 産卵期水温:福岡(平松1956他)

25 一29 産卵期水温:沖縄(多和田ら 1911)

醇化期 23.5 -26 瞬化水温(藤田ら 1954)

23.5 -26 瞬化日数:21時間(藤田ら 1954)

仔稚魚期

未成魚期 10.0 - 生息下限水温:全長 9.3-14.Ocm， 10.0-13. 5"C 
(永岡1963)

成魚期 分布域:中部以南の沿岸(内田1932)
成体全長:30cm 

10.0 - 生息下限水温:10.0-10. 50C (岡本1961)

[飼育] 15 摂餌下限水温:全長 9.3-14.0cm(永岡ら 1963)

15 飼育適温:15"C以上.全長 9.3-14.0cm(永岡ら 1963)

文献

① 

① 

③ 

③ 

③ 

②④ 

①③ 

①③④ 

③ 

⑤ 

③ 

①③ 

④ 
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<文献リスト>

①財〉海洋生物環境研究所(1978). アイゴ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告， 59. 

②社)日本水産資源保護協会(1980). アイゴ.水産生物適水温図， 25. 

③社)日本水産資源保護協会(1983). アイゴ.水生生物生態資料(続). 46-49. 

④社)日本水産資源保護協会(1983). アイゴ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 4. 

⑤東京堂(1989). アイゴ.魚の事典. 3. 
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総括表 種名 A- 2 -r-4ヲーメ (地方名:アプラコ(北海道).アブラメ(関西).ネウ(仙台)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事 項 lま か

("C) ("C) 生存 瞬化 艶死 生存 僻化 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 沈性粘着卵

産卵期:噴火湾10中-11月上旬，瀬戸内海10-12月

(盛期11中-12月上旬)

12 一 19 産卵期水温:陸奥湾10月中旬-11月末(松原ら 1965)

18-19"Cで始まり 12-13"Cで終わる

12- 産卵期水温:岡山(安家1978)

12 -15 産卵適温(落合ら 1986)

11 19 産卵水温(安家ら 1978他)

瞬化期 7.4-17.5 7 -20.2 瞬化水温(丹下ら 1971.松永1974他)

12. 5 -17. 5 10 -20 解化水温(丹下ら 1971)

12 15 7-11 僻化水温 7-11"Cでも正常発生(松永1974)

12.5 -15.0 12. 5 -17. 5 10 20.2-25.3 正常瞬化適温，管理適温:僻化限界水温10.20. 2-25. 3"C 
(丹下1971)

10 -11 僻化至適水温:13.11.9"C. 11→ 7 oC. 室温01.0-3. 5 
"C)の比較

15.2 僻化日数:15.2"C23日(丹下ら 1971)

12 -15 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値，

限界値10/250C

仔稚魚期 8. 9 -19. 0 出現水温:紀伊水道塩分32.36-34.96%。
9 一 11 9 -19 出現水温:和歌山沿岸(堀木1975)

9 15 8.9 -20 出現水温:仔魚，紀伊水道

13.3 出現水温:播磨灘. 12/22調査時平均水温13.30Cで採集

尾数が最大

9 ー II 成長至適水温:仔魚期.13.11.9. 7. 6， 4. 6-5.1 oCの比較

高水温ほど良(無給餌)

9 15 仔魚期:生息域(実験上)の標準(好適)値

9 -19 稚魚期:生息域(実験上)の標準(好適)値

文 献

⑦ 

⑭ 

⑥⑦ 

④ 

⑦ 

③ 

⑧ 

⑧ 

⑥⑦⑨ 

⑦ 

⑤⑦⑪ 

① 

⑦ 

⑭ 

② 

⑥⑧ 

③ 

⑨ 

① 

⑭ 

⑭ 
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未成魚期 18 」 最終選好温度(推定値):平均体長22.0cm ⑬ 

周11致水温15-250C
30. 6-32. 6 高温側死亡温度:0.200 x馴致水温+27. 667 ⑬ 

トー一一 平均体長22.8cm

29. 7 -32. 5 臨界最高温度:0.280 x馴致水温+25.367 ⑬ 

9 -19 」ーーーーー 生息域(実験上)の標準(好適〕値 ⑪ 

成魚期 分布域 本 邦 各 地 ⑫ 

成体長:30cm ⑫ 

12 一 19 生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑭ 

[飼育] 12.5-15 受精卵の管理水温(丹下ら 1971) ⑧ 

11 ー 15 飼育水温:仔稚魚期(保温)(丹下ら 1970 ②⑦⑩ 

く文献リスト>

①浜井生三・久新健一郎(966). アイナメ (Hexagrammosotakii Joodan et Starks)の卵・仔魚期における形態変異と死亡に及ぼす温度の影響について.

北大水産集報. 1-33. 

②堀木信男(1993). 冬季の紀伊水道およびその周辺海域におけるスズキ卵，アイナメ稚仔の分布と水温との係わり.日水誌. 59(2):201-207. 
③財)海洋生物環境研究所(1990. (1)アイナメ.沿惇至近域における海牛牛物の生態知見 魚類・イカタコ類編. 7-18. 

④恒星社厚生閣(1986). アイナメ.新版魚類学(下). 1056-1060. 
⑤松永 繁・山崎哲男・椙田拓治(1974). アイナメの採卵と仔魚飼育について.栽培技研. 3(1):6卜70.

⑥社)臼本水産資源保護協会(1980). アイナメ.水産生物適水温図. 27. 
⑦社)日本水産資源保護協会(1981).アイナメ.水生生物生態資料. 180-183. 
@社)日本水産資源保護協会(1983). アイナメ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 3. 
⑨社)日本水産資源保護協会(I985).魚類 9.アイナメ.水産生物の生活史と生態. 83-96. 

⑩丹下勝義・竹田文弥(1971).アイナメ仔稚魚飼育における環境水温について.兵庫水試報. (I 0) : 39-42. 
⑪丹下勝義・竹田文弥(1971).アイナメ受精卵の管理水温について.兵庫水試報. (10) :43-46. 
⑫東京堂(1989). アイナメ.魚の事典. 4. 

⑬土田修二(1991). 沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.東海大学院平成 8年度博士論文. 141pp. 
⑭社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993). 水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版. 325. 
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総括表 種名 A- 3 ヲ'ヌ77てr タ P イ， (地方名:クズナ(福岡，下関)アマ(下関))

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま か

("C) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮遊卵

産卵期:東シナ海~日本海北部 6-11月(盛期 7. 8月

と10-11月)(林1977)
ー 18- 産卵適温:約180C前後(底層)

ー 22- 産卵適温:22"C前後(底層)

僻化期 20.7-20.9 醇化日数:40時間(生田ら 1978)

仔稚魚期 16. 08-22. 98 出現水温:浮遊期，佐渡海峡(沖山1964)
-22 - 出現水温:表面から 10-5m層に多い

未成魚期

成魚期 分布域本州中部以南特に東シナ海沿岸(松原ら 1977)
成体体長:雄35cm.雌31cm

[飼育]

文献

④⑤ 

② 

④ 

① 

②③ 

②③ 

① 

② 

⑤ 
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<文献リスト>

①恒星社厚生閣(1986). アカアマダイ.新版魚類学(下)， 693-698. 

②社)日本水産資源保護協会(1983). アカアマダイ.水生生物生態資料(続)， 22-25. 

@社)日本水産資源保護協会(1983). アカアマダイ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 5. 

④西海区水研(1986). アカアマダイ.東シナ海・黄海のさかな， 160-16l. 

⑤東京堂(1989). アカアマダイ.魚の事典， 7. 
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総括表 種名 A- 4 7 カカマス(地方名:カマス(一般)，アラハダ(串本，田辺) ) 

低温側水温 (OC) 高温側水温 CC)
発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か

(OC) (OC) 生存 摂餌 莞死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 浮遊卵

分離浮性卵(木村1972)
産卵期 4-7月

産卵期:神奈川，紀伊水道，行橋市沖 6-7月

(木幡1973，圧島ら 1957他)

鮮化期 21.3-26.0 僻化日数:2l. 3-26. OOC24-30時間(庄島ら 1957)
21 -26 解化日数:21-260C30時間(木村1978)

仔稚魚期 出現期:山口内海 8-10月初，播磨灘 6-10月
(宇都宮ら，日水資1974)

未成魚期 漁期:播磨灘夏，外海域秋~冬(日水資1974)

成魚期 分布域:本州中部以南

成体体長:30cm 
漁期:神奈川 4月(木幡1973)

[飼育]

文献

② 

② 

① 

② 

② 

③ 

② 

② 

①② 

④ 

② 
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<文献リスト>

①保育社(1982). アカカマス.原色日本魚類図鑑， 18. 

②社)日本水産資源保護協会(1981).アカカマス.水生生物生態資料， 100-102. 

③社)日本水産資源保護協会(1983). アカカマス.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 147. 

④東京堂(1989).アカカマス.魚の事典， 9. 
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総括表 種名 A- 5 '7ミメノ、ヰゴ(地方名:ゼンマイハギ(神奈川)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域

( "C) ("C) 成熟 摂餌 舞死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期

18 -23.5 
14-15 

瞬化期

仔稚魚期 19.5-29 

23 29 19 ー 31

未成魚期

成魚期

〔飼育〕

特記事項 ほ か 文献

粘着卵 ⑦ 

産卵期:夏期， 5-10月 ④⑦ 

水槽内産卵開始水温 ①② 

成熟のための下限水温:14-150C，日長の伸長も促進 ② 

効果(臨界日長12-13L)

出現水温:和歌山沿岸(堀木1975) ⑤ 

出現水温:稚魚(千田 1964) ⑤⑥ 

分布域:東京，佐渡から九州 ③ 

成体体長:6cm ⑦ 



w 
...... 

<文献リスト>

①古川 清(1991). m.成熟・産卵リズム 5.シロギス等.水産学シリーズ85 海産魚の産卵成熟リズム 恒星社厚生閣. 101-112. 

②羽生 功(1989). 魚の生殖リズムと環境要因 3-2)アミメハギ.羽生功教授研究業績目録 東大農水水産第四講座， 47-68. 

③保育社(1981).アミメハギ.続原色日本魚類図鑑. 41. 

④北陸館(1981).アミメハギ.新日本動物図鑑[下]. 409. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1980). アミメハギ.水産生物適水温図. 25. 

⑥社)日本水産資源保護協会(1983). アミメハギ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 7. 

⑦東京堂(1989).アミメハギ.魚の事典. 22. 
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総括表 種名 A- 6 '"7ニ2.. (地方名:アイ(全国)，コアユ(琵琶湖)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域

("C) ("C) 生存 忌避 艶死 生存 忌避 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期

(河川1) 15 -20 

14 一25

14 一 19

14.5 -15.5 

僻化期 13 一 18 10 -20 

(河川1) 12 一20

14 -16 10 ー 19

15 一20

19.0 11. 0 -26.0 

17 

13 一 19

6 -20 

仔椎魚期 12.5 -18 7 ー 25

10 

16 

14 -17 

11 ー 15

〔遡上 10 一 16

期〕 11 -22 9 -22 

(河川1) 13 -16 9 ー 16

14 -16 10 
9.9-17.9 16.7-24.4 

18.6 15.6 -18. 7 

< 4 

4 
7-8 

特記事 項 ほ か 文献

沈性付着卵 ⑧⑪ 

産卵盛期:東日本 9下-11月初旬西日本10中-11月中旬 ②⑥⑪ 

産卵水温(宮地1960) ②⑨ 

産卵水温(松原ら 1965) ⑦ 

産卵水温:由良川(Iwai:1962) ⑧ 

発生水温(瞬化水温23"C) @@ 
瞬化水温(松原ら 1965) ⑦ 

瞬化水温(水環基準1972) ⑦ 

瞬化適水温 ⑥ 

瞬化適水温:19.0"C 0.9-1. 1%0， 11. 0-26. O"C 0-8.0%。 ③ 
解化日数:17"C14日(Iwai:1962) ⑧ 
降海水温:相模川 10-12月(小川ら 1967) ⑩ 

降海水温:長良川 9-12月(和田ら 1967) ⑬ 

適水温(中野ら 1937) ⑦@  

生息水温下限:10"C @ 
選好温度:後期仔魚16"C(小山ら 1965，78) ② 

体長 3-4mm14-17"C ② 

体長 6-7mm11-15"C ② 

遡河水温:4 - 5月(楠田 1963) ⑤ 
棚上期河川水温(川那部ら 1957他〉 ⑨ 

湖上期河川水温(松原ら 1965) ⑦ 

湖上盛期河川水温 ② 

忌避水温:下限9.9-17.9上限16.7-24. 4"C ⑫ 

平均体長5.7cm馴致水温10-200C

最終選好温度，選好温度:平均体長，馴致水温向上 ⑫ 

温度耐性:遡上期稚アユ馴致水温1O"C 72時間生残率 0% ⑧ 

温度耐性:遡上期稚アユ馴致水温15"C72時間生残率 0% ⑧ 

温度耐性:遡上期稚アユ馴致水温20"C72時間生残率 0% ⑧ 
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〔遡上 〉8-91oj < 4 」 温度耐性:周11致(前歴)水温10，150C ④ 
期〕 13-14 7 -8 温度耐性:恩iI致(前歴)水温20"C ④ 

(河川1) 27.9-32.9 高温側死亡温度:0.498 x周iI致水温+22.960 ⑫ 
(つづ 平均体長 5.4cm

き) 」一一一 27.7-32.7 臨界最高温度:0.495 x周iI致水温+22.784 ⑫ 
O. 5-4. 0 臨界最低温度:0.345 x馴致水温 3.132 ⑫ 
l. 2-2. 2 低温側死亡温度:0.333 x馴致水温 4.467 ⑫ 

未成魚期 11 -22 9 ー 22 出現水温:江戸川 14-160C ⑧⑨ 
(河川1) 14 -16 出現水温:大雲川 14-160C ⑧ 

成魚期 分布域:北海道天塩川・湧沸川以南の日本各地 ⑧ 
(河川1) 成体全長:25c四(1年魚) ② 

14 -25 生息水温:海アユ，琵琶湖(西田 1978他) ②⑨ 
16.6-2l.5 生息水温:琵琶湖内 ② 
18. 8 -24. 8 生息水温:琵琶湖流入河川 ② 

[飼育] 18 19 摂餌 摂餌 人工採卵水温 ① 
20 ー 25 10 28 水温 水温 飼育適水温(水環基準1972) ⑦⑨ 

13 ー 18 > 25 飼育水温:23"C以上で飼育困難， 250C以上ほとんど艶死 ⑧ 
20 ー 25 清流銅育水温(末広1969) ⑧ 

20 25 14 -28 > 10 < 28 飼育適水温，摂餌停止水温:低温側 100C，高温但Ij280C ⑥ 

<文献リスト>

①兵庫水試(1994). アユ種苗生産マニュアル. 8. 

②財)海洋生物環境研究所(1991). (2)アユ.沿岸至近域における海生生物の生態知見 魚類・イカタコ類編， 19-42. 

③M.Kashiwagi， T.lwai， H. Yamamoto and Y.Sokabe(1986). Effects of temperature and salinity on egg hatch of the Ayu Plecoglossus altivelis. 
Bull. Fac. lHeUniv. (3):17-24. 

④小泉清明・松浦康一(1965). 稚アユの低温抵抗性.木曽三川河口資源調査報告， (2) : 255-263. 

⑤楠田理一(1963). 海産稚アユの遡上生態ー 2.日水誌， 29(9):822-827. 

⑥緑書房(1993). 養殖生産技術に関するデータ.養殖， 93養殖データブック， 30(8):56-99. 

⑦社)日本水産資源保護協会(1980). アユ.水産生物適水温図， 11-12. 

@社)日本水産資源保護協会(1981).アユ.水生生物生態資料， 40-44. 

⑨社)日本水産資源保護協会(1983). アユ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 8. 

⑩小川良徳・松浦秀喜・山本武人(1967). 相模湾における海産稚アユに関する研究ー I 相模川流下仔アユについて.木曽三川河口資源調報， (4，上): 175-189. 
⑪東京堂(1989). アユ.魚の事典， 23. 

⑫土田修二(1997).沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.東海大学院平成 8年度博士論文， 141pp. 

⑮和田吉弘・稲葉左馬吉(1967). 長良川におけるアユの産卵から仔アユの降下まで W 降下期間と降下量の推移.木曽三川河口資源調報， (4.上):ト5.
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総括表 種名 A- 7 イ'ヌョヲーニ-r(地方名:コオナゴ(東京，仙台，富山)，カナギ(北九州)

発育段階 最適水温域 適水温域

("C) ("C) 

産卵期

13 2 一 18

2 - 6 

8 ー 10

-15 

17 一 18

14 ー 13 16 一 12

16 12 

13 ー 15

ー 11.7 

12.0 -14.5 

瞬化期 7 一 14.5

8.30 

8 

7 - 9 

仔稚魚期 6 一 15 5 一 18.4
4-5 -

6 7 5 一 12

11 15 8.9 -18.4 

7.0 -13.0 

6.0 -24 

未成魚期 6.0 -24 

(幼期:カマスゴ(関西)コオナゴ(3-8cm程度)，チリメンジャコ，成魚:オオナゴ，メロウド(IOcm程度以上)

(東北)) 

低温側水温("C) 高温側水温 CC)
特記 事 項 iま か 文 献

生存 摂餌 襲死 生存 成熟 莞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

沈性粘着卵 ⑪ 

産卵期水温:北海道~佐賀(松原ら 1965他) ⑦⑨ 

北海道(松原ら 1965)

青森県(松原ら 1965)

瀬戸内海;明石(内橋 1950)

佐賀(松原ら 1965)

産卵期水温:伊勢湾 ②④ 

産卵盛期水温:播磨灘12月中~下旬 ② 

産卵期水温:明石(内橋1950) ⑦ 

く 15 卵成熟水温:150C以上で熟卵なし，平均11.70Cで熟卵 ③ 

漁場水温:尾道 ③ 

解化水温(北口 1977) ⑦⑨ 

解化率最大の平均水温 ②⑩ 

発生適温(井上ら 1967) ⑧ 

解化日数 7-9 "c 192-216時間(北口 1977) ⑧ 

出現水温:西日本海域(千田 1964他) ⑨ 

生息適温:岩手沿岸，仔魚の下限 ⑥ 

出現水温:稚魚(千田 1964) ⑦ 

生息適温:和歌山沿岸(堀木1975) ⑦ 

分布至適水温:瀬戸内海(井上ら 1967) ①⑧⑩ 

遊泳生息水温:適応範囲は5.0-280C (井上ら 1967) ①⑧ 

遊泳生息水温:適応範囲は5.0-28"C (井上ら 1967) ⑩ 
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成魚期 分布域:北海道から九州(鹿児島)

9 ー 23 生息水温(宮村ら 1959)
6.0 -24 遊泳生息水温:適応範囲は5.0-28"C (井上ら 1967)
13.5 -17 漁獲水温:北海道中南部 6月(石垣1956)
9.5 -10.4 漁獲水温:宮城県沿岸 5月平均水温で豊漁， 13"C以上で

不漁(児玉1980)

[越夏休 摂餌

眠期] 水温

19 17-18 潜砂夏眠:兵庫19"Cで夏眠， 10月中， 17-18"Cで浮上摂餌

開始(水産温排水1973)

24 17-18 潜砂夏眠:24"C以上， 17-18"Cで浮上摂餌開始

〔飼育〕

<文献リスト>

①浜田向雄(1977). イカナゴ.関西国際空港漁業環境影響調査 漁業生物班資料 1 日水資， 156-175. 
@浜田尚雄(1985).我が固におけるイカナゴの生態と漁業資源.水産研究叢書 36. 85pp. 

③井上 明・高森茂樹・園行一正・小林真一・仁科重己(1967). イカナゴの漁業生物学的研究.内海水研報， (25):ト335.
④糸川貞之(1980).伊勢湾産イカナゴの資源研究-IV (イカナゴの産卵について).三重伊勢湾水試年報. (53): 30-38. 

⑤菊地善彦・佐藤孝三(1986).討論 2. 1984年冬春季のイカナゴ漁況の特徴.水産海洋研究会報. 50(1) :27-28. 
⑥北川大二・山下 洋(1986).岩手県沿岸域におけるイカナゴ仔魚の出現，分布，移動拡散.水産海洋研究会報， 50(3) :205-213. 
⑦社〉日本水産資源保護協会(1980). イカナゴ.水産生物適水温図. 24-25. 

@社)日本水産資源保護協会(1981).イカナゴ.水生生物生態資料. 172-175. 
@社〉日本水産資源保護協会(1983). イカナゴ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 12. 
⑩社〉日本水産資源保護協会(1985).魚類 6.イカナゴ.水産生物の生活史と生態. 52-63. 
⑪東京堂(1989). イカナゴ.魚の事典， 28. 

(井上1967)

⑧ 

⑧⑨ 

①⑩ 

⑦⑧ 

⑤ 

⑨⑩ 

②⑨⑩ 
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総括表 種名 A- 8 寸'弓ナヰー(地方名:イサギ(東京以南各地).イツサキ(九州).オクセイゴ(東北)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特 記事 項 ほ か

("C) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 艶死

水 温 水温 水温 水温 水温 水 温

産卵期 浮性卵

23 一28 産卵期:熊野灘表層水温 6-8月(盛期 6-7月)

(木村 1981)

6-9月(安田ら 1962)

僻化期 22.4 19.5 -25.4 最適瞬化水温:22. 4"C34. 2%0. 90%僻化水温19.5-25.40C

32. 1-36.3%。
21.8-22.3 癖化日数:21. 8-22. 3"Cで28時間(安田ら 1962)

20.5-21.5 醇化日数:20. 5-21. 50Cで28時間(木村ら 1985)

23 -28 卵期:生息域(実験上〉の標準(好適)値，

限界値 17/28"C

仔椎魚期 20.9 仔魚最長半数生残水温 (MST): 20. 9"C. 34. 7%。

未成魚期 18 ー 26 出現水温:志々伎湾(松宮ら 1983)

26. 7 16.2 -28.0 最終選好温度，選好温度:平均体長10.3cm

一 馴致水温15-290C

31. 7-37. 3 高温側死亡温度:0.415x周iI致水温+25.273 
t-ーーーーー 平均体長10.2cm

30.3-37. 2 臨界最高温度:0.481xfJiI致水温+22.975 

6.4-13.0 臨界最低温度:0.462 x馴致水調-0.676 

4.8-9.9 低温側死亡温度:0.387x馴致水温 1. 379 

18 -26 生息域(実験上)の標準(好適)値

成魚期 分布域:本州中部以南

成体体長:26cm(4年魚)

漁期:ほぽ周年盛期 5-7月(安田ら 1962)

[飼育] 温度耐性:致死水温，体長15-25cm(奥野ら 1961)

文献

⑦ 

④⑧ 

⑪ 

② 

①⑧⑪ 

⑤⑦ 

⑫ 

③ 

⑥⑦ 

⑩ 

⑩ 

⑩ 

⑩ 

⑩ 

⑫ 

⑦⑫ 

⑨ 

⑪ 

① 
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<文献リスト>

①財)海洋生物環境研究所(1978).イサキ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書， 86. 

② M.Kashiwagi， N. Yamada， Y.Okada， F.Nakamura， S.Kimura and T.lwai(1984). Some effects of temperature and salinity on deve10pong eggs of the 

threeline grunt， PaγaPListiPoma triLiπeatum. 8u11. Fac. Fish.，Mie Univ.，(I]):1-13. 

③ M.Kashiwagi， N. Yamada and T.lwai(1985). Effects of temperature and salinity on survival time of the newly hatched three threeline grunt， 

ParaPListi合omatriLineatum. 8ul1. Jap. Soc. Sci. Fish.， 51(7)， 1201-1202. 

④木村清志・鈴木 清(1981).熊野灘におけるイサキの成熟と産卵.日水誌， 47(1):9-16. 

⑤木村清志・有瀧真人(1985). イサキの種苗生産と仔稚魚の形態形成に関する研究-II.卵内発生および仔椎魚の発育.三重大水研報， (12) : 193-206. 

⑥松宮義晴・高橋勝宏(1983).平戸湾志々伎湾におけるイサキの食性.西水研研報， (59) : 23-32. 

⑦社)日本水産資源保護協会(1983).イサキ.水生生物生態資料(続).36-39.

⑧社)日本水産資源保護協会(1983).イサキ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 13. 

⑨東京堂(989).イサキ.魚の事典， 30. 

⑩土田修二(1997).沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.東海大学院平成 8年度博士論文， 141pp. 

⑪安田治三郎・小笠原義光・岡本 亮・梅津武司(962).海産魚の種苗生産に関する研究-1イサキの人工受精と成長について.水産増殖， 10(1):1-10.

⑫社)全国沿岸漁業振興開発協会(993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版， 328. 
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総括表 種名 A- 9 イシヌf レイ(地方名:ゴソゴソカレイ(厚岸)，ゴソカレイ(北海道)，コシガレイ(滑}l1)， 

イシモチ，イシモチガレイ(九州)) 

低温側水温("C) 高温側水温 ("c)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 』ま か

Cc) ("C) 生存 摂餌 発死 生存 摂餌 莞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮性卵

産卵期:石狩湾12-3月，博多湾 12-1月

13 14 産卵期水温:石狩湾(山下1963)

7.9 -12 産卵期水温:福島沿岸(福島水試1975)

5 一 15 産卵水温(山下1963他)

10. 4 -11. 5 産卵水温:表層10.40C，底層 11.50C (愛知水試1972)

5 20 卵分布の適温(遊佐1979他)

10.2 -13.3 卵出現水温(遊佐1979)

ー 10一 採集水温:若狭湾 1-2月表層水温(水戸 1969)

(Ll Tニ8) 温度耐性:環境水温10"CよりLlT= 4，8，12，16， 22"Cで心

臓鼓動開始頃の卵の正常発生を50%低下させ

る接触時間はLlT= 22"Cで 0.7分以下. 160C 

で 4分， 12"Cで58分， 8"Cで680分

瞬化期 5 -13.3 出現水温(遊佐1977，79)

10.2 -12.3 出現水温(遊佐1979)

-5 - 瞬化適温:僻化実験

一5- 僻化日数:50C前後 9日(遊佐1979)

5 ー 10 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値，

限界値4/1~. 70C 

仔稚魚期 10 一 12 出現水温(藤ら 1972)

10 -12 稚魚期:生息域(実験上)の標準(好適)値

未成魚期

成魚期 分布域:日本各地沿岸

成体全長:60cm 

文献

⑥ 

⑫ 

② 

②⑥ 

⑦ 

⑥ 

⑧⑪ 

⑥⑪ 

④ 

③ 

⑦⑪ 

⑥⑪ 

⑦⑪ 

⑥ 

⑫ 

⑥ 

⑫ 

⑥⑫ 

⑩ 



〔飼育〕 12 一 15 集約生産のための冬期飼育適水温

8 ー 14 飼育水温:仔椎魚期(福島水試1975)
5 -25 飼育水温:実験， 25"Cで成長が悪い他は著しい差はなし

5 摂餌水温:15"C飼育稚魚は5-10"C接触， 18時間後には摂

餌行動

<文献リスト>

①岩上哲世・鈴木 馨・松本忠俊・柳内直一・斎藤 健(1985).漁場環境保全調査 5. イシガレイ稚魚の摂餌行動に対する温度影響について.

福島水試事報，昭和59年度:237-240.
②財)海洋生物環境研究所(1991). (4)イシガレイ.沿岸至近域における海生生物の生態知見 魚類・イカタコ類編， 59-80. 
③Kiyono M.and K.Shinshima(1983).Thermal tolerance of stone flounder eggs.日水誌， 49(5) :701-704. 
④南 卓志(1984). イシガレイの初期生活史.日水誌， 50(4):551-560.
⑤社)日本水産資源保護協会(1980). イシガレイ.水産生物適水温図， 28. 

S ⑥社)日本水産資源保護協会(1981).イシガレイ.水生生物生態資料， 204-207. 
⑦社)日本水産資額保護協会(1983). イシガレイ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 14. 
@社)日本水産資源保護協会(1985).魚類 10. イシガレイ.水産生物の生活史と生態， 97-11l. 
@大滝勝久(986).栽培漁業と新養成技術-16イシガレイの種苗生産.水産の研究， 5 (5) : 56-62. 

⑩東京堂(1989).イシガレイ.魚の事典， 3l. 
⑪遊佐多津雄(1979). ヒラメ・カレイ類の生活史と環境.水産土木， 16(1) :33-45. 

⑫社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版， 329. 

⑨ 

⑤⑦ 

① 

① 
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総括表種名 A-1 0 イシカワシラウォー

低温側水温 (OC)

発育段階 最適水温域 適水温域

COC) COC) 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温

産卵期

瞬化期 14.1 -15.0 

仔稚魚期

未成魚期

成魚期

10 ー 11 9 一 13

[飼育]

高温側水温 (OC)

特記事項 ほ tJ、 文献

生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温

粘着卵(海底砂〉 ① 

産卵期:福島県 5下-6下旬 2-3月と 5-6月に 2回 ① 

前田川，熊川河口地先水深約 5m
産卵期:茨城県 2-6月(盛期 2-4月) ② 

九十九里 3-4月

卵出現期 2-5月(盛期 3， 4月) ③⑤ 

瞬化日数:14.ト15.0OC約10日間 ① 

出現期 2-5月(盛期 3， 4月) ③ 

出現期 6-12月(盛期11， 12月) ③ 

分布域本州太平洋制の北・中部(青森県~和歌山県) ①⑤ 

成体全長:7cm ⑦ 

出現期:12-2月〈未熟群)， 2-5月(産卵群〉 ③ 

漁獲水温:千葉県 9-13OC(盛期 10-11OC) ②④⑤ 

⑥ 
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<文献リスト>

①秋元義正・鈴木 馨・遠藤克彦(1990).福島県太平洋岸におけるイシカワシラウオの産卵.水産増殖， 38(4):337-342. 

②平本紀久雄(1973). 九十九里沿岸域のシラウオ分布調査.千葉水試調報， (32) 

③平本紀久雄(1979). イシカワシラウオの生活の実態. (原稿).

④社)日本水産資源保護協会(1980). イシカワシラウオ.水産生物適水温図， 12. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1981).イシイシカワシラウオ.水生生物生態資料， 54-57. 

⑥社)日本水産資源保護協会(1983). イシカワシラウオ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 15. 

⑦東京堂(989). イシカワシラウオ.魚の事典， 31. 
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総括表 種名 A - 1 1 イ'乙/タ'イt ( 地方名:シマダイ(北海道，東北，関西)) 

低温側水温 (OC) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水 温 水 温 水温

産卵期

18 
18 -24 21 ー 26
18 19 20 25 

17. 0 -22. 9 

僻化期 17 -26 
21 -26 
20. 5 -23. 5 
18 -24 

仔稚魚期 25 -27 22.2 -27. 7 
24. 7 -28. 6 

27.5 23.9 -27.3 

一
34.8-38.3 

33. 3-38. 1 
7.1-12.3 
4. 9-8. 1 

未成魚期 24. 7 -25. 7 
26.0 
26.0 21. 2 -26.6 

一
32.8-37.8 一

一 33. 7-37. 5 
33.7-37.5 
32.8-37.3 

「

特記事 項 iま か 文

分離浮性卵 ③ 

産卵期:水温180C以上の 4-7月 ⑫ 

産卵適水温 ④ 

産卵適水温:水槽中，自然産卵(隅回ら 1972) ⑥⑦ 

出現水温(水戸 1963) ③⑤ 

解化水温(竹内1974他) ⑦ 

解化水温(竹内1974) ⑥ 

解化水温(水戸 1963) ⑥ 

卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑫ 

出現水温(堀木1975) ③@⑦ 

選好温度 2-8カ月齢250C周1/致 ⑩ 

最終選好温度，選好温度:平均体長6.7cm ⑪ 

馴致水温15-280C
高温側死亡温度:0.269 x NI/致水温+30.843 ⑪ 

平均体長6.5cm 
臨界最高温度:0.372 x馴 致 水 温 +27.680 ⑪ 

臨界最低温度:0.398 x恩1/致水温+1. 124 ⑪ 

低温側死亡温度:0.194 x馴 致 水 温 +2. 710 ⑪ 

選好温度 8-14カ月齢250CNI/致 ⑩ 

最終選好温度年魚，馴致水温15.20. 25. 280C ⑨ 

最終選好温度，選好温度:平均体長14.0cm ⑪ 

馴致水温15-280C
平衡喪失温度:平均体長14.3cm ⑨ 

臨界致死温度 ⑨ 

高温側死亡温度:0.281x馴 致 水 温 +29.652 ⑪ 

臨界最高温度:0.364 x馴致水温+27.236 ⑪ 
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成魚期 分布域:日本各地

成体全長:約80cm
4 36 生存限界水温:低温(田村1967)，高温(難波1975)

[飼育] 20.1 -28.7 産卵水温(池中自然産卵)

21 -24 18 -27 自然産卵水温:2 --6才魚では 6才魚が親魚として適

35.0-36.0 温度耐性:致死水温(難波ら 1975)
5 -4 温度耐性:致死水温(田村1967)

6.0 4.5 温度耐性:致死限界水温，摂餌限界水温(永岡ら 1963)

く文献リスト>

①伊藤捷久(1978). イシダイの自然産卵による採卵と仔魚のふ化について.栽培技研， 7(1) :5-12. 

②福所邦彦・神田高司・与賀田稔久・藤田矢郎(1975).人工ふ化養成イシダイの自然産卵による採卵.長崎水試報(1): 29-38. 
③財)海洋生物環境研究所(1978). イシダイ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書， 97-98. 
④緑書房(1993).養殖生産技術に関するデータ.養殖， 93養殖データブック， 30(8):56-99. 

⑤永岡哲雄・前川兼佑(1963).有用厳水魚の冬季における摂餌ならびに致死限界水温に関する研究.山口内海水試業績， 13(1):93-99. 

⑥社)日本水産資源保護協会(1980). イシダイ.水産生物適水温図， 22. 

⑦社)日本水産資源保護協会(1983). イシダイ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 16. 
@東京堂(1989). イシダイ.魚の事典. 32. 

@土田修二・渡辺幸彦・鈴木繁美(1991).イシダイ 1年魚の選好温度と高温耐性.海生研報 No.92202. 
⑩土田修二・田端重夫(1997).イシダイ幼稚魚の成長に伴う選好温度の変化.日水誌. 630): 64-69. 
⑪土田修二(1997).沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.東海大学院平成 8年度博士論文， 141pp. 
⑫社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版， 330. 

⑫ 

⑧ 

⑥⑦ 

② 

① 

③ 

③ 

③⑤ 
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総括表種名 A-1 2 イソギ ンポ

低温側水温('C)

発育段階 最適水温域 適水温域

('C) ('C) 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温

産卵期

醇化期 20 -30 17 -32 

仔稚魚期 20 -26 16. 7 -28. 7 

20 -30 17 -32 

未成魚期

成魚期

[飼育]

高温側水温('C)

特記事項 ほカ、 文献

生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温

沈性粘着卵(貝の空殻などに) ⑤ 

産卵期 6-10月 ⑤ 

出現期水温:紀伊水道，紀南沿岸(堀木1975) ④ 
:西日本海域(千田 1964) ④ 

出現期水温:仔稚魚，和歌山沿岸採集個体数の平均水温 ②③ 

23.4'C出現回数の平均水温23.10C

(堀木1975)

出現期水温:稚魚，西日本海域(千田 1964) ③ 

分布域:福島，山形から南日本 ① 

成体全長:9cm ⑤ 
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<文献リスト>

①保育社(1980. イソギンポ.続原色日本魚類図鑑， 64. 

②財)海洋生物環境研究所(1978). イソギンポ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書， 70. 

③社)日本水産資源保護協会(1980). イソギンポ.水産生物適水温図， 25. 

④社)日本水産資源保護協会(1983). イソギンポ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 18. 

⑤東京堂(1989). イソギンポ.魚の事典， 34. 
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総括表 種名 A -1 3 イオさタ'イ(地方名:アゴナシ(銚子)，エボダイ(東京，静岡)，ギチ(熊本)，クラゲウオ(広島，兵庫)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C) 

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま か

("C) ("C) 生存 摂餌 莞死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮性卵

産卵期:日向謹~豊後水道，紀伊水道 6~8 月(青山ら
1980)，東シナ海 4月(松原ら 1977).4 ~ 6月

(青山ら 1980)

醇化期

仔稚魚期 出現期:南西海区 7~8 月(松出 1969)

未成魚期

成魚期 分布域:北海道以南の各地

成体体長:21cm(4年魚)

漁期:10~ 12月. 2 ~ 3月(青山ら 1980)

[飼育]

文献

① 

①② 

① 

① 

③ 

① 
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<文献リスト>

①社)日本水産資源保護協会(1983). イボダイ.水生生物生態資料(続)， 18-21 . 

②社)日本水産資源保護協会(1985).魚類 8. イボダイ.水産生物の生活史と生態(続)， 78-83. 

③東京堂(989). イボダイ.魚の事典， 40. 
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総括表 種名 A-14 ウ シ ノ シタ(不斗〉

低温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温

産卵期

25 -26 
21 一22

僻化期 23.0 -23.5 

仔稚魚期

未成魚期

成魚期

〔飼育〕 一28

> 10 

高温側水温("C)

特記事項 lま か 文献

生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温

産卵期:クロウシノシタ 5-6月 ① 

産卵水温:クロウシノシタ水槽飼育産卵(新潟県) ⑤ 

産卵水温:クロウシノシタ福島県水槽実験 0980-1982 ②③ 

の 3年間)の盛期

瞬化水温:クロウシノシタ， 23"C約16時間で牌化 ②③④ 

分布域:クロウシノシタ，北海道から南シナ海 ⑤ 

29.5 飼育水温:成魚期，飼育水温最高29.5"Cで生残率急減， ⑤ 

飼育水温280C以下に

飼育水温:成魚期， 10"Cから摂餌行動開始， 150C活発， ② 

10"Cで停止
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<文献リスト>

①保育社(1982). クロウシノシタ.原色日本魚類図鑑， 56. 

②石井孝幸(1984). クロウシノシタの陸上水槽における産卵.福島種苗研報， 1: 19-27. 

③石井孝幸・長田 明・鈴木章一(1982).魚類種苗生産研究 4.クロウシノシタ種苗生産研究.福島水試事報，昭和56年度:14ト144.

④おさかな事典(1992). クロウシノシタ.全漁連中央シーフードセンター， 396-397. 

⑤土屋重子・細谷久信・渡辺 昭・佐藤義昭(1993). ウシノシタ種苗生産技術開発試験.新潟栽培漁業センター業研報， 16:73-82.



総括表 種名 A - 1 5 ウスメノ〈ノレ(地方名:ツズノメパチメ(新潟出雲崎).セイカイ(能生)) 

問。

低温側水温("C) 高温側水温 COC)

発育段階 最適水温域 適水温域 特 言己 事 項 lま か 文 献

COC) ("C) 生存 摂餌 艶死 生 存 摂餌 舞死

水 水温 水温 水 温 水温 水 温温

産仔期 卵胎生 ③ 

産出期:日本海 4-6月上旬(北部日本海ブロック水試 ③ 

連協1980)
新潟 3下-4月上旬(鈴木ら 1978)

仔稚魚期 出現期:日本海 4-5月流れ藻，水温180C前後になると ③ 

6月下旬から底層生活に移行(池原 1977)

12 -23 生息水温:流れ藻12-230C ③ 

(北部日本海プロック水試連協 1980)

15 -20 成長水温:稚魚(石川増試1978) ③ 

く 26 32 温度耐性:仔魚，瞬間致死水温320C. 危険水温260C以上 ③ 

(安永1976)
温度耐性:稚魚，高温耐性水温域 3340C2. ③ 

耐水温域 7010C2 (大池1977)

26-29 温度耐性:稚魚，半数致死水温;体長45mm ③④ 

馴致水温 10. 15. 20. 25 oCの24時間 TLmは

25. 6. 25. 5. 27. O. 28. 80C (大池1976.77)
26-28 温度耐性:稚魚. 24時間臨界温度，間Ii致水温10.15.200C ① 

26-30 温度耐性:稚魚. 24時間臨界温度，馴致水温250C ① 

未成魚期

成魚期 分布域:函館以南，太平洋側;銚子，日本海側;対馬海 ③ 

峡まで(岡田ら 1981)
漁期:青森(日本海)周年，八戸沖 (2- 3月) ③ 

(飯塚 1977)



c:.n 
...... 

[飼育] 15 20 10 -23 27 飼育水温(石川増試1977，池原ら 1980)
(27) (> 23) 飼育水温:稚魚，水温2TC以上に急上昇すると摂餌しな

くなる(池原ら 1980)，230C以上成長停止艶死

個体がみられる(石川増試1977)

28.6 温度耐性:稚魚，致死限界水温約28.60C (大池1977)

<文献リスト>

①財)海洋生物環境研究所(1978). ウスメバル.沿岸海域水生生物と海洋環境の関係に関する文献調査報告， 47. 

②社)臼本水産資源保護協会(1980). ウスメバル.水産生物適水温図， 26. 

③社)日本水産資源保護協会(1983). ウスメバル.水生生物生態資料(続)， 58-61. 

④社)日本水産資源保護協会(1983)，ウスメバル.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 21. 

②④ 

③ 

① 
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総括表 種名 A - 1 6 Tフヲーヰゴ

発育段階 最適水温域 適水温域

("C) ("C) 

産卵期

16 一 17

16 17 

醇化期

16 -17 

25 22 23 

23 

仔稚魚期 シラスウナギ 葉形仔魚

9 一 15 20.63 -29.40 

シラスウナギ

8. 9 -18 

14 -16 

〔遡上 13 14 8-10牢

期〕

8 16 

6 一 16

未成魚期 12 

低温側水温("C) 

生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温

2 

高温側水温 ("C)

特 言己 事 項 ほ か 文 献

生存 摂 餌 舞死

水 温 水 温 水温

浮性卵 ③ 

産卵期水温:早春~夏(松井1970，川本1978) ③④ 

卵出現盛期(松井1970) ③ 

解化期 6-10月 ⑨ 

瞬化水温(松井1970) ④ 

牌化水温:22-230C 1 - 2日間で僻化， 15と300Cで異常 ⑧ 

発生 (Yarnautchiet al. 1976，佐藤1979)

解化回数:230C38-45時間 ⑤ 

出現水温:=重シラスウナギ(原田 1978) ③④ 

25 生存限界水温:10"C思"化シラスウナギ 2oC 8日100百死亡 ③ 

遡上漁獲水温:徳島(日野1979)，藤沢(東ら 1975) ④ 

漁獲水温:熊野灘シラスウナギ ③ 

遡上開始水温牢，盛期水温(松原ら 1965，松井 1~35他) ①②③ 

④ 

遡上水温(水産温排水1973他) ④ 

遡上水温:徳島県沿岸(日野1979他) ③ 

漁獲水温:幼魚，浜名湖好適水温， 80C以下17.50C以上 ① 

では採れない，好適水温120C

(水産温排水1973)
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成魚期 分布域:太平洋側;北海道以南，日本海側;秋田以南

成体全長:60cm 

[飼育] 18 -20 飼育水温:雌ウナギ，成熟促進と産卵誘発

21 一22 飼育水温:雄ウナギ，成熟促進と産卵誘発

25 10-13 飼育水温:ニホンウナギ，摂餌活動

20 6 25 飼育水温:ヨーロッパウナギ， 60Cでも摂餌成長， 200C 

前後で成長良く， 250C以上で不活発

20 -28 10 -32 飼育適水温(水環基準1972)
-30 - 飼育適水温〈増重率) : 13， 50， 100g， 26， 30， 340Cの比較

22 ー 23 僻化日数:36-38時間

<文献リスト>

①財)海洋生物環境研究所(1978). ウナギ.沿岸海域水生生物と海洋環境の関係に閲する文献調査報告， 142. 

②社)日本水産資源保護協会(1980). ウナギ.水産生物適水温図， 13. 

③社)日本水産資源保護協会(1980. ウナギ.水生生物生態資料， 78-81. 

④社)日本水産資源保護協会(1983). ウナギ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 22. 

⑤財)温水養魚開発協会(1990). ウナギ.魚種別養魚の進め方.温水養魚技術資料， 144-156. 

⑥佐藤英雄(1991).総説 2. ウナギの産卵誘発.水産増殖， 39(2): 225-226. 

⑦瀬川直治(1983). 水温とウナギの成長について.愛知水試報 昭57業務報告， 140-142. 

⑧関口秀夫(1994). 日本産ウナギの産卵場と回遊の問題点ーイセエビの生活史研究の視点から一.水産海洋研究， 58(2) :91-108. 

⑨東京堂(1989). ウナギ.魚の事典， 49-50. 

③ 

⑨ 

⑥ 

⑥ 

⑤ 

⑤ 

②④ 

⑦ 

⑥ 
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総括表 種名 A-1 7 ウマ、プラノ、ヰゴ(地方名:ナガハゲ(関西)，ハゲ(各地)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記 事 項 lま か

("C ) COC) 生存 摂餌 艶死 生 存 摂餌 襲死

水温 水温 水温 水 温 水温 水温

産卵期 沈性粘着卵

産卵期 4-7月

新潟 5月下旬(盛期 6月)(池原1976)
東シナ海 7-9月(青山1980)

解化期 18 -25 発生水温:卵(北島ら 1964，高見ら 1969)

24 25 瞬化日数:24-25"Cで40時間(北島ら 1964)

仔稚魚期 19 -20 18. 5 -26. 8 出現水温:紀伊水道，紀南沿岸(堀木1975)
36 温度耐性:瞬間致死水温(安永1976)

未成魚期

成魚期 分布域:北海道以南各地

成体体長:26cm(3年魚)

6 生息下限水温(永岡ら 1963)
6 摂餌下限水温:平均全長213mm，平均体重152g

(永岡ら 1963)

〔飼育〕 4.5 - 生息下限水温(岡本ら 1961)
6.0 4.5 温度耐性:摂餌・致死限界水温，平均全長213mm，

平均体重152g(永岡ら 1963)
温度耐性:致死水温，最高10.40C.最低 8.10C

(体長20-25cm) (奥野ら 1961)

文 献

⑤ 

⑥ 

⑤ 

③④⑤ 

④⑤ 

③④⑤ 

④⑤ 

⑤ 

⑥ 

④⑤ 

①④⑤ 

④⑤ 

①@  

① 



c.n 
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<文献リスト>

①財)海洋生物環境研究所(1978). ウマズラハギ.沿岸海域水生生物と海洋環境の関係に関する文献調査報告， 55. 

②永岡哲雄・前川兼佑(963). 有用厳水魚の冬季における摂餌ならびに致死限界水温に関する研究.山口内海水試業績， 13(1):93-99. 

③社)日本水産資源保護協会(1980).ウマヅラハギ.水産生物適水温図， 26. 

④社)日本水産資源保護協会(1983).ウマズラハギ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 23. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1983). ウマヅラハギ.水生生物生態資料(続)， 50-53. 

⑥東京堂(1989). ウマヅラハギ.魚の事典， 52. 



c.n 
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総括表 種名 A - 1 8 ウミタナゴ( 地 方 名 : ベ ニ ツ ケ ( 新 潟 )，タオゴ(福島，富山，和歌山，長崎)，セマツタイ(鹿児島)) 

低温側水温("C) 高温側水温 CC)
発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま か

("C ) COC) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 整死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産仔期 卵胎生交尾期 :11月
産仔期:浅虫 6-8月，南日本 4-5月

仔稚魚期

未成魚期

成魚期 分布域:北海道から南日本

生体体長:25cm 

[飼育]

文献

①② 

① 

① 

① 



cl 
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<文献リスト>

①保育社(1982).ウミタナゴ.原色日本魚類図鑑， 40. 

②東京堂(1989). ウミタナゴ.魚の事典， 53. 
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総括表 種名 A-19 ウノレメイワシ(地方名:センキ(千葉).ドンボ(富山)) 

低温側水温("C) 高温側水温 COC)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 』ま か

COC) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮性卵

産卵期:一般 1- 8月(盛期 4-6月)北方海区ほど後

れる

17 14 一20 産卵期水温 4-6月表面(伊東ら 1951)

12 一 16 産卵期水温 4-6月 5m層(伊東ら 1951)

14 -23 産卵期水温(中井ら 1955)

14 -16 12 -25 卵出現期水温:西日本海域(千田1964)

17 23 卵出現期水温:日向灘(松田 1966)

12 -23 卵出現期水温:日向灘(松田 1966他)

鮮化期 14 -16 12 -25 出現期水温:西日本海域(千田 1964)

仔稚魚期 14 一 16 13 28 出現期水温:対馬暖流域(千田 1964. 内田ら 1958)

17 -27 出現期水温:日本海表面(内田ら 1958)

15 -25.8 出現期水温:日向灘(水産温排水1973)

未成魚期

成魚期 分布域:本州中部以南

成体体長:26cm(6年魚)

漁期:九州西海域 4-5月と 9-10月 (Somsakら1977). 
新潟 9月(柿元1979)

[飼育]

文献

④ 

④ 

①②③ 

①③ 

③ 

①③④ 

④ 

⑤ 

④ 

①③⑤ 

③④ 

④ 

④ 

④ 

④ 
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<文献リスト>

①財)海洋生物環境研究所(1978). ウルメイワシ.沿岸海域水生生物と海洋環境の関係に関する文献調査報告， 163. 

②恒星社厚生閣(1986). ウルメイワシ.新版魚類学(下)， 521-522. 

@社)日本水産資源保護協会(1980). ウルメイワシ.水産生物適水温図， 1. 

@社)日本水産資源保護協会(1981).ウルメイワシ.水生生物生態資料， 2-5. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1983). ウルメイワシ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 24. 
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総括表 種名 A-20 オーェ.ォーコ寸Z~. (地方名:オコジ(鳥羽)，ボオチョカサゴ(静浦)，オコゼ(関西，四国)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特 記事 項 ほ か

("C) ("C) 生存 摂 餌 舞死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮性卵

一23- 産卵期 6下-7月中旬

福岡近郊 6-7月(水戸 1963)

瀬戸内海 6-8月

僻化期 20.0 -24.0 僻化水温:日本近海(水戸 1963)

20. 0 -24. 0 僻化日数:20. 0-24. OoC 41時間(水戸1963)

仔稚魚期 瞬化後 15-30日で変態着底

27 最終選好温度(推定値)平均体長5.5cm

一 思iI致水温20一280C

37. 2-38. 1 高温側死亡温度:O. 113 x馴致水温+34.967 
トーー一ー 平均体長4.8cm

35. 3-37.3 臨界最高温度:0.250 x馴致水温+30. 133 
Lーーーーー 臨界最低温度:0.488x馴致水温-2.367 

未成魚期 27 成長適水温，最大日間摂餌率

成魚期 分布域:東京，佐渡から九州，南シナ海

成体全長:25cm 

〔飼育〕 20. 9 -29. 1 産卵水温:22. 9-25. 5， 20. 9-29. IOC 

23 ー 25 瞬化水温:後期産卵 8月以降23-250C

19. 8 -25.4 飼育水温:仔魚

20.8 -28.6 飼育水温:稚魚

>10 摂餌水温:13"C以下で鈍り 100Cで摂餌しない

文 献

⑤ 

⑤⑩ 

@ 

⑨⑪ 

⑥ 

⑧ 

⑬ 

⑬ 

⑬ 

⑬ 

③ 

④ 

⑫ 

① 

⑦ 

② 

② 

⑧ 
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く文献リスト>

①伊勢田弘志・古庄真喜(1988).オニオコゼの種苗生産に関する研究ー1.親魚と産卵.熊水試研報， 5:13-18. 

②市川 衛(1997).オニオコゼ、の種苗生産技術開発.愛媛水試研報， 6:41-49.

③岩田伸弘・古田岳志・本田晴朗(1996).オニオコゼの成長に対する飼育水温の影響.平成 8年度水産学会秋季大会要旨集， 73. 

④保育社(1981).オニオコゼ.続原色日本魚類図鑑， 48. 

⑤北陸館(1981).オニオコゼ.新日本動物図鑑[下]， 436. 

⑥財)海洋生物環境研究所(1978).オニオコゼ.沿岸海域水生生物と水域環境に関する文献調査報告書， 40. 

⑦川村芳浩・永山博敏・小野山弘(1990).オニオコゼの後期産卵された卵のふ化水温の検討.水産増殖， 38 :383. 

⑧近藤正美(1998). オニオコゼ.新魚種導入の可能性を探る(下).養殖， 11 :64-67. 

⑨社)日本水産資源保護協会(1980). オニオコゼ.水産生物適水温図， 26. 

⑩恒星社厚生閣(986). オニオコゼ.新版魚類学(下)， 1046-1049. 

⑪社)日本水産資源保護協会(1983). オニオコゼ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 27. 

⑫東京堂(1989).オニオコゼ.魚の事典， 72. 

⑬土田修二(1997).沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.東海大学院平成 8年度博士論文， 141pp. 
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総括表 種名 A -2 1 カサゴ(地方名:ガシラ(大阪).ホゴ(広島，松山)，アカカプ(長崎，玄海).カラコ(下関)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特 記 事 項 lま か

("C) CC) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 艶死

水 温 水温 水温 水 温 水温 水温

産仔期 卵 胎生交尾期:10-11月

最盛産仔期:12-2月，相模湾11-4月，九州 11-3月

仔稚魚期 12 -16 7 -21 出現水温:浮遊期西日本海域(千田 1964)

12 -20 34 生長適水温:稚魚，高いほど良(森実ら 1983)，致死水温

(安永1976)

18 一21 摂餌最適水温:仔魚(大上ら 1975)

20.7 18. 5 -21. 1 最終選好温度，選好温度:平均体長6.0cm

馴致水温15-250C

30.7-33.2 高温側死亡温度:0.250 x馴致水温+27.033 

一 平均体長6.0cm

29.7-32.8 臨界最高温度 :O.310x馴致水温+25.167 

4. 9-8. 0 一 臨界最低温度 :O.310x廟11致水温一o.167 

12 -20 仔魚期:生息域(実験上)の標準(好適)値

12 -21 稚魚期:生息域(実験上)の標準(好適)値

未成魚期 生息域(実験上)の限界値7/340C

成魚期 分布域:北海道南部から九州

成体体長:24cm(6年魚)

13 17 7 - 21 出現水温(千田 1964)

生息域(実験上)の限界値7/340C

[飼育] 12 - 21 種苗生産飼育水温(大上ら 1974. 森実1978)

> 17 < 15 種苗生産飼育水温:試験;170C以上で生残. 150C以下で

生残無し

文 献

①⑤ 

⑤ 

⑤⑥⑦ 

②⑤⑦ 

④@⑦ 

⑨ 

⑨ 

⑨ 

⑨ 

⑩ 

⑩ 

⑩ 

⑩ 

⑧ 

④⑤⑥ 

⑩ 

⑥ 

③ 
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<文献リスト>

①桶屋幸司(998). カサゴ.新魚種導入の可能性を探る(下). 養殖. 11: 56-59. 

②財)海洋生物環境研究所(1990). (5)カサゴ.沿岸至近域における海生生物の生態知見 魚類・イカタコ類編. 81-94. 

③森実庸男・山田 徹(975). カサゴの種苗生産.愛媛水試事報.120-124.

④社)日本水産資源保護協会(1980). カサゴ.水産生物適水温図. 26. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1983). カサゴ.水生生物生態資料(続). 65-68. 

⑥社)日本水産資源保護協会(1983). カサゴ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 31. 

⑦社)日本水産資源保護協会(1986).魚類 13. カサゴ.水産生物の生活史と生態(続). 128-137. 

⑧東京堂(1989). カサゴ.魚の事典， 86. 

⑨土田修二(1997).沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.東海大学院平成 8年度博士論文， 141pp. 

⑩社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版， 331. 
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総括表 種名 A-22 カタクチ イワ シ( 地方 名: ヒシ コ( 各地 ).エタレ(西日本))

(卵→チリメン(-20mm)→シラス (30mm)→カエリ→カタクチイワシ)

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温場 適水温域 特記事 項 ほ か

("C) ("C ) 生存 産 N~ 舞死 生存 産卵 莞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮遊卵

産卵盛期:陸奥湾 6月，東京湾 2-4月と 9-10月，

鹿児島周年

13 26 12 -29 産卵期水温:石狩湾~太平洋南部海域(山中ら 1957他)

15 一 23 産卵期水温:房総海域 2-11月(盛期 4-8月)200m等

探線内側沿岸域32.9-34.7%。広温・広塩性

14 18 12 -28 産卵期水温:自然海域(浅見1953他)

17 12 -29 産卵期水温

11 24 14 -28 産卵水温;論文内での引用(中井ら 1955)

15-16 - 産卵水温:190Cでは 10-20日の飢餓でも産卵可(恒温水

槽)

11.1 12. 0 -24. 1 出現水温:太平洋側(平均水温)(山中ら 1955)

14 ー 18 12 ー 28 出現水温:日本海海域(山中ら 1957)

13 ー 29 10 .:. 31. 5 出現水温(千田 1964他)

15-16 産卵限界水温:15-160C. 140Cでは産卵せず

瞬化期 13 ー 29 10 -31. 5 出現水温:和歌山沿岸(堀木1972他)

20 16 18 瞬化日数:20oC30時間.16-18"C 3日(水戸 1964)

仔椎魚期 16 28 8.5 -31 出現水温:紀伊水道(堀木1975他)

18 出現水温:瀬戸内海，較差150Cでも出現 (水戸 1964)

16 ー 21 9 -31 出現水温(辻野1916，千田 1964他)

22 -23 11. 2 -28.4 出現水温(堀木1975)

15 -25 11 ー 28 漁獲水温(近藤1969他)

一一 ーーー」ーー一一ー

文 献

④ 

④ 

③⑤ 

⑦ 

⑥ 

② 

① 

① 

④ 

④ 

③ 

① 

⑤ 

⑥ 

⑤ 

⑥ 

③ 

④ 

④ 
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未成魚期 18 -20 出現水温(近藤1971)
18.8 16. 9 -22. 0 最終選好温度，選好温度:平均体長9.8cm

馴致水温15-180C
31. 8-34. 9 高温側死亡温度:0.237 x周"致水温+28.167 

平均体長9.7cm 
31. 7-34. 7 臨界最高温度:0.235 x馴致水温+28.057 

2. 9-6. 8 臨界最低温度:0.277 x馴致水温-1. 373 
1. 6-3. 7 低温側死亡温度:0.700 x {/"致水温-15. 900 

18 -20 15 -28 r- 漁獲時水温

成魚期 分布域:本邦各地(4系群)

成体体長:11cm(1年魚)

11 31 生存限界水温:22-230Cに馴化(末広1936)
8 -30 漁場水温(山中ら 1957)，生息水温
8-9 - 回遊水域の最低水温

12 -25 8 -31 31 漁獲水温(水産温排水1973他)
14 17 漁獲適水温:回遊水域の海域別水温になる(近藤 1971)
11 27 漁獲水温:東京湾(渡辺ら 1958)
12 漁重水温:大阪湾
13 22 漁獲水温:京都府沖(坂野ら 1978)

[飼育] 15 産卵期水温:陸上飼育実験(秋季約20tで産卵終了は光

周期優先)

11 31 飼育時水温:実験前22-23tの時(水産温排水1973)

く文献リスト>

①川口弘一・山下 洋・林 周(1990). 飼育条件下におけるカタクチイワシの産卵特性.水産海洋研究会報， 54(4) :364-372. 
②恒星社厚生閣(1986).カタクチイワシ.新版魚類学(下)， 502-511. 
③社)日本水産資源保護協会(1980). カタクチイワシ.水産生物適水温図， 9. 

④社)日本水産資源保護協会(1981).カタクチイワシ.水生生物生態資料， 16-21. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1983). カタクチイワシ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 32-33. 
⑥社)日本水産資源保護協会(1986).魚類 2.カタクチイワシ.水産生物の生活史と生態(続)， 18-31. 

⑦柴田健二・平本紀久雄(1982). 房総海域における魚卵・稚仔魚の分布ーl マサパ・マイワシ・カタクチイワシ.千葉水試報， 50: 3卜 36.

@霜田義成(1991). m.成熟・産卵リズム 8.カタクチイワシ.水産学シリーズ 85海産魚の産卵・成熟リズム 恒星社厚生閣， 10ト 112.
⑨東京堂(1989). カタクチイワシ.魚の事典， 53. 

⑩土田修二(1997).沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.東海大学院平成 8年度博士論文， 141pp. 

④⑤ 

⑩ 

⑩ 

⑩ 

⑩ 

⑩ 

⑥ 

④ 

⑨ 

③④ 

③④ 

⑥ 

⑤ 

④⑥ 

③④ 

④ 

④ 

⑧ 

⑤ 
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総括表 種名 A-23 カワノ、ギ(地方名:ハギ，ハゲ(各地)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域

("C) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期

瞬化期 18 -21.5 

仔稚魚期 25 16.4 -29.3 

24 一29 19 -31 

未成魚期 27.6 21. 4 -28.4 

35.2-36.9 

一
32.4-36.3 

成魚期

[飼育] 19 

10 7.0 

一
6.5-10.5 

ー10ー

5. 8-8. 1 
r-ー圃

特記事項 ほ か 文献

沈性粘着卵 ⑥ 

産卵期 5-8月 ① 

瞬化日数:18-21.5"C57-65時間 ⑥ 

出現水温:仔稚魚，紀伊水道，紀南沿岸(堀木1975) ②⑤ 

出現水温:稚魚，西日本海域(千田 1964) ②④⑤ 

最終選好温度，選好温度:平均体長6.0cm ⑦ 

馴致水温20-28"C
高温側死亡温度:0.213 x馴致水温+30.933 ⑦ 

平均体長5.4cm

臨界最高温度:0.488 x馴致水温+22.767 ⑦ 

分布域:北海道から東シナ海 ①⑥ 

成体体長:30cm ①⑥ 

成長適温(松原ら 1966) ② 

温度耐性:致死限界水温，平均全長178mm， ②③ 

平均体重137.5g(永岡1963)
温度耐性:致死水温(前川ら 1963) ②③ 

温度耐性:艶死水温(岡本ら 1961) ② 

温度耐性:死亡水温:最高 8.1 "C，最低 5.8"C， ② 

平均 7.7"C(奥野ら 1961)
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<文献リスト>

①保育社(1982). カワハギ.原色日本魚類図鑑， 47. 

②財)海洋生物環境研究所(1978).カワハギ.沿岸海域水生生物と水域環境に関する文献調査報告書， 58. 

③永岡哲雄・前川兼佑(1963). 有用輔水魚の冬季における摂餌ならびに致死限界水温に関する研究.山口内海水試業績， 13(1):93-99. 

④社)日本水産資源保護協会(1980). カワハギ.水産生物適水温図， 25. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1983). カワハギ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 36. 

⑥東京堂(1989).カタクチイワシ.魚の事典， 103. 

⑦土田修二(1997). 沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.東海大学院平成 8年度博士論文， 141pp. 
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総括表 種名 A-24 カンノ〈チ(地方名:アカパナ(各地)，ネイリ(高知)，オクムラガーラ(沖縄)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま か

("C) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮性卵

産卵期 3-7月(原田1969)，土佐 3-4月

(=谷1977)

東シナ海 6-8月

22 -25 産卵水温(水産温排水1973)

22 -25 20 -25 産卵水温(水産温排水1973，高知水試1977)

瞬化期 23 ー 24 僻化日数:23-24 "C40時間(川本1978)

-21- 瞬化日数:43-52"C40時間

仔稚魚期 25 -28 20.4 -30.0 出現水温:紀伊水道(堀木1975)

25 -30 20.4 -30.0 出現水温:紀伊水道(堀木1975)

28 -30 24 -30 出現水温:西日本海，稚魚(千田 1964)

23 -27 成長水温:20"C以上体重増加， 20-160C停止(土津井

28 20 -30 成長水温 1978) 

未成魚期 17 -25 出現水温:仙台湾 (OkataI976)

26 -31 17 -31 出現水温(村上1976，Okatal976) 

26 -31 20 -31 成長好適水温(村上1976)

28 20 -30 成長水温:15"C以下32"C以上で成長しない

成魚期 分布域:東北以南

成体体長:1. 5m 

20 ー 23 成熟期適温(高知水試1977)

15 生息水温:冬季15"C以上(原田1969)

(12) 冬季12"C以下長期は不適(原田1969)

15 -31 9 33 生息水温(水環基準1972，原田 1969)

文献

④⑥ 

④ 

⑥⑧ 

④ 

⑤ 

③ 

② 

①③④ 

⑤ 

①③④ 

④⑤ 

② 

④ 

⑤ 

③⑥ 

② 

④ 

⑧ 

③ 

④ 

⑤ 

一
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[飼育] 23 一25 産卵水温

24.6 卵内発生水温

23 -21 生育水温:仔稚魚

26 -31 15 -31 > 10 < 33 飼育適温，危険水温:10"C以下， 330C以上危険
(村上ら 1916)

20 -21 16 飼育適水温:未成魚20-23"Cで体重増加， 23-210Cで急増

冬季20"C以下でも増加(村上ら 1916)

温度耐性:致死水温. 15"C以下成長停止. 1 "Cで死亡
(原田1969)

[養殖] 26 31 15 -30 養殖適水温(原田1969)

26 -31 養殖適水温:当才魚(水環基準1912)

20 -31 養殖適水温 2才以上(水環基準1912)

26 -31 20 -31 > 10 < 33 養殖適水温，危険水温(村上1916)

15 -30 9 養殖適水温:30"C以下なら高温程摂餌量大. 150C以下で

は成長がとまる. 90C前後で艶死

(松原ら 1969)

<文献リスト>

①財)海洋生物環境研究所(1918).カンパチ.沿岸海域水生生物と水域環境に関する文献調査報告書. 101. 

②恒星社厚生閤(1986). カンパチ.新版魚類学(下). 814-815. 
③社)日本水産資源保護協会(1980). カンパチ.水産生物適水温図. 21-22. 

④社)日本水産資源保護協会(1981).カンパチ.水生生物生態資料. 140-143. 
⑤社)日本水産資源保護協会(1983). カンパチ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 31. 

⑥西海区水研(1986). カンパチ.東シナ海・黄海のさかな. 161. 

⑦立原一憲・蛭子亮制・塚島康生(1993). カンパチの産卵，卵内発生および仔稚魚の形態変化.日水誌.59(9): 1419-1488. 
⑧東京堂(1989). カンパチ.魚の事典. 101. 

⑦ 

⑦ 
⑦ 

③④⑤ 

⑤ 

⑤ 

③④ 

③④ 

③④ 

① 

① 
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総括表 種名 A-25 キジノ、タ(アズキハタ) (地方名:アユ，アズキ(大阪)，アカハラ(長崎)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か

("C ) ("C) 生存 摂餌 発死 生存 摂餌 襲死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮性卵

産卵期 6-8月

瀬戸内海中部海域 7中-9上旬

(盛期 7末-8中旬)

瀬戸内海 6中-9中旬(盛期 7下-8上旬)

解化期 25 > 15 < 34 瞬化水温:150C発生停止， 340C正常僻化仔魚なし

28. 1 瞬化日数:28. 1 "C23時間

25. 1 -27.0 瞬化日数:25.1-27. OoC 23-25時間

25 瞬化日数:25'C24時間

仔稚魚期

未成魚期 25 成長水温:自然水温， 20，250Cの比較

16.4- 成長可能水温:16.4'C以上

24 -26 (>28) 飼育水温:餌料効率， 24-26 oC最大， 280C以上は急落

成魚期 分布域本州中部・青森県以南

成体全長:50cm 
雌性先熟(性成熟前性転換)

> 12 摂餌水温:飽食摂餌量， 150C以上で多く 120C以下では急

落

[飼育] 産卵期:夏，福井県 6下-9月上旬(盛期 7上-8上)

22 28 産卵水温

18 成長水温:180C以上

> 12 摂餌水温:15"C以下減少， 120Cほとんどせず， 100C冬眠

5 生存水温:短時間の水温降下試験では 50Cでも生存

8-9 艶死水温

文献 l

②⑤ 

④ 

② 

⑤ 

③ 

③ 

⑧ 

⑤ 

⑦ 

⑦ 

① 

⑥ 

⑥ 

⑥ 

④ 

⑥ 

⑥ 

⑥ 

⑥ 

⑥ 

⑥ 
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<文献リスト>

①岩谷芳自・清水弘明(1996).特定海域養殖業推進調査事業(キジハタ). 福井水試事報 平成 7年度， 120-127. 

②財)海洋生物環境研究所(1978). キジハタ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書， 94. 

③萱野奉久・尾田 正(1991).キジハタ卵の発生に及ぼす水温の影響について.水産増殖， 39(3) :30-313. 

④萱野奉久・尾田 正(994).人工生産したキヅハタの成長と産卵.水産増殖， 42 (3) : 419-425. 

⑤萱野奉久(1995).海産新魚類の種苗生産 キジハタ.日水誌， 61(2): 260. 

⑥今 般(1998). キジハタ.新魚種導入の可能性を探る(下). 養殖， 11 :44-47. 

⑦清水弘明・岩谷芳自(1995).特定海域養殖業推進調査事業(キジハタ). 福井水試事報 平成 6年度， 164-165. 

@鵜川正雄・樋口正毅・水戸 敏(966). キジハタの産卵習性と初期生活史.魚雑， 13(4/6):156-16し
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総括表 種名 A-26 ヰ£ユ/ヌfメヲ'手;;; (地方名:ヒラヅ(浜名湖)，エパ，ナガエパ(高知)，コゼン(鹿児島)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま ヵ、
("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵期 :4-5月

瞬化期

仔稚魚期

未成魚期 29.5 最終選好温度:平均尾文長15.18cm馴致水温18，25. 32"C 
11.2-15.7 35. 1-40. 1 平衡喪失温度:平均尾文長15.18cm馴致水温18.25.32"C 

発電所放水口近傍の水温 19.9-33. 1 "cは
環境水温14.4-26.7 "cより周年最終選好

温度に近く婿集する

一13- 舞死水温:幼魚期，伊豆青野川河口域(上村1989)

成魚期 分布域:本州中部以南

成体尾文長:約60cm

[飼育] 13.6-13~ 温度耐性:舞死水温，死亡魚平均全長63.5cm

文 献

① 

② 

② 

③ 

① 

④ 

③ 
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<文献リスト>

①保育社(1982). ナガエパ(ギンガメアジ). 原色日本魚類図鑑. 26. 

②三浦雅大・山本正之・瀬戸熊卓見・土田修二(1999). ギンガメアジの温度反応特性と発電所温排水の昇温効果による揖集・越冬.

平成11年度目水学会秋季大会発表要旨. 308. 

③田名瀬英朋・荒賀忠一・太田 満・山本泰司(1992).海水魚数種の低温致死限界について.瀬戸臨海実験所年報. 5:49-54. 

④東京堂(1989). ギンガメアジ.魚の事典. 126. 
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総括表 種名 A-27 クサフグ(地方名:スナフグ(広島).ハマフグ(山口)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C) 

発育段階 最適水温域 適水温域

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期

醇化期 21.4-27.9 
26.5 19. 9 -29.4 

21. 7 

仔稚魚期

未成魚期

成魚期

> 14 24.5 

[飼育]

特記事項 iま か 文 献

弱付着卵 ③ 

産卵期 5-7月(阿部ら 1963) ②⑥ 

発生適水温(UnoI955) ②④⑤ 

発生適水温(UnoI955) ③ 

瞬化日数:21. 7"C 164時間(田村1966) ② 

分布域:青森から沖縄 ① 

成体体長:12cm ⑥ 

摂餌水温:14 "c以下摂餌せず，水温上昇に比例し摂餌量 ②⑤ 

増加(阿部ら 1963)
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<文献リスト>

①北陸館(1981).クサフグ.新日本動物図鑑[下J，417. 

②財)海洋生物環境研究所(1978). クサフグ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書， 51. 

③恒星社厚生閣(1986). クサフグ.新版魚類学(下)， 1018-1022. 

④社)日本水産資源保護協会(1980). クサフグ.水産生物適水温図， 26. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1983). クサフグ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 44. 

⑥東京堂(1989). クサフグ.魚の事典， 135. 
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総括表 種名 A-28 クロソイ(地方名:ソイ(秋田)，クロカラ(富山)，ワガ(愛知)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C) 

発育段階 最適水温域 適水温域 特 記事 工員 lま か

("C ) ("C) 生 存 摂餌 莞死 生 存 摂餌 舞死

水 温 水温 水温 水温 水温 水温

産仔期 卵胎生，交尾期:12-2月， 3 - 4月上旬受精

産仔期:北海道 5下-7月上旬，宮城 5- 6月上旬

14 一 17 産仔水温:北海道(草刈ら 1975)
-16 - 産仔水温:陸奥湾(星合1977)

14 ー 16 産仔水温(小川ら 1976)

8 一 17 産仔水温(小川ら 1976，草刈ら 1975)

仔稚魚期 16 -20 出現水温(小川ら 1976)

20 23 成長適温

25 最大日間摂餌率:12-30"C21日間

20 最大餌料転換効率

22 最大R間生長率

20.5 17.8 -22.8 最終選好温度，選好温度:平均体重5.6g

馴致水温15-280C

20.5 20.3 -22. 1 最終選好温度，選好温度:平均体長7.0cm

2.0-9.5 28. 1-30. 5 温度耐性:72h-ULT5 0， LLT5 0， 72時間上下限致死温度，

平均体重4.2g

30.8 高温側最終致死温度UULT

32.3-35. 1 高温側死亡温度:0.214 x局11致水温+29.086 

31. 2-34. 6 臨界最高温度:0.264 x馴致水温+27.294 

1. 3-4. 9 一 臨界最低温度:0.281 x馴致水温-3.031 

14 17 仔魚期:生息域(実験上〉の標準(好適)値

14 19 稚魚期:生息域(実験上)の標準(好適)値

未成魚期 8 ー 12 出現水温:北海道(草刈ら 1977)

8 ー 12 生息域(実験上)の標準(好適)値

文 献

③⑤ 

⑤⑩ 

②⑤ 

⑤ 

④ 

⑥ 

④⑥ 

⑨ 

⑧ 

⑧ 

⑧ 

⑧ 

⑨ 

⑧ 

⑧ 

⑨ 

⑨ 

⑨ 

⑩ 

⑩ 

⑤⑥ 

⑩ 



成魚期 分布域:北海道以南の本邦各地沿岸

成体全長:50cm 
9 一11 8 -12 出現水温:北海道(草刈ら 1977)

13 -17 生息水温:北海道 6月産仔期(草刈ら 1975他)

8 一 13 漁獲水温:親魚，北海道(草刈ら 1975)

13 ー 17 生息域(実験上〉の標準(好適)値，限界値7/300C

[飼育] 17 -20 29.1 最適水温:稚魚(草刈ら 1975)，適水温(池原ら 1980)

17 -20 < 29.1 摂餌水温:稚魚，最大17-20"C (草刈ら 1975)，

29. 1 "c以下(池原ら 1980)
13 ー 17 > 6 < 31 飼育成長適水温，危険水温

コ <文献リスト>

①財)海洋生物環境研究所(1991).(7)クロソイ.沿岸至近域における海生生物の生態知見 魚類・イカタコ類編， 115-128. 

②緑書房(1993).養殖生産技術に関するデータ.養殖， 93養殖データプック， 30(8) :56-99. 

③緑書房(1998). クロソイ.新魚種導入の可能性を探る(下). 養殖， 11:52-55.

④社)日本水産資額保護協会(1980). クロソイ.水産生物適水温図， 26. 

⑤社〉日本水産資源保護協会(1983). クロソイ.水生生物生態資料(続)， 62-64. 

⑥社)日本水産資源保護協会(1983). クロソイ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 49-50. 

⑦東京堂(1989). クロソイ.魚の事典， 141. 

@土田修二・瀬戸熊卓見(1997).クロソイ幼魚の温度反応.日水誌， 63(3):317-325. 

⑨土田修二(1997).沿岸性魚類の温度選好に閲する実験的研究.東海大学院平成 8年度博士論文， 141pp. 

⑩財)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版， 333. 

⑩ 
⑦ 

⑤⑤ 

① 

⑤ 
⑩ 

⑤ 

⑤ 

② 
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総括表 種名 A-29 クロダイ( 地方名:チヌ(高知，大阪)，チン(九州)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶 死

水温 水温 水温 水 温 水温 水 温

産卵期

17 一21 14.5 -22 

14 -20 

14. 5 -18. 2 

18. 1 -21. 0 

解化期 14 ー 19

15 -20 

15. 1 -19. 3 

17 -21 

仔稚魚期 23 -26 

18 21 

23 -26 

未成魚期 25 8 

27.3 -29.0 5.9 35.3 

28.8 16.7 -28.5 

く 2.5 一
34.5-39.5 

一
33.9-39.3 

15 -28 」ーーー

特記事 項 ほ ヵ、 文 献

分離浮遊卵 ⑧ 

産卵期:岡山・山口 4下-6下，長崎 4中-5月下旬 ⑮ 

産卵期水温:大阪湾(小菅1973) ⑥⑧⑨ 

産卵水温:水温上昇期 @⑩  

採集時表層水温:大阪湾(小菅1973) ⑮ 

採集時底層水温:大阪湾(小菅1973) ⑮ 

解化水温(水戸 1963. 山本ら 1974) ⑨ 

解化適水温:水温上昇期 ⑥⑦ 

瞬化日数:40-71時間(山本ら 1975) ⑮ 

卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑮ 

限界値14.5/22"C 

出現水温(岡山水試1979) ⑧⑨⑩ 

採集時水温(大阪湾) ⑮ 

温度耐性:士 5"C以内の変化では 1-2時聞かけると直 ② 

接的影響なく， i:l0"Cでは低下が上昇より影

響大

稚魚期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑮ 

限界値15/26"C

養成時水温(北島1965) ⑮ 

選好水温(短期一最終)，平衡喪失水温 ③ 

最終選好温度，選好温度:平均体長11.5cm ⑫ 

馴致水温15-280C
温度耐性:2. 5"C以下で艶死せず15→ 5oCでも異常無し ④ 

高温側死亡温度:0.392 x馴致水温 +28.147 ⑫ 

平均体長11.4cm 

臨界最高温度:0.408 x馴致水温 +27.211 ⑫ 

生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑮ 
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成魚期 分布域:日本各地 ⑮ 

成体体長:50cm ⑪ 

10 -30 生息水温(水産温排水1973) ⑦ 

15 -30 5 生存限界水温(水環基準1972) ⑦ 

7 -30 < 3.5 温度耐性:生息水温，致死下限水温 ⑧⑨ 

< 3.5 温度耐性:致死下限水温(北島1965，小川1968) ⑮ 

18 -28 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値4/310C ⑮ 

[飼育] 15.3 -18. 7 産卵水温(岡山県陸上飼育池) ⑭ 

20 -28 15 -30 32 飼育水温(水環基準1972) ⑦⑨ 

18 -19 飼育水温:仔稚魚期，飼育水温を18-190Cに調整 ⑭ 

4-5 6 < 3.5 31-32 飼育水温:成魚期，溜池養殖(広島県) ⑬ 

6.0 く 3.5 飼育水温:成魚期，陸上養殖池 ⑤ 

21 -30 飼育水温:成魚期，飼育適水温32"Cで異常を起こす ⑧ 

(Iwai et al. 1977) 

15 -28 > 4 < 31 飼育成長適水温，危険水温 ⑥ 

3倍体魚の作出:採卵水温約23"C媒精1.5分後 5-25分 ① 

3分後 5-10分 5分後 5分の 2-3 oCの低温処理

<文献リスト>

①荒川敏久・高屋雅生・井上 潔・高見生雄・山下金義(1987).低温処理法によるマダイおよびクロダイの 3倍体誘導条件の検討.長崎水試報， (13): 25-30. 
②石渡 卓(1980). クロダイ種苗生産技術開発試験.昭和53年度大阪府水試事報， 104-113. 
③喜田 潤・相内雄大・瀬戸熊卓見・土田修二(1996). 日本産タイ科魚類の温度特性.平成 8年度日本水産学会秋季大会要旨集， 16. 
④北島 力・塚島康生(1983). へダイとクロダイの交雑種の形態，成長，低水温・低塩分耐性.魚雑， 30(3) :275-283. 
⑤永岡哲雄・前川兼佑(1963).有用輔水魚の冬季における摂餌ならびに致死限界水温に関する研究.山口内海水試業績， 13(1):93-99. 
⑥緑書房(1993).養殖生産技術に関するデータ.養殖， 93養殖データブック， 30(8) :56-99. 
⑦社)日本水産資源保護協会(1980). クロダイ.水産生物適水温図， 23. 
@社)日本水産資源保護協会(1981).クロダイ.水生生物生態資料， 166-170. 
@社)日本水産資源保護協会(1983). クロダイ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 48. 
⑩社)日本水産資源保護協会(1986).魚類 10. クロダイ.水産生物の生活史と生態(続)， 92-100. 
⑪東京堂(1989). クロダイ.魚の事典， 142. 
⑫土田修二(1997).沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.東海大学院平成 8年度博士論文， 141pp. 
⑬柳谷弘道(1979). クロダイ養殖の現状をさぐる(下〉クロダイの生態と習性.養殖， 16(1) :86-88. 
⑭山本章造・萱野泰久(1991).特集タイ類 7.クロダイ放流用種苗の生産.水産増殖， 39(1):113-114. 
⑮吉田俊一(1977).クロダイ.関西国際空港漁業環境影響調査 漁業生物班資料 1 日水資， 147-155. 
⑮社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版， 334. 



00 
o 

総括表種名 A-30 ク ロ メジナ

低温側水温("C)

発育段階 最適水温場 適水温域

("C) ("C) 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温

産卵期

僻化期

仔稚魚期 26.1 25.1 -28.3 

8. 0-11. 8 

未成魚期

成魚期

[飼育]

高温側水温("C)

特記事項 ほ か 文献
生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温

産卵期 :11-2月 ① 

最終選好温度，選好温度:平均体長6.3cm ② 

一 思11致温度20-28"C
37.5-39. 1 高温側死亡温度:0.200x馴致温度+33.600 ② 

平均体長6.lcm
36.2-38.3 臨界最高温度:0.262xfJI/致温度+30.933 ② 

一 臨界最低温度:0.475x馴致温度 し567 ② 

分布域:相模湾から南シナ海 ① 
成体体長:70cmを超える ① 
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<文献リスト>

①東京堂(1989). クロメヅナ.魚の事典， 143. 

②土田修二(1997).沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.東海大学院平成 8年度博士論文， 141pp. 
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総括表 種名 A-31 コチ(地方名:マゴチ(東京)，ホンゴチ(和歌山)，アラゴチ(瀬戸内海)) 

低温側水温 (OC) 高温側水温 CC)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ ヵ、

CC) (OC) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮性卵

産卵期 5-6月

19.2 -21.0 出現水温:福岡近郊 6-7月(水戸 1963)

> 20 自然産卵水温:養成親魚

解化期 19 -21 出現水温:日本近海(水戸 1963)

24 -26 僻化日数:24時間(水戸 1963)

仔稚魚期

未成魚期

成魚期 分布域:千葉県・新潟県以南

成体全長 1m

16 -26 > 10 摂餌水温:親魚100C以下で摂餌せず

> 10 摂餌水温:親魚100C以下で摂餌せず. 9 -19OCの範囲で

は高水温ほど摂餌量多し

〔飼育〕 18.9-22.0 飼育水温:産卵期，種苗生産用水槽採卵水温

18.9-22.0 飼育水温:産卵期，種苗生産用水槽人工受精採卵水温

18.9 -19.9 飼育水、温:僻化期，水槽僻化調整水温

19 -25 飼育水温:仔稚魚期，水槽仔魚

文 献

② 

③⑤ 

① 

⑥ 

③ 

②⑦ 

⑦ 

④ 

① 

④ 

① 

① 

④ 



。。
む3

く文献リスト>

①漬田弘之(991).栽培漁業と新養成技術 34. コチの種苗生産.水産の研究， 10(3):108-115. 

②保育社(982). コチ.原色日本魚類図鑑， 53. 

③財)海洋生物環境研究所(976).沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書， 35. 

④中村光治(987). コチの種苗生産に関する研究.栽培技研， 16(1):9-15. 

⑤社)日本水産資源保護協会(980). コチ.水産生物適水温図， 27. 

⑥社)日本水産資源保護協会(983). コチ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 56. 

⑦東京堂(989). コチ.魚の事典. 153. 
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総括表 種名 A-32 コノシロ(地方名:コハダ(関東)，アシチン(沖縄)) 

(シンコ〈当才魚)，コハダ (15cm程度)ツナシ(関西)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か

("C) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮性卵

産卵期:大阪湾 5-8月(盛期 7月)，南西海区 6-8月

11.5 -20 産卵期水温:久美浜湾(桑谷ら 1958他)

14 一17 産卵水温:館山湾〈神谷1916)
13 -20 卵出現水温:神奈川県沿串域30m深水温，

塩分33.1-34.7%。
12 -22 卵出現水温:浜名湖比重1.007-1. 024 (松下ら 1974)

25 -27 16.5-27.0 卵出現水温:大阪湾表層水温 5-6月(盛期 7月)

(吉田ら 1978)

瞬化期 12 -27 牌化期水温:大阪湾(吉田ら 1978)
12 一20.5 騨化水温(桑谷ら 1958)
17 -20 瞬化日数:17-20"C42時間(桑谷ら 1957，58)

仔稚魚期 16 -20 14 -22 出現水温:西日本海域(千田1964)
16.7 -22.6 出現水温(吉田1937)

未成魚期

成魚期 分布域:本州中部以南の沿岸内湾

成体体長:30cm 
16 -20 14 一22 出現水温:西日本海域(千田1964)

〔飼育〕

文献

③ 

③ 

②④ 

② 

① 

③ 

③⑤⑦ 
@ 

④ 

② 

③ 

②③④| 

③⑤ 

③ 

⑥ 

②④ 
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<文献リスト〉

①中田尚宏(1983).神奈川県沿岸域のコノシロ浮遊卵と漁獲量との関係.神奈川水試報， (5): 15-26. 

②社)日本水産資源保護協会(1980). コノシロ.水産生物適水温図， 7. 

③社)日本水産資源保護協会(1983). コノシロ.水生生物生態資料(続)， 2-5. 

④社〉日本水産資源保護協会(1983). コノシロ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 57. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1985).魚類 1.コノシロ.水産生物の生活史と生態， 1-8. 

⑥東京堂(1989). コノシロ.魚の事典， 158. 

⑦吉田俊一(1977). コノシロ.関西国際空港漁業環境影響調査 漁業生物班資料 1 日水資， 71-81. 

⑧吉田俊一・林 凱夫・辻野耕実(1978).大阪湾におけるコノシロの漁業生物学的研究.大阪水試研報， (5): 85-98. 
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総括表 種名 A-33 そナクラマス(地方名:マス(全国)，ホンマス(全国)，イタマス(北海道，東北)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 』ま か

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 沈性卵

産卵期:北海道 9上-10月中旬，石川県 9-10月
(田中1965)

11 一18 産卵水温(長内ら 1967，資源協会1976)
12 ー 14 産卵水温(資源協会1976)

- 2 産卵水温:冬期(資掠協会1976)
11 一 15 産卵水温(長内ら 1967)
15 -18 産卵水温(松原ら 1965)
10 一15 産卵水温

僻化期 ー 2 瞬化水温:冬期(資源協会1976)
8 瞬化水温:恒温湧水 8"C55-60日(大野1933)

8 10 僻化適水温，牌化日数:40-60日
7 -11 3 瞬化適水温，致死水温 3"C以下全部死 (}II尻1927)

仔稚魚期

未成魚期 8 -12 河川降海

8 -12 漁獲水温:日本海，流網(田中1965)

成魚期 分布域:北海道近海に多い(日本海，オホーツク海に面

する地方) 18"C中心(下村1962)
成体全長:70cm 

8 -11 6 ー 13 漁獲水温:北海道日本海側(小杉ら 1958，田中1965他)

10 8 -12 漁獲水温:日本海(田中1965)
9 -12 漁獲水温:日本海(山形水試1963)
7 一 13 漁獲水温:日本海(渡辺1965)
9.5 -12.5 漁獲水温:日本海(下村1960)

文献

⑦ 

⑤ 

@ 

⑤ 

⑤ 

④⑤ 

④ 

③ 

⑥ 

① 

③ 

① 

①② 

⑤ 

②⑤ 

⑦ 

④⑥ 

⑤ 

④ 

④ 

④ 



[遡上 9.5 -15.4 5.5 -20 遡上水温:北海道(長内ら 1967他) ①④⑤ 
期] ⑥ 

11 一 15 遡上水温:河川水温 ① 

15 -18 遡上水温:北海道(佐野1947，67) ① 

[飼育]

<文献リスト>

①財)海洋生物環境研究所(1991). (9)サクラマス.沿岸至近域における海生生物の生態知見.魚類・イカタコ類編， 159-192. 

23 ②加藤史彦(1982). 日本海におけるサクラマスの分布・回遊と生態.海洋と生物， (21): 286-291. 

③緑書房(1993).養殖生産技術に関するデータ.養殖， 93養殖データブック， 30(8) : 56-99. 

④社)日本水産資源保護協会(1980). サクラマス.水産生物適水温図， 10. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1981).サクラマス.水生生物生態資料， 28-31. 

⑥社)日本水産資源保護協会(1983). サクラマス.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 61. 

⑦東京堂(1989). サクラマス.魚の事典， 178. 
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総括表 種名 A-34 →ナウー(地方名:アキアジ，ラシャマス(北海道，東北)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C) 

発育段階 最適水温域 適水温域

("C ) ("C ) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 莞死

水 温 水 温 水温 水温 水温 水 温

産卵期

8 -12 -18 
5 - 8 
2 -16 

10 15 
7 8 4.4 -11. 5 

10.6:t 1.3 

醇化期 7 ー10 4 11. 5 
-8 -

5 -12 
5 - 8 

仔稚魚期 13 ー17
6 ー10

9 一13

9 ー13

10 一11
23.8 

0.5 22.6 

4 ー10

特 言己 事 項 iま ヵ、 文 献

沈性卵 ⑥ 

産卵期 9-1月 ⑩ 

遡上水温(松原ら 1977) ⑥ 

産卵水温(松下1964) ⑥ 

産卵水温(松下1964他) ⑦ 

産卵水温 ④ 

産卵床内水温(久保1966) ⑥ 

産卵床内平均水温:京都由良川 ① 

瞬化適水温(田村1956) ⑤⑦ 

鮮化適水温(能勢ら 1982) ③ 

解化適水温 ④ 

卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑩ 

限界値4/120C

出現水温(樋田ら 1980他) ⑦ 

河川放流盛期水温:北海道(小林1958) ③ 

出現水温:北海道15"C前後で湾外に出る(飯岡ら 1973) ⑥ 

出現水温:北海道離岸期稚魚塩分31.0-33. 9%。 ② 

15"C以上の水温34%。以上の塩分を避ける

出現水温:山形150C前後で沿岸にいない(樋田ら 1980) ⑥ 

出現水温:山田湾13-14"Cで湾外に出る(飯岡ら 1973) ⑥ 

出現水温:日本産サケ稚魚，塩分31.0-33.9%。 ③ 

離岸期150C以上34%。以上をさける

出現盛期水温:京都由良川河口域 4月上旬 ① 

温度耐性:致死水温，尾文長 4-5cm仔稚魚(待鳥1978) ③ 

温度耐性:若魚期100C馴致下限(92時間)上限(168時間) ⑦ 

(能勢1973)
稚魚期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑩ 

限界値目。C
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未成魚期 8 -10 生息水温 (2-3才魚)

13.5 13.0 -14. 1 最終選好温度，選好温度:平均体長10.3cm
馴致水温10-20"C

-0.5 「一ーー 温度耐性:一年魚 5"C周11致， 46.7時間持続(能勢1973)
27.4-29.9 高温側死亡温度:0.250x馴致水温+24.859 

ト一一一 平均体長10.2cm
27.1-29.6 臨界最高温度:0.248x周"致水温+24.601 

-15 '--・ー・ 生息域(実験上)の標準(好適)値，

限界値-1. 5/22. 6"C 

成魚期 分布域:太平洋側;東京湾以北，

日本海側;佐賀県玉島川以北

成体全長:約 1m
2.5 -15 1. 5 -19.5 生息水温 υ"本1978他)
6 一10 2 -13 生息水温:越冬期(宇田ら 1976)

-20 生息水温:夏期(宇田ら 1976)
5 ー 7 -13 漁獲水温:北海道南東区(松下1964)
5.5 - 8 4 一10 漁獲水温(字国ら 1962)

14 -22 回帰水温:本州，日本海

5 - 8 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値一1.5/20oC 

[遡上 3 ー 12 。-20 遡上河川水温:常呂川他(川上1936，コ原ら 1964他)

期] 11 ー 15 遡上盛期沿岸水温:京都沿岸 20-220C

[飼育] 4 一10 飼育水温:仔稚魚

<文献リスト>

①藤原正夢・大橋 轍・生田哲郎(1983).南限域における天然サケの産卵および降海回遊と水温との関係について.京都海洋センター研報， (7) 1-8. 
②入江隆彦(1990). 海洋生活初期のサケ稚魚の回遊に関する生態学的研究.西水研報， 68:108-113(142pp.) 
③財)海洋生物環境研究所(1991). (10)サケ.沿岸至近域における海生生物の生態知見 魚類・イカタコ類編， 193-225. 
④緑書房(1993).養殖生産技術に関するデータ.養殖， 93養殖データブック， 30(8):56-99. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1980). サケ.水産生物適水温図， 10-11. 
⑥社〉日本水産資源保護協会(1981).サケ.水生生物生態資料， 22-27. 
⑦社〉日本水産資源保護協会(1983). サケ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 62. 
@東京堂(1989). サケ.魚の事典， 179-180. 

⑨土田修二(1997).沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究，東海大学院平成 8年度博士論文， 141pp. 

⑩社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版， 336. 

③ 

⑨ 

⑥ 
⑨ 

⑨ 

⑩ 

⑩ 

⑧ 

⑦ 

⑥ 

⑥ 

⑥ 

⑤ 

③ 

⑩ 

⑤⑦ 

① 

⑦ 
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総括表 種名 A-35 寸ナツノぐ(地方名:ハラカタ(関西).ママカリ(瀬戸内海).ヒラ(下関).ハダラ(熊本)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C) 

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま

("C) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 浮遊卵

産卵期 4-6月

25 -28 22 -30 卵出現水温 4-9月(千田 1964)

鮮化期 25 -28 22 -30 出現水温:西日本海域(千田 1964)

-11- 解化日数:11"C前後45時間

仔稚魚期

未成魚期

成魚期 分布域:北海道以南の内湾

成体体長:20cm 

〔飼育〕 15 一20.0 受精・瞬化水温:15-20.0oC 

16. 5 -20. 0 飼育水温:僻化仔魚. 16.5-20.0 oC 

か 文 献

⑤ 

⑤ 

② 

③ 

① 

⑤ 

⑤ 

④ 

④ 
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<文献リスト>

①恒星社厚生閣(1986). サッパ.新版魚類学(下)， 532-536. 

②社)日本水産資源保護協会(1980). サッパ.水産生物適水温図 9.

③社)日本水産資源保護協会(1983). サッパ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 64. 

④田北 徹(1966). 有明海産サッパの産卵，卵発生および仔魚について.長大水報， (21) :171-180. 

⑤東京堂(1989). サッパ.魚の事典， 183. 
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総括表 種名 A-36 サヨリ〈地方名:カンヌキ(東京)，スクビ(松山，米子)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域

("C) ("C) 生存 瞬化 舞死 生存 僻化 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期

18 ー 20 12.5-26 

16.4 -16. 7 

瞬化期 5.5 -25 
5.2 -25.0 
-23 - 13-14 

14 一17
14 一17

仔稚魚期 26 -28 16 -29.5 
26 一28 19.4 -29.7 

16 一24
31-33 
(40) 
35 

未成魚期

成魚期

5 

〔飼育〕

特記事項 ほ か 文献

付着卵 ③ 

産卵期:陸奥湾 6-7月(松原1977)， ③ 

瀬戸内海 4上-6月下旬(国行1962)
産卵期水温:瀬戸内海中央部(千同1966) ①②③| 

④ 

卵出現水温:岡山(山本ら1979) ③ 

僻化水温(栗谷1962，山本ら 1979他) ④ 

醇化水温(桑谷1962) ①② 

解化水温，醇化下限水温:13文は140C(新潟水試1977) ③ 

解化日数 2週間(松原ら 1977) ①③ 
僻化日数:約 2週間 ⑤ 

出現水温:紀伊水道他(堀木1975，千田1964他) ④ 

出現水温:和歌山県沿岸(堀木1975) ①②③ 

出現水温:九州西岸〈千田1966)，瀬戸内海(寺島1976) ②③⑤ 

温度耐性:24hrTLm(大池1977) ③ 

温度耐性:瞬間致死水温(安永1976) ③ 

温度耐性:直後に襲死 2.5時間後生残率 0% ① 

分布域:琉球，小笠原を除く本邦各地の沿岸 ③⑥ 

成体全長:40cm ⑥ 

生息水温:5 "c以下は生活不適水温(松原ら 1977) ③④⑤ 
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<文献リスト>

①財)海洋生物環境研究所(1978).サヨリ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書， 137. 

②社)日本水産資源保護協会(1980). サヨリ.水産生物適水温図. 14. 

③社)日本水産資源保護協会(1983). サヨリ.水生生物生態資料(続). 14-17. 

④社)日本水産資源保護協会(1983). サヨリ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 65. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1985).魚類 2.サヨリ.水産生物の生活史と生態， 9-16. 

@東京堂(1989). サヨリ.魚の事典， 187. 
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総括表 種名 A-37 サワラ(地方名:サゴシ(各地)) 

(サゴシ (-50cm)，ヤナギ (-70cm)，サワラ (70cm-) ，サゴチ (-50cm)(東京)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま ヵ、
("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮遊卵

18 -20 産卵期:瀬戸内海 5-6月

16.0 -22.7 卵分布表層水温:瀬戸内海中部海域

僻化期 21 -22 瞬化日数:18.5-20. O"C， 66-57時間(水戸 1961)

21 一22 瞬化日数:46-50時間(樋口ら 1974)

21. 0 -22.0 瞬化日数:人工受精卵， 48時間

18.5 -19.5 瞬化回数:人工受精卵， 70時間(丹下ら 1969)

仔稚魚期

未成魚期

成魚期 分布域:日本沿岸

成体体長 2m
出現盛期:兵庫 5-6月と夏~秋(浜田 1973)

15 -17 漁獲水温:遠州灘曳縄(沢田1968)

12 一24 漁場水温:周防瀧

〔飼育〕

文献

⑦ 

① 

④ 

② 

③⑦⑧| 

⑨ 

① 

③ 

⑦ 

⑩ 

⑦ 

③⑥⑧ 

⑤ 
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<文献リスト>

①今泉圭之輔(1982).栽培漁業と新養成技術 1.サワラの種苗生産.水産の研究. 1(1):50-55. 

②岩井昌三・高尾亀次(1977).サワラ.関西国際空港漁業環境影響調査 漁業生物班資料 l 日水資. 48-58. 

③財)海洋生物環境研究所(1978). サワラ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書. 115. 

④岸田 達(1988).瀬戸内海中部海域におけるサワラ卵・仔魚の鉛直・水平分布.日水誌. 54(1):1-8. 

⑤岸田 達・上城義信・横松芳治・林 功・原 健一・松山節久・上田和夫(1985).周防灘におけるサワラの分布と回遊.南西水研報， (8):25-37. 

⑥社)日本水産資源保護協会(1980).サワラ.水産生物適水温図， 19. 

⑦社)日本水産資源保護協会(1981).サワラ.水生生物生態資料， 118-121. 

⑧社)日本水産資源保護協会(1983).サワラ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 66. 

@社)日本水産資源保護協会(1986).魚類 5.サワラ.水産生物の生活史と生態(続)， 46-53. 

⑩東京堂(1989).サワラ.魚の事典， 188-189. 
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総括表 種名 A-38 そナンマ(地方名:サゴシ(各地)) 

低温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域

("C) COC) 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温

産卵期

16 -22 

10 17 

10 23.2 

21 ー 23

13.6 -23.8 

解化期 15 一 19

14 -20 

仔稚魚期 13 -20 10 -25 

18 -20 11. 2 -23. 7 

13 一 18 10 一25

15 -23 

15 一 18

18 -23 

未成魚期

高温側水温 ("C)
特記事項 ほ ヵ、 文献

生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温

粘着沈性卵 ① 

産卵期水温:本邦周辺，春~夏(HatanakaI955) ④ 

産卵期水温:本邦周辺，秋~冬CHatanakal955)
④ ②④⑤ 産卵期水温:東北海区，表面(小達1956)

産卵期水温:薩南海域(矢部1951) ②④  

卵出現水温:九州西岸，東シナ海11-6月 ③ 

解化回数:11-16日(松原ら 1965他) ② 

瞬化日数:13.5-15. 7"C約17日 ③ 

出現水温:和歌山県沿岸(堀木1975他) ⑤ 

出現水温:和歌山県沿岸(堀木1975) ②④  

出現水温(松原ら 1965) ④ 

出現水温:房総外海付近(服部1964) ③ 

出現水温:東北海域 ③ 

出現水温:南部域 ③ 
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成魚期 分布域:全国各地

成体体長:40cm 

18 ー 22 分布南限:冬季表面水温

14 -15 11.5 -19.5 漁獲期水温:太平洋，北海道(福原ら 1957)

14 一 17 漁獲期水温:太平洋，房総以北(松平ら 1956)

14 ー 19 10 -23 漁撞期水温:日本海，北海道(福原ら 1955他)

14 一 17 11 -20 漁獲期水温:日本海，北海道(福原ら 1955)

18 ー 19 14 一22.5 漁獲期水温:日本海，壱岐(久保1961)

10 ー 20 漁獲期水温:表面(相J111933)

15 一 18.5 10 -23.4 漁獲適水温(久保1961)
15 一18 12.5-20 漁獲適水温(字国ら 1962)

〔飼育〕

<文献リスト>

①保育社(1981).サンマ.続原色日本魚類図鑑. 77. 

②財)海洋生物環境研究所(1978). サンマ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書. 138. 

③恒星社厚生閤(1986). サンマ.新版魚類学(下). 584-597. 

④社)日本水産資源保護協会(1980). サンマ.水産生物適水温図. 13-14. 
⑤社)日本水産資源保護協会(1983). サンマ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 67. 
@東京堂(1989). サンマ.魚の事典. 19ト192.

① 

⑥ 

③ 

②④ 

②④ 

⑤ 

④ 

④ 

④ 

④ 

④ 
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総括表 種名 A-39 乙/てず"7'ネ;; (地方名:シマイサギ(各地).オオカミ(東京).コセ(和歌山).カツオアジ(鹿児島) ) 

低温側水温("C) 高温側水温("C) 

発育段階 最適水温域 適水温域 特記 事 項 ほ か

("C ) ("C) 生存 瞬化 艶死 生存 僻化 集死

水 温 水 温 水温 水温 水温 水 温

産卵期 分離浮性卵

産卵期 6-7月，小笠原海域12-2月

16 ← 21 産卵期 :21"Cから 160Cに低下する時期

15 一 19 産卵適水温:12-1月

20 一24 産卵水温

19 -22 産卵水温

16. 4 -22. 9 産卵水温:古満目海域 4月初-5月末

鮮化期 -22 牌化適水温

20 22 瞬化適水温

18 26 鮮化水温:14-35"Cの範囲で.18-260Cで僻化

> 17 く 28 解化限界水温:170C以下280C以上で僻化しない

20 -22 解化最適塩分域:200C 34. 68-40. 46%0 

20 一22 解化日数:20"C46.7時間. 22"C35. 8時間

20 一21 解化日数:18"C70時間. 20-21"C40時間

20. 1 -22.6 解化日数:20.1-22. 6"C. 40-51時間

19. 6 -21. 6 解化日数:19.6-21. 60C12時間53分

20 -22 牌化日数:20"C46.7時間. 22"C 35. 8時間

20 -22 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値，

限界値20/240C

仔稚魚期

文 献

②⑧ 

⑩ 

⑤ 

⑤ 

③ 

⑥ 

⑤ 

④ 

④ 

④ 

⑨ 

④ 

⑩ 

① 

⑦ 

④ 

⑬ 
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未成魚期 22.5 17.7 -22.7 摂餌 最終選好温度，選好温度:平均体長10.2cm

水温 馴致水温15-290C
(17) (29) 忌避温度:低温側170C，高温側29"C付近

18 -26 温度耐性:摂餌活動， 18-26"Cで活発， 180C以下で鈍

> 15 く 12 一 化， 150Cで停止， 12"C以下長期で舞死

31. 0-36. 3 高温側死亡温度:0.384 x馴致水温+25.326 
平均体長10.3cm

」 30. 8-36. 1 臨界最高温度:0.399 x局11致水温+24.858 
7.0-12.8 」ーーーーー 臨界最低温度 :0.414x馴致水温+0.604 
6.0-9.8 低温側死亡温度:0.285 x周11致水温+1. 128 

18 -26 戸ー 生息域(実験上)の標準(好適〉値，限界値15/oC 

成魚期 分布域:青森以南

成体体長:約 1m

〔飼育〕 17 -22 産卵水温:養成魚， 12-2月

20 一26 18 一28 解化水温:14， 16"Cでは癖化は O
20 -22 > 14 飼育成長適水温，危険水温

18 > 29 飼育適水温:常時18"C以上

<文献リスト>

①原田輝男・村田 修・宮下 盛(1992). シマアジの人工ふ化飼育.近畿大水研報， (2): 151-160. 
②保育社(1982). シマアジ.原色日本魚類図鑑， 25. 

③加藤憲司・岡村陽一・木村ジョンソン・吉田勝彦(1989).小笠原におけるシマアジの稚魚養成と自然産卵.栽培技研， 18(2):83-90. 
④川辺勝俊・村井 衛・加藤憲司・陸島史夫(1991).シマアツ卵発生に及ぼす水温の影響.水産増殖， 39(2):21ト216.
⑤緑書房(1993).養殖生産技術に関するデータ.養殖， 93養殖データブック， 30 (8) : 56-99. 
⑥虫明敬一(1996). シマアヅおよびプリの親魚養成技術の開発に関する研究.日栽協特別研報 9号:62pp.
⑦村井 護・加藤憲司・中野 卓・陸島史夫(1987). シマアジ卵発生と仔魚の形態的変化.水産増殖， 34(4):217-226. 

⑧村井 護・青木雄二・西村和久・隆島史夫(1992).小笠原父島沿岸域における天然シマアジの性成熟過程と産卵期.水産増殖， 33(2) :76-81. 
⑨村井 護・川辺勝俊・隆島史夫(1992). シマアジ卵の最適ふ化塩分および水温.水産増殖， 40 (3) : 261-268. 
⑩財)温水養魚開発協会(1990). シマアジ.魚種別養魚の進め方.温水養魚技術資料， 157-164. 
⑪東京堂(1989). シマアジ.魚の事典. 200. 

⑫土田修二(1997).沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.東海大学院平成 8年度博士論文. 141pp. 

⑮社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993). 水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版. 338. 

⑫ 

⑫ 

⑩ 

⑫ 

⑫ 

⑫ 

⑫ 

⑮ 

⑬ 

⑪ 

⑬ 

① 

⑤ 

⑩ 



(鹿児島) ) 

低温側水温 (OC) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 』ま か 文献

(OC) COC) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 集死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵期:春~夏 ① 

僻化期

仔稚魚期

未成魚期

成魚期 分布域:全国各地 ① 

成体体長:25cm ⑤ 

25 ー 28 20. 3 -29. 7 出現期水温:紀伊水道他(堀木1975) ②④ 

20.3 -29. 7 出現期水温:和歌山沿岸(堀木1975) ③ 

〔飼育〕

イロスミヒキ(高知)， ウトタ(京都)， 三崎)， (地方名:シマイサギ(東京，手/てマイ'寸ナニ干A-40 種名総括表
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<文献リスト>

①保育社(1982). シマイサギ.原色日本魚類図鑑. 33. 

②財)海洋生物環境研究所(1978).シマイサキ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書. 85. 

③社)日本水産資源保護協会(1980). シマイサキ.水産生物適水温図. 24. 

④社)日本水産資源保護協会(1983). シマイサキ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 70. 

⑤東京堂(1989). シマイサキ.魚の事典. 200一201.
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シロウオ〈大阪)) ) 

低温側水温 COC) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま か 文 献

("C) ("C) 生存 僻化 襲死 生存 解化 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 粘着卵 ④ 

産卵期 4. 5月，遡河産卵 ① 

5 ー 20 産卵水温:岡山県高梁川(千田1973) ⑤ 

9 一12 卵出現水温:岡山(千田1973) ④ 

牌化期 15 4.8 -20 L::.0-24。温度耐性:発生水温，正常，致死限界(丹下1968) ②④ 

15 牌化日数:13日(丹下ら 1967) ② 

仔稚魚期

未成魚期

成魚期 分布域:北海道から九州 ① 

成体全長:10cm ⑥ 

[飼育] 4.8 -20 3.5 23 瞬化飼育実験:醇化水温，瞬化限界水温(丹下1968) ③⑤ 

13 一14 飼育水温:仔魚(丹下ら 1971) ④⑤ 

シラス(石]11). (シレヨ(八郎潟). 三/そ7' TラフすA-41 種名総括表

ー]戸。
M

l



く文献リスト>

①保育社(I982). シラウオ.原色日本魚類図鑑. 9. 

②財)海洋生物環境研究所 (978).シラウオ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書. 145. 

③社)日本水産資源保護協会(1980). シラウオ.水産生物適水温図. 12. 

④社)日本水産資源保護協会(1981).シラウオ.水生生物生態資料. 50-53. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1983).シラウオ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 71. 

⑥東京堂(1989). シラウオ.魚の事典. 211. 

]=)ω 



総括表 種名 A-42 シロウオ(地方名:シラウオ(三重，広島)，イサザ(京都，新潟)) 

日
{
)
九
日

低温側水温("C) 高温側水温 (OC)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ ヵ、 文 献

caC) COC) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 襲死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 沈性粘着卵(矢部1940) ④ 

産卵期 3~4 月(松原ら 1977) 2 ~ 5月 ④⑥ 

12 20 産卵水温(道津ら 1979) ②③④ 

⑤ 

13 -15 産卵水温:山口県松本川 4 月 10~15日(中村ら 1970) ③④ 

11. 0 -15. 4 卵出現水温:山口(有園ら 1978，9) ①④ 

解化期 11. 0 -15. 4 僻化水温 ①⑤ 

13.4 -20.3 僻化日数:13.4-20. 30C 15日 ④⑦ 

仔稚魚期

未成魚期

成魚期 分布域:北海道南部から鹿児島 ④ 

成体全長 4~ 6 cm ⑥ 

産卵のため河川を遡上する(矢部1940) ④⑦ 

満 1年で産卵後死亡(松原ら 1977) ④ 

〔飼育〕



<文献リスト>

①有薗真琴・大内俊彦・松浦秀喜(I979). 松本川シロウオ産卵調査.山口外海水試事報，昭和53年度

②道津喜衛・内田隆信(1979). ハゼ類の生活史ーシロウオを中心に.海洋と生物. 1 (3) 

③中村達夫・西村忠恭・羽倉伯土(1970). シロウオ生態調査.山口外海水試事報，昭和44年度

④社)日本水産資源保護協会(1983). シロウオ.水生生物生態資料(続). 43-45. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1983). シロウオ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 72. 

⑥東京堂(1989). シロウオ.魚の事典. 213. 

⑦矢部 博(1940). シロウオの生態と産卵に就いて.植物・動物. 8(10). 

]戸。∞



総括表 種名 A-43 シロヰゴス(キス) (地方名:キスゴ(九州各県，下関)，キツゴ(長崎)) 

]
戸
{
)
。

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事 項 lま か 文 献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 瞬 化 襲死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮性卵(日水誌1978) ⑧ 

産卵期:山形 8- 9月(青山1980)，福岡 7- 8月(三尾 ⑧ 

産卵期 4-9月 (5- 6月) 1965) ⑫ 

26. 0 -29. 0 20.5 -30.5 自然産卵水温(熊井ら 1977) ⑦⑨ 

26 一29 21.0-30.5 産卵水温:260Cより産卵開始(平本1976，熊井ら 1977) ⑧⑩ 

20 -28 産卵水温:屋外水槽観察，産卵時刻は水温 C23-300Cの ② 

範囲)に関係:高水温で遅い時刻

22 産卵水温:産卵開始，終了時期の水温250C以下で急減( ①②⑧ 

25 30 産卵水温 古賀 1980) ⑫ 

解化期 24 -30 牌化水温:20-34"Cの瞬化実験，正常僻化率が高い ⑩ 

(竹内ら 1978)

32 僻化水温:240Cから 100Cへの 15分間の短期水温変化で卵 ⑪ 

34.2-36.5 に影響無し 10-420Cに15分間の短期水温変化

で正常瞬化率80%を確保するのは320C. 産卵

盛期の正常癖化率50%を確保するのは34.2-

36. 5"C 

32.5-34.5 総僻化率と正常僻化率の僻化限界温度:32.5-34. 50Cと ④ 

32.4-33.6 32.4-33.60C 

22 -27 一 解化日数:20-21時間(上野ら 1954) ⑧⑩ 

仔稚魚期 25 27 14. 8 -28. 9 出現水温:紀伊水道(堀木1975) ⑦⑧⑩ 

24 -30 14.8 -31 出現水温:九州西岸~紀伊水道(千田 1964他) ⑨ 

24 -30 19 -31 出現水温:九州西岸(千田 1964) ⑦⑧⑩ 

未成魚期 15 -28 生息水温:日本海 ⑩ 

13 一27 生息水温:瀬戸内海 ⑩ 

> 8 摂餌水温 8"C以下で摂餌停止. 8 -29"Cで水温と摂餌 ⑩ 

量に正の関係あり

15"C以上から活発となる ⑥ 



H
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未成魚期 25.5 20.9 -26.9 」 最終選好温度，選好温度:平均体長7.0cm ⑭ 

(つづ 馴致水温15-280C

き) 32.9-37.7 高温側死亡温度:0.380x馴致水温+27.129 ⑭ 

平均体長12.1cm
31.4-37.5 臨界最高温度:0.465 x馴致水温+24.697 ⑭ 

6.6-12.2 臨界最低温度:0.423 x馴致水温+0.204 ⑭ 

4.2-6.6 低温側死亡温度:0.366x馴致水温-3.466 ⑭ 

成魚期 分布域:暖流域沿岸 ⑧ 

⑬ 成体体長:30c皿

15 一28 13 ー 28 生息水温(三尾1965，角田1970) ⑨ 

15 -28 生息水温:日本海(=尾1965) ⑧⑩ 

13 ー 27 生息水温，漁場水温:瀬戸内海周年(井上ら 1977) ⑧⑩ 

8 -29 > 8 摂餌水温:8. 0-29. O"Cの範囲内では水温高いほど日間摂 ③ 

餌量多い

> 8 摂餌水温 8"C以下で摂餌停止， 8 -290Cで水温と摂餌 ⑧⑩ 

量に正の相関(平本1976)

[飼育] 8 ー 29 産卵飼育水温(平本1976) ③⑨ 
-26 - 飼育水温:試験，生後10カ月では20-290Cの間で26>29> ⑤ 

23"Cの順で日間成長率，増重率が高い

21. 6 - 飼育産卵水温

<文献リスト>

①古川 清(1991).皿.成熟・産卵リズム 5.シロギス等.水産学シリーズ85 海産魚の産卵・成熟リズム 巨星社厚生閤， 101-112. 
②古川 清・会田勝美・吉岡 基・佐藤英雄・羽生 功(1991).シロギスの産卵リズムに及ぼす光周期と水温の影響.日水誌， 57(12):2193-2201. 
③平本義春(1976). キスの種苗生産に関する研究ー 1 室内水槽における自然産卵について.水産増殖， 24(1): 14-20. 

④柏木正章・登 亜光・岩井寿夫(1990). シロギス卵の高温側ふ化限界温度およびそれの発生に伴う同温度の変化.水産増殖， 38(1):7-11. 
@城戸勝利・木下秀明(1985). シロギス幼魚の成長と酸素消費量に及ぼす水温の影響.海生研研報 No.85202， 1-20. 
⑥恒星社厚生閣(1986). シロギス.新版魚類学(下)， 655-657. 
⑦社)日本水産資源保護協会(1980). シロギス.水産生物適水温図， 23. 
⑧社)日本水産資源保護協会(1983). シロギス.水生生物生態資料(続)， 29-32. 

⑨社)日本水産資源保護協会(1983). シロギス.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 38. 
⑩社)日本水産資源保護協会(1985).魚類 5.シロギス.水産生物の生活史と生態， 43-51. 
⑪大関芳沖・平野礼次郎(1985). キス卵発生に及ぼす温度変化の影響.日水誌， 51(4) :557-572. 
⑫西海区水研(1986). シロギス.東シナ海・黄海のさかな， 156-157. 
⑬東京堂(1989). シロギス.魚の事典. 213-214. 

⑭土田修二(1997).沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.東海大学院平成 8年度博士論文. 141pp. 



シラグチ(熊本)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文 献

("C) ("C) 生存 摂餌 莞死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮性卵(藤田1956)，(松原ら 1965) ①③ 

19 -25 産卵期:瀬戸内海 6-7月(水戸 1965)，6 -8月 5- ②③⑤ 

10m層水温(北森ら 1964)
福岡 6中-7下旬(水戸 1963) ③ 

東シナ海 5-8月 (6-8月) (小島1967) ③⑥ 

19 -25 産卵期水温:瀬戸内海(松原ら 1977) ③④ 

牌化期 22 一24 解化日数:22時間(藤田1956)，水戸 1963) ①③⑤ 

仔稚魚期

未成魚期

成魚期 分布域:宮城県以南から東シナ海 ③⑦ 

成体体長:40cm ⑦ 

15.5 -18.0 12 -21 漁場水温:水深40-115m(北森ら 1964) ②④⑤ 

15. 5 -18.0 12 -21 漁獲水温(松原ら 1977) ③ 

[飼育]

(地方名:シラプ(高知)， (イシモチ)三.，.， ~ヨf ヲ~A-44 重室総括表

l

H

O

∞
l
 



<文献リスト>

①藤田矢郎(1956). シログチの卵発生と仔魚前期.九大農雑， 15(4): 537-540. 

②社)日本水産資源保護協会(1980). シログチ.水産生物適水温図， 23. 

③社)日本水産資源保護協会(1983). シログチ.水生生物生態資料(続)， 26-28. 

④社)日本水産資源保護協会(1983). シログチ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 17. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1986).魚類 9.シログチ.水産生物の生活史と生態(続). 84-91. 

⑥西海区水研(1986). シログチ.東シナ海・黄海のさかな， 200一201.

H
O山
町

⑦東京堂(1989). シログチ.魚の事典. 214. 



総括表 種名 A-45 ス ケ ト ウ ダラ(地方名:スケトウ(鳥取，富山，青森).スケソ(東北).メンタイ(朝鮮)) 

H

H

O

 

低温側水温("C) 高温側水温 CC)
発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 又 献

(OC) ("C) 生存 摂餌 莞死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮性卵(久保1966) ⑤ 

産卵期:北海道 2-4月，新潟 1-2月 ⑤ 

2 ー 5 -1.5 -10 産卵水温:噴火湾(西脇1974) ⑥ 

3 -10 産卵水温:岩内湾(高倉1954) ④⑤ 

3 5 2 一10 産卵水温:日本海(日水研1956) ⑤ 

2 - 5 2 10 産卵水温:=陸沖 ⑤ 

2 - 3 卵出現水温:噴火湾(伊藤ら 1955) ⑤ 

2. 3 - 4. 5 卵出現水温:噴火湾(日水研1956) ⑤ 

3 5 卵出現水温:噴火湾 ① 

解化期 6 ー 7 2 10 産卵瞬化適温(山本1939他) ⑥ 

6 - 7 5 - 9 産卵瞬化適温:朝鮮(山本1939) ⑤ 

2 ー 10 僻化適温 (Hamaiet al. 1971) ④ 。 10 僻化適温:一1.O. 2. 4. 7.10. 130Cで比較. -lOCの温度耐 ② 

性は桑実伍期前後が高い

6 一 7 醇化日数 6-7 "c 12-17日(遊佐1954) ⑤ 

仔稚魚期 4 一12 出現水温:道東太平洋岸(服部1968他) ⑥ 

4 - 6 出現水温:道東太平洋岸(服部 1968) ⑤ 

5 一12 出現水温:道東太平洋岸(阿部 1968) ⑤ 

3 一 5 出現水温:北海道北部日本海 ③ 

未成魚期



成魚期 分布域:太平洋側;宮城県以北 ⑤ 

日本海側;山口県以北，

成体全長:70cm ⑦ 
- 6 生息水温:北海道周辺(高倉1954) ⑤ 

1. 4 - 2.4 生息水温:道東太平洋 ⑧ 

3 - 5 2 一10 生息水温:日本海(日水研1956) ⑤ 
-1 - 5 一12 漁獲水温(前田1972他) ⑥ 
2 - 5 2 ー 10 漁獲水温:三陸沖(尾形1956) ④⑤ 

〔飼育〕 一10 飼育上限水温:10't (田村1956) ⑤ 

]ニ'
H

<文献リスト>

①飯田浩二・向井 徹・黄 斗湊・早川知子・松山幸治(1995). 計量魚群探知機でみた噴火湾に来遊するスケトウダラ産卵群の分布と海洋環境. Nippon 

Suisan Gakkaishi. 61(1):27-34. 

②中谷敏邦・前田長昭(1984). スケトウダラ卵の発生に対する水温の影響およびその浮上速度について.日水誌. 50(6):937-942. 

③夏目雅史・佐々木正義(1993).北海道北部日本海のスケトウダラ稚仔魚の生態一 l 水平分布と僻化時間.北水試研報. 42: 135-142. 

④社)日本水産資源保護協会(1980). スケトウダラ.水産生物適水温図. 29. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1981).スケトウダラ.水生生物生態資料. 222-226. 

⑥社)日本水産資源保護協会(1983). スケトウダラ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 73-74 . 

⑦東京堂(1989). スケトウダラ.魚の事典. 230-231. 

@渡辺一俊・八吹圭三・浜津友紀・山村織生(1993).初夏の道東太平洋沿岸におけるスケトウダラ Theγagrachalcogrammaの分布.北水研報. 57:53-61. 



総括表 種名 A-4 6 ~.:;;ぐヰー (-25cmセイゴ， 30-60cmフッコ， 60cm-スズキ)

回

目

N

低温側水温("C) 高温側水温("C) 

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま か 文 献

("C ) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮遊卵(水戸 1957) ⑧ 

産卵期:仙台湾12上-1月上旬，若狭 12下-1月中旬 ⑭ 

産卵期:11-4月 ⑪ 

12 -20 産卵水温 ④ 

1 O. 8 -14. 5 産卵水温:広島，養成スズキ(大方1978) ⑧ 

7 -19 卵出現水温:日本近海(水戸 1963他) ⑨ 

14 ー 20 卵出現水温:東京湾10"C以下では出現なし(渡部 1965) ②⑩ 

14 20 10.4 -21.9 卵出現水温:東京湾(渡部 1965) ⑧ 

12 -19 卵出現水温:紀伊半島沿岸域(堀木1976) ⑩ 

12 20 10 -27.6 卵出現水温:紀伊水道(堀木1976) ⑧ 

13 19 卵出現水温:九州近海11-3月(水戸 1963) ⑦ 

僻化期 12 20 10 27.6 出現・瞬化水温:東京湾，紀伊水道 ⑨ 

(渡部1965，堀木1976)

15 12 20 僻化適水温 ④ 

12 20 瞬化水温(南部ら 1975) ⑦ 

10 20 瞬化水温(平田 1966) ⑦ 

僻化水温:卵内発生初期に 8-9"C以下に長時間(数~ ⑥ 

24時間以上)おくと瞬化率低下

12 -20 正常発生水温(伏見1979) ②⑧ 

11 一 16 瞬化日数:11-16"C (大部分13-15"C)で108-120時間 ⑪ 

22-27 温度耐性:15分間接触LT.o(正常僻化率);2 --8細胞期 ③ 

35 22-27"C，胞匪期~嚢匹期と鮮化直前350C

15 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑭ 

限界値 12/200C

仔稚魚期 16 24 出現水温(畑中ら 1962) ②⑧⑨ 

16 -24 仔魚期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑭ 

15 稚魚期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑭ 

限界値 15/200C

一



未成魚期 5 -22 出現水温(畑中ら 1962) ③⑧⑨ 

5 摂餌水温:幼魚は表面水温 50Cで活発に索餌 ① 

30.0 26.6 -29.3 最終選好温度，選好温度:平均体長11.4cm ⑬ 

一 馴致水温15-290C
32.3-39.3 高温側死亡温度:0.485 x 1I11致水温+25.618 ⑮ 

ト一一一一 平均体長1l.3cm 
32. 1-39. 1 臨界最高温度:0.493 x馴致水温+25.168 ⑬ 

4.5-10.8 L-・E・- 臨界最低温度 :0.713x馴致水温-10.977 ⑬ 

15 -20 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値15/240C ⑭ 

成魚期 分布域:北海道以南 ⑭ 

成体体長:約 1m ⑫ 

7 -30 出現水温(堀木1976，日水資1974) ⑦⑧⑨ 

10 27.5 出現水温(堀木1976，水産温排水1973) ⑦ 

7 -30 - 2 出現水温:輔水池でー 20C生存 ① 

4.0 3. 5 温度耐性:摂餌・致死限界水温 ⑤ 

10 -28 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値5/300C ⑭ 

〔飼育〕 15 -20 > 4 < 31 飼育成長適水温，危険水温 ④ 

16 -17.5 飼育水温:仔稚魚期(増村ら 1974) ⑧⑨ 

> 4.0 <3.5 > 35 温度耐性:未成魚期，摂餌，致死限界水温 ⑤ 

-

H

H

ω

l

 

59-70. 

魚類・イカタコ類編， 259-279. 

山口内海水試業績， 13(1) :93-99. 
衝撃がふ化に与える影響とふ化時の溶出物が仔魚に与える

東海大学院平成 8年度博士論文， 141pp. 

沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版， 339. 

<文献リスト>

①林 凱夫(1977).スズキ.関西国際空港漁業環境影響調査 漁業生物班資料 l 日水資，

②財)-海洋生物環境研究所(1991). (13)スズキ.沿岸至近域における海生生物の生態知見

③木下秀明・道津光生(1989). スズキ卵の高温耐性.水産増殖， 37(1):2ト26.
④緑書房(1993).養殖生産技術に関するデータ.養殖， 93養殖データブック， 30 (8) : 56-99. 

⑤永岡哲雄・前川兼佑(1963).有用輔水魚の冬季における摂餌ならびに致死限界水温に関する研究.

⑥南部豊輝・千々波定雄・竹田健一・藤田忠勝(1975). スズキの種苗生産に関する試験-v 水温，

影響について.熊本水試事報，昭和49年度 312-317.
⑦社)日本水産資源保護協会(1980). スズキ.水産生物適水温図， 22-23. 
⑧社)日本水産資源保護協会(1981).スズキ.水生生物生態資料， 148-152. 
⑨社)日本水産資源保護協会(1983). スズキ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 75-76. 
⑩社)日本水産資源保護協会(1985).魚類 4.スズキ.水産生物の生活史と生態， 27-42. 
⑪西海区水研(1986). スズキ.東シナ海・黄海のさかな， 130-131. 
⑫東京堂(1989). スズキ.魚の事典， 234. 
⑬土田修二(1997).沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.

⑭社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.



(新潟，富山)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 』ま か 文 献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮性卵(松原1965) ② 

産卵期:北海道 6-7月(水戸 1963)山陰沖盛期 2-3 ② 

月(松原ら 1965)

醇化期 14.2 -17.0 解化日数:14.2-17.0"C90時間(水戸1963) ② 

13.8 -22.0 解化日数:13. 8-22. O"C 79時間(松原ら 1965) ② 

仔椎魚期

未成魚期

成魚期 分布域:日本海全域，福島県以南の太平洋岸 ① 

成体全長:40cm ⑤ 
11 7.5 -15.0 漁獲水温:底層 11"C(松原ら 1965) ②③④ 

[飼育]

(地方名:シマガレイモノ'フノ、ヲ二A-47 種名総括表

l

H

H

h

p

 



<文献リスト>

①北陸館(981).ソウハチ.新日本動物図鑑[下]， 491. 

②財)海洋生物環境研究所(1978). ソウハチ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書， 25. 

③社)日本水産資源保護協会(1980).ソウハチ.水産生物適水温図， 28. 

④社)日本水産資源保護協会(1983). ソウハチ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 78. 

⑤東京堂(1989). ソウハチ.魚の事典， 248. 
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低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 浮性卵 ⑤ 

18 -20.5 産卵期水温:土々呂 10-12月(水戸 1963) ③④ 

17.8 -20.2 産卵期水温 ② 

醇化期 16.0 -18.0 瞬化日数:約30時間(水戸 1963) ② 

仔稚魚期 21 22 17.2 -25.5 出現水温:椎魚，和歌山沿岸出現回数の平均水温21.1"C ②③④ 
(堀木1975)

18 一23 13 -25 出現水温:稚魚，和歌山沿岸(千田 1964) ②③④ 

未成魚期

成魚期 分布域:本州中部以南・沖縄諸島 ① 
成体全長:40cm ⑤ 

[飼育] 温度耐性:死亡水温，体長範囲15-30cm，最高 7.20C最 ② 
低 5.8"C平均 5.8"C (奥野ら 1961)

5-4 温度耐性:絶対致死水温， 5-4"C (西口ら 1964) ② 

タF 天才ノノ、 ?'~--fA -4 8 種名総括表
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<文献リスト>

タカノハダイ.新日本動物図鑑[下]， 321. ①北陸館(981).

タカノハダイ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書， 72. ②財)海洋生物環境研究所(1978).

タカノハダイ.水産生物適水温図， 24. ③社)日本水産資源保護協会(1980).

タカノハダイ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 79. 

タカノハダイ.魚の事典， 258. 

④社)日本水産資源保護協会(1983).

⑤東京堂(989).

ー

戸

戸

吋

l



総括表 種名 A-49 タヲ二ウォー(地方名:タケ(各地)) 

(-22cmヒモタチ(当才)， -28cm程度小タチ， -33cm程度中タチ)

同
戸
市
山

低温側水温 (OC) 高温側水温("C) 

発育段階 最適水温域 適水温域 特記 事 項 ほ か 文 献

("C ) CC) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶 死

水温 水温 水温 水温 水温 水 温

産卵期 中層分離浮遊卵 ③ 

産卵期:瀬戸内海 5-7月，東シナ海 5-7月 ③ 

17 一23 産卵水温:熊野灘(鈴木ら 1980) ③④ 

18 産卵層水温:紀伊水道群50m深18"C以上 ①⑤ 

18. 7 -25.2 16. 7 -25.8 出現水温:新潟(沖山1965) ③ 

16.2 -28.0 出現水温:紀伊水道とその外域 5-6月31.82-34. 77%。 ① 

19 24 33.7-34.5%.， 19"C以下では高師部

解化期 18. 7 -25.2 16.7 -25.8 出現水温;佐渡海峡(沖山1965) ④ 

16 瞬化日数:160C 4日(神谷1922) ⑥ 

仔稚魚期 22.0 -22.6 21.5-25.2 出現水温:新潟・佐渡海峡(沖山1965) ③④ 

16.8 -26.3 出現水温:紀伊水道とその外域 ① 

未成魚期 10 出現水温:大阪湾(林1978) ③④ 

生息下限水温:10"C (若魚期~未成魚期) ⑤ 

成魚期 分布域:日本中部以南 ③⑦ 

成体全長:1. 5 m ⑦ 

17.5-18 7 ー 28 生息水温:大阪湾(林1978他) ④ 

生息水温:紀伊水道とその外域では10"C以下で南下越冬 ⑤ 

10 生息水温:大阪湾1O"C以上(林1978) ③ 

7 28 出現水温:大阪湾(深日付近)(水産温排水1973) ②③ 

15 漁獲水温:大阪湾 ③ 

17.5-18 14.5 -22 漁獲水温:東支那海中央部 6月(松原ら 1965) ② 

〔飼育〕

一



く文献リスト>

①堀木信男(1979).紀伊水道およびその外域におけるタチウオ卵，椎仔魚の分布生態について.栽培技研， 8(2):1-11.

②社)日本水産資源保護協会(1980). タチウオ.水産生物適水温図， 19. 

③社)日本水産資源保護協会(1981).タチウオ.水生生物生態資料， 122-125. 

④社)日本水産資源保護協会(1983). タチウオ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 81. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1986).魚類 6.タチウオ.水産生物の生活史と生態(続)， 54-64. 

⑥阪本俊雄(1977).タチウオ.関西国際空港漁業環境影響調査 漁業生物班資料 1 日水資， 23-47. 

]ニC

⑦東京堂(1989). タチウオ.魚の事典， 260. 



アオサギ(長崎)) 

低温側水温("C) 高温側水温 COC)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま ヵ、 文 献

("C ) ("C ) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 纏絡卵 ④ 

産卵期:土佐紀州 4月，コ河伊勢湾 5-7月 ② 

(松原ら 1965)

瞬化期 21 -25 牌化水温(中村1944) ②③ 

21 -25 鮮化日数:21-25"C13日 ① 

一一一一-l

仔椎魚期

未成魚期

成魚期 分布域:北海道以南沿岸 ① 
成体体長 1m ④ 

[飼育]

ラス(和歌山). (地方名:ダス，タf 、ニノA -5 0 霊童総括表

l

H

N

C

l

 



<文献リスト>

①北陸館(1981).ダツ.新日本動物図鑑[下]. 225. 

139. ②財)海洋生物環境研究所(1978). ダツ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書，

③社)日本水産資源保護協会(1980). ダツ.水産生物適水温図. 13. 

ダツ.魚の事典， 260. ④東京堂(1989).

l

H

N

H

l

 



(山口県)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま か

("C) ("C ) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 浮性卵 ③ 

産卵期:瀬戸内，山口 3-8月(盛期 5-6月) ② 

(松清1959)

醇化期

仔椎魚期 出現期:浮遊期仔魚;若狭湾西部 4-6月(南1983) ③ 

変態期仔魚; 1/ 5-7月

着底期稚魚; 1/ 7-9月

未成魚期

成魚期 分布域:北海道以南の各地 ① 

成体全長:20cm (雄-17cm. 雌 19cm-) ④ 

[飼育]

ピラ メ ( 地 方 名 : ヅ ナ イ ガ レ イタF てずフザニ/、ノrTフA -5 1 種名総括表

l

H

N

N

l

 



<文献リスト>

①北陸館(1981).タマガンゾウピラメ.新日本動物図鑑(1)， 485. 

②財)海洋生物環境研究所(1978). タマガンゾウピラメ.沿岸海域水生生物と海域環境の関係に関する文献調査報告書， 27. 

③西海区水研(1986). タマガンゾウピラメ.東シナ海・黄海のさかな， 370-371. 

④東京堂(1989). タマガンゾウピラメ.魚の事典， 263. 

]-Nω 



(五島~対馬)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 沈性卵(多国産卵) ④⑥ 
産卵期:山形 7-10月，鹿児島11-1月 ④ 

(山調ら 1919他)

18 一19 11 -20 産卵期水温:山形県沿岸 ② 

18 -24 産卵期水温:北九州近海. 10-12月(水戸 1963) ③ 

21 -23 19 -25 産卵期水温:九州沿岸，土佐湾沖 ② 

18 -24 卵出現期水温:日本近海(水戸 1963).筑前海域 ⑤ 
(小林1967)

瞬化期 18 ー19.2 瞬化日数:18-19.2"C48.5時間. 18"C40-50時間 ④ 

仔稚魚期 10 ー24 出現期水温:太平洋北区(茨城県水試1975). ⑤ 
:日本海(山調ら 1973.14) ⑤ 

18 ー24 出現期水温:山形(山調ら 1973.74) ④ 

10 -20 出現期水温:茨城(冬)(茨城県水試1975) ④ 

未成魚期 12 一24 出現期水温:日本海(山洞ら 1973.74. 1919. 80) ⑤ 

12 -24 出現期水温:山形(山調ら 1913.14. 1979. 80) ④ 

22.3 -23.6 8.9 32. 1 選好水温(短期ー最終選好水温).平衡喪失水温 ① 

24.2 22. 1 -24.4 最終選好温度，選好温度:平均体長10.0cm ⑦ 

「ー一ーーー 馴致水温15-28"C
33.0-35.9 高温側死亡温度:0.362 x周"致水温+25.800 ⑦ 

ト一一 平均体長9.9cm
'-- 32. 1-35. 1 臨界最高温度:0.375x馴致水温+25.300 ⑦ 

8.9-13.9 L-- 臨界最低温度:0.625x馴致水温-3. 461 ⑦ 

1.0-9.8 低温側死亡温度:0.350 x馴致水温-0.033 ⑦ 

「ー

ヒダイ(九州，高知)〈地方名:チゴダイヲこ?l'~ィ'A-52 種名総括表

ー

]
F
N
A
P
-



]
{
N
m
 

成魚期 分布域:北海道~沖縄 ④ 

最大尾文長:35cm ⑥ 
14 -16 8. 1 -20.5 出現期水温:日本海(柿本ら 1978) ⑤ 

14-16- 生息限界水温:14-16"C (冬季最低水温)(松原ら 1965) ③ 
14-16- 生息水温:鹿児島，冬季最低水温14-160Cの所を好適生 ④ 

息場〈徳留ら 1976)
8.07-20.5 漁獲水温:新潟(柿本ら 1978) ④ 

漁獲水温:筑前海;22-23"Cで接岸， 20"Cに下がると西 ④ 

へ移動(小林1967)

[飼育] 飼育 16.4-16:J 飼育水温:静岡 4月 06.4-16.6"C)摂餌開始， 200C ④ 

水温 以上活発， 20"C以下低下(阿井ら 1970)

20 13 -25 (10) 飼育水温:静岡(阿井ら 1970)岩手(岩間ら 1972) ⑤ 

13 25 飼育水温:岩手，体長 8cm， 25-13"C良好， ④ 
1 O"C以下不適(岩間ら 1972)

<文献リスト>

①喜田 潤・相内雄大・瀬戸熊卓見・土田修二(1996). 日本産タイ科魚類の温度特性.平成 8年度日本水産学会秋季大会要旨集， 16. 

②恒星社厚生閤(1986). チダイ.新版魚類学(下)， 750-757. 

③社)日本水産資源保護協会(1980). チダイ.水産生物適水温図， 23. 

④社〉日本水産資源保護協会(1981).チダイ.水生生物生態資料， 162-165. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1983). チダイ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 84. 

⑥東京堂(1989). チダイ.魚の事典， 269. 

⑦土田修二(1997).沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.東海大学院平成 8年度博士論文， 141pp. 



総括表 種名 A-53 ツクシトビウ対ー(カクトビ)

同
一

ω

。

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記 事 項 ほ か 文 献

( "C) ("C ) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 舞死

水 温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 20 -26 産卵期:屋久島23-24"C(今井1959)，九州23-260C (今 ② 

井1959，内田ら 1958)，天草20-250C (塚原ら 19

57)， 5下-6月上旬沿岸水深 7-20m藻場

23 26 産卵期水温(塚原ら 1957他) ③ 

23 -26 産卵期水温(今井1958) ① 

醇化期 22 一26 瞬化日数:12-14日(今井1959，内田ら 1958) ①②③ 

20 一22 僻化日数:約 2週間(塚原ら 1957) ①②③ 

仔椎魚期 22.5 -26.5 出現期水温:潮師南方~八丈島 4-6月(服部1964) ②③ 

未成魚期 19 -20 17 一24 漁獲水温:長崎・山口・新潟 6月，山形・青森 7月 ②③ 

(岡地1958)

成魚期 分布域:石狩湾・噴火湾以南(今井1959) ② 

成体全長:25cm ④ 

22 -24 20 ー 27 出現期水温(松原ら 1977) ② 

19 -24 17 27 生息水温:日本海他(水産温排水1973他) ③ 

20 -24 18 一26 生息・漁獲水温:島根付近(水産温排水1973) ①② 

19 -20 17 -24 漁獲水温:対馬暖流域(岡地1958) ② 

22 -24 20 一27 漁獲水温:種子島・屋久島付近(今井1959) ① 

[飼育]

一



<文献リスト>

①社)日本水産資源保護協会(1980). ツクシトビウオ.水産生物適水温図， 14. 

②社)日本水産資源保護協会(1981).ツクシトビウオ.水生生物生態資料， 86-91. 

③社)日本水産資源保護協会(1983). ツクシトビウオ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 85. 

④東京堂(1989).ツクシトビウオ.魚の事典， 274. 

]
-
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イセジ(鹿児島) ) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

CC) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 粘着性卵塊
④②④ | 

産卵期 6-9月

産卵期:山口県油谷湾 7下-9下旬 ③ 

放卵後雄が口中で卵塊を保護する習性 ②④  

卿化期

仔稚魚期

未成魚期

成魚期 分布域:北海道南部以南の本邦各地，東・南シナ海 ①④  

成体体長:8cm ④ 

[飼育]

一

高知，長崎)， (地方名:イシモチ(和歌山，ラヱ- :.，.....-三/7 タ7~ -1 A-54 種名総括表

l

H

N

∞
ー



<文献リスト>

①保育社(1981).テンジクダイ.続原色日本魚類図鑑， 19. 

②北陸館(1981).テンジクダイ.新日本動物図鑑[下J，27l. 

③大森迫夫・高橋圭一(1980). 油谷湾におけるテンジクダイの生態.西水研研報， (54):111-134. 

④東京堂(1989).テンジクダイ.魚の事典， 288. 
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低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 沈性粘着卵 ④⑥ 
産卵期:若狭湾盛期 5月 (}fl本1978)，瀬戸内海 4中-5 ④ 

月(藤田1962)牛深 4上-5上(藤田1962)
17 -20 産卵水温(日水産学会編1974) ④⑤ 

解化期 15 ー 19 13 -23 僻化水温(水環基準1972，川本1978) ③④⑤ l 
21. 4 -27.9 発生適温(田村1956) ① 

14.3 -16.8 瞬化適温(高見ら 1974) ① 

15 一 19 騨化日数:15-19"C 9.5-10日(藤田1962) ④ 

16 -19 瞬化日数 9日6時間 ② 

15 -19 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑨ 

仔稚魚期 27.2 26. 7 -27.6 最終選好温度，選好温度:平均体長6.9cm ⑧ 

一 馴致水温20-28"C
36.9-39.1 高温側死亡温度:0.275x馴致水温+31.500 ⑧ 

平均体長7.3cm
35.4-38.1 臨界最高温度:0.337 x馴致水温+28.700 ⑧ 

7.2-11.5 臨界最低温度:0.538 x lJl閣水温-3.567 ⑧ 

未成魚期 生息下限水温:全長16-20cm3.5-5. O"C (永岡ら 1963) ④⑤ 

16 -23 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値5/270C ⑨ 

成魚期 分布域:室蘭以南の太平洋，稚内以南の日本海 ④⑨ 

(松原ら 1977)
成体全長:70cm- ⑦ 

11 -27 生息水温(古川ら 1966) ③⑤ 

16 -23 生息水温(松原ら 1977) ②④ 

16 -23 生存適水温(高井ら 1959) ③⑤ 

コ'77'"-::7 トA-55 種名総括表

l
H
ω

。ー



成魚期 4 28 生存限界水温(高井ら 1959) @⑤ 
(つづ 16 一23 3， < 4 > 28 温度耐性:仮死水温(松原ら 1977，田村1966) ①④ 

き) > 14 摂餌水温:14"C以下摂餌停止， 1 O"C以下砂泥中埋没， ④ 

15"C以下摂餌低下(川本1978，藤田1962)

16 一23 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値5/270C ⑨ 

[飼育] 14 -28 飼育適水温(水環基準1972)10"C以下280C以上砂泥中 ①③⑤ 

10 -28(29) 埋没(川本1978)

7.0 摂餌下限水温(永岡ら 1963) ①④ 

<文献リスト>

トラフグ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書， 52. ①財)海洋生物環境研究所(1978).
l

H

ω

H

l

 

トラフグ.新版魚類学(下)， 1024-1026.②恒星社厚生閣(1986).

トラフグ.水産生物適水温図， 26. ③社)日本水産資源保護協会(1980).

トラフグ.水生生物生態資料， 54-57. ④社)日本水産資源保護協会(1980.

88. トラフグ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，⑤社)日本水産資源保護協会(1983).

120-127. ⑥社)日本水産資源保護協会(1985). 魚類 12.トラフグ.水産生物の生活史と生態(続)，

トラフグ.魚の事典， 299-300. ⑦東京堂(1989).

141pp. 

平成 4年度版， 340. 

⑧土田修二(1997).沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.東海大学院平成 8年度博士論文，

⑨社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針



総括表 種名 A -5 6 ニ シ ン (地方名:カド(東北，北海道).カドイワシ(北日本)) 

]-ωN 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特 記 事 項 lま か 文 南I

("C) ("C) 生 存 摂餌 舞死 生存 摂餌 艶 死

水温 水温 水温 水温 水温 水 温

産卵期 沈性粘着卵(二上ら 1961) ④ 

産卵期 3-6月 ④ 

0.5 - 6.5 一l.3 -12. 5 産卵水温:北海道(松原ら 1965他) ⑤ 

5 6 4 - 8 産卵水温:北海道西岸(松原ら 1965. 倉上1924) ②③④ 

5 6 3 一 7 卵出現期 ④ 

3 - 6 漁獲水温:北海道 ④ 

3 - 8 漁獲水温:北海道 ④ 

瞬化期 5 6 3 ー 7 瞬化水温(石田 1952) ①②⑤| 

6 解化適水温(田村1967) ② 

10 一 15 解化適水温:瞬化率，平均水温10.15. 20"Cの比較 ⑥ 

6 - 9 醇化日数 6-9 "c 13-14日 ④ 

仔稚魚期 6 適水温:仔魚(北水研1959) ② 

3 ー 10 生息水温:仔魚(児玉1987) ⑦ 

12.6 -19.0 生息水温:稚魚(児玉1987) ⑦ 

14.4 14.5 -16.0 最終選好温度，選好温度:平均体長7.0cm ⑧ 

馴致水温10-200C

14.5 13.6 -16.0 最終選好温度，選好温度:平均体長7.4cm ⑦ 

馴致水温10-200C

26. 4-30 温度耐性:致死水温，瞬化後 1日目 6.6"Cから 26.4 "cに ① 

1 "C/5分で昇温すると横臥，僻化後 3日目

8. 8"C 30"Cに移すと直ちに死(倉田 1959)

26. 8-29. 4 高温側死亡温度:0.264 x馴致水温+23.812 ⑧ 

ト一一一 平均体長7.1cm 

25. 7 -29. 0 臨界最高温度:0.323 x周11致水温+22.297 ⑧ 
」ー一ーー・



]-ωω 

一-.l24.5 高温側最終死亡温度 ⑦ 

20.9-24.0 高温側死亡温度:72hr-ULT 50 ⑦ 
25.7-29.0 臨界最高温度:CUax ⑦ 

1. 1 低温側生存温度 ⑦ 

< 0 温度耐性:低温側致死温度 ⑦ 

未成魚期 12 一 14 生息水温:オホーツク海北部 8-9月(高橋ら 1973) ④⑤ 

13. 7 -18.8 生息水温:幼魚(児玉1987) ⑦ 

成魚期 分布域:富山県・利根川以北 ④ 

4 - 8.5 。一 15-6 生息水温(梶田1936) ①④ 
3 一 12 。-20 漁獲水温(石田1952他) ⑤ 

4 ー 7 3 一 10 漁獲適水温(字国ら 1962) ③ 
3 - 8 漁獲水温，漁場水温:(固t召(藤本ら 1964) ③④ 

[飼育]

<文献リスト>

①財)海洋生物環境研究所(1978). ニシン.沿岸海域水生生物と水域環境との関係に関する文献調査報告書， 161-162. 

②財)海洋生物環境研究所(1991). (1)ニシン.沿岸至近域における海生生物の生態知見 魚類・イカタコ類編， 281-304. 
③社)日本水産資源保護協会(1980). ニシン.水産生物適水温図， 7-8. 

④社)日本水産資源保護協会(1981).ニシン.水生生物生態資料， 6-9. 
⑤社)日本水産資源保護協会(1983). ニシン.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 92-93. 
@高橋庸一・広川 潤・熊谷厚志(1984). ニシンの採卵とふ化方法の検討.水産増殖， 31(4):167-172. 

⑦土田修二・田端重夫・永井 彰(1977).宮城県万石浦産ニシン幼魚の温度選好と温度耐性.東海大学紀要海洋学部， 43:117-129.
@土田修二(1997).沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.東海大学院平成 8年度博士論文， 141pp. 



ヌベ(鹿児島，長崎)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ ヵ、 文 献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 18 -22 産卵期:茨城県沿岸 7-9月 ③ 

鹿島灘 7-9月，土佐湾 4下-6中旬 ⑤⑦ 

有明海 5.......8月 ④ 

東海・黄海 4-6月 ⑥ 

20 -21 17 -23 産卵適水温 ⑤ 

解化期 20.6 -25.0 瞬化日数:約 1日(水戸 1963) ④ 

19 -20 瞬化日数:37時間以上 ⑤ 

仔稚魚期 24 一 最終選好温度〈推定値)平均体長9.3cm ⑧ 

35. 1-38. 1 高温側死亡温度:0.375xlll致水温+27.600 ⑧ 

平均体長8.6cm
.--- 32.2-36.1 臨界最高温度:0.465x周11致水温+22.467 ⑧ 

8.9-13.3 」ーーーー司 低温制死亡温度:0.550x周11致温度一 2.033 ⑧ 

4.5-9. 1 臨界最低温度:0.575xlil致温度-6.733 ⑧ 
」ーー

未成魚期

成魚期 分布域:松島湾から南シナ海 ⑤ 

生体全長:70-90cm ①② 

18.5-20 17.5 -20 漁獲期水温:東海・黄海春期 3.......7月秋期 10.11月 ⑥ 

(最盛期 5月)

[飼育]

クログチ(長崎). (地方名;コイチ(和歌山，広島). 」二.，..く(別名:イシモチ)A-57 種名総括表

l
H
ω
品

l



<文献リスト>

①保育社(1981).ニベ. (続)原色日本魚類図鑑. 27. 

②北陸館(1981).ニベ.新日本動物図鑑. 297. 

③石川弘毅(1977). 茨城県沿岸におけるニベの生態-1 成熟・産卵.茨域水試研報. 21 :43-51. 

④財)海洋生物環境研究所(1978). ニベ.沿岸海域水生生物と水域環境との関係に関する文献調査報告書. 92. 

⑤恒星社厚生閣(1986). ニベ.新版魚類学(下). 716-719. 

⑥松井 魁・高井 徹(1951).東海，黄海産重要魚類の生態学的研究 第二報，クログチ (Nibea nibe JORDAN and THOMPSON)の生態学的研究.

]
{
(
凶
∞

目水誌. 16(12):125-143. 

⑦谷口順彦(1982). ニベの生物学 W 成熟・産卵.海洋と生物. 4 (2): 146-15し

⑧土田修二(1997).沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.東海大学院平成 8年度博士論文. 141pp. 



ネパリゴチ(浜名湖)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項ほか 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 浮性卵 ③ 

産卵期 5月中心 ② 

解化期

仔稚魚期

未成魚期

成魚期 分布域:仙台湾・新潟県以南の内湾砂底 ①③ 

成体全長:20cm ③ 

[飼育]

メゴチ(三崎)， (地方名:ヌメリゴチ，=fヲ=ー3干三 3ぐミA-58 種名総括表

-
H
ω
∞
l
 



<文献リスト>

①北陸館(1981).ネズミゴチ.新日本動物図鑑[下J，333. 

②西海区水研(1986). ネズミゴチ.東シナ海・黄海のさかな， 366. 

③東京堂(1989). ネズミゴチ.魚の事典， 316. 

]
戸
一
凶
斗



日

ω
∞

総括表種名 A-59 ノ 、タ タテヌメリ

低温側水温 COC) 高温側水温 ("C)
発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま か 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 集死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮遊卵 ② 

産卵期 4-10月盛期春と秋(東京湾) ② 

瞬化期 -20 - 解化日数:約200Cで I日 ② 

仔稚魚期 20 -22 生息水温:20-22 oCで20-30日で着底 ② 

未成魚期

成魚期 分布域:本邦各地の内湾砂泥底 ① 

(東京湾のネズッポ類は本種) ④ 

成体全長 15cm ④ 

[飼育]



<文献リスト>

①北陸館(1981).ハタタテヌメリ.新日本動物図鑑[下J.333. 

②池島 耕(1998).内湾の有機汚濁と魚類の生態.共同シンポ新海洋秩序時代における水産資源の保全と管理 講演要旨集. 10-11. 

③池島 耕・清水 誠(1997).東京湾におけるハタタテヌメリの分布とその季節変化.魚雑. 44(1) :43-49. 

④東京堂(1989). ハタタテヌメリ.魚の事典. 329. 

]に
W
C



ノ、5'ノ、タF

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 聾死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 粘着卵(海藻) ⑥ 

ー13-14 産卵期:秋田沿岸11下-12月下旬(盛期 12月) ①② 
(=尾1967)

秋田11下-1月上旬(小1(11952) ④ 

7 - 8 産卵開始期水温 :11下-12月下旬(小J111952) ③ 

4 ー 10 産卵期水温(田村ら 1976) ⑤ 

20 温度耐性:卵， 24時間 LT50(大池ら 1975) ①④ 

瞬化期 6 -11 僻化水温(小川 1952) ③ 

5.5 -10.5 解化水温(小川 1952) ⑤ 

一17 22 温度耐性:発眼卵， 17"C以下影響なし， 22"C 2.5時間後 ① 
から舞死 6時間後生残率 o%， 27"C 1時聞か

ら舞死 3時間後生残率 0% (大池ら 1975)

8 5.9 -10. 6 鮮化日数:50日余(田村ら 1966) ①④ 

仔稚魚期 -12 15 温度耐性:瞬化仔魚， 24時間 LT50(大池ら 1975) ① 
(7) 温度耐性:瞬化後 1日目仔魚， 17"C24時間21.3%生残 ① 

(大池ら 1975)
24 温度耐性:瞬間致死水温〈安永1976)

未成魚期

A-6 0 重宣総括表

l

H

品。ー



成魚期 分布域:日本海一円と釧路から宮城県沖 ④ 

成体体長:20cm ⑥ 

漁期:11-12月(水産温排水1973) ① 

1.2 - 2.5 生息水温:ー300m層(三尾1967) ⑤ 
- 8 生息水温(二尾1967) ⑤ 

4 - 8 漁獲適水温(水産温排水1973) ①③ 

一 3 漁獲適水温(秋田水試1975) ④ 

-10 - 漁獲適水温(秋田水試1975) ④ 

1. 2 - 2.5 漁獲適水温:秋田 2.0-2. 5"C (2. 5"C).または1.2-1. 8"C ④ 

(1.2"C)(=尾1967)

[飼育] 8 一 13 飼育水温:年中飼育可能(竹内1974) ② 
]
て
帥
]
{

<文献リスト>

①財)海洋生物環境研究所(1978). ハタハタ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書. 98. 

②恒星社厚生閤(1986). ハタハタ.新版魚類学(下). 773-780. 

③社)日本水産資源保護協会(1980).ハタハタ.水産生物適水温図. 22. 

@社)日本水産資源保護協会(1981).ハタハタ.水生生物生態資料. 144-147. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1983).ハタハタ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 97. 

⑥東京堂(1989). ハタハタ.魚の事典. 329-330. 



総括表 種名 A -6 1 ノ、弓云(地方名:ハモウナギ(鹿児島).ハム(西日本)) 

]で時
M

低温側水温("C) 高温側水温("C) 

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事 項 iま か 文 献

("C ) ("C) 生存 摂餌 集死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 半浮性卵(松原ら 1965) ① 

産卵期:山口県瀬戸内海 5-11月(盛期 8月) ① 

(松清1959)
22.4 -23.5 産卵期水温:底層(高井1959) ①②④ 

瞬化期 20 -22 瞬化日数:20-22"C. 63-69時間(高井1959.
松原ら 1965) ①③ 

24 -26 府化日数:24-26"C. 38-43時間(高井1959.
松原ら 1965) ③ 

仔稚魚期

未成魚期 14 21 出現水温:東シナ海，黄海;北部 15-20"C南部 14-21"C ③④ 

(山下1972)

成魚期 分布域:本州中部以南・東シナ海 ⑤ 

成体全長 2m ⑤ 

15 出現水温:東シナ海，黄海;150C以下(山下1972) ③ 

14 -21 生息適温 ①④ 

15 -20 漁獲水温:東シナ海北部(高井1959.水産温排水1973) ①②③ 

14 -21 漁獲水温:東シナ海南部(高井1959.水産温排水1973) ①②③ 

[飼育]



<文献リスト>

①財)海洋生物環境研究所(1978). ハモ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書. 140. 

②社)日本水産資源保護協会(1980). ハモ.水産生物適水温図. 13. 

③社)日本水産資源保護協会(1981).ハモ.水生生物生態資料. 82-85. 

④社)日本水産資源保護協会(1983).ハモ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 100. 

⑤東京堂(1989). ハモ.魚の事典. 337-338. 

]一品

ω



ニロギ(関西)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほか 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮性卵 ⑤ 

産卵期:北九州 5中-7下旬(盛期 6-7上旬) ① 

一20- 18 -23 産卵期水温 5-7月;若狭湾 6-7月(I8-23"C)(盛期 ②③④ 
7月上旬20"C前後) (落合ら 1965) ⑤⑥ 

僻化期 23 瞬化日数:23"(:前後で約30時間 ⑥ 

仔稚魚期

未成魚期

成魚期 分布域:本邦中部以南各地の内湾 ② 
成体全長:17cm @ 

[飼育] 22.8 -23.9 瞬化日数:22. 8-23. 9"C約31時間 ① 

ニョロギ，ギラ(千葉). ラギ(地方名:ギチ(関東). ヒイA-62 種名総括表

l

H
串
串

l



<文献リスト>

①藤田矢郎(1960).ヒイラギの卵発生と仔魚前期.日水誌， 26(11):109卜1094.

②北隆館(1981).ヒイラギ.新日本動物図鑑[下J，264. 

③財)海洋生物環境研究所(1978). ヒイラギ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書， 100. 

④社)日本水産資源保護協会(1980). ヒイラギ.水産生物適水温図， 22. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1983). ヒイラギ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 101. 

]
で
曲
目

⑥東京堂(1989). ヒイラギ.魚の事典， 340. 



低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文 献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵期 6-9月 ⑤ 

卵出現期 5-12月 ② 

17.8 -27.7 卵出現水温 5-12月(水戸 1963) ②③ 

瞬化期 18 -27.5 瞬化水温〈水戸1963) ④ 

18 -27.5 瞬化日数:夏季放卵後24時間以内(水戸 1963) ② 

仔稚魚期 22 -27 15.6 -30.0 出現水温(堀木1975) ② 

20 -30 14 -31 出現水温:稚魚，東シナ海 5-11月(盛期 6-9月) ②③④ 
(千田1964)

未成魚期

成魚期 分布域:本邦各地の沿岸特に中部以南 ① 
成体全長:18cm ⑤ 

[飼育]

~ とニ ~ A-63 種名総括表

l
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<文献リスト>

①北陸館(1981).ヒメジ.新日本動物図鑑[下]， 269. 

②財)海洋生物環境研究所(1978). ヒメジ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書， 96. 

③社)日本水産資源保護協会(1980). ヒメツ.水産生物適水温図， 22. 

④社)日本水産資源保護協会(1983).ヒメジ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 103. 

⑤東京堂(1989).ヒメジ.魚の事典， 345-346. 
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オオタチ(中国)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C) 

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま か 文献

("C) ("C) 生存 解化 艶死 生存 癖化 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮性卵，産卵期:石狩湾 6-7月，九州 1- 2月 ⑫⑫ 

14 22 採卵水温(鳥取水試1977) ⑪ 

15 産卵下限水温(石田 1973) ⑪ 

10 産卵可能な最低水温 ⑨ 

16. 9 -18. 1 卵出現水温:陸奥湾(小川ら 1976) ⑪⑫ 

13. 3 -20. 9 卵出現水温:岩手県山田湾(山本ら 1976) ⑥⑫⑩ 

11 17 産卵場水温:山形県(樋口ら 1977) ⑥⑫⑮ 

17 産卵場水温:水温上昇期，東北太平洋沿岸，仙台湾 ⑫⑩ 

(佐藤 1975)

14 -17 11 -23 産卵場水温;仙台湾(佐藤1975他) ⑮⑭ 

14 一 17 12 -21 産卵場水温:水温上昇期 ⑩ 

瞬化期 14 17 出現水温:東北太平洋沿岸 ⑮ 

14 -18 10 21. 5 瞬化水温(安永1975他) ⑬ 

15 ー 20 10 25 瞬化水温(石田 1973)，限界水温 10，25"C (安永 1975) ⑪⑫⑩ 

14 ー 15 瞬化水温:水温上昇期 ⑩ 

解化水温:卵の発生は200C前後を境に変化率が異なる ⑮ 

瞬化水温:16.5"Cから ooC 1時間低温処理は後期胞匹 ⑮ 

期より前で僻化率が低く，匪出現期で死亡

率が高い

15 10 24 瞬化限界範囲(150C前後で奇形率最小，僻化率最大) ⑥⑮⑩ 

15 - 14 一 19 瞬化日数:20oC40時間， 15"C50時間 ⑮ 

16 > 9 く 24 温度耐性:卵牌化率16"C最大， 9 oC以下240C以上で O ⑩ 

(36) 温度耐性:卵36"C15分接触(対照140C)で瞬化せず ⑦ 

2細胞期~桑実期後期と匹体出現期~原n
閉鎖期で耐性は小

14 ー 18 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値， @ 

限界値 10/240C

(東北)， オオプチカレイ(北海道)， アオッパ(若魚)(地方名:テックイ，ヒラメA-64 種名総括表
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川
町

仔稚魚期 14.5 -24.5 出現水温:浮遊仔魚(小川ら 1976) ⑪ 

12 -20.9 出現水温:浮遊仔魚(鳥取県，岩手県) ⑥ 

2l. 1 15 -25 出現水温:底生移行~稚魚(野沢1974他) ⑬⑭ 

15 ー 20 出現水温:稚魚0.5-5 cm) ⑥⑮ 

14 15 12.0 -24.3 30 温度耐性:浮遊仔魚(安永1974)，14-150Cが最大 ⑬⑭⑮ 

12 -19 仔魚期:生息域(実験上)の標準(好適〕値， @ 

限界値 10/250C

未成魚期 9.5 -2l. 7 摂餌 摂餌 出現水温:20m以浅底層(青森水試1973) ⑪⑬⑭ 

18 -28 水温 水温 出現水温:鳥取県， 5 -10cm期 ⑥ 

8 ー 18.0 l.8 成長の最低水温 8oC (l. 8-18. 0 oCの範囲)， 5.40Cで @ 

摂餌停止， 6. 6"Cで摂餌再開

> 5 < 25 摂餌水温:まったく摂餌しない水温(5 oC以下， 250C ② 

以上)

24 最終選好温度:平均体長8.0cm眉11致温度 15-280C ⑪ 

3l. 5-36. 6 高温側死亡温度 0.302x馴致温度+28.654 ⑪ 

一 平均体長12.5cm

3.0-8.9 3l. 2-36. 2 臨界最高温度 0.294x周"致温度+28.059 ⑪ 

臨界最低温度 0.372x馴致温度-1. 955 ⑪ 

15 一25 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値5/30oC @ 

成魚期 分布域:本邦沿岸一帯 ⑫ 

14 -17 8 -23 生息水温:3. 4 "cの温度差関係無く移動(柿元1979) ⑫⑬ 

10 27 摂餌限界水温(鳥取水試1977)(平本1979) ⑪⑫⑭ 

8 一 17.5 漁獲水温:新潟 ⑫⑭ 

14 一 17 13 23 漁獲水温:外房(宮沢1976) ⑫⑭ 

15 ー 20 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値8/25"C @ 



〔飼育〕 16 -22 飼育成長適水温:仔魚期 ⑮ 
19 飼育適水温:仔魚期 03.16.190Cの比較) ① 

15 -20 10 25 飼育水温:仔稚魚期(石田1973) ⑪⑬  

18 -25 飼育成長適水温:稚魚期 ⑮ 

21 18 -25 飼育試験:未成魚期. 13-24"C飼育試験(森実1984) ⑩ 

15 -26 飼育時成長水温:成魚期(大岡ら 1973) ⑪⑬  

19.9 -25.0 15 25 飼育水温:成魚期，適温，摂餌量に差なし ⑥ 
20 -25 飼育成長適水温:10.15.20.25. 30"C ;4.16.88. 176g ③④ 
15 -20 > 7 < 26 飼育成長適水温，危険水温 ⑩ 

雌性発生倍数体:18"C飼育で100先発生 ⑤ 
28"C飼育で雄性100気発生
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<文献リスト>

①青海忠久・ J.B.Tanangonan・田中 克(1986). ヒラメ仔魚の成長と変態に及ぼす飼育水温の影響.日水誌. 52(6) :977-982. 
②日南田八重・田村真樹・三上正一(1980).小型水槽におけるヒラメの摂餌生態と成長について.北水試月報. 37(4):71-84 
③Iwata N..K.Kikuchi.H.Honda.M.Kiyono and H.Kurokura(1994). Effects of temperature on the growth of the Japanese flounder. Fisheries Science. 

60(5) :527-531. 
④Iwata N..K.Kikuchi and H.Kurokura(1995). Growth of the Japanese flounder Paralichthys olivaceus at different temperatures. The Israeli Jour. 

of Aquaculture-Bamidgeh. 47(3-4):178-184. 
⑤岩田仲弘・古田岳志・菊地弘太郎，本田晴朗(1997). ヒラメ全雌種苗の生産一雌雄の成長差と水温の生理的発現に与える影響ー. 電中研報. U97077: 44pp. 
⑥財)海洋生物環境研究所(1990). (15)ヒラメ.沿岸至近域における海生生物の生態知見. 305-325. 
⑦柏木正章・聾亜光・岩井寿夫(1992). ヒラメ .Paratichthys otivaceus~~の発生に伴う高温耐性の変化.水産増殖. 40(1): 1-5. 
⑧工藤敏博(1985). ヒラメ養殖試験 ヒラメ当歳魚の越冬試験II.青森増殖センター事報. (14) :345-347. 
⑨松田浩一・辻ヶ堂諦・山川 卓(1988).長日処理下におけるヒラメの産卵と水温.三重水試技術センタ一事報，昭和62年度:48-50.
⑩緑書房(1993).養殖生産技術に関するデータ.養殖.93養殖データブック. 30 (8) : 56-99. 
⑪社)日本水産資源保護協会(1980). ヒラメ.水産生物適水温図. 27-28. 
⑫社)日本水産資源保護協会(1981).ヒラメ.水生生物生態資料. 190-195. 
⑮社)日本水産資源保護協会(1983). ヒラメ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 104-105. 
⑪社)日本水産資源保護協会(1986).魚類14. ヒラメ.水産生物の生活史と生態(続). 138-146. 
⑮財)温水養魚開発協会(1990). ヒラメ.魚種別養魚の進め方.温水養魚技術資料. 67-76. 
⑮Sasaki S..H.Kurokawa and S.Kasahara(1988).匪の発生段階における海産魚の卵の低水温での耐性の変化.Comp.biochem.Physiol. 91(1):183-187. 
⑪土田修二(997).沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.東海大学院平成 8年度博士論文. 141pp. 
⑩安永義暢(1975). ヒラメ卵椎仔の発生・生残に及ぼす水温，塩分の影響について.東海水研報. (81):151-169. 
⑩山崎秀久(1994). ヒラメ.成長期の最適給餌プラン(下)養殖. 31(10) :68-70. 
@遊佐多津雄(979). ヒラメ・カレイ類の生活史と環境.水産土木. 16(1) :33-45. 
@社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版. 342. 



総括表 種名 A-65 ブ'リ (地方名:メジロ(大阪)，ハマチ，ワカナゴ(各地)) (-7 cmモジャコ 15cmワカシ40cmイナダ60cmワラサ，ワラサ以上プリ)

戸∞
N

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記 事 項 ほ か 文 献

("C) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 舞 死

水 温 水温 水温 水 温 水温 水 温

産卵期 分離浮遊卵 ⑥ 
産卵期:東シナ海 2-3月，日本海西部 5-7月 ⑧ 

13 23 12.5 -29 産卵水温(水産温排水1973他) ⑦ 

18 -20 産卵水温(古満目基地1978) ⑥ 

17 一21 17 一23 産卵水温:水温上昇期 ③ 

16.3 -19. 5 産卵水温(五島事業所) ① 

20 -21 卵出現水温:日向灘~屋久島表面水温(高知水試1971) ⑤⑥ 

19 -22 卵出現水温:表面水温女島近海(三谷1959) ② 

瞬化期 16 -24 15 -24.5 発生水温(藤田ら 1974他) ⑦ 

18 ー 20 発生水温(藤田ら 1974)，鮮化適水温 ③⑥ 

17 -21 発生水温(藤田ら 1974) ⑥ 

18 一20 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値，

限界値16/290C

仔稚魚期 18 一23 14 一29 出現水温(川本1978他) ⑦ 

19 -20 16 -29 出現水温(川本1978) ⑥ 

18 -21 14 ー 29 出現水温(水産温排水1973) ⑥ 

22 18.2 -25. 4 出現水温:モツヤコ， 22"C前後に多く 18"C以下にはない @ 

18 -23 稚魚期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑪ 

未成魚期 04 - 成長 水 温 才 魚 ， 14"C以下で停止(原田 1965) ④ 

26.9 20.8-27.2 最終選好温度，選好温度:平均体長 19.Ocm ⑩ 

思"致水温15-280C)
33.8-36.9 高温側死亡温度:0.251 x馴致水温+29.613 ⑩ 

一 平均体長18.9cm
32.0-36. 6 臨界最高温度:0.362 x馴致水温+26. 476 ⑩ 

16 21本 13 一24 一 本:漁獲水温:表層能登半島定置網(水産温排水1973) ⑥⑦ 

14 -18牢牢 12 19 林:i魚種水温:-40m層能登半島定置網 ⑥⑦ 

(水産温排水 1973)

15 一23 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値10/"c ⑪ 



成魚期 分布域:東北海域~本邦南海域 ⑪ 

成体長:80cm以上(5年魚) ⑨ 

13.5 -21 12 一29 9 30 出現水温(水産温排水1973他) ⑦ 

13 -18 出現水温(町中1977) ⑥ 

7 31 生存限界水温:2才以上(水環基準1972) ⑤ 

14 一 16 12.5 -23.0 漁獲水温:千葉以南太平洋(水産温排水1973) ⑥ 

18 -28 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値7/320C ⑪ 

〔越冬休 9-10- 生息水温:当才魚，北限 9-10oC (水産庁1973) ⑥⑦ 

眠期〕

[飼育] 20 一29 飼育適温:0才魚(原田1965) ⑤⑧ 

20 ー 29牢 7 32 飼育適温:本年魚(松原ら 1977. 南沢ら 1969) ⑥⑦ 

15 -20牢牢 飼育適温:林. 2 -4年魚(松原ら 1977) @⑦ 

15 -20 飼育適温 1-3才魚. 14"C以下では殆ど成長しない ⑤⑧ 

(原田1965)

18 -26 > 6 > 12 < 33 < 29 温度耐性:危険水温，摂餌停止水温:低温側120C.高温 ③ 

側29"C

〔養殖〕 24 ー 29牢 飼育適温:牢，当才魚(水環基準1972) ⑤⑦ 

24 一28 18 -29牢牢 飼育適温:林 2年以上(水環基準1972. 田村1967) ⑤⑦ 

18 -27 < 7 28 飼育適温，生存限界水温(2才以上) : 7 oC以下で遊泳 ⑤⑧ 

異常から死. 28"Cで摂餌量減
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110. 

東海大学院平成 8年度博士論文. 141pp. 
沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版. 343. 

<文献リスト>

①有元 操・津崎達雄・宿輪 仁(1987). プリの親魚養成と自然産卵.栽培技研. 16(2) :63-79. 

②恒星社厚生閣(1986). プリ.新版魚類学(下). 804-813. 
③緑書房(1993). 養殖生産技術に関するデータ.養殖.93養殖データブック.30(8):56-99. 

④村山達郎(1992). 日本海における最近のプリの成長について.日水誌. 58(4) :601-609. 
⑤社)日本水産資源保護協会(1980). プリ.水産生物適水温図. 20-21. 
⑥社)日本水産資源保護協会(1980. プリ.水生生物生態資料， 134-138. 

⑦社)日本水産資源保護協会(1983). プリ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，

@財)温水養魚開発協会(1990). プリ.魚種別養魚の進め方.温水養魚技術資料. 130-140. 
⑨東京堂(1989). プリ.魚の事典. 363-364. 
⑩土田修二(1997).沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.

⑪社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.



総括表 種名 A ~ 6 6 .".¥ダイ(地方名:シラタイ(和歌山)，セダイ(下関)) 

同
町
品

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特 言己 事 項 lま か 文 献

("C ) ("C) 生 存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶 死

水 温 水温 水温 水温 水温 水 温

産卵期 分離浮性卵 ④ 

産卵期:能登 6月，南日本 4， 5月 ① 

南日本 4-6月 ④ 

醇化期

仔稚魚期 26.4 25.5 -27.5 最終選好温度，選好温度:平均体長6.2cm ⑤ 

一 馴致水温 20-28"C

37.4-39. 6 高温側死亡温度:0.275x，fJ11致温度+31. 933 ⑤ 

ト一一一一 平均体長5.8cm
{ 33. 9-39. 3 臨界最高温度:0.425x馴致温度+26. 767 ⑤ 

8.5-12.3 」ーー一一 臨界最低温度:0.475dJII致温度一1.033 ⑤ 

5.7-8.3 低温側死亡温度:0.325x馴致温度~0.933 ⑤ 
」ーーー

未成魚期 < 5 温度耐性 8"C以下で異常遊泳. 7.5-70Cで逆位静止 ③ 

50C以下で全死

成魚期 分布域:本州中部以南 ④ 

成体全長:45cm ④ 

[飼育] 6 飼育水温 6"Cで仮死状態(岡本ら 1961) ② 



<文献リスト>

①保育社(1981).へダイ.原色日本魚類図鑑， 35. 

②財)海洋生物環境研究所(1978). へダイ.沿岸海域水生生物と海洋環境の関係に関する文献調査報告， 73. 

③北島 力・塚島康生(1983).へダイとクロダイの交雑種の形態，成長，低水温・低塩分耐性.魚雑， 30(3): 275-283. 

④東京堂(1989).へダイ.魚の事典， 366-367. 

⑤土田修二(1997). 沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.東海大学院平成 8年度博士論文， 141pp. 
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オミ手/:::-ザ v イ'

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記 事項 lま か 文献

("C ) ("C ) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮遊卵 ③ 

産卵期 1-2月 ④ 

13.5 卵出現期 2月富岡 ①② 

瞬化期 12.0 -14.0 僻化日数:12.0-14. O"C 45時間 ①② 

仔稚魚期

未成魚期

成魚期 分布域:東北地方以南から南シナ海 ③ 

成体全長:60cm ④ 

[飼育] 9 産卵水温 ③ 

9 僻化水温 goC約10日 ③ 

飼育水温:仔稚魚期，瞬化時の goCから 1週間ほどかけ ③ 

て18"Cに昇温

」一ー一一

A-67 種名総括表
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<文献リスト>

ホシガレイ.沿岸海域水生生物と海洋環境の関係に関する文献調査報告， 23. ①財)海洋生物環境研究所(1978).
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町コバンザメ目およびカレイ目.魚雑，日本近海に出現する浮遊性魚卵敏(1963).②水戸

(下).養殖， 11:48-51.ホシガレイ.新魚種導入の可能性を探る

ホシガレイ.魚の事典， 372. 

③佐久間徹(1998).

④東京堂(1989).
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匡久島))

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ 1J、 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵期:九州沿岸 5-6月 ③ 

20 -25 産卵水温:天草(塚原ら 1957) ③④ 

解化期 20 -24 瞬化日数:22-24"C 9 -11日(内田ら 1958)20-22"C約 2 ③ 

遇間(塚原ら 1957)

仔稚魚期

未成魚期 19 -20 17 -24 漁獲水温:対馬暖流域(岡地1958) ③④ 

成魚期 分布域:九州から北海道南部 ①③ 

成体全長:28cm ⑤ 

16 -27 出現水温:能登半島，島根付近(児島1961他) ③④ 

17 -24 16 27 漁聾水温:能登半島定置網(水産温排水1973) ②③④ 

22 -24 19 27 漁獲水温:島根(水産温排水1973) ②③④ 

19 20 17 -24 漁獲水温:対馬暖流域(岡地1958) ③④ 

[飼育]

(種子島，マル(天草)，へイジロウ(地方名:オド(式根島)，マル(日本海沿岸)，マルアゴ，t:::' l'フフさートオ言、ノA-68 種名総括表
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<文献リスト>

①北陸館(1981).ホソトビ.新日本動物図鑑[下]. 229. 

②社)日本水産資源保護協会(1980). ホソトビウオ.水産生物適水温図. 14. 

③社)日本水産資源保護協会(1981).ホソトピ.水生生物生態資料. 88-91. 

④社〉日本水産資源保護協会(1983). ホソトビウオ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 115. 

⑤東京堂(1989). ホソトビウオ.魚の事典. 374. 
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総括表 種名 A -6 9 オミツウー(地方名:ローソクホッケ(幼魚)) 

(10cmアオボッケ. 20cmローソクボッケc1年魚). 25cmハルボッケ(2年魚).大ネボッケ，タラパボッケ)

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事 項 lま か 文

("C) ("C) 生 存 摂餌 艶死 生存 摂 餌 艶死

水 温 水温 水温 水 温 水 温 水 温

産卵期 沈性粘着卵で卵塊 ④ 

13 産卵期:北海道 9中-12月中旬(蒲原1957) ① 

本州日本海側12-2月(久保ら 1966) ① 

15-17"Cから始まり 130C前後で盛期8-9"Cで終わ ② 

18. 5 -17 産卵水温(蒲原1957) る ⑤ 

10 -17 産卵水温:礼文島(北水試1953) ④ 

8.5 -13.5 産卵水温:桧山沿岸(久保ら 1966) ④ 

13 一 14 16. 8 -11. 12 産卵期漁獲水温(蒲原1957) ④ 

瞬化期 5 一13 瞬化水温(平野ら 1948.北水試1953.久保ら 1966) ①③④ 

⑤ 

5. 6 -12. 13 瞬化水温(平野ら 1948) ④ 

-10 ::tl- 牌化日数:65日(久保ら 1966) ① 

7.8 4.5 -10.0 瞬化日数:50-60日(服部1964) ④ 

仔椎魚期 6 ー 12 -0.4 -15.2 出現期水温(辻崎ら 1957) ⑤ 

10 -0.4 -15.2 出現期水温(服部1964) ④ 

未成魚期 8 14 生息水温:アオホッケ，オホーツク海(石垣ら 1958) ①③ 

3 4 2 - 5(4) 生息水温:ローソク，オホーツク海(石垣ら 1958) ④⑤ 

10 -11 8 一 14 生息水温:ハルボッケ(石垣ら 1958) ③④ 

一 一
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成魚期 分布域:日本海，対馬海峡特に能登周辺以北， ④ 

太平洋，茨城県以北

成体全長:60cm ⑥ 

3 - 8 2 一 11 出現期水温(水産温排水1913) ⑤ 

5 ー 10.12 出現期水温:表層(尾形1956) ④ 

8 ー 14 生息水温:ネボッケ，日高沿岸(蒲原1950) ①③ 

10 ー 11 生息水温:ネボッケ，利尻礼文(石垣ら 1958) ①③ 
8.5 -13.5 生息水温:桧山(久保ら 1966) ④ 

漁期:日高地方 5下-8月上旬(盛期 6下-1上) ③ 

3 - 4 2 - 4 漁獲水温:オホーツク海沿岸(多獲水温 3-4"C) ④ 

(苫米地ら 1953)
3(2)- 4 漁獲水温:常呂ー網走沿岸(水産温排水1913) ①④ 

5 - 8 2 -13 漁獲適水温(字国ら 1962) ③ 
2 -13 漁獲適水温(松原ら 1911) ④ 

[飼育]

<文献リスト>

①財)海洋生物環境研究所(1918). ホッケ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書. 38. 

②恒星社厚生閤(1986). ホッケ.新版魚類学(下). 1050-1056. 

③社)日本水産資源保護協会(1980). ホッケ.水産生物適水温図. 21. 

④社)日本水産資源保護協会(1981).ホッケ.水生生物生態資料. 184-188. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1983). ホッケ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 116-111. 

@東京堂(1989). ホッケ.魚の事典. 315. 



トド)

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温填 特記事項 』ま か 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 中層浮遊卵 ② 

産卵期:小湊10-2月，長崎10-11月 ② 

20 一23 産卵期:表層水温(松原1965) ①②③ 

解化期 20 -23.5 瞬化水温:東北南部(堀田ら 1966) ①③ 

40.7 醇化水温:瞬化致死限界(難波1975) ② 

20.0 -24.0 解化日数:59-64時間(堀田ら 1966) ② 

仔稚魚期 21 15 -20 出現水温:東北(堀田ら 1966) ①② 

[遡上 21 -24 15 -25 出現水温:紀伊水道他(堀木1975他) ①②③ 

期] 21 ー 23 15.6 -24.3 出現水温:紀伊水道・紀南沿岸(堀木1975) ①② 

16 -23 12 -23 遡上河川水温:ハク(落合ら 1970) ①②③ 

06 12 -23 遡上河川水温:高知(落合1970) ② 

> 2-3 生存危険範囲:ハク，生存危険範囲，致死限界水温 ②⑥ 

(大島1951)

未成魚期 15 ー 19 出現水温:九州西岸(道津ら 1963) ②③ 

> 3 生存危険範囲:イナ， 8 "Cで遊泳力低下 ⑥ 

(堀田ら 1950)

成魚期 分布域:本州沿岸 ② 

成体体長:50cm (5年魚) ⑤ 

10 -30 生息水温(久保1966) ② 

29-32 温度耐性:限界上限32.0，下限29.O"C (能勢1973) ② 

15 -19 10 -30 32 漁獲水温(道津ら 1963他) ②③ 

17. 1 -20.6 漁獲水温:富江(道津ら 1963) ④ 

15 一 19 17. 1 -20.6 漁獲水温:九州西岸(藤木ら 1963，道津ら 1963) ② 

[飼育]

大型トピ，18-30cmイナ， 30cm以上ボラ，ス.1'¥シリ，イナッコ，キララゴ， 3-18cmオボコ，ゲンプク，(27回目前後ハク，オ号、雪:7A-70 種名総括表
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<文献リスト>

①社)日本水産資源保護協会(1980). ボラ.水産生物適水温図， 15. 

②社)日本水産資源保護協会(1981).ボラ.水生生物生態資料， 92-95. 

③社)日本水産資源保護協会(1983). ボラ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 118. 

④社)日本水産資源保護協会(1985).魚類 3.ボラ.水産生物の生活史と生態， 17-26. 

⑤東京堂(1989).ボラ.魚の事典， 377-378. 

⑥辻野耕実(1977).ボラ.関西国際空港漁業環境影響調査 漁業生物班資料 8水資， 91-104. 

目。ω
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総括表 種名 A -7 1 てずプ'手J;; (地方名:アジ，ゼンゴ(各地)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温犠 適水温域 特記事項 lま か 文 献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮遊卵 ⑥ 

産卵期:東北海区 7月，九州西海 1-2月 ⑭ 

太平洋側 3-4月と 6-7月 ⑪ 
日本海側 4-6月と 1-3月 ⑪ 

19 -22 12 28 産卵水温(日水資1981他) ⑧ 

16 一25 産卵水温 ③ 

15 一 16 産卵適水温(山田 1958) ⑨ 

21 -22 産卵適水温(神谷1916) ⑨ 

19 -22 卵出現水温(松原ら 1977) ⑥ 

15 17 卵出現水温:五島灘他(山田 1958，水産庁調査研究部 ④⑤⑥ 

1973他) ⑦ 

解化期 19 -22 解化適水温(松原1965他) ⑦ 

18 -24 僻化適水温 ③ 

20，22 僻化日数:40時間 ⑥⑧ 

18 -24 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑭ 

仔椎魚期 15 -23 出現水温:和歌山沿岸(堀木1975) ⑤ 

15 -28 12 -30 出現水温:対馬暖流域他(梶原ら 1958他) ⑦ 

17 一27 15. 2 -28. 9 出現水温:黒潮域(服部1964) ⑥ 

17 26 12 ー 26 天然分布水温(仔稚魚~若魚期) ⑨ 

> 10 小割網生責養殖水温:150C摂餌量減， 100C摂餌なし ② 

15 一20 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値12/30oC ⑭ 

未成魚期 19 ー 25 15 一26 生息水温:日本海他(山田 1969他) ⑥⑦ 

17 26 出現水温:鹿児島湾(久保1966) ⑥ 

20 -26 養殖水温:鹿児島湾 6-7月若魚 9-10cm養殖試験 ⑨ 

(牟田 1968)

19 -25 漁撞水温:対馬暖流域(久保1966，山田 1958) ⑤⑥ 

25.3 選好温度:初期対照群，平均体長7.2cm，絶食 (7-56日 ⑬ 

間)後選好温度23.O"C初期対照群より約 2"C低下



未成魚期 24.0 20.8 -25.5 」 最終選好温度，選好温度:平均体長16.8cm ⑫ 

(つづ 馴致水温14-280C
き) 32.1-35.4 高温側死亡温度:0.281 X~"致ノk温十 27.802 ， ⑫ 

ト一一一ー 平均体長16.7cm
32.0-35.2 臨界最高温度:0.261 X~"致水温+28.013 ⑫ 

7. 1-8.6 '--・E・- 低温側死亡温度 ⑫ 

6.6-10.9 臨界最低温度:0.376 x馴致水温+0.278 ⑫ 

20 -25 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値15/260C ⑭ 

成魚期 分布域:北海道から九州西岸 ⑭ 

成体体長:35-40cm- ⑪ 

19 -23 13 -27 生息水温，漁獲水温:東北海区(畑中1950他) ⑥⑦ 

20 -21 生息水温:太平洋北上主群の水帯水温 ①⑥ 

13 -25 生息水温(鈴木1973) ⑥ 

15 ー 25 生息水温:日本海(山田1969) ⑥ 

10 -20 出現水温(鈴木1973) ⑥ 

19 -23 18 ー 24 漁撞水温:東北海区(畑中1950) ⑤ 

一 21- 19.2 -22.7 漁獲水温(松原ら 1977) ⑥ 

19 ー 23 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値18/270C ⑭ 

〔飼育〕 20 -25 > 4 飼育成長適水温，危険水温 ③ 

20.3 -22.2 人工採卵水温 ⑨⑩ 
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<文献リスト>

①川崎 健(1959). マアジの生態についての基礎的研究.東北水研報. 13:95-107. 
②北田哲夫・原田 実・北島 力(1982).人工採苗マアジの養成.長崎水試研報， (8):123-128. 
③緑書房(1993).養殖生産技術に関するデータ.養殖， 93養殖データブック， 30 (8) : 56-99. 
④中川征章(1986). マアジ.浅海養殖 大成出版社， 279-289. 
⑤社)日本水産資源保護協会(1980). マアヅ.水産生物適水温図. 19-20. 
⑥社)日本水産資源保護協会(1981).マアジ.水生生物生態資料. 130-133. 
⑦社)日本水産資源保護協会(1983). マアジ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 119. 
@社)日本水産資源保護協会(1986).魚類 7.マアジ.水産生物の生活史と生態(続). 65-77. 
⑨落合 明・睦谷一馬・楳田 晋(1983).養殖 1歳マアジの成長，成熟および人工産卵について.

⑩佐藤 博・森保樹(1980).新種の種苗生産技術開発特集(4 )マアジの種苗生産.栽培技研，

⑪東京堂(1989). マアジ.魚の事典. 382-383. 

⑫土田修二(1997).沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.東海大学院平成 8年度博士論文. 141pp. 
⑮土田修二・石塚博一(1997).マアジ幼魚の選好温度に及ぼす絶食の影響.水産増殖. 45(1): 97-101. 
⑭社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版. 344. 

日水誌. 49(4):541-545. 
9(2) :61-68. 



ホシアナゴ(西日本)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 iま か 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮遊卵 ④⑦ 

産卵期 5........12月中・西日本 6........12月(青山1980) ④⑦ 

瞬化期 24 瞬化日数:24"C 3日(木村1978) ③⑥ 

仔稚魚期 9 出現水温:葉形仔魚(高井1959) ③⑤ 

14 -16 適水温:変態完了期(高井1959) ③⑤ 

11 0.5-2.5 > 30 温度耐性:仔魚期生息場1l"C以上，仮死状態(仔魚 2.5 ③@  

℃一，半仔魚期 1.8"C一，変態末期稚魚o.5"C) 

稚魚30"C以上で艶死魚増加(山本1965)

く 8 温度耐性:仔魚期;8 "c以下に永くおくと死亡 ⑥ 

2.5 30 温度耐性:伸長期;致死下限，上限水温(吉田 1977) ④ 

未成魚期 13 -23 7 ー 29 3.5 生息水温(水産温排水1973他) ②⑤ 
-1 28 温度耐性:仮死状態と艶死水温(高井1959) ⑧ 

4.5 3.5 温度耐性:摂餌・致死限界水温 ② 

12 -23 漁獲水温:平生湾，好漁場(松原ら 1977) ④ 

成魚期 分布域:北海道以南の沿岸(森ら 1982) ④⑦ 
成体全長:90cm雌 7年 ⑥ 

7 ー 29 3.5 生息水温(水産温排水1973. 長岡ら 1963) ③④⑤ 

13 一23 漁獲水温:周防灘沿岸(高井1959) ③ 

[越冬休 越冬休眠期水温(坂口ら 1966) ③⑤ 

眠期]

〈各地). て7 7づーゴ.(地方名:ハカリメA-72 種名総括表

l
H
o
o
-



[飼育] (22. 5 -30. 5) 飼育水温:夏季(前川ら 1963) ③⑤ 

( 3.5 -12 ) 冬季(前川ら 1963) ③⑤ 
{ 4.5 摂餌下限水温(永岡ら 1963) ④ 

9 25 摂餌上下限水温:体長239mmから 346日後422mmに成長 ① 

14"C以下23"C以上で摂餌量低下， 90C以下250C以上で

ほとんどなし

<文献リスト>

①五利江重昭・大谷徹也(1997). 飼育条件下におけるマアナゴの成長.水産増殖， 45(4) :485-488. 

目
。
吋

②永岡哲雄・前川兼佑(1963). 有用輔水魚の冬季における摂餌ならび、に致死限界水温に関する研究.山口内海水試業績， 13(1) :93-99. 

③社)日本水産資源保護協会(1980).マアナゴ.水産生物適水温図， 13. 

④社)日本水産資源保護協会(1983). マアナゴ.水生生物生態資料(続)， 10-13. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1983). マアナゴ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 121. 

⑥西海区水研(1986). マアナゴ.東シナ海・黄海のさかな， 68-69. 

⑦東京堂(1989). マアナゴ.魚の事典， 384. 

⑧吉田俊一(1977).マアナゴ.関西国際空港漁業環境影響調査 漁業生物班資料 l 日水資， 132-146. 
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総括表 種名 A-13 マイワシ(地方名:ナナツボシ(東北)，ヒライワシ(瀬戸内海，四国)，オオイワシ(近畿，九州北部)，ヒラゴ(西日本)) 

(マシラス(18-35mm)，カエリ(ー45mm)，小羽イワシ(一120皿)，中羽イワシ(-180mm)，大羽イワシ(180mm-))

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ ヵ、 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮遊卵 ⑦ 

産卵期:秋田~青森 5-6月中旬，九州西岸 1-5月 ⑦ 

14 -20 産卵期水温:房総海域 2-1月 (3- 4月)200m等深線 ⑩ 

内側34.1-34.1%。狭温狭塩性

13 -16 12 ー19 産卵水温:日本海，太平洋沿岸(久保1961他) ⑥⑦ 

20 産卵水温:薩南周辺海域水温20"C以上の黒潮域に分布 ① 

-19 産卵前後の時期に 19"C以下の沿岸域に分布

13 -18 12 一20 産卵域水温:薩南，伊豆，能登等 5海域(伊東1961) ⑨ 

14 -11 13 -20 卵出現水温:壱岐~九州西岸〈内田ら 1958) ⑥ 

13 一16 11.1 -19.1 卵出現水温(中井1962) ⑦ 

一18 卵黄形成期適温:25"CでGS 1の退行あり ③ 

解化期 13 -18 10 ー20 発生水温(渡部19149)，牌化:能登近海(山中ら 1951) ⑥⑧ 

20 瞬化日数:20"C40時間 ⑦ 

仔稚魚期 12.5 -22 10 -24 出現水温:西日本・紀伊水道・佐渡海峡(堀木1915他) ⑧ 

16 -22 15.3 -24 出現水温:紀伊水道(堀木1975) ⑦ 

12 ー11 10 -20 出現水温:壱岐~九州西岸(千田ら 1964) ⑥⑦ 

16 一23 出現水温:体長30-60mmの分布域 ⑦⑨ 

未成魚期 14 -23 9 -28 出現水温:福島(緒形ら 1978)，漁獲水温(堀木1978) ⑦@  
12 -13 10 ー16 分布水温:茨城県越冬大型群 12-16"C，小型群 10-13"C ⑪ 

両群の聞に平均約 1-3"Cの差あり

10 -22 分布水温:1 O"C前後群北上南下行動限界(伊東1961他) ⑨ 

10 -22 漁聾 水 温 年 魚 ( 伊 東 ら 1951) ⑦ 

20.0 19. 7 -21. 1 最終選好温度，選好温度:平均体長14.6cm ⑬ 
r-ーーーーーー 馴致水温12-280C

29.0-33. 9 高温側死亡温度:0.340 x馴致水温+24.586 ⑬ 
L...-ー・ー 平均体長14.7cm 

28.9-33.1 臨界最高温度:0.341 x馴致水温+24.336 ⑬ 



未成魚期 3.4-6.7 低温側死亡温度 :0.312x馴致水温ー2.945 ⑮ 
(つづき) 3.5-9.6 臨界最低温度:0.387x馴致水温ー1.297 ⑬ 

成魚期 分布域:日本各地 ⑦ 
成体全長:25cm ⑫ 

12 -20.5 5 -28.29 生息水温，上下限水温(高瀬1979他) @ 

12 -13.5 生息水温:産卵準備群(福島~千葉)の分布域 ⑪ 

12.3 -20 5-6.8 -27 生息水温(下限，上限〉 ⑦ 
5-6 -29 生息水温(末広1936他〉 ② 

10 -30 6-8 生息水温:分布の最低，最高水温，集団死亡時の水温 @ 

5.8 -18.0 生息可能水温:銚子東~北海道南平均12.7<>C ② 

8 ー 30 表層水温(中井1950他) ② 
8 -19 10m層水温(宇田ら 1936) ② 

9 28 生存水温(水産温排水1973) ⑦ 
7 29 生存限界水温:22-23<>C周1/致(末広1936) @ 

13 ー 16 12 -20 漁獲水温:日本海 10-18<>C(伊東1961) ⑦③ 
12 -16 8 -19 漁期水温:全海区(字国ら 1936) ⑤ 
12 -16 5 ー 25 漁撞適水温〈水(字国ら1962) @ 

10 -21 漁獲水温 産温排水1973) ⑦ 

〔飼育〕 21 -22 人工受精水温:21-22<>C ⑤ 
12.3 -23.5 飼育水温:卵と瞬化仔魚の適水温上限の範囲 @ 

l
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く文献リスト>

①青木一郎・稲垣 正(1993).音響調査による薩南周辺海域におけるマイワシ産卵群の分布と環境(英文).日水誌. 59(10):1727-1735. 

②稲掛伝三・平野敏行(1983).道東・三陸沖のまき網漁場におけるマイワシの鉛直分布と水温構造.日水誌. 49(10): 1533-1539. 
③松原孝博(1990). m.成熟・産卵リズム 9. マイワシ.水産学シリーズ85 海産魚の産卵・成熟リズム 恒星社厚生閤. 113'-124. 

④松岡正信(1995). マイワシのふ化率および摂餌開始期生残率等に及ぼす水温と塩分の影響.西水研研報.73:37-44. 
⑤松岡正信・宮地邦明・加藤 修(1995). マイワシの人工受精と卵の発生.西水研研報.:73:45-51. 
⑥社)日本水産資源保護協会(1980). マイワシ.水産生物適水温図. 8-9. 

⑦社)日本水産資源保護協会(1981).マイワシ.水生生物生態資料. 10-15. 

@社)日本水産資源保護協会(1983). マイワシ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 122-124. 
@社〉日本水産資源保護協会(1986).魚類 1.マイワシ.水産生物の生活史と生態(続). 1-17. 
⑮柴田健二・平本紀久雄(1982).房総海域における魚卵・稚仔魚の分布一1.マサパ・マイワシ・カタクチイワシ.千葉水試報. (40):107-116. 

⑪高瀬英臣(1985). マイワシの集合様式，特に群れ行動に関する研究-ill 発育段階・生活周期別魚群の分布構造の変化.茨城水試報. (25): 137-147. 

⑫東京堂(1989). マイワシ.魚の事典. 384-385. 
⑬土田修二(1997).沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.東海大学院平成 8年度博士論文. 141pp. 



総括表 種名 A-74 マエソ(地方名:エソ(南日本)) 

目
、
吋
。

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事 項 ほ か 文献

CC) ("C ) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮性卵 ① 

産卵期:鹿児島 4-5月，紀伊水道 5-8月(福留ら 19 ① 

76.多々良1965)
17 -22 産卵期水温:船山群島から温州湾 4-8月 ③ 

解化期

仔稚魚期

未成魚期 出現期:博多湾 5-8月(盛期 5・6月)(大内1973) ①② 

成魚期 分布域:本州中部以南 ① 

成体全長:45cm以下 ③ 

漁期:日向灘，土佐湾10-2月 (7-8月禁漁期) ① 

豊後水道10-J月(福岡1978)

[飼育]



<文献リスト>

①社)日本水産資源保護協会(1981).マエソ.水生生物生態資料， 58-61. 

②社)日本水産資源保護協会(1985).魚類 3. マエソ.水産生物の生活史と生態， 32-39. 

③西海区水研(1986). マエソ.東シナ海・黄海のさかな， 86-87. 
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クチボソ(新潟)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 iま か 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 集死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮遊卵 ② 

産卵期:石狩湾 5-6月，新潟 3-4月 ② 

産卵場:水深20-80mの浅所 ⑤ 

瞬化期 6 -10 瞬化水温(水戸 1963) ①②③ 

⑤ 

6 一10 瞬化日数 6-10"C 6日(山本ら 1963) ②⑤ 

16 一17 卵期:生息域(実験上〉の標準(好適)値 ⑤ 

仔稚魚期 13 一16 生息域(実験上)の標準(好適〉値 ⑤ 

未成魚期

成魚期 分布域:北海道沿岸から瀬戸内海・山陰地方 ② 

成体全長.，雄20cm.雌40cm ④ 

10.5 -20.0 生息水温:-60 -ー140m.底層(青森水試1973) ①③ 

8.0 -13.2 漁獲水温(柿元ら 1978) ②③ 

8 -14 生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑤ 

〔飼育〕

アカジ(仙台). (弘前). アカガシラ(地方名:オタルマガレイ(画館). 『 マ フ ザ レイ'A-75 重宣総括表
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<文献リスト>

マガレイ.水産生物適水温図. 28. ①社)日本水産資源保護協会(1980).

196-199. マガレイ.水生生物生態資料，②社)日本水産資源保護協会(1981).

125. マガレイ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，③社)日本水産資源保護協会(1983).

平成 4年度版. 345. 

マガレイ.魚の事典. 386. 

⑤社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993). 水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針

④東京堂(1989).
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総括表 種名 A-76 てF コ メf レイ(地方名:モク(新潟).マコ(東京，三崎).クチボソ(七尾，福井，鳥取) .ホソクチ(舞鶴). 

アマガレイ(明石).マテガレイ(広島)) 

]{斗
h
p

低温側水温("C) 高温側水温("C) 

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま か 文 献

("C ) CC) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 莞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 付着沈性卵 ⑧ 

産卵期:北海道 2-4月，陸奥湾 11中-1月上旬， ⑫⑮ 

周防灘12-1月

6 - 8 採卵水温 8"C以下に降下してその後 6oc以下で採卵 ④ 

5 -10 産卵水温実験(遊佐1972) ③ 

9 6 ー 16 産卵水温実験(山本1939) ③ 

7 一14 産卵水温実験(田村1967) ③ 

瞬化期 4.5 -18 瞬化水温(陣之内1971) ⑦ 

6 一15 解化水温:5 "c以下. 15"C以上瞬化率低下，奇形率増 ③ 

大(安永1975. 海生研1978)

9 5 -18 僻化適温(遊佐1972他) ⑨ 

10 解化適温:瞬化日数約10日(海生研1978) ③⑩ 

8 一15 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑮ 

限界値5/170C

仔稚魚期 14 -18 出現水温(遊佐1972) ③⑧⑨ 

20-25 温度耐性:瞬化30日未満(安永1974) ⑧ 

25-30 温度耐性:瞬化直後と 30日以降(安永1974) ⑧ 

23 温度耐性:瞬化仔魚. 230CJI頂化水温が致死水温に相当 ⑭ 

生物学的零度:0 "c付近 ⑤ 

10 12 仔魚期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑮ 

18 稚魚期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑮ 

未成魚期 1 O. 5 -21 生息水温(青森水試1973) ③⑨ 

20 .----J 最終選好温度(推定値):平均体長5.4crn馴致水温 15-2 ⑬ 

32.3-34.3 高温側死亡温度:O. 159 x馴致水温 +29.812 80C ⑬ 
トー一一 平均体長4.9crn

30. 7-33. 6 臨界最高温度:0.233 x周iI致水温+27.132 ⑬ 

く l 「 低温側死亡温度 ⑬ 



未成魚期 臨界最低温度:0.407 x馴致水温-3.997 ⑬ 

(つづき〉 10.5 -21 生息域(実験上〉の標準(好適)値，限界値240C ⑮ 

成魚期 分布域:北海道南部から九州沿岸 ⑮ 

成体体長:雄30cm，雌45cm ⑫ 

5 -27 生息水温(水産温排水1973) ⑦⑧⑨ 

8.6 -22. 1 生息水温:東京湾(陣之内1971.水産温排水1973) ⑦⑪ 
4-5 2 生息下限，摂餌下限水温 ⑤ 

-0.5 30 生存水温(高橋ら 1987) ③ 

3 -21 27-29 ーL-30 温度耐性:24-25"C 1 0日間馴致. 27-29"C生， 30"C襲死 ⑪ 

>1. 6-1. 9 < 30.1-30.4 温度耐性:2.5-3. 2"Cで急減， 1. 6-1. 9"Cで摂餌停止 ⑪ 
ーーー「一一 25"Cから急減， 30.1-30. 4"C摂餌停止，舞死

9 -22 生息域〈実験上)の標準(好適)値，限界値5/27"C ⑮ 

[飼育] 6 ー 14 飼育水温(海生研1978) ③⑦⑨ 

9 -12 飼育水温(陣之内1973) ⑦ 

12 -13 飼育水温:種苗生産(仔魚) (12-20oCに設定) ⑥ 

10 -15 飼育水温:種苗生産(仔魚) 10"C以上150C前後が良 ① 

蓄養限界水温:夏期体長5-7cm以下， 20-28cm260C以下 ② 

l
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<文献リスト>

①古沢 優(1985).栽培漁業と新養成技術 10. マコガレイの種苗生産.水産の研究， 4(3) :46-53. 
②平島 醤・福岡和光・能津純浩(1913). マコガレイLimandayokohamae GUNTHERの高水温における生そく限界について.大分水試報， (8): 23-29. 

③財)海洋生物環境研究所(1991). (17)マコガレイ.沿岸至近域における海生生物の生態知見.魚類・イカタコ類編， 359-318. 
④上域義信・横松芳治・安東欣二(1985). マコガレイの種苗量産に関する研究-1 親魚養成と採卵・瞬化.栽培技研， 14(1) :43-47. 
⑤睦谷一馬(1989).低水温におけるマコガレイ仔魚の成長と行動について.水産増殖. 37(3):181-190. 
@永山博敏(1986). マコガレイ種苗生産における飼育水温の検討.兵庫栽セ事報， 31. 
⑦社)日本水産資源保護協会(1980). マコガレイ.水産生物適水温図， 28. 
@社)日本水産資源保護協会(1981).マコガレイ.水生生物生態資料， 208-212. 
⑨社)日本水産資源保護協会(1983). マコガレイ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，

⑩社)日本水産資源保護協会(1985).魚類 1l.マコガレイ.水産生物の生活史と生態， 112-123. 
⑪高橋豊美・富永 修・前団長昭(1987).マガレイおよびマコガレイの摂餌と生存に及ぼす水温の影響.

⑫東京堂(1989). マコガレイ.魚の事典. 388-389. 
⑬土田修二(1997).沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.東海大学院平成 8年度博士論文， 141pp. 
⑭安永義暢(1975).海産魚類卵仔魚期の環境，主に水温・塩分・溶存酸素・水素イオン濃度について.東海水研報， (81):171-183. 
⑮社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版， 346. 

126-128. 

日水誌， 53(11):1905-191l. 



ヒラサパ(各地)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま か

("C) ("C ) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮遊卵 ③ 

産卵期:石狩湾 6-7月，東シナ海 3-6月 ③ 

17 一 18 15 一23 産卵期水温:日本海他 4-6月(田ノ上1960他) ② 

14 ー 18 12 ー 24 卵出現水温(水産温排水1973他) ④ 

13 ー 16 卵出現水温:北海道西岸1954年(表層水温) ⑤ 

15 25 卵出現水温:北海道西岸1955年(表層水温) ⑤ 

18 18 -21 卵出現水温:東北海区(宇佐美1968) ③ 

15 -18 卵出現水温:房総 3-6月(字佐美1973他) ②③ 

18 20 卵出現水温:伊豆諸島(宇佐美1968) ②③ 

瞬化期 13 一 16 表層水温(松原ら 1965) ④ 

18 15 25 瞬化水温(宇佐美1968. 渡部1970) ②④⑩ 

15 -25 醇化日数:30-90時間(字佐美1968) ③ 

18 一20 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑪ 

限界値 12/240C

仔稚魚期 18 21 13 24 出現水温:東北(宇佐美1968他) ③④ 

18 -20 稚魚期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑪ 

限界値 12/260C

未成魚期 6 -30 出現水温:東北(宇佐美1968他) ③④ 

6 集団生息下限水温:関東近海 60C (川崎1966) ⑧⑨ 

10 ー 15 漁獲水温 ③ 

10 15 生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑪ 

限界値6/300C

一

て7~ナノく(地方名:サパ，A-77 種名総括表
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成魚期 分布域:日本各地 ③ 

成体体長:30-40cm. 50cm-. 1 kg- ⑥⑦ 
12 19 4 -25 生息水温:日本近海(宇佐美1978他) ④ 

5 ー 15 生息水温:=陸~伊豆諸島海域，索餌南下期.100m層 ① 

水温
15 生息水温:二陸~伊豆諸島海域，越冬期漁場.100m層 ① 

水温
15 -20 生息水温:関東近海. 50m層水温(宇佐美1970) ③⑧⑨ 

15 -18 13 21 生息水温:関東近海，存在鉛直水温範囲 ⑧⑨ 
10 集団生息下限水温:関東近海10"C (JII崎1966) ⑧⑨ 

11. 0 21. 0 温度耐性:耐忍限界水温，下限11.OoC. 上限21.0oC ③ 
14 ー 16 12 18 漁獲適水温(字田ら 1962) ② 
15 ー 16 15 -22 漁獲水温:太平洋 ③ 
14 -18 漁獲水温:太平洋(字佐美1968) ③ 
14 13 -22 漁獲水温:日本海 ③ 

13 -17 漁獲水温:漁獲量からの分布水温小型魚ほど高水温域 ⑥ 
11 一22 漁獲水温:適水温帯として狭い範囲を限定出来ない ⑥ 
15 17 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値9/250C ⑪ 

〔飼育〕

<文献リスト>

①深代邦明・平本紀久雄(1990). 三陸~伊豆諸島海域におけるマサパ太平洋系群の漁場形成と漁場環境.千葉水試研報. (48):19-36. 
②社)日本水産資源保護協会(1980).マサパ.水産生物適水温図. 18. 

③社)日本水産資源保護協会(1981).マサパ.水生生物生態資料. 108-113. 

④社)日本水産資源保護協会(1983). マサパ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 129-130. 

⑤佐野 誼・田村真樹・飯塚 篤(1956). 北海道西岸のマサパ卵の分布と，それよりみた産卵場の環境の考察.北水研研報. (14) :35-56. 
⑥佐藤祐二(1974). 道東・三陸漁場におけるマサパの生息環境 1.マサパの漁獲水温.東北水研研報. (34): 17-30. 
⑦東京堂(1989). マサパ.魚の事典. 389-390. 

@宇佐美修造(1970). サパ釣り漁業に関する研究座談会 4.関東近海のマサパ資源 魚の分布と環境の関係(予報).水産海洋研究会報. (17): 119-128. 
⑨宇佐美修造(1970). 関東近海におけるマサパ成魚の生活様式-N. 集合特性と環境条件(2).東海水研報. (63): 29-60. 

⑩渡部泰輔(1970). マサパの発育初期における形態・生態ならびに資源変動に関する研究.東海水研報. (62): 1-283. 

⑪社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993). 水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版. 347. 



低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま か 文 献

("C) ("C) 生存 摂餌 発死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 沈性卵 ① 

産卵期 :11月，夏~秋 ⑤ 

解化期 醇化後直ちに降海 (3-5月)するものと. 1 -2年淡 ① 

水生活後降海するもの

仔稚魚期

未成魚期

成魚期 分布域:北洋，南限;新潟付近，福島県沖 ① 
成体全長:1. 5 m ⑤ 

漁期:4上-6月上旬(藤本1964) ②③ 

(サケ科の遡河性魚(わが国にはいない)) ⑤ 

6 一13 漁獲水温:6-13"C. 13"C以上で急激に減少(藤本1964) ③③④ 

[飼育]

コえそr~ -え JノA-7 8 種名総括表
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<文献リスト>

①北陸館(1981).マスノスケ.新日本動物図鑑[下]. 179. 

②財)海洋生物環境研究所(1978). マスノスケ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書. 152. 

③社)日本水産資源保護協会(1980). マスノスケ.水産生物適水温図. 11. 

④社)日本水産資源保護協会(1983). マスノスケ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 131. 

⑤東京堂(1989). マスノスケ.魚の事典. 391-392. 
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総括表 種名 A-19 てF タ F イ t (地方名:タイ，オオダイ(一般).ホンダイ(高知，大阪)) (-15cm程度芝ダイ. 15-20cm豆ダイ. 20-30cm小ダイ)

低温側水温("C) 高温側水温("C) 

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 iま か 文 献

("C) ("C) 生存 産卵 艶死 生存 摂餌 莞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮遊卵 ⑧ 

産卵期:山形 4中-5月上旬.日向灘北部 2下-5月 ⑩ 

13 一20 産卵期水温:東シナ海等 9海域，東京湾14.8-18. 9"C ⑩ 

11 一21 産卵期水温:瀬戸内海 14-15"C.東京湾14.8-18. 9"C ⑧ 

18 -21 13 -23 産卵期水温:豊後~紀伊水道(九州・山口 1911他) ⑦ 

15 一21 産卵期水温:水温上昇期 ⑤ 

14 一21 13 -23 産卵水温(丹下1916他) ⑨ 

15 12 産卵水温:12"C台に下がると産卵停止. 150C台で再開 ⑮ 

15 一 11 出現水温:日本海(日水研ら 1971-73) 産卵盛期水温 ⑧⑪ 

17 -21 15 -22 飼育環境，採卵可能水温(原田 1069) ②⑮ 

醇化期 15 19 12 一25 瞬化水温(村上1916他) ⑨ 

15 一 19 12 -23 解化水温(村上1976他) ⑦ 

11 ー 19 12 23 瞬化水温(山口 1971) ⑧ 

15 20 解化水温:瞬化率が高い水温 ⑩ 

17 19 僻化水温:水温上昇期，瞬化適温 ⑤ 

15 一 11.7 僻化日数:60-53時間(福原 1969) ⑧ 

温度耐性:17"Cから 2"c 1時間低温処理は卵割期等で ⑫ 

癖化率低下

17 -19 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑮ 

限界値14/31"C

仔稚魚期 14 -20 仔魚採集水温:志々伎湾 ⑩ 

17.2 -26. 7 32-33 出現水温:稚魚期，東京湾，館山湾(田中ら 1978) ⑧⑨⑩ 

17 -26 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値 /320C ⑮ 
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未成魚期 10 ー23 幼魚・未成魚生息、水温:山形(山洞ら 1973) ⑧⑩ 
10 -24.8 未成魚生息水温(田中ら 1978他) ⑨ 
18. 9 -24. 8 出現水温:館山湾(田中ら 1978) @⑩ 

東京湾(山洞ら 1973)
24.6 -24.7 9. 1 32.6 選好水温(短期ー最終選好水温)，平衡喪失水温 ④ 

25.3 18. 4 -25.4 最終選好温度，選好温度:平均体長11.7 cm ⑪ 

馴致水温14-280C
6. 5-15. 5 24-31.6 温度耐性 :LT.o(48時間) 9 -280C動|致， ⑮ 

5.5 32 温度耐性:莞死水温， 9 -280C馴致， 24時間以内 ⑩ 
6-8 艶死水温 1-3年魚養殖浮上襲死開始水温 ⑩ 

31. 3-37. 2 高温側死亡温度:0.472 x周11致水温+25.086 ⑪ 
ト一一一 平均体長11.6cm 

28.5-35. 7 臨界最高温度:0.526 x恩11致水温+20.941 ⑪ 
20 一26 一 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値8/320C ⑮ 

成魚期 摂餌 分布域:北海道東部・北部と琉球列島を除く日本各地 ⑮ 

水温 成体体長:42cm(8年魚) ⑮ 

10. 5 -16 8 -28 7 生息水温(水産温排水1973他) ⑨ 
14 -16 8 ー18 漁場水温:日本近海 ⑧⑩ 

15 -28 生息水温:東京湾13.8-20. 30C (田中ら 1977) ⑧ 
7 生存限界(高橋1985) ⑭ 

7-8 5-6 温度耐性:生理的生息限界，致死限界降温速度が小で ③ 

生存
6.5-7.0 4. 0 L- 温度耐性:摂餌・致死限界水温 ⑥ 

2.8-3.8 温度耐性:.fJII化水温12"e， O. 2"e/minの水温低下で影響 ⑭ 
6. 7-9. 1 温度耐性:.fJ11化水温250C，O. 20C/minの水温低下で影響 ⑮ 

r- 温度耐性:馴化水温22，25"e24時間安全水温;13， 150C ⑭ 
15 一 16 10 -20 漁獲水温(字国ら 1962) ⑦ 

15 25 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値8/300C ⑮ 



[飼育] 16.0 -21. 1 採卵水温 ⑬ 
18 解化水温 ⑬ 

15 一 17.5 騨化適温 ⑮ 

16 一23 仔魚適温 ⑩ 

16 一28 13 30 29-30 飼育水温 ⑨ 
20 -28 15 -30 7 飼育適温，生存限界水温(水環基準1972) ⑦⑪ 

15 一26 > 7 13 < 31 飼育成長適温，危険水温 ⑤ 
32-33 温度耐性:致死水温， 32-33"C. 24時間TLm320C ⑪ 

32-34 温度耐性:致死水温 ⑮ 

20 -28 > 12 摂餌適温. 20"C以下不活発12"C以下摂餌しない ⑩ 

3倍体魚の作出:採卵水温約21"c媒精 3分後 5-15分 ① 

2-3"C低温処理

[越冬休 9 ー 15 養成親魚の越冬飼育水温(伏見ら 1972) ⑨ 

眠期]
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<文献リスト>
①荒川敏久・高屋雅生・井上 潔・高見生雄・山下金義(1987).低温処理法によるマダイおよびクロダイの 3倍体誘導条件の検討.長崎水試報， (I3): 25-30. 
②原田輝雄(1974).環境と成熟・産卵 7.海産魚.水産学シリーズ 6.魚類の成熟と産卵ーその基礎と応用.日水資， 66-75. 
③加藤和範(1979). マダイ親魚の越冬期における低水温の影響について.新潟栽培センター研報， (2): 52-55. 
④喜田 潤・相内雄大・顕戸熊卓見・土田修二(996). 日本産タイ科魚類の温度特性.平成 8年度日本水産学会秋季大会要旨集， 16. 
⑤緑書房(1993).養殖生産技術に関するデータ.養殖93'養殖データブック， 30(8) :56-99. 
⑥永岡哲雄・前川兼佑(1963).有用耐水魚の冬季における摂餌ならびに致死限界水温に関する研究.山口内海水試業績， 13(1) :93-99. 

⑦社)日本水産資源保護協会(980). マダイ.水産生物適水温図， 24. 
⑧社)日本水産資源保護協会(1981).マダイ.水生生物生態資料， 154-161. 
⑨社)日本水産資源保護協会(983). マダイ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 132-134. 
⑩社)日本水産資源保護協会(1986).魚類 11.マダイ.水産生物の生活史と生態(続)， 101-119. 
⑪財)温水養魚開発協会(1990). マダイ.魚種別養魚の進め方.温水養魚技術資料， 59-66. 
⑫Sasaki K.，H.Kurokawa and S.Kasahara(1988).匪の発生段階における海産魚の卵の低水温での耐性の変化.Comp.biochem.Physio1. 91A(1):183-187. 
⑬清水芳彦・山本哲也(1998). マダイ種苗生産.平成 8年度静岡県温水利用研究センター業報， 13-19. 
⑭竹田違右・辻 俊宏・板沢靖男(989).水温低下によるマダイ収容可能密度の上昇.日水誌， 55(6):1011-1015. 
⑮東京堂(989). マダイ.魚の事典， 392-393. 
⑩辻ヶ堂諦・山川 卓・松田浩一(1988).水温調節によるマダイの産卵時期の制御.三重水産技術センタ一事報，昭和62年度 :46-47.
⑪土田修二(1997).沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.東海大学院平成 B年度博士論文， 141pp. 
⑩Woo，N. Y.S. and A.C. Y. Fung(1980). Studies on the biology of the red sea bream Chryso帥η5major. 1 . Temperature tolerance. 

lIar. Ecol. Prog. Ser.， 3: 121-124. 
⑩吉松定昭(1978).昭和51年度冬期の異常低水温による養殖マダイの浮上へい死について.栽培技研， 7(1):13-20. 
@社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版， 348. 



総括表 種名 A-80 マタF ラ(地方名:タラ(北海道，東京)) 
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h
F

低温側水温 CC) 高温側水温 CC)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記 事 項 lま か 文 献

("C ) CC) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 舞 死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 沈性卵(松原ら 1965) ③ 

産卵期:12月下旬-2月中旬， 1 -3月(北海道) ③⑤ 。- 3 産卵期水温:北太平洋北部 Oloiseev1960) ①② 。一 11.5 産卵水温:陸奥湾;底層 10"C位に来遊産卵 ③④ 

瞬化期 6 一7 3 9 発生水温(山本1952他) ④ 

3 6 発生水温(山本1952) ②③ 

4 9 牌化水温(田村1952) ② 

6 一7 5 9 解化水温:朝鮮産マダラ(山本1939) ② 

6 9 瞬化日数 6-9 "C12-14日 ③ 

仔稚魚期 7 - 8 11 生息水温，高温限界水温(山本1952) ③④ 

-2.0 29.0 温度耐性:耐忍水温限界，体長 2cm，下限ー2.0oc， ③ 

上限29.00C

未成魚期 3.5-26ヨ 温度耐性:耐忍水温限界，体長14-15cm， ③ 

上限23.5-26. IOC 
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成魚期 分布域:太平洋側;茨城県以北， ③ 

日本海側;山口県以北
成体体長:57cm(4年魚) ⑤ 

-0.5 -9 -1.5-18 生息水温 Oloiseev1960) ②③④ 

2 -8 。一 12 生息水温(斉藤1960) ① 

23.5-26. 1 温度耐性:耐忍限界，体長22-29cm. ③ 

上限23.5-26. lOC 
0.5 -3 7 漁獲水温:ベーリング海Oloiseev1960) ② 

3 -6 一 12 漁獲水温:八戸(橋本1974) ③ 
7.5 - 9.5 漁獲水温:金華山付近. 25尋(立Jl11925) ② 

2.5 -5 1. 5 -10 漁獲水温:北部日本海(高橋1948) ②③ 

10 一 11 漁獲水温:能登付近(神谷1925) ②③ 

3 -4 2 ー 5 漁獲適水温(宇田ら 1962) ② 

[飼育]

<文献リスト>

①財)海洋生物環境研究所(1978). マダラ.沿岸海域水生生物と海域環境との関係に関する文献調査報告書. 9-10. 

②社〉日本水産資源保護協会(1980). マダラ.水産生物適水温図. 29. 

③社)日本水産資源保護協会(1981).マダラ.水生生物生態資料. 218-221. 

④社)日本水産資源保護協会(1983). マダラ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 135-136. 

⑤東京堂(1989). マダラ.魚の事典. 393-394. 



コウハタ(岩手)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

最適水温域 適水温域

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温 特記事項 ほカ、 文 献

産卵期 産卵期 :11-1月北海道， 12-4月岩手 ③④⑥ 

僻化期

仔稚魚期 性分化:全長10mmから昇温し， 20皿回以降180Cで飼育する ② 

と殆どの個体が雄， 30-40mmまでを140Cで飼育

すると性比はになる

未成魚期

成魚期 分布域:金華山・能登半島以北から南オホーツク海 ⑤ 

成体全長:雄50cm，雌70cm ③ 

-21 生育水温 ⑤ 

[飼育] 産卵期 3月下旬 ⑥ 

8 醇化日数 8oC 9日 ⑥ 

(10 -24) 飼育水温:10-150Cでも成長良，飼育上限水温24"C ① 

(三浦ら 1994，草刈ら 1991)

> 6 摂餌水温:冬季 6"Cで停止(=浦ら 1992，中J(11992) ① 。 温度耐性:短期間飼育では O"Cでも死亡しない ① 

(草刈ら 1991)

(地方名:タカノハ，'フて字、y ヌヨA-81 種名総括表

l

同∞∞
l



<文献リスト>

63:19-33. マツカワの栽培漁業における問題点と将来展望(総説).北水研報，忠・渡遺研一・松原孝博(1999).①安藤

マツカワの性分化に及ぼす飼育水温の影響. Nippon Suisan Gakkaishi， 立成・松原孝博・水野伸也・足立伸次・山内暗平(1999).②後藤理恵・森

65(6): 884-887. 

マツカワ.新日本動物図鑑[下J，491. ③北陸館(1981).

1092-1093. マツカワ.魚類学(下)，④恒星社厚生閣(1985).

11 :40-43. 

日水誌， 61(2): 259-260. 

(下).養殖，

マツカワ.

マツカワ.新魚種導入の可能性を探る

)
 

官
且{
 

亨(995).海産新魚種の種苗生産

⑤緑書房(1998).

⑥中川
l

H

∞吋
l



フユハゼ(浜名湖)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま か 文 献

("C) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 沈性付着卵 ① 
産卵期 1-5月(青山1980) ① 

1.5 - 9.1 産卵水温:干潮時~満潮時 ③ 

11 一 14 卵成熟水温:実験，低水温11-140Cで促進. 200Cで抑 ④ 

伽l

醇化期 13 僻化日数:13'C約28日間(道津ら 1955) ②③ l 

仔稚魚期

未成魚期 33 最終選好温度，選好温度:平均体長1.9cm ⑥ 
.------ 馴致水温20-280C

40.0-41. 2 高温側死亡温度:0.150x馴致水温+31.100 ⑥ 
トーーーーー 平均体長1.0cm

38.8-41. 0 臨界最高温度:0.215 x馴致水温+33.433 ⑥ 
2.2-6.9 」ーー- 臨界最低温度:0.581 x馴致水温 9.661 ⑥ 

成魚期 分布域:北海道南部から九州(松原1911) ① 
成体全長:20cm ⑤ 

10 - 生息適水温:表面水温10"C内外以上(福島1964) ① 
10 - 生息適水温:矢作川表層水温1O"C以上の砂泥域 ③ 

(日水資1984)
摂餌活動:夏は昼間.11月以降水温150C以下では夜間 ③ 

[飼育]

カワギス(富山). (地方名:ハゼ(全国). -::ミ~/、寸z'A-82 種名総括表

l

H

∞∞
l
 



<文献リスト>

①社)日本水産資源保護協会(1983). マハゼ.水生生物生態資料(続)， 40-42. 

②社)日本水産資源保護協会(1983). マハゼ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 137. 

③社)日本水産資源保護協会(1985). 魚類 7.マハゼ.水産生物の生活史と生態， 64-70. 

④鈴木伸洋・柵瀬信夫・杉原拓郎(1989). マハゼの成熟に及ぼす水温の影響.水産増殖， 37(4):267-274. 

⑤東京堂(1989). マハゼ.魚の事典， 397. 

⑥土田修二(1997). 沿岸性魚類の温度選好に関する実験的研究.東海大学院平成 8年度博士論文， 141pp. 

]-∞∞ 



低温側水温('t) 高温側水温 CC)
最適水温域 適水温域

('t) ('t) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温 特記事項 ほか 文 献

産卵期
産卵期 5月 ② 

瞬化期

仔稚魚期

未成魚期

成魚期 分布域:東京・新潟以南 ① 

成体全長 1m- ② 

[飼育] 16 -27 養殖水温(鹿児島水試) ① 

12 32 生存可能水温(鹿児島水試) ① 

9 34 摂餌可能水温(鹿児島水試) ① 

てミ7 /、タ7A-83 種名総括表

-
H
C
O
 



<文献リスト>

①栗藤和治(1998). マハタ.新魚種導入の可能性を探る(下). 養殖. 11 :68-74. 

②東京堂(1989). マハタ.魚の事典. 397. 

]=w]{ 



ナガウオ(沖縄)) 

低温側水温 (OC) 高温側水温 CC)
発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文 献

("C) ("C ) 生存 摂餌 襲死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮性卵 ⑤ 

産卵期 5-8月 ⑥ 

産卵期:東シナ海 5-6月(東海西部系) ⑤ 

山口県沿岸から五島近海 7- 8月(九州西岸系

僻化期

仔稚魚期 出現期:瀬戸内 6- 9月(盛期 7- 8月) (千田 1964) ② 

22 一28 22 -29 出現水温:西日本海域(千田 1964) ②③④ 

未成魚期

成魚期 分布域:東京以南各地沖合 ① 

成体尾文長:35cm ⑥ 

[飼育]

一一」一一

メアジ，てF ノレヲ'手，;;;(地方名:アオアジ(西日本各地). A-84 種名総括表

-

H

@
凶

|



<文献リスト>

①北陸館(1981).マルアツ.新日本動物図鑑[下J.258. 

②財)海洋生物環境研究所(1918). マルアジ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書. 110. 

③社)日本水産資源保護協会(1980). マルアジ.水産生物適水温図. 19. 

④社)日本水産資源保護協会(1983). マルアジ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 138. 

⑤西海区水研(1986). マルアヅ.東シナ海・黄海のさかな. 172-113. 

⑥東京堂(1989). マルアジ.魚の事典， 398. 

同

ωω



ミズアサパ(新潟)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮遊卵 ② 

卵出現期:日本海西部 1-3月(日水研1956) ② 

産卵期:九州~日本海中部 2月，北海道 5-6月(水戸 ① 

1963) 

僻化期 8 -13 醇化日数 8-13"C 102時間(大内1954) ②③ 

12.5 -13.0 癖化日数:12.5-13. O"C. 100時間(水戸 1963) ① 

14 僻化日数:14"C. 75-85時間(今岡ら 1977) ①③ 

仔稚魚期

未成魚期

成魚期 分布域:暖海性，青森県~対馬以南(植野1977) ② 

成体体長:雄30cm. 雌40cm ④ 

出現期:新潟 4-6月70m付近. 12月160m付近(植野 ② 

10 -12 出現水温:秋・春 10-12"C (植野1977) 1977) ②③ 

7.98 -13.19 漁獲水温 ② 

[飼育] -22-23 飼育環境水温:22・230C以下 ②③ 

青森). (北海道，ミズクサガレイ(地方名:ミズガレイ(東北). .L..三/ヌコ，~ v イ'A-85 種名総括表

-
]
戸
市
町
串

l



<文献リスト>

①財)海洋生物環境研究所(1978). ムシガレイ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書. 24. 

②社)日本水産資源保護協会(1981).ムシガレイ.水生生物生態資料. 200-203. 

③社)日本水産資源保護協会(1983). ムシガレイ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 141. 

④東京堂(989). ムシガレイ.魚の事典. 406. 

戸
市
町
間



.L..:.、そラ、ノイ'

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 卵胎生 ① 

産仔期:東京近郊 4-5月 ① 

醇化期

仔稚魚期 稚魚出現期:九州西岸 1-4月(盛期 3-4月)瀬戸内 ② 
12-6月(千四1964)

12 ー 16 10 -20 稚魚出現水温(千田1964) ③④ 

未成魚期

成魚期 分布域:青森県以南の各地沿岸，近海岩礁性 ① 

[飼育]

A-86 種名総括表

l

H

@

∞
l
 



<文献リスト>

ムラソイ.新日本動物図鑑[上J.426. ①北陸館(1981).

ムラソイ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書. 45. ②財)海洋生物環境研究所(1978).

142. 

ムラソイ.水産生物適水温図. 26. 

ムラソイ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，

③社〉日本水産資源保護協会(1980).

④社)日本水産資源保護協会(1983).

ー

]

戸

市

W
吋

l



(鹿児島)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 iま か 文 献

("C) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮遊卵 ④ 

産卵期:晩秋~初春 ④ 

16 -21 13.6 -22.0 卵出現期水温:東京湾10下-1月上旬(渡部1965) ①④⑤ 

東シナ海 1-3月(陳ら 1974) ⑥ 

17.3-20.0 卵出現期水温:富岡・土々呂 11-1月(水戸 1963) ③⑥ 

醇化期 17.5 -20 日本近海(水戸 1963) ⑤ 

15.4-19.5 瞬化日数:15.4-19. 5"C61-67時間 ⑥ 

仔稚魚期

未成魚期

成魚期 分布域:北海道から南シナ海 ② 

成体全長:30cm ⑦ 

生息水温:淡路島南西岸，冷水塊内とその周辺に集群 ① 

する(浜田ら 1977)
漁期:東京湾11-12月(渡部1965) ② 

〔飼育〕

アマテピラメ山口，香川，広島)， 岡山，(東北，(地方名:メダカガレイ:9フザ v寸'イ'メA-87 重s総括表

l

H

@

∞
l
 



<文献リスト>

①浜田向雄・松田泰嗣・木場 徹(1977).標識クルマエピの再捕状況等からみた冷水塊の影響について.兵庫水試研報， (17) :21-36. 

②保育社(1982). メイタガレイ.原色日本魚類図鑑， 55. 

③社)日本水産資源保護協会(1980).メイタガレイ.水産生物適水温図， 28. 

④社)日本水産資源保護協会(1981).メイタガレイ.水生生物生態資料， 214-217. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1983).メイタガレイ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 143. 

⑥社)日本水産資源保護協会(1985).魚類 12.メイタガレイ.水産生物の生活史と生態， 124-132. 

]-也市山

⑦東京堂(1989). メイタガレイ.魚の事典， 409. 



シチュー(沖縄)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮性卵 ④ 

産卵期:本州北部 5-7月(水戸 1963)，長崎 3-5月 ④ 

(道津1962他)

瞬化期 14 一 17 解化日数:14-17"C60時間(水戸 1957) ②④ 

仔稚魚期 17 一22 13 -28 出現水温:紀伊水道，紀南沿岸海域(堀木1975)， ③⑤ 

西日本海域〈千田 1964)

19 ー 22 14.3 -25.5 出現水温:紀伊水道，紀南沿岸海域(堀木1975) ②③④ 

17 -20 13 -28 出現水温:九州西岸(千田1964) ②③④ 

32-36 温度耐性:32"C24時間生存率68%. 35"C24時間， ②④ 

36"C 1時間艶死(安永1975)

未成魚期 5 幼魚生息下限水温 :5"C(奥野ら 1961) ④ 

7 温度耐性:低温致死， 7 "c長時間で死亡 ⑤ 

(奥野ら 1961)
5.2-9.7 温度耐性:低温致死，平均 5.7"C体長15-55cm ① 

35.0-36.0 温度耐性:高温致死(難波ら 1975) ① 

成魚期 分布域:中部以南の各地(松原1977) ④ 

成体全長:50cm (30cm 7年魚) ⑥ 

18 -25 5.2 36 生息水温(木村1978)，生存限界水温(奥野ら 1961. ③④⑤ 

難波1975)

〔飼育〕

クロウオ(九州)， ツカヤ(舞鶴)， (地方名:クロダコ(高知)， 手;pコトメA -8 8 種名総指表

I

N

。。ー



<文献リスト>

メヅナ.沿岸海域水生生物と水域環境との関係に関する文献調査報告書. 89. ①財)海洋生物環境研究所(1978).

魚類・イカタコ類編. 445-461. ②財)海洋生物環境研究所(991). (20)メジナ.沿岸至近域における海生生物の生態知見

メジナ.水産生物適水温図. 23. ③社)日本水産資源保護協会(1980).

メジナ.水生生物生態資料(続). 33-35. ④社)日本水産資源保護協会(1983).

メジナ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 145. ⑤社)日本水産資源保護協会(1983).

メヅナ.魚の事典. 410-411. ⑥東京堂(1989).

l

N

O

H

l

 



ヲ-5T

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほか 文献|
("C) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離浮性卵 ② 

15 ー 17 産卵水温:有明海 3下-5月上旬(藤田1979) ①②③ 

瞬化期 18.2 -18.6 瞬化日数:60時間前後(福所ら 1973) ②③ 

16 一 18.9 僻化日数:56-61時間 ① 

仔稚魚期

未成魚期

成魚期 分布域:北海道以南 ② 

成体体長:63cm- ④ 

〔飼育〕 19. 1 -24.6 種苗生産水温(藤田1979) ①② 

22 好適飼育水温:9カ月令平均体重10.3g飼料効率22"C ⑤ 

で最高値

メA-89 種名総括表

l
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M
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<文献リスト>

①藤田矢郎(1979).新種の種苗生産技術開発事業(2)メナダの種苗生産.栽培技研， 8 (2) 85-94. 

メナダ.水生生物生態資料， 96-99. ②社)日本水産資源保護協会(1981).

メナダ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 146. ③社)日本水産資源保護協会(1983).

メナダ.魚の事典， 413. 

⑤吉松隆夫・古市政幸(1996).飼育水温がメナダの成長，体成分および飼料利用効率に与える影響.水産増殖， 44(3): 363-368. 

④東京堂(1989).

l
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.;;tl ノ《ノレ

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産仔期 胎生，交尾期:11月 ①⑤ 
産仔期:岩手12-3月，山口 12-1月(山本1976， ⑤⑦ 

松清1963)

9 一 14 産仔水温 ④⑤ 

仔稚魚期 9 -14 仔魚期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑦ 

未成魚期 10 生息水温:1 O"C以下に低下すると深みに移動越冬 ③ 

(落合ら 1986)

成魚期 分布域:本邦の沿岸域 ⑤ 

成体全長:30cm ⑥ 

8 -28 生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑦ 

〔飼育〕 24士 l 温度耐性:致死上限水温，思11致水温10"C ② 

(宮城水試1972)
27-28 温度耐性:致死上限水温，思11致水温15"C ② 
25-30 温度耐性:致死上限水温，局11致水温20"C ② 

A-90 種名総括表

l

N

。串
l



<文献リスト>

11: 60-63. (下).養殖，メバル.新魚種導入の可能性を探る聡(998). ①相田

メバル.沿岸海域水生生物と水域環境との関係に関する文献調査報告書， 49. ②財)海洋生物環境研究所(1978).

魚類・イカタコ類編， 463-475. (20)メバル.沿岸至近域における海生生物の生態知見③財)海洋生物環境研究所(1991).

④緑書房(1993).養殖生産技術に関するデータ.養殖， 93養殖データブック， 30 (8) : 56-99. 

176-179. メバル.水生生物生態資料，日本水産資源保護協会(981).⑤社)

平成 4年度版， 349. 

魚の事典， 313. 

⑦社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針

メノ"レ.⑥東京堂(1989). 

l

N

O
印

l



手;;; Tフフす

低温側水温("C) 高温側水温 ("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 雄の腹部に育児嚢 ⑤ 

瞬化期

仔稚魚期 稚魚出現期:九州西岸 5-6月瀬戸内 5-12月(盛期 6 ② 

-8月) (千田 1964)

15 -30 稚魚出現期水温:九州西岸 15-300C (千田1964) ②③④ 

19 26 15 30 瀬戸内 15-30"C (千田 1964)

未成魚期

成魚期 分布域:北海道以南の各地沿岸 ① 

成体全長:30crn ⑤ 

[飼育]

首フ三ヨA -9 1 種名総括表
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<文献リスト>

ヨウジウオ.新日本動物図鑑[上]. 236. ①北陸館(1981).

131. ヨウジウオ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書，②財)海洋生物環境研究所(1978).

15. ヨウジウオ.水産生物適水温図，日本水産資源保護協会(1980). ③社)

150. ヨウジウオ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，

ヨウジウオ.魚の事典. 422-423. 

④社)日本水産資源保護協会(1983). 

⑤東京堂(1989).
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低温側水温("C) 高温側水温("C) 

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文 献
(OC) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵期:瀬戸内海 6上-9月中旬(盛期 7-8月) ① 

(池末1963)

僻化期

浮遊期

底生

移行期

底生期 分布域:陸奥湾~台湾の内海・内湾〈田中ら 1981) ① 

6. 2 -30.4 生息水温:笠岡湾6.2-30.40C (阪本1977) ① 

づ'ヌヌニr:...ヒプB 種名総括表

l
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。∞ー



81-83. アカエピ.水生生物生態資料(続)，

<文献リスト>

日本水産資源保護協会(1983).①社)

l

N

O

C

l

 



三/フザニニ

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほカ、 文献

("C ) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵期:相模湾 6-8月，水深 o-30m ② 

瞬化期

浮遊期

底生

移行期

底生期 分布域:東京湾以南の各地沿岸 ① 

イ'2 B-種名総括表

l
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<文献リスト>

平成 4年度版， 370. 

①北陸館(1982). イシガニ.新日本動物図鑑(中)， 690. 

②社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993). 水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針

N

H

H

|
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低温側水温("C) 高温側水温 COC)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

("C) COC) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵期:千葉 6上-10上，鹿児島 4下-9月上旬 ⑦⑪ 

20 産卵水温 ⑥ 

22 一26 産卵水温 ⑦⑧ 

僻化期 22 一26 瞬化適水温:瞬化日数;30-50日 ⑥ 

21.4 -25.1 僻化日数:平均水温21.4"C50日， 25. lDC32日 ③⑥⑧ 

(大島ら 1965)

22 ー 26 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑪ 

浮遊期 20 29 生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑪ 

底生 12 27 稚エビ期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑪ 

移行期

底生期 分布域:千葉県・長崎県の太平洋沿岸(日本海は少) ①⑦ 

13 -27 > 12 成長適水温.摂餌停止水温 ⑥ 

> 12 摂餌水温:暗期12"C以下摂餌量はゼロ ⑩ 

12-21"Cへの上昇は頻度，量共に増加

250Cを越えると共に減少

13 -27 成体期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑪ 

[飼育] 22 -26 飼育水温 ⑧ 

28-29 摂餌水温:摂餌率の上限 ③ 

3 B-種名総括表

l

N

H

N

l

 



[飼育・ 15 -32 飼育水温(税所1966. 野中ら 1970. 水産温排水1973 ⑧ 

幼生] 柴原ら 1967)

25 一26 22 -30.31 18-21 30-33 飼育水温(税所1966) ③⑤ 

23 -32 飼育水温(野中ら 1970) ⑤ 

22 26 > 18 摂餌水温:22-26"Cで摂餌活発(水産温排水1973) ③⑤ 

15 -20 -25 > 15 (>25) 摂餌水温:15"C以下摂餌せず. 16"Cで摂餌.脱皮開始， ③⑤ 

20士5"Cで摂餌活発，成長(柴原ら 1967)

[飼育・ 25 -26 22 -28 飼育水温(税所1966. 井上1965) ⑧ 

フィロゾ 22 -24 飼育水温:フィロゾーマ幼生，生残率 ④ 

ーマ] 24 -26 飼育水温:フィロゾーマ幼生，成長 ④ 

24 一26 飼育水温:フィロゾーマ幼生，生残率 ② 

飼育水温:プエルルス幼生，脱皮までに要する日数と水 ⑨ 

温との聞には負の相関

15 35 生息水温:150Cに12-15時間. 35"Cに12時間耐えられる ③⑦ 

3"C以上の水温急変は一時的に遊泳停止がみ

られる(水産温排水1973)

< 22 > 28 摂餌水温:220C以下. 28"C以上で影響(井上1965) ⑦ 

l

N

H

ω

l

 

<文献リスト>

①保育社(1981).イセエピ.原色日本海岸動物図鑑. 61. 

②井上正昭(1988). エピ・カニ類の種苗生産 E幼生飼育 8イセエピ.水産学シリーズ71 恒星社厚生閣. 124-126. 

③財)海洋生物環境研究所(1978). イセエピ.沿岸海域水生生物と海域環境の関係に関する文献調査報告書. 197. 

④緑書房(1993).養殖生産技術に関するデータ.養殖.93養殖データブック. 30(8) :56-99. 

⑤三重県水産技術センター(1989). イセエピ幼生(フィロゾーマ)の飼育に関する研究.(63) : 65-68. 

⑥社)日本水産資源保護協会(1980). イセエピ.水産生物適水温図. 32. 

⑦社)日本水産資源保護協会(1981).イセエビ.水生生物生態資料. 232-235. 

@社)日本水産資源保護協会(1983). イセエビ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，

⑨田中種雄・金子信一・石田 修(1985).飼育によるイセエピの成長.千葉水試研報. (43):5ト58.
⑩山崎博貴・森川由隆・小池 隆(1999). イセエピの摂餌行動と水温に関する研究.日水学会春季大会講演要旨集. 508. 

⑪社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版. 371. 

157. 



(地方名:ザコエビ(一般)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C) 

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献
(OC) ("C) 生存 摂告耳 艶死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵期:10-7月上旬 9下-7月上旬(武田1972) ②③ 

10 22 産卵・抱卵期水温:10-7月上旬(武田1972) ③④ 

僻化期

浮遊期

底生

移行期

底生期 分布域:内海・内湾沿岸 ① 

こコ二工ピジャ4 B-種名総括表
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<文献リスト>

エピツヤコ.新日本動物図鑑[中]， 622. ①北隆館(1982).

198. エピジャコ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書，②財)海洋生物環境研究所(1978).

159. 

エビツヤコ.水産生物適水温図. 32. 

エピジャコ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，

③社)日本水産資源保護協会(1980).

④社)日本水産資源保護協会(1983).

l

N

H

m

l

 



(地方名:ワタリガニ)

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発脊段階 最適水温域 適水温域 特 言己 事 項 ほ か 文 献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶死

水 温 水温 水温 水温 水温 水 温

産卵期 産卵期:伊勢湾 4上-9中，有明海 5上-9月中旬 ⑥⑨ 

12 一30 産卵期水温(水産温排水1973) ⑤⑦ 

15 産卵活動(大分浅海漁試1967) ③ 

14 26 水温上昇期，飼育中の産卵水温例 (8.2-23.00C) ① 

10.6-12- 出現水温:抱卵ガニ10.6"Cから大多数120Cをこえて出現 ⑥ 

(水産温排水1973)

瞬化期 25 ー 30 17.5 -34 瞬化水温(久野1969他〉 ⑦ 

24 -30 17. 5 -34 解化水温(水環基準1972) ⑤ 

17.5 -26.5 解化水温(愛知水試1974) ⑤ 

18 -25 瞬化水温:18-25"Cでは発眼から鮮化までの発育は高温 ③ 

が良 ① 

18 一28 瞬化水温:18-28"Cでは高いほど成育が良 ⑥ 

25 解化日数:20"C以下で20日以上， 250C以上で10日程度 ⑥ 

12 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ④⑨ 

浮遊期 18-20 - 生長下限水温:ゾエア期(長塚1968) ③ 

19 29 生長水温:ゾエ7期(水産温排水1973)s26-36%。正常 ⑥ 

19 29 ゾエア期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑨ 

底生 25 15.8 -34.2 生産成功例の最低最高水温:椎ガニ，普通25"C前後 ① 

移行期 一30 適水温:第 1-3令期稚ガニ， 160C以下活動不活発 ① 

40 温度耐性:第 l令期稚ガニ，死亡率が50%を越えた ① 

< 6-9 温度耐性:第 l令期稚ガニ， 6-90C/20-30分水温低下 ② 

は生残率に大きな影響なし(広島水試1979)
33 40 温度耐性:第 2令期稚ガニ， 33"C異常， 38"C横転 ② 

(福岡豊前水試1978)
38-39 42 温度耐性:生存上限水温(愛媛水試1980) ② 

13 摂餌限界水温:幼ガニ(長塚1968) ③ 

3 越冬水温:3 "c以下が続くと越冬養成困難 ① 

ヌfマア、5 B-種名総括表
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底生期 分布域:北海道南西部から本州 ⑥ 
(7) (35) 生息水温(丹下1976)，14-150Cで冬眠， 50C以上必要 ⑥⑦ 

(高場ら 1976)

(7) (35) 生息水温 7-350C (丹下1976) ⑥ 

10 成体の活動(大島1938) ③ 
20 5 3 温度耐性:200Cで成長停止， 3 OCで整死， 50Cで安全 ② 

< 3.8 温度耐性:厳冬期の 3.8OCは著しい死因とはならない ③⑧ 

(貝塚1967)。 温度耐性:短時間なら耐える(大分浅海試1967) ①③ 

15 一25 成体期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑥⑨ 

限界値0/350C

[飼育] 17.5 -30 飼育水温:幼生(水産温排水1973他) ⑦ 
17.5-28 飼育水温:幼生(愛知水試1974) ⑤ 
20 一25 飼育適水温:幼生(前川 1961) ⑤ 
19 29 飼育水温:ゾエア(水産温排水1973) ⑤ 
18 -30 飼育水温:メガロッパ(水産温排水1973) ⑤ 

24 -30 20 一30 飼育水温 ⑦ 
5 飼育水温: 50Cで生残 ① @  

15 一25 > 14 飼育成長適水温，摂餌停止水温 ④ 
24 -30 18 一34 。 35 飼育・生活水温，生存限界水温(水環基準1972， ⑤ 

水産温排水 1973)
20 -25 > 15 好適水温:180C以下摂餌低下， 150Cで中止 ⑥ 

C 1! 15%0以下不適

N
H
吋

161-162. 

平成 4年度版， 372. 

<文献リスト>

①ガザミ種苗生産研究会(1983).ガザミ種苗の量産技術.水産学増養殖叢書， (32) :10-117. 

②原田和弘・中村行延(1994). ガザミ種苗の塩分および水温耐性.兵庫水試研報， (31):17-23. 

③倉田 博(1977). ガザミ.関西国際空港漁業環境影響調査 漁業生物班資料 l 日水資， 269-296. 

④緑書房(1993). 養殖生産技術に関するデータ.養殖， 93養殖データブック， 30 (8) : 56-99. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1980). ガザミ.水産生物適水温図， 33. 

⑥社)日本水産資源保護協会(1981).ガザミ.水生生物生態資料， 242-245. 

⑦社)日本水産資源保護協会(1983). ガザミ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，

@宇都宮正(1973). ガザミ人工種苗からの親ガニ養成について.栽培技研， 2(1):1-10. 

⑨社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993). 水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針
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低温側水温('C) 高温側水温('C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記 事 項 ほ か 文 献

('C) ('C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵期:日本海 6-8月，瀬戸内海 5-10月 ⑬ 

18 一25 産卵水温(水産温排水1973) ⑤⑫ 

22 24 15 一30 産卵水温(水産温排水1973) ⑦⑨⑫ 

15 一26 適水温:豊後水道 4-10月(盛期 6- 8月)(田染1970) ⑦⑪ 

20 -30 産卵限界:昇温期 18-20'Cで開始，降温期240Cで停止 ⑫ 

20 産卵活動:産卵量は27'C以上の時に多い ①④ i 

酔化期 21 -28 産卵→僻化(湯口 1972) ⑦⑨ 

20 ー 22 解化適水温:水温上昇期 ⑤ 

22 ー 24 瞬化幼生が得られた水槽実験の最適水温(前Jil1961) ⑪⑫ 

21 一22 発生水温 ⑧ 

27 一29 瞬化日数:飼育時13-14時間 /30'C ① 

20 -22 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値，限界水温 15 ⑬ 

浮遊期 15 -35 出現水温(石岡1973他).限界水温(藤谷1972) ⑧⑨ 

24 最適歩留率:18-27'Cでの ③ 

15 -34 活動水温:幼生の正常な活動(HudinagaI942) ⑪⑫ 

13-15 -33-34 活動水温:幼生と稚エビの遊泳活動に異常がない ① 

34-38 生存限界水温:一時的な生存には差し支えがない ① 

底生 15 35 (11) 出現水温(藤谷1978) ⑧⑨ 

移行期 35 38 干潟生活期の稚仔の行動水温 ⑪⑫ 

(5) 移動水温:干潟の幼エビ沖合い移動が顕著(梅沢 1975) ④ 

15 一35 稚エピ期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑬ 

限界値10/38'C

底生期 分布域:太平洋側;北海道以南，日本海側;山形以南 @ 

5 -32 > 3 -6- (35) 生息水温 3-35'C.艶死限界 60C内外，仮死 30C ⑧⑨ 

15 -25 成長水温:成長率が大 ⑫ 

12-13 - 生育水温:低温に馴れた場合 ① 

> 10 摂餌水温:冬期10'C以下で摂餌しない ⑧ 

6 B-種名総括表

l

M

H

∞
 



底生期 秋>15-16 摂餌水温:秋停止水温，春12-13"C再開25mm級 70C付近 ⑫ 
(つづ 3 春 12-13 35 まで摂餌，耐温限界. 100Cまでの急降下に耐えられる ⑫ 

き) 「一 忌避水温 8月の平均水温が 30C以上下がると忌避行動 ② 

15 38-39 忌避水温:35"C以上で逃避行動 ④ 

20 15 5 < -1. 2 温度耐性:低温限界;馴致条件によりー1.2"Cでも生存 ④ 
5 33 温度耐性:生存限界水温(八柳1975) ⑦ 

-30 31 温度耐性:養殖池31"c以上で大量舞死の可能性 ⑫ 

1.3.5-6 温度耐性:3 "cで仮死状態，冬眠中は 1-2 oCに耐える ⑫ 

5 温度耐性:季節的水温低下100C以下横臥. 50C死亡個体 ① 
16-17 - 脱皮水温:15"C以上で脱度 @ 

12 幼・未成体期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑬ 

限界値5/"C

20 成体期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑬ 

限界値6/32"C

[飼育] 25 -30 飼育時:産卵，幼生生育の適温 ① 

20 -31 幼生飼育(石田1967. 本尾1971他) ⑦ 

24 -30 飼育適温:実験での設定水温 18-30"Cの 2oC間隔 ⑩ 

20 -23 15 -25 飼育水温:成長率大，生残率大(水産温排水1973) ⑦⑫ 
25 -28 10 -31 飼育適温(水環基準1972) ⑦ 
20 23 飼育適温:飼育実験で生残率が高い ⑫ 
20 -25 10 -28 (10) 31 飼育水温(水環基準1972) ⑨ 

13 -30 > 5 > 7 < 31 温度耐性:飼育成長水温，危険水温，摂餌停止水温 ⑤ 

l

N

H

e

l

 

<文献リスト>

①藤永元作・倉田 博・橘高二郎(1981). V. クルマエピ養殖の進歩.改訂版 浅海完全養殖《浅海養殖の進歩》 恒星社厚生閣. 311-422. 

②浜田尚雄・松田泰嗣・木場 撤(1977).標識クルマエピの再捕状況等からみた冷水塊の影響について.兵庫水試研報. (17) :21-36. 

③小池利通・平山和弘・金子正信(1984). クルマエピ (Penaeusia合onicus)幼生の変態速度と歩留りに及ぼす水温の影響について.新潟栽培センタ一報.(7) 

④倉田 博(1977).クルマエピ.関西国際空港漁業環境影響調査 漁業生物班資料 1 日水資保協. 202-223. 101-110. 

⑤緑書房(1993). 養殖生産技術に関するデータ.養殖.93養殖データブック. 30 (8) : 56-99. 
⑥村上 豊・遠部 卓(1967).走島の漁業-m.小型底曳網漁種物中の小型カニ類に関する研究(その 1)小型カニ類を用いての低温期におけるクルマエビの

⑦社)日本水産資源保護協会(1980). クルマエピ.水産生物適水温図. 31. 飼育実験.広大水紀要. 7(1) :77-87. 

⑧社〉日本水産資源保護協会(1981).クルマエビ.水生生物生態資料. 228-231. 

@社)日本水産資源保護協会(1983). クルマエビ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 163-164. 

⑩岡本一利・藤田信一・三溝 宏(1991).クルマエピの卵ならびに幼生の成長に及ぼす水温の影響.静岡水試研報. (26): 35-41. 

⑪財〉温水養魚開発協会(1990). クルマエピ.魚種別養魚の進め方.温水養魚技術資料. 77-79. 

⑫水産生物と温排水研究協議会(1973). 貝類およびエビ・カニ類 水産生物と温排水.水産研究叢書 (25) 日水資. 70-81. 

⑬社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版. 373. 



ラニr:::::..ビ

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特 記 事 項 ほ か 文 献

COC) ("C) 生存 摂餌 発死 生存 摂餌 襲 死

水温 水温 水温 水温 水温 水 温

産卵期 産卵期:相模湾 5下-11月上旬，最盛期は 7. 8月 ⑥⑧ 

夜間上層部

17 23 産卵期水温:相模湾 6-9月50m層(蒔田ら 1974) ③④⑤ 

18 一25 産卵水温 ⑨ 

18 産卵好適下限水温:18"C以上で産卵，富士川河口沖表面 ⑧ 

水温24"C
産卵体長:瞬化後約10-12カ月後体長約40mmに達して産 ⑥ 

卵を開始

解化期 18 -25 瞬化適温 ① 

僻化日数:約1.5日(体長約O.32mmのnauplius1期) ⑥ 

21 -23 醇化日数:約30時間 ② 

浮遊期 18 -25 成育好適水温 ⑧ 

20 一23 成長適温 ⑦ 

18 25 成長適温 ① 

18 一25 成長適温:瞬化後約 1カ月体長約 7.5mm稚エビE期 ⑧ 

幼生期の分布層:50m層の 6- 8月の水温とその年生ま ⑥ 

れの個体群(重量)とは正の高い相関

成体期 分布域:駿河湾や東京湾口部，相模湾湾奥部 ⑧ 

11 25 生息層水温 ⑧ 

8-9 • 13-26 生息層水温:昼間，夜間 ⑨ 

11 25 生息層の水温:11-25"C.塩分 33.5-35. 5%.，酸素量 4 ⑥ 

mf，/ P.以上， 11月には 1日で110Cの水温

差を移動

弓fーク7 B-種名総括表
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成体期 生息層の水深:昼間は水深 200-300mに分布，日没前 ⑥ 
(つづ に上昇して20-50mに達し，明け方近く

き) に下降を始める

寿 命 年 群 は12月までに殆ど死ぬ(約15-16カ月の寿 ⑥ 

命)

漁獲対象群:10月の漁期には20-30mmの当年群と 35-50 ⑥ 

mmの I年群(親エピ)が形成される

〔飼育〕 22 18 -25 室内産卵水温実験 ① 

21 ー 24 15 一27 瞬化水温 ⑨ 

228-234. Biol.， (9)， 

<文献リスト>

①近藤 優・窪田 久0980.サクラエピのふ化飼育試験.静岡県栽培撤業センター

②近藤 優・窪田 久(983). サクラエピのふ化飼育試験.静岡県栽培漁業センター

③蒔田道雄・八木主計(1974). サクラエピ漁業調査研究.静岡水試事報，昭和49年度，

④社)日本水産資源保護協会(1980). クルマエピ.水産生物適水温図， 31. 
⑤社)日本水産資源保護協会(1983). サクラエピ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 166. 
@大森 信(1970).海洋動物プランクトンの生産生態研究の問題 さくらえび研究に関連して.日本海洋学会誌， 26(4) :242-252. 

⑦Omori，M. (1971). Preliminary rearing experiment on the larvae of Seγgestes lucens (Penaedia， Nalantia， Decapoda). Mar. 
⑧大森 信・志田喜代江(1995). サクラエビの生物学.さくらえび漁業百年史. 64-74. 
⑨静岡県(1984).サクラエピ増殖対策調査報告書.静岡県水試報. 106. 

32-34. 
37-39. 

昭和55年度時報，

昭和57年度時報，

16-20. 
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低温側水温("C) 高温側水温("C) 

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま か 文献

("C) COC) 生存 脱皮 艶死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵期:仙台湾 7-9月(小坂1979)，有明海 5下-10月 ③ 

下旬(池末1963)

13 -25 産卵水温(竹田1972) ④ 

13.6 -26.0 産卵水温 ⑦ 

醇化期 21 -29 瞬化日数:21-29"C13-14時間(坂本1977) ③⑤⑥ 

25 僻化日数:20-210C24時間， 250C約20時間 ② 

浮遊期

底生

移行期

底生期 分布域:津軽以南，沿岸性 ③ 

7 -29 生息水温:笠岡湾冬季には湾外へ移動(安田1956他) ③⑤⑥ 

20 > 10 活動水・温:20"C以上で活動活発， 100C以下では弱い ② 

> 10 脱皮水温:10"Cでは脱皮しない ① 

ビ寸ナノレ」工二一8 B-種名総括表
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<文献リスト>

日本ベントス学会誌， (41) :47-53. サルエピの脱皮と生残に及ぼす水温の影響.寛(1991).①今林博道・山口

浅海漁場重要資源生態調査②松井俊二(1988).漁業資源及び漁海況に関する調査研究

1.アカエビ(サルエピ・キシエピ)資源生態調査.田和6l年度山形水試事報， 39-52. 

@社)日本水産資源保護協会(1983). サルエピ.水生生物生態資料(続)， 78-80. 

l70. ④社)日本水産資源保護協会(983). サルエピ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，

l47-l61. 1.サルエピ.水産生物の生活史と生態(続)，エピ・カニ類⑤社)日本水産資源保護協会(986).

日水資， 241-250. 漁業生物班資料 l

⑦上田幸男(987).紀伊水道産サルエピの産卵と成長.水産増殖， 35(3):l6l-l69. 

⑥阪本俊雄(977). サルエピ.関西国際空港漁業環境影響調査
l

N

N

ω

l

 



ニコ

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま か 文 献

("C ) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 13 産卵期:石狩湾 6月上~中旬，大阪湾 5中-9月上旬 ③⑤ 

13"C前後から水温下降期まで(林ら 1978) ⑥ 

醇化期 23 -25 瞬化日数:23-25"C 25日(高松ら 1966， ⑥⑧ 

水産温排水1973)

15 ー 18 僻化日数:15-18"C 6週間(千田1967，宇田1976) ⑥⑧ 

20 瞬化日数:200C 3週間 ② 

浮遊期 15 -18 浮遊期間:15-18"Cで 6週間(宇田 1976) ⑥ 

19.3 -21 出現水域水温:幼生，石狩湾(水産温排水1973) ⑥ 

18 -28 出現水域水温:幼生，播磨灘(千田1967) ④⑤⑥ 

⑦ 

底生

移行期

底生期 分布域:北海道以南，内湾性 ⑥ 

10 一20 生息水温:福岡豊前海. 3 -4月水温100Cで活動開始 ① 

10-11月水温200Cで活動鈍化

三/弓F9 B-種名総括表
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<文献リスト>

分布と活動時間について.①有江康章・徳団員孝・漬田弘之・上妻智行(1991).福岡県豊前海産シャコの漁業生産物学的研究 1. 

ll. 性比と成熟について.福岡豊前水試研報， (4): 11-33. 

日水誌 60(2):143-145. シャコ類の生態学的研究.②浜野龍夫(1994).

(5): 116-135. 凱夫・辻野耕賓(1978). 大阪湾産シャコの漁業生物学的研究.大阪水試研報，③林

297-309. 日水資保協，漁業生物班資料 lシャコ.関西国際空港漁業環境影響調査④倉田博(1977).

シャコ.水産生物適水温図， 33. 日本水産資源保護協会(1980). ⑤社)

シャコ.水生生物生態資料， 250-252. ⑥社)日本水産資源保護協会(1981).-
N
N
m
 167. 

173-190. 

シャコ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，

3.シャコ.水産生物の生活史と生態(続)，エビ・カニ類

⑦社)日本水産資源保護協会(1983).

日本水産資源保護協会(1986).@社)



::，.....-ヌfそ戸ミ

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま か 文献

("C ) ("C ) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期

酔化期 産卵→僻化積算温度:250.9-360. OoC (平本ら 1971) ② 

浮遊期

底生

移行期

底生期 分布域:相模湾以南 ① 

> 14 摂餌水温:200C以下では大幅減食. 140C以下では摂餌せ ② 

ず(JlI本ら 1967)

'フタ7 寸'B -1 0 種名総括表
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<文献リスト>

190. 

タイワンガザミ.原色日本海岸動物図鑑. 87. 

タイワンガザミ.沿岸海域水生生物と海域環境の関係に関する文献調査報告書，

①保育社(1981).

②財)海洋生物環境研究所(978).

-
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N
吋

l



コエ.ビ

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文 献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期

瞬化期

浮遊期

底生

移行期

底生期 分布域:本邦沿岸干潮線付近の石の下など ② 

15 -20* 生育水温:10. 15.20.25 "c恒温飼育では. 150Cで成長良 ① 

20"C増殖率大.1 o. 20"Cでは成育，繁殖阻害

三ヨタ7リトそr~ メB -1 1 種名総括表

l
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N

∞
l
 

牢:ニッポンメリタヨコエピ



<文献リスト>

16(1): 1-8. 培養適水温と底質について.栽培技研，ニッポンメリタヨコエピ(新称)に関する研究-1 

565. トゲメリタヨコエビ.新日本動物図鑑[中]，

①有山啓之(1987).

②北陸館(1982).

l

M

M

C

l

 



低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文 献

("C) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵期:瀬戸内海 7-8月(安田1956)，有明海 7-9月 ① 

(池末1963)

解化期

浮遊期

底生

移行期

底生期 分布域:東京湾以南九州まで，暖海沿岸性(谷田 1976) ① 
漁期:瀬戸内海;周年(盛期 8-9月) (井上ら 1977， ① 

前川ら 1953)
漁獲水深:34m前後最適， 25m以浅不適(前川ら 1953) ① 

モラニ:r::..e-トB -1 2 種名総括表
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84-86. トラエビ.水生生物生態資料(続)， 

<文献リスト>

①社)日本水産資源保護協会(1983).

l

N

ω

H

l

 



B - 1 3 

低温側水温("C) 高温側水温("C) 

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文 献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 抱卵期:福島 lO~ 6月(秋元1977) ① 

相模湾 9~lO月と 1~4 月(亀井 1976)

解化期

浮遊期 出現期:福島 5月. 10月(秋元1977) ① 

底生

移行期

底生期 分布域:本州，四国，九州沿岸 ① 

漁期:福島 5~7 月と 9 ~12月(秋元 1978) ① 

漁期:福島 4~5 月と秋(秋元 1977) ① 

福島水深60m以浅に分布(秋元1978) ① 

ヌfニニ、三ノ s ヒラ種名総括表
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90-92. ヒラツメガニ.水生生物生態資料(続)， 

<文献リスト>

日本水産資源保護協会(983).①社)

l

M

ω

ω

l

 



シエピ(地方名:スエビ(商品名))

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水握 水温 水温 水温

産卵期 産卵期:瀬戸内海 6-8月(安田1956)， ④ 
有明海 6上-9月上旬(池末1959)

26 -30 産卵水温(生田1971) ③④⑤ 
27 -28 中海の産卵場:27-280C ①④ 

府化期 28 解化日数:28"C O. 5日(生田1971) ④ 

浮遊期 26 一29 幼生の変態進行 ①⑤ 
26 29 浮遊期間:26-29"C14-15日間(倉田1977) ①④ 

底生

移行期

底生期 分布域:太平洋側;東京湾以南， ④ 

日本海側;中部以南沿岸(倉田ら 1977) ⑤ 
7 - 29 越冬水温:23"C位から越冬移動し， 14-15"Cで終り， 1 0 ①④ 

℃前後で冬眠する(倉田ら 1977)

〔飼育〕 25 産卵水温:種苗生産 ② 

25 飼育水温:癖化期，種苗生産， 25"C以上が必要 @ 

26 飼育水温幼生， 26"C以上が望ましい(生田1971) ③④ 

27 解化後の飼育水温 ② 

三ヨB -1 4 種名総括表

l
N
ω
品

l



<文献リスト>

日水資， 230-240. 漁業生物班資料 lヨシエピ.関西国際空港漁業環境影響調査博(1977).①倉田

守(1990). 栽培漁業と新養成技術 30.ヨシエピの種苗生産.水産の研究， 9(5) :97-104. ②村田

180. ヨシエビ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，日本水産資源保護協会(1983).③社)

ヨシエピ.水生生物生態資料(続)， 75-77. ④社)日本水産資源保護協会(1983).

143-151. 2.ヨシエビ.水産生物の生活史と生態，エピ・カニ類⑤社)日本水産資源保護協会(1985).

75-78. 昭和48年度大阪水試事報，1 )高知産親エピによる早期種苗生産について.ヨシエビ種苗生産試験博(1975).⑥時間

l

N

ω

m

l

 



低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶死

水 温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵期:陸奥湾 7中-8中，福岡 5下-10月 ④ 

(山口県1978)

20 -21 産卵水温 5下-10月上旬(盛期 6-9月) ④⑥ 

21 18 -21 産卵水温:盛期(町田1936. 田村1967) ①③⑤ 

18 一25 産卵水温 ② 

18 -21 産卵水温 ④ 

牌化期 22 -25 発生適水温(満岡1974) ①③④ 

⑤ 

22 ー 25 牌化日数:22時間 ② 

22 -25 卵期:生息域(実験上〉の標準(好適)値，限界値18rc ⑥ 

浮遊期 22.5 -23 出現水温:香川県(満岡1974) ④⑤ 

18 -27 生息域(実験上)の標準(好適〉値 ⑥ 

底生 17.2 -30 生育適温:脱落率低く正常(高見ら 1978) ④⑤ 
移行期

底生期 分布域:北海道から九州 ④ 
5 -28.30 生息水温(田村1956.76他) ①③④| 

⑤ 

10 -25 > 4 < 31 成長適水温，危険水温 ①② 

20 一(25) 8 成長期適水温:耐温限界 8"C成長限界13"C以下 ③ 

(伊丹1969)
33 温度耐性:殻長15mm. 15"Cから33"C昇温24時間で 100% ①④ 

艶死(田中1974)
29-31 温度耐性 3日以内で死亡(塩垣1976，塩屋1961) ④ 

5 -22 未成貝・成貝期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑥ 

限界値5/30"C

ヲ'犬7 フザィ'c-種名総括表

l
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l
 



、，，，口
u

F
同
d句。r、

温レれ寸，，育飼〔飼育〕

<文献リスト>

①財)海洋生物環境研究所(1978).沿岸海域水生生物と海洋環境の関係に関する文献調査報告， 267-268. 

②緑書房(1993).養殖生産技術に関するデータ.養殖， 93養殖データプック， 30(8): 56-99. 

アカガイ.水産生物適水温図， 37. ③社)日本水産資源保護協会(1980).

アカガイ.水生生物生態資料， 288-291. ④社)日本水産資源保護協会(1981).
l
N
ω
吋

l

197-198. 

平成4年度版， 351. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1983). アカガイ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，

⑥全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針



7 ヌ 才 二 二三/

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 iま か 文 献

CC) ("C) 生存 摂餌 発死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期

醇化期

浮遊期

底生

移行期

底生期 分布域:北海道南丙部以南 ① 

2 C 種名総括表

Nω

∞
l
 



40. アカニシ.原色世界貝類図鑑(I)， 

<文献リスト>

①保育社(1979).

l
N
ω

∞
 



低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま か 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵期:三重県 6-7月，長崎県 6-10月(盛期 8月) ④ 
25 -27 21 -27 産卵期水温(桑谷1965，水産温排水1973) ①③④ 

⑤ 

解化期 28 -30 26 -31 発生水温(桑谷1965，水産温排水1973)， ①③④ 

25"C以下， 32"C以上は不適 ⑤ 
32.9-34.5 温度耐性 8細胞期卵15分接触 LT 50 ⑦ 

浮遊期 25 -27 出現水温(大島ら 1965) ④⑤ 

41. 0-43. 0 温度耐性 :D型幼生~付着椎貝， 15分接触 LT 50 ⑦ 

底生 17. 5 -29 適水温:蝶紋線長 3mm付着初期稚貝， ⑥ 
移行期 成長上下限水温15/32"c 

39. 2-4l. 7 温度耐性 2-45mm稚貝， 15分接触， L T 5 。 ⑪ 

ヲF こヨベ7 メョFィ'3 c-種名総括表

l
N
A
F
C
-



底生期 分布域:太平洋側;房州以西，日本海側;佐渡以西 ④ 

水温 8"C以上潮間帯から水深10m程度に付着 ⑨ 

15 -25 10 ー 28 生息水温(宮内1962) ④ 

14 -25 10 -30 生息水温(田村1956) ①③ 

13 -25 生息水温(大島1969) ①③ 

23 -26 13 一28 8 30 生息適水温(水環基準1972) ③⑤ 

24 -25 15 一26 生息適水温(宮内1962) ③ 

24 -25 8 最適水温，下限致死水温(宮内1962) ①④ 

13 -25 > 8 < 30 成長適水温，危険水温 ② 

23 -25 13 ー 27 最適，生活適，生存上下限，警戒高水温 27/300C ⑩ 

> 28 温度耐性:28"C以上の高水温が長期間継続すると艶死 ①⑧ 

15 33 温度耐性:15-33"C24時間艶死率低下 ① 

< 13 温度耐性:仮眠水温13"C以下(水産温排水1973) ① 

3.5-10. 1 温度耐性:空中露出24時間80%艶死(田村1956) ① 

[冬眠] 8 一 13 13"C以下冬眠，春15"Cでめざめ， 18"C噴貝殻形成 ④⑤ 

(宮内1962)

7 -13 冬眠水温域 ⑩ 
7-8 臨界温度(宮内1962) ④ 

l
N
A
F
H
l
 

<文献リスト>

①財)海洋生物環境研究所(1978).沿岸海域水生生物と海洋環境の関係に関する文献調査報告， 259-260. 
②緑書房(1993).養殖生産技術に関するデータ.養殖， 93養殖データブック， 30 (8) : 56-99. 

③社)日本水産資源保護協会(1980). アコヤガイ.水産生物適水温図， 37-38. 
④社〉日本水産資源保護協会(1981).アコヤガイ.水生生物生態資料， 296-298. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1983). アコヤガイ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 200一201.

@沼口勝之・田中弥太郎(1986). アコヤガイ付着初期稚貝のへい死，成長に及ぼす水温の影響.養殖研報， (9) : 35-39. 
⑦岡村武志・中村幸雄(1988). アコヤガイの卵・浮遊幼生・付着椎貝の高温耐性.海生研報， No.88203. 

⑧沖野哲昭(1977).高水温の継続が養殖アコヤガイの貝殻形成と艶死に及ぼす影響.長崎水試研報， 3: 101-107. 

⑨東京堂(1989). アコヤガイ.魚の事典. 13-14. 

⑩和田浩爾(1991).科学する真珠養殖一真珠養殖Q&A. 真珠新聞社， 136-137. 

⑪渡辺幸彦(1988). アコヤガイの稚貝・幼貝・成貝の高温耐性.海生研報 No.88203.



'J 

低温側水温 COC) 高温側水温 COC)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

COC) COC) 生 存 摂餌 艶死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵期:北海道 7中-9中旬 l回，東北以南 2固有明 4 ⑪⑮  

-6月と 10-11月

20 -23 産卵期水温:北海道(千葉ら 1957) ⑧⑨ 

15 -17.5 産卵期水温:東北 ⑧ 

12 24 産卵期水温:東京湾~九州沿岸(水産温排水1973) ⑦⑧⑨ 

12 19 千葉(千葉内湾分場1933) ⑭ 

20 産卵水温:玉名(水産庁1979) ⑨ 

19 一24 産卵盛期水温:東京湾春季 19-240C. 開始水温 180C前後 ② 

15 -23 秋季 23-15OC. 終了水温150C前後 ② 

(相良1961)

00 一27) 生殖水温:10-27OCの範囲生殖活動の制限要因でない ⑫ 

醇化期 22.3 受精後 5時間内外で担輪子. 22時間内外で貝殻形成 ②⑨⑩ 

~.4-32.3 
(宮崎1934)

温度耐性 8細胞期卵. 15分間接触 LT 50 ⑤ 

12 一24 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑮ 

浮遊期 20 孟J 出現水温:玉名ピーク(6. 10月)時(水産庁1979) ⑦⑨ 

42. 1-43. 6 温度耐性 :D型期幼生. 15分間接触 LT 50 ⑤ 

41. 9-42. 3 温度耐性:アンボ期幼生. 15分間接触 LT 50 ⑤ 

40. 2-43. 6 温度耐性:フルグロン期幼生. 15分間接触. L T 50 ⑤ 

生物学的零度:7. 9OC. 成長速度=O. 377 X T -2. 96 ⑬ 

20 生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑮ 

底生移 く 2 温度耐性:低温致死. -20C以下(倉茂1957) ⑦⑨⑩ 

行期 く -2 温度耐性:低温致死. -20Cで3-4時間艶死が起こらな ⑪ 

い(倉茂1957)

底生期 分布域:全国沿岸砂泥底 ⑨ 。-28 生息水温(田村1967) ⑧⑨ 

15 -30 成長適水温(水産温排水1973) 100C以下では成長緩慢 ⑧⑨ 

ヲ'弓ター4 p
u
 

種名総括表
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底生期 22 -24 10 -28 ) -2 低温致死水温:-2 "C以下(倉茂1957) ⑦⑨⑩ 
(つづ 22 -24 12 ー 26 。 35 生息水温(水環基準1972) ⑧ 

き〉 潜砂行動:1 O"C以下でも潜砂可能 ④ 
(25) 34 温度耐性:最適成長代謝効率水温，高温致死水温 ① 

44-45 温度耐性 1"C/5-10分昇温;44 "C半数艶死. 45"C全死 ⑥ 
(37.5) 温度耐性:夏季37.5"C平均生存期間10時間前後 ⑥ 

) -2 温度耐性:冬季 2"C平均生存期間 4日以上 @ 
()-5) -5"C平均生存期間 9.1時間

(40) 温度耐性:40"C以上で 1-2時間以内死亡 ② 

> 35 温度耐性:35"C以上24時間連続でほぼ全数死亡 ② 
> -3 一 温度耐性 :-3"C前後でかなりの日数生存 ② 

43.2-43.4 温度耐性:稚貝. 15分間接触 LT 50 ⑤ 
36.4-37.9 温度耐性:椎貝. 24時間接触 LT 50 ⑤ 

東京湾盤洲地先;艶死発生年は平年に比べ2-3oc高い ③ 。-28 幼・未成貝期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑮ 

限界値 /340C。一28 成員期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑮ 

限界値 /32.5"C 

l
M
k
m
ω
l
 

<文献リスト>

①磯野良介・喜田 潤・岸田智穂(1998). アサリの成長と酸素消費量におよぽす高温の影響. Nippon Suisan Gakkaishi， 64 (3): 373-376. 

②財)海洋生物環境研究所(1991). (10)アサリ.沿岸至近域における海生生物の生態知見貝類・甲殻類・ウニ類編.271-291.
③柿野純・鳥羽光晴・兼子昭夫・深山義文(1992).東京湾木更津地先における冬季のアサリへい死の特徴.千葉水試研報. (50):21-30. 
④柿野純・古畑和哉・長谷川健一(1995).東京湾盤洲干潟における冬季のアサリのへい死要因について.水産工学.32(1): 23-32. 
⑤木下秀明(1985). アサリの卵・浮遊幼生・椎貝の高温耐性.海生研報 No.85204.
⑥倉茂英次郎・松本文夫(1957).アサリの生態研究，特に環境要素について.水産学集成. 61ト655.
⑦社〉日本水産資源保護協会(1983). アサリ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 202. 
⑧社)日本水産資源保護協会(1980). アサリ.水産生物適水温図. 39-40. 
⑨社)日本水産資源保護協会(1981).アサリ.水生生物生態資料. 316-319. 
⑩社〉日本水産資源保護協会(1985).貝類 3.アサリ.水産生物の生活史と生態. 224-240. 
⑪相良順一郎(1981).アサリ，ハマグリの生理生態.海洋と生物. 13(3-2): 102-105. 
⑫鳥羽光晴・深山義文(1992). アサリの性成熟における水温の影響.水産増殖.43(3):305-314. 
⑬鳥羽光晴(1992). アサリ幼生の成長速度と水温の関係.千葉水試研報.(50) : 17-20. 
⑭安田治三郎・浜井生三・堀田秀之(945). アサリの産卵期について.日水誌， 20(4) :277-279. 
⑮社)全国沿岸漁業振興開発協会(993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版. 352. 



曹三7 ノぐヌf ィ~ (ホッキガイ)

低温側水温('C) 高温側水温('C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 』ま か 文献

('C) ('C) 生 存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵期:厚岸 7下-9上，福島県磯部 4下-5月上旬 ⑦ 

13 -18 産卵期水温:北海道(水産温排水1973) ③ 

13 一 14 産卵期水温:福島(水産温排水1973) ③ 

13 -16 13 一 19 産卵期水温(水産温排水1973他) ⑤ 

8.0 -14.0 産卵水温:磯部(日水保協1985) ① 

産卵誘発:高温刺戟 5-6 'cから徐々に上昇13'C開始 ④ 

(伊藤1973)

瞬化期 13 22 正常発生水温:着底期幼貝まで(今井ら 1953. ①④ 

菅野1965)

13 -22 発生適水温(海生研1978) ③ 

12 -23 8 28 発生適水温，発生限界水温(木下ら 1934) ⑤ 

-23-24 発生適温上限:23-24'C ② 

温度耐性:LT 50 (T=40. 0-2. 36 R. gt r=-O. 99) ② 

16 ー 18 発生日数 :D型幼生まで. 35-40時間 ① 

14 ー 18 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑦ 

限界値8/280C

浮遊期 13 -22 採苗水温(菅野1965) ⑤ 

15 -20 生息水温:浮遊期間18日(伊藤1973) ⑤ 

16 -23 生息域(実験上)の標準(好適〉値，限界値8/28'C ⑦ 

底生移 5 29 成長水温:初期稚貝(菅野1965) ④⑤ 

行期 16 一23 稚貝期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑦ 

限界値8/28'C

5 Cー種名総括表

l
N
h
p串

l



底生期 分布域:太平洋側;福島県以北，日本海側;富山県以北 ④ 
-2 -20 生息水温(田村1976) ①④ 

5 -28 成長水温(田村1976. 水産温排水1973) ①③⑤ 

22.5 最適成長度:平均殻長 1"""3 mm稚貝 ⑥ 

5 27 32.4 温度耐性:殻長1.3mm稚貝.100%48時間生存 ① 

32.4"C24時間で 100%死亡 ④ 

(菅野1965)

空中活力:ー 1"Cで約21日間. 6 "cで約 9日間生活力 ① 

(木下ら 1934)

5 -20 成貝期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑦ 

限界値-2/28"C 

③⑤ [飼育] 5 ー 27 飼育適水温(菅野1965)
l
N
A
F
m
l
 

貝類・甲殻類・ウニ類編. 293-318. 

平成 4年度版. 352. 

<文献リスト>

①財)海洋生物環境研究所(1991). (11)ウバガイ.沿岸至近域における海生生物の生態知見

②木下秀明(1989). ウバガイの卵および浮遊幼生の高温耐性.水産増殖. 37 (1) : 9-14. 

③社)日本水産資源保護協会(1980). ウバガイ.水産生物適水温図. 40. 

④社)日本水産資源保護協会(1981).ウバガイ.水生生物生態資料. 320-323. 
⑤社)日本水産資源保護協会(1983). ウバガイ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 203-204. 

⑥田中弥太郎(1980). ホッキガイ稚貝の耐高温性について.水産増殖. 28(3):165-170. 

⑦社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針



とど

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発脊段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離沈性卵 ⑦ 

産卵期:礼文 7下-9上，歌津(宮城) 9上-10月中旬 ⑩ 
20 産卵盛期水温 (JII本1978) ⑦⑩ 

17 一24 産卵水温(JII本1978他) @ 

11 -28 産卵水温 ④ 

16 ー 24 産卵水温:青森県，岩手県，宮城県(今井1971) @ 

鮮化期 13.5 -24.5 10.8-27.6 正常瞬化水温(奇形出現率50%以下).醇化水温 ③⑤⑥ 

(金子ら 1976) ⑦@  
7.6 生物学的零度〈浮1977) ⑦@  

14 ー 24 瞬化日数:12時間 ④ 

20 瞬化日数:12.6時間(浮ら 1977) ⑦ 
13.5 -24.5 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑩ 

限界値 10.8/27. 60C 

浮遊期 20 出現水温:礼文島(富田ら 1977) ⑧ 
11. 9 -27.4 簡旬行動水温(金子ら 1976) ③ 

33.5 温度耐性:致死上限水温(大池ら 1976) ⑦⑧ 

20 ー 22 浮遊期生残率:20. 21， 22. 23"Cで比較. 230Cで急低下 ② 

13 一22 浮遊期:生息域(実験上)の標準(好適〉値， ⑩ 

限界値10/33.5"C

底生 20 生育適温:初期稚貝，生残率.20. 21， 22. 23"Cの比較 ② 

移行期 10 一25 生育適温:稚貝10-25"C高いほど成長速い(川本1978) ⑤⑦ 
32 温度耐性:24hrTUI(大池ら 1975) ⑦ 

< 2 温度耐性:初期稚貝. 10"C以下殆ど成長せず 2Oc以下襲 ⑤ 
死(菊地1963)

13 -22 稚貝期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑩ 

限界値 10/35"C

コニ、'/ヲ"フ6 c-種名総括表

l
N
h
p
a
l
 



底生期 分布域:北海道日本海岸，茨城北部まで ⑦ 

冬<12 生息水温:冬12"C以下になる地方に多い(田村1976) ⑦@  

< 7 > 27 摂餌水温 7"C以下. 27"C以上で摂餌量低下 ③⑦ 

。1¥本1978. 猪野1966)
(20-24) 温度耐性 9月下旬-11月24-20"Cで艶死 ① 

15 -20 > 4 > 5 < 28 25 温度耐性:成長適水温，摂餌停止水温，危険水温 ④ 

10 ー 25 未成貝・成貝期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑩ 

限界値7/270C

[飼育] 10 -25 7 -27 成長適水温(猪野1966) ⑥⑧ 

[飼育・ 15 -20 10 ー 25 飼育水温:稚貝(菊地1963).適水温(坂井1975) ⑥⑧ 

稚アワ 飼育水温:稚貝10.8-25.40C 6段階30から32時間飼育 ⑨ 

ビ] 殻長 4.6mm稚貝の殻長成長速度y(μm/I:l) 

と水温Tの関係Y= 14. 75(T-7. 8) 

l
N
h
p斗

<文献リスト>

①井上清和・鬼頭 鈎・浮 永久・菊地省吾(1986).高温条件下におけるエゾアワビ，クロアワビ，交雑アワビの成長と生残.西水研報.(63) :73-78. 
②伊藤史郎・小早川淳・谷 雄策(1987).エゾアワビ浮遊幼生および付着初期稚貝の飼育適水温の上限について.水産増殖.35(3):17卜174.

③財〉海洋生物環境研究所(1991). (1)エゾアワビ.沿岸至近域における海生生物の生態知見 貝類・甲殻類・ウニ類編. 9-60. 
④緑書房(1993).養殖生産技術に関するデータ.養殖.93養殖データブック. 30 (8) : 56-99. 

⑤Nagahisa Uki.J.F.Grant and S.Kikuti(1981). juvenile growth of the abalone. Haliotis discus Hannai.fed certiain benthic micro algal related 
to temmperature. Bull.Tohoku Reg. Fish. Res.. 43:59-63. 

⑥難波武雄(1977).アワビ類.関西国際空港漁業環境影響調査 漁業生物班資料 l

⑦社〉日本水産資源保護協会(1980). エゾアワビ.水産生物適水温図. 36. 
⑧社)日本水産資源保護協会(1981).エゾアワビ.水生生物生態資料. 280-283. 
⑨社〉日本水産資源保護協会(1983). エゾアワビ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 205-206. 
⑩社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版. 353. 

日水資保協. 41ト427.



とど

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま か 文 献

("C) ("C) 生存 僻化 発死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵期:千倉(千葉) 10下-1下，甑島11上-12月上旬 ⑭ 

(20← 産卵期:10-12月，夏の高水温から200C以下になる頃 ⑪ 

18 -23 15 -24 採卵水温(香部ら 1977他) ⑨ 

15 -20 産卵水温(猪野1966他) ⑦ 

12 一27 産卵水温 ④⑤ 

18 -23 採卵水温(香部ら 1977) ⑧ 

20 -22 採卵水温:千葉県安房地区 ⑫ 

17 -20 採卵水温(井上1969) ④ 

05← 24) 産卵水温:千葉240Cから 150Cに低下する頃(JII本 1978) ⑧ 

18 一21 産卵盛期:千葉県安房地区 ⑬ 

20- 産卵盛期:千葉県太海・天面地先 ② 

僻化期 13.5-24.5 11. 9 -27.4 瞬化発生水温(金子ら 1976) ⑦⑧⑨ 

14 -24 牌化適水温 ⑤ 

15 -25 13.5 正常僻化最低水温:13.5"C. 10-13.50C奇形多い ⑫ 

> 25 温度耐性:25"C以上では平衡胞の出現以降の艶死多し ⑬ 

24. 2-25. 9 温度耐性:4細胞期卵. 15分間接触 LT 50 ⑩ 

18 -20 解化日数:15-17時間 ⑪ 

20 正常僻化日数:千葉県安房地区200C15.3時間 ⑬ 

13.5 -24.5 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑭ 

限界値11.9/27. 40C 

浮遊期 14.4 -20.8 出現水温:千葉県房総(千葉水試1978. 水産庁1978) ④⑥⑧ 

8 ー 28 浮遊幼生適水温(猪野1952) ⑨ 

13. 5 -24.5 成長水温:僻化幼生奇形出現率50%以下(金子ら 1976) ⑥ 

16 一24 成長水温:変態率80%以上(菊地1964. 宇野1974) ④⑥⑧ 

33.9-35. 8 温度耐性:ベリジャー期幼生. 15分間接触. L T 50 ⑩ 

c7  T 'フ:7 7 c-種名総括表
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底生 12 稚貝生息水温:千葉県安房地区 ⑬ 

移行期 < 2 エゾ初期椎貝(菊地1964) ⑥ 

16 -24 旬旬の標準(好適)値，限界値11.9/27.4"C ⑭ 

底生期 摂餌 分布域:北海道小島，本州日本海岸，茨城県以南 ⑧ 
15 -20 10 -27.5 水温 成長適水温(猪野1966) ⑦⑨ 

10 一25 成長適水温(水産温排水1973) ⑦ 

25 成長至適水温:殻長34mm ③ 

10 成長至適水温:殻長51mm ③ 

16. 1 -23.2 成長水温:16. 1-23. 2"Cでは高い程成長良 (}II本1978) ⑧ 

12 -27.5 旬旬水温(金子ら 1976) ⑦ 

20-24 温度耐性 9月下旬-11月24-20"Cで艶死 ① 

15 -20 > 7 > 8 < 28 < 25 温度耐性:成長適水温，危険水温，摂餌停止水温 ⑤⑪ 

13 -25 幼・未成貝期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑭ 

17 -20 成員期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑭ 

限界値 5/250C

N
h
p
@
l
 

<文献リスト>

①井上清和・鬼頭 鈎・浮 永久・菊地省吾(1986). 高温条件下におけるエゾアワビ，クロアワビ，交雑アワビの成長と生残.西水研報， (63) : 73-78. 

②石田 修・田中種雄(1983).千葉県太海，天面地先海域のクロアワビ及びメカイアワビの産卵期.千葉水試研報， (41):11-22. 

③藤永 愛・岩田仲弘・坂口 勇(1999). アワビ類の摂餌と成長におよぽす水温の影響.電中研報， U98030: 12pp. 

④財)海洋生物環境研究所(1991). (2)クロアワビ.沿岸至近域における海生生物の生態知見 貝類・甲殻類・ウニ類編， 61-92. 
⑤緑書房(1993).養殖生産技術に関するデータ.養殖， 93養殖データブック， 30 (8) : 56-99. 

⑥難波武雄(1977).アワビ類.関西国際空港漁業環境影響調査 漁業生物班資料 1 日水資， 411-427. 

⑦社〉日本水産資源保護協会(1980). クロアワビ.水産生物適水温図， 36. 

⑧社)日本水産資源保護協会(1981).クロアワビ.水生生物生態資料， 276-283. 
⑨社〉日本水産資額保護協会(1983). クロアワビ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 208-209. 

⑩岡村武志(1990). クロアワビの卵および浮遊幼生の高温耐性.海生研報， No. 90201. 

⑪財)温水養魚開発協会(1990). クロアワビ.魚種別養魚の進め方.温水養魚技術資料， 81. 

⑫田中邦三・田中種雄・石田 修・坂本 仁・清水利厚・金子信一・目黒清美(1981).千葉県安房地区におけるクロアワビ

(Nordotis discus(REEVE))の資源生態的研究.千葉水試報， (38): 1-177. 

⑮田中邦三(1988).千葉県安房地区におけるクロアワビの増殖に関する研究.日水研報告， (38):2ト132.

⑭社〉全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版， 354. 



ニヨタ7 -マメfィ'

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ ヵ、 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 22 一24 産卵期:新潟 6-8月 (22-240C).鹿島灘 7-8月 ②⑤ 

22 -24 産卵水温:新潟(志村ら 1970) ①② 

解化期

浮遊期

底生移 稚貝期:生息域(実験上)の限界値5/30"C ⑤ 

行期

底生期 分布域:北海道南部から九州，浅海砂底 ② 

35 温度耐性:耐温限界(志村ら 1970).耐塩限界26.5%。 ① 
6-8 - 温度耐性:成貝期;生息下限水温(安永1980) ②④ 
6-8 - 35 温度耐性:生息下限水温6-8"C.耐温限界水温1/350C ③④ 

(安永1980他)

未成貝・成員期:生息域(実験上)の限界値6/300C ⑤ 

[飼育] 一25- 摂餌水温(安永1980) ②④ 

8 C
 

重宣総括表
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<文献リスト>

39. コタマガイ.水産生物適水温図，日本水産資源保護協会(1980). ①社)

123-125. コタマガイ.水生生物生態資料(続)， ②社)日本水産資源保護協会(1983).

211. コタマガイ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，③杜)日本水産資源保護協会(1983).

360. 平成 4年度版，

日水研報， 31:87-113. 

⑤社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993). 水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針

日本産コタマガイの資源生物学的研究.④安永善暢(1980).
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そfーそ~..::r:..

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

("C ) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離沈性卵 ⑬ 

産卵期:新潟 8-9月，静岡 6-9月 ⑬ 

20 -24 産卵期:対馬西岸 6-8月 ② 

23 一25 産卵期水温，産卵期下限水温200C (阿井1964) ⑩ 

23 一25 産卵期水温(水産温排水1973) ⑧ 

20 → 25 産卵期水温:沿岸水温20"Cから250Cの急上昇する時期 ⑨ 

(阿井ら 1964)

23-25← 産卵期水温:盛夏後の23-25"Cに下降する 8-10月新潟 ③ 

(土屋1969)

22.5 - 産卵期水温;水温上昇刺激で放精・放卵開始水温 ① 

23 ー 24 産卵期水温(大島ら 1965) ⑨ 

20 26 産卵水温 ⑥ 

20 -25 産卵水温(松岡1975他〕 ⑫ 

僻化期 14 一24 僻化適水温 ⑥ 

23.6 -25.0 瞬化適水温(遠山1980) ③ 

25 -26.5 僻化日数:25-26. 5"C 11時間(阿井1965) ⑨ 

20 -26.5 僻化水温(大島1969)• ⑧⑩ 

20 ー 26.5 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑬ 

浮遊期

底生移 12 -30 稚貝期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑬ 

行期

9 C 種名総括表
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底生期 分布域北限:太平洋側;茨城県，日本海側;北海道南部 ⑨ 

5 ー 26 分布の北限，南限:水温 5. 260C. 3カ月持続する所 ⑦ 

(字野1962)

13 -30 成長水温，成長限界水温 :5"C(水産温排水1973) ⑧⑨⑩ 

20 -30 12 -30 成長適水温，成長下限水温12"C (桑原ら 1987) ③④ 

16 -30 成長適温:成長下限水温12"C ⑩ 

10 >7.5 4 温度耐性:摂餌水温. 10"C以下摂餌量低下.7. 50C停止， ③⑨⑩ 

4"C舞死(広瀬1969) ⑬ 

12 ー 30 > 6 > 7 < 30 温度耐性:成長適水温，危険水温，摂餌停止水温 ⑥ 

> 7 6 温度耐性:低温耐性，摂餌100C減少. 70C摂餌停止 6 ⑤ 

"C3日間で舞死

12 -30 > 7.5 生息域(実験上)の標準(好適〉値 ⑮ 

10"C以下摂餌低下， 7. 5"C摂餌停止
l

N

m

ω

l

 <文献リスト>
①石田 修・坂本幸満・高橋浩美(1993).紫外線照射海水浸漬と水温上昇によるサザエの放精・放卵の促進.水産増殖. 41(1) :45-48. 

②藤井明彦・大橋智志(1997).対馬西岸におけるサザエの生殖年周期.水産増殖. 45(4) :467-477. 
③財)海洋生物環境研究所(1991). (6)サザエ.沿岸至近域における海生生物の生態知見 貝類・甲殻類・ウニ類編. 15卜 183.

④桑原昭彦・霞矢 護・浜中雄一(1987).栽培漁業と新養成技術 19.サザエの栽培漁業に向けて.水産の研究. 6(2):40-45. 

⑤松坂 洋・須川人志(1985). サザエの低温耐性試験.青水増殖事報. (14) :336-337. 
⑥緑書房(1993).養殖生産技術に関するデータ.養殖.93養殖データブック. 30 (8) : 56-99. 

⑦難被武雄(1977).サザエ.関西国際空港漁業環境影響調査 漁業生物班資料 l 日水資. 428-438. 

@社)日本水産資源保護協会(1980). サザエ.水産生物適水温図. 36. 
⑨社)日本水産資源保護協会(1980. サザエ.水生生物生態資料. 284-286. 
⑩社)日本水産資源保護協会(1983). サザエ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 212-213. 
⑪阿部三雄・桑原昭彦・西村元延・直矢 護(1987). サザエの増殖.水産学増養殖叢書 40.
⑫鳥羽光晴(1984). サザエ卵の受精条件.千葉水試研報. 42: 55-59. 

⑬全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版. 361. 



低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵期 6-10月，大阪湾 7月上旬-9月下旬 ④ 

27 23 -30 産卵水温(田村1976他) ③ 

26 -30 産卵水温:陸奥湾(小寺1961)，有明海(田村1956) ① 

27 23 -28 : 23-25"C位から開始. 27"C前後が最適 ② 

(水産温排水1973)

27 ー 28 産卵水温(田村1976) ② 

醇化期 26 -27 解化日数:26-27"C， 17-18時間(ベリジャー) ② 
(日下部1959)

浮遊期 22.5 - 出現水温:有明海での調査結果 (6- 8月)22. 5"C以上 ⑤ 
で多

底生 28 成長水温:館山湾(田中 1974) ②③ 

移行期 23.5 - 成長水温:有明海での採苗調査結果 (6- 8月)23. 5"C ⑤ 
以上で多

27 -29 成長水温:有明海付着稚貝 300個体/日以上みられる ⑤ 

6-8月)

底生期 分布域:太平洋側;青森から沖縄，日本海側;新潟以西 ② 

5.7 -27.6 生長水温:特に異常は認められない(笠岡湾) ④ 

18 -23 5 -36 生長水温:18-23"C，生息水温:5-36"C ②③ 
(水産温排水1973)

20 -28 5 -36 生息適水温(水環基準1972)，生息水温(田村1956) ① 
18 ー 23 成長最適時水温 5-6月(日下部1959) ④ 

(33) 温度耐性:15"Cを33"Cに昇温24時間の死亡率 5% ② 
(35) 温度耐性:15"Cを35"Cに昇温24時間の死亡率50%

(田中1974)

(モガイ〉寸ナノレオtt，フC - 1 0 種名総括表
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<文献リスト>

サルボウ.水産生物適水温図. 37. ①社)日本水産資源保護協会(1980).

サルボウ.水生生物生態資料.292-295.②社)日本水産資源保護協会(1981).

③社)日本水産資源保護協会(1983).サルボウ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 214-215. 

日水資. 395-410. 

⑤野口敏春(1980).サルボウの浮遊幼生・付着稚貝について.佐賀有明水試報. (7):115-121. 

漁業生物班資料 1関西国際空港漁業環境影響調査サルボウ.④野上和彦(1977).
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低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文 献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期

解化期

浮遊期

底生

移行期

底生期 分布域:北海道南西部以南，内湾泥底 ② 

生息条件:底泥温度が21"c以上で，底層D0 2 ppm以下 ③ 
で優占性が消失

20 生長水温:成長速度は20"Cで最大，冬季 14-15"C.夏季 ① 

26-270Cで低下

無酸素条件:15"C 2日間生存(殻長7.4mm) ④ 

25"C 1日間生存(殻長8.5mm)

三〆 3ぐタF ヌコF、イ'C -1 1 種名総括表

l

M

m

a

l

 



<文献リスト>

シズクガイ Theralata (HINDS)の生態的特性，特に生活史の特徴と非調和性環境への適応性について.①菊地泰二・田中雅生(1976).

(17 ) :261-271. 生理生態，

147. シズクガイ.原色世界貝類図鑑(1)， ②保育社(1979).

50(4) :727. 日水誌，副|・岡本弘子・人見宗男(1984).纏灘東部海域の夏季停滞期における底生動物の変化.

59(4) :615-620. シズクガイの貧酸素耐性.Nippon Suisan Gakkaishi， ④玉井恭一(1993).

③讃岐田

l
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吋
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ニョ τ7'三/

低温側水温("C) 高温側水温 (OC)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま か 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 莞死

水 温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離沈性卵 ④ 

産卵期:千葉 6中-11中，徳島 6中-10月中旬 ⑤ 

11 -26 12.5 -31 産卵水温:千葉(金子ら 1916) ③ 

24 28 室内産卵水温(大場1964) ① 

26. 2 -19. 5 室内産卵水温(山口ら 1964) ① 

解化期 正常僻化水温:僻化水温02.5-31)(金子ら 1916) ①② 

11 -26 解化水温:12.6-31.0，正常瞬化:11-26"C (金子ら 1916) ①④ 

26.2 -26.8 解化日数 6時間(大場1964) ①③ 

25. 1 -26.0 僻化日数 7-8時間(上野ら 1975) ①③ 

11 -26 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑤ 

限界値12/310C

浮遊期 26.2 -26.8 浮遊期間:43-46時間で着底 ① 

22.9 -26.6 浮遊期間:50-60時間 ③⑤ 

14.3 -31. 2 浮遊幼生簡旬水温(金子ら 1976) ① 

28 浮遊幼生簡旬上限水温(金子ら 1916) ③ 

> 29 生理障害水温:29"C以上で生理障害(金子ら 1916) ④ 

底生 14.3 -31. 2 椎貝期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑤ 

移行期 着底簡旬水温

底生期 分布域:北海道南部から九州，潮間帯岩礁 ④ 

16 -31 旬旬水温(金子ら 1916) ③ 

14. 3 -31. 2 筒旬水温(金子ら 1976) ② 

15 ー 30 幼・未成貝・成員期:生息域(実験上)の標準(好適) ⑤ 

値

トC -1 2 種名総括表
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<文献リスト>

133-149. 貝類・甲殻類・ウニ類編，(5)トコブシ.沿岸至近域における海生生物の生態知見①財〉海洋生物環境研究所(1991).

トコブシ.水産生物適水温図， 36. ②社)日本水産資掠保護協会(1980).

トコブシ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 219. ③社)日本水産資源保護協会(1983).

平成 4年度版， 357. 

トコブシ.水生生物生態資料(続)， 108-110. 

⑤社〉全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針

④社)日本水産資源保護協会(1983).
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メヨF、--(

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特 記事 項 iま か 文

("C) ("C) 生存 摂餌 舞死 生 存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水 温 水温 水温

産卵期 弱沈性卵 ③ 

14-15 産卵期 5-10月(谷田 1976)，2 - 6月(盛期 4- 5月 ①③ 

)， 8-11月(9-10月)の 2期(田村1956)

14-15，24-18 産卵水温:京都 14-150Cに上昇する時期，24-1ROCに下降 ③ 

する時期(西広1980)

僻化期 20 解化日数:24時間(堀田 1977) ③④ 

浮遊期

底生

移行期

底生期 分布域:本州の内海，内湾(井上1965)水深15-30m ③⑥ 

8 -21 生息水温(田村ら 1956) ④ 

8 -28 生息適温(田村1976) ①②③ 

(24) 酸素消費量:24"Cで最大， 15→240Cで上昇， 26-28"Cで ⑤ 

低下;天然海域でも高水温期 (25-27OC)

には溶存酸素量の低下 (1mf，/R.前後)が

舞死に最大の影響

'J トC -1 3 種名総括表
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<文献リスト>

246. トリガイ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書，①財)海洋生物環境研究所(1978).

39. トリガイ.水産生物適水温図，②社)日本水産資源保護協会(1980).

126-128. トリガイ.水生生物生態資料(続)， 日本水産資源保護協会(1983).③社)

221. トリガイ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，④社)日本水産資源保護協会(1983).

の酸素消費量と高水温期におけるへい死との関係について.トリガイFulviamutica (REEVE) 修(1981).敏・坂口清次・福原⑤野上和彦・梅沢

Lab.， (13): 18-28. 

300. 

Res. 

トリガイ.魚の事典，

Nansei Reg. Fish. 

⑥東京堂(1989). 

Bull. 

凶
①
戸



低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 卵嚢(ヒヨットコホオズキ) ⑦ 

産卵期 6-8月(盛期 6上-1月上旬) (梶川1918) ④ 
20 -23 18 一28 産卵期水温(梶川1916.平本1911) ③④⑤ 

21 一29 産卵期水温(梶'"1916) ③ 

18 産卵水温:鳥取18"C前後から産卵開始(平本1916) ④ 
-28 産卵水温:飼育水温が28"Cを越えると産卵に悪影響 ④ 

(平本1917)
19 -28 産卵水温(梶川1916.平本1916) ④ 

19.8 -26.8 産卵開始水温，産卵終了水温 ① 

瞬化期 解化耐性:気温25-28"C5時間干出影響なし ④ 
(田村1916)

瞬化回数:10-19日(梶川 1913他) ④ 

浮遊期 浮遊期間 2-3日(田村1916) ④ 

底生 15- 成長水温 :11月下旬-5月下旬(l50C以下)は殆ど成長 ⑥ 

移行期 しない

-23-25 飼育水温:稚貝， 20-22"C以下の期間を23-250Cの加温 ② 

11 28 摂餌水温範囲:稚貝， 11-28"C (梶川1916) ④ 

> 10 摂餌水温:稚貝， 20"Cから減少， 1 O"C以下停止 @ 

底生期 分布域:北海道南部以南， 20m以浅 ④⑦ 

20 成長水温 6-11月20"C以上で成長 ① 
一28 成育適水温:28"C以下(梶川1911) ④⑤ 

11 -28 飼育水温(梶川1916) ⑤ 
11 -21 摂餌適水温:11-21"C (平本1911) ③ 

(26-27) 摂餌水温:成貝. 26，21"Cまで水温が高いほど活発 ④ 

(平本1911)

ノ〈イ'C -1 4 種名総括表
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<文献リスト>

113-118. ①鍋島靖信(1988). パイ種苗生産試験.大阪水試事報.

(12) : 67 -69. ②中津川俊雄(1989). パイの加温飼育について(短報).京都海洋センター研報，

③社)日本水産資源保護協会(1980).パイ.水産生物適水温図， 37. 

111-113. ④社)日本水産資源保護協会(1983).パイ.水生生物生態資料(続)，

220. 日本水産資源保護協会(1983).パイ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，⑤社)

3.パイ種苗生産試験.山形水試事報， 97四 101.種苗生産技術開発研究⑥戸田省三(1986).種苗生産に関する試験研究

⑦東京堂(1989). パイ.魚の事典， 321. 
l
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ノ〈天才フザィ'

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発生段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

("C) ("C) 成長 発生 艶死 生存 発生 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵期:東京湾 3下-9月中旬，鹿児島 4-12月 ④ 

16 -22 産卵期水温(吉田1964) ②③④ 

19 産卵期水温(田村1956)鹿児島 ⑦ 

解化期 22 -28 8 -32 発生水温(吉田1964) ③ 

22 -28 16 -32 発生水温(吉田1964) ② 

22 -28 16 32 発生水温，発育の限界:16"Cと 32"C付近(宮崎1933，36) ④⑦ 

22 ← 28 適温，発育可能下限上限水温 16-320C (宮崎1933， ③⑤ 

吉田1964)

23 24 解化日数:20時間でD状幼生(田中1985) ④ 

浮遊期 21. 5 -23.0 成育水温:受精後15日で底生移行(田中1985) ④ 

15 -29 成育水温 :D状幼生適水温， 150C以下の成育不良 ④ 

(堀1981)
18 成育水温:18"C以下で浮遊期間が長くなる， 150C以下成 ④ 

長不良

底生

移行期

底生期 分布域:全国の内湾的環境，水深10m以浅 ④@  

8 一28 生息水温(田村1956) ②③ 
8 生長下限水温 8"C ① 

C -1 5 種名総括表
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<文献リスト>

143-146. 信・藤本敏昭・鵜島治市(1985). バカガイ中間育成試験.福岡豊前水試業報，①小林

②社)日本水産資源保護協会(1980). バカガイ.水産生物適水温図， 40. 

222. 日本水産資源保護協会(1983). バカガイ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，③社)

2.バカガイ.水産生物の生活史と生態(続)， 212-218. 貝類④社)日本水産資源保護協会(1986).

日水資. 439-446. 漁業生物班資料 l関西国際空港漁業環境影響調査告久(1977). バカガイ.⑤堺

164-166. 

バカガイ.魚の事典. 323-324. 

北陸館，裕(1964). バカガイ.貝類種苗学

⑥東京堂(1989). 

⑦吉田
1
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ノ、てず 7'"リ

低温側水温("C) 高温側水温 COC)
発育段階 最適水温域 適水温域 特記 事 項 ほ か 文 献

(OC) ("C) 生存 摂餌 舞死 生 存 摂餌 莞死

水温 水温 水温 水 温 水温 水温

産卵期 産卵期:東京湾 6下-8月中旬，有明海 5中-7月中旬 ⑨ 

20 -27.5 産卵期水温:東北 7-9月(水産温排水1973) ③④⑥ 

23 -27 産卵期水温:東京湾 6上-10月上旬(内藤1931， ②③④ 

田村1956)

19 -30 産卵期水温:東京以南 5-8月(水産温排水1973) ③④⑤ 

⑥ 

26 -28 産卵期水温:瀬戸内海(大分)26-280C ④ 

解化期 21 28 19 31 発生水温(相良1958) ③⑤⑥| 

21 -27 19 -31 発生水温(相良1958) ③④⑥ 

26 -28 23 -28 発生水温(水環基準1972) ③ 

36.7 温度耐性 8細胞期卵， 15分間接触 LT 50 ① 

33. 0-33. 6 温度耐性 8細胞期卵， 24時間接触 LT 50 ①④ 

21 ー 27 卵期:生息域(実験)上の標準(好適)値， ⑨ 

限界値19/310C

浮遊期 16 ー 27 12 -31 成長水温 :D型幼生130C以下， 300C以上不適 ③④⑤ 

(相良1958，上城1978) ⑥⑨ 

25 -27 < 13 >30 温度耐性:成長好適水温，限界水温(上城1980) ⑥ 

43.5 温度耐性:アンボ期幼生， 15分間接触 LT 50 ① 

45.6 温度耐性:フルグロン期幼生， 15分間接触 LT 50 ① 

16 -27 D型幼生期:生息域(実験)上の標準(好適)値， ⑨ 

限界値12/310C

底生 32.5 23 -34.5 成長適温:着底初期椎貝(田中 1986) ② 

移行期 27.0 -32.5 23.0 -34.5 (20) (36) 温度耐性:着底初期稚貝，成長適温，成長限界 ⑧ 

44.5 温度耐性 0.5mm稚貝， 15分間接触 LT 50 ① 

44.7 温度耐性 0.8mm稚貝， 15分間接触 LT 50 ① 

27 -34.5 稚貝期:生息域(実験)上の標準(好適)値， ⑨ 
限界値22/44.5oC 

C -1 6 種名総括表
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底生期 分布域:全国沿岸砂泥底 ④ 

23 一25 。-30 生息水温(水環基準1972) ③⑤ 

3 -32 生息水温:岡山県 ② 

28，39 生息水温(大分県1977，1978) ② 

10 -30 成長水温:春11"C位から成長し， 12月頃10"C以下となる ③④ 
と止まる(水産温排水1973)

23 -25 8 -28 3 。 29 30 温度耐性:生息水温， 29"C以上と 3oc以下の水温が長く ④⑥ 

続くと艶死(水環基準1972，水産温排水1973)

40 温度耐性:生存限界水温 ⑥ 

8 ー 28 未成貝・成貝期:生息域(実験)上の標準(好適)値， ⑨ 
限界値3/29"C

[飼育] 11 -28 飼育水温(谷田 1976) ⑤ 

27 -34.5 22 -34.5 飼育水温:初期稚貝(殻長 1- 2 mm)， 18日間飼育 ⑦ 
l

N

a
吋

l

〈文献リスト>

①道津光生・木下秀明(1988). ハマグリの卵・幼生および稚貝の高温耐性.海生研報， NO.88201. 

ウニ類編， 221-244. 貝類・甲殻類.8.ハマグリ.沿岸至近域における海生生物の生態知見②財)海洋生物環境研究所(1990). 貝類

③社)日本水産資源保護協会(1980). ハマグリ.水産生物適水温図， 39. 

④社)日本水産資源保護協会(1981).ハマグリ.水生生物生態資料， 312-314. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1983).ハマグリ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 223-224. 

4.ハマグリ.水産生物の生活史と生態， 241-251. ⑥社〉日本水産資源保護協会(1985).貝類

⑦招口勝之・田中弥太郎(1987).ハマグリ初期稚貝の成長に及ぼす水温および塩分の影響.養殖研報， (11): 35-40. 

平成 4年度版， 363. 

⑧田中弥太郎(1986). ハマグリ幼生の沈着におよぼす水温の影響.養殖研報， 9 :45-49. 

⑨社〉全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針



オミタ7 -;r-ヌfィ'

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事 項 』ま か 文 商R
CC) ("C) 生存 摂餌 舞 死 生存 摂餌 艶 死

水温 水温 水 温 水 温 水温 水 温

産卵期 沈性卵 ⑤ 

産卵期:サロマ湖 5上-6中，岩手県 4-6月雌雄異体 ⑧ 

9 8 9 産卵水温(田村1956.今井ら 1969) ⑥ 

- 9 産卵水温:サロマ湖 9oC以下(木下1940) ①④⑤ 

8.0 - 8.5 宮城舞根湾 8.0-8.50C (今井ら 1964)

8 -16 産卵水温 ③ 

僻化期 10 -17 6 20 鮮化水温(水環基準1972.今井1971) ④⑥⑦ 

10 -15 解化水温 ③ 

10 -15 6 -20 発生水温(山本1964.丸ら 1978) ①④⑤ 

⑦ 

20 発生速度:20"C ② 

20 8 -16 28 発生速度 4-28"Cの範囲では. 200Cで最も進み 8-16 ①⑤ 

。Cがこれに次ぎ. 280C受精後15時間で100施死亡. 23 
℃で奇形多 (丸ら 1978)

7 -10 発生速度 7-10"C 4日でトロコフォラ幼生 ⑤ 

(大島ら 1965)
10 一15 卵期:生息域(実験)上の標準(好適)値，限界値8/160C ⑧ 

浮遊期 浮遊期間:10"C.30-40日(大島ら 1965) ⑤ 

4 一15 出現水温:陸奥湾(伊藤ら 1968) ④ 

10 -15 5 -20 20 成育適温(宮沢ら 1972) ⑤⑥ 

>20 温度耐性:12. 14 "C馴致幼生. 20"C以上で死亡 ①②⑤ 

(丸ら 1978)
10 15 生息域(実験)上の標準(好適)値，限界値 6/20oC ⑧ 

底生 25-26 温度耐性:当年貝， 25.0-260Cで17日間100覧死亡.23.0- ①⑤ 

移行期 24. O"Cで30日間44%.20. 0-22. 80C30日間12%
死亡(佐藤ら 1977)

10 一 15 稚貝期:生息域(実験)上の標準(好適)値， ⑧ 

限界値 6/20"C 

C - 1 7 種名総括表

N
A
凶∞
l



底生期 分布域:東京湾以北，富山県以北 ⑤ 
7 -18 -2 -22 23 生息水温(水産温排水1973他) ⑥ 。ー 20 生息水温(田村1967) ④ 
7 -18 5 -20 。 23 生息水温(水環基準1972) ④ 

5 -20 - 3 23 成長適水温(水産温排水1973) ③④ 
成長水温:サロマ湖-0.2--1.40Cの底部貝殻成長 ⑦ 

(和久井1965)
(28) 温度耐性年貝. 28"Cで 4時間. 260Cで 3日間.25. 4- ①⑤ 

26. 2"Cで 7日間100先死亡(丸ら 1978)
22-23 26-28 温度耐性年貝. 280Cで 4時間. 260Cで 3日間で全死 ② 

18-240C 9日間生存，高温限界.22-230C

22 温度耐性:未成貝・成貝. 220Cで10施艶死 ⑤ 

(田中ら 1970-71)
5 -20 未成貝・成貝期:生息域(実験)上の標準(好適)値， ⑧ 

限界値ー2/220C

I
M
a
c
-

185-219. ウニ類編，

364. 

227-228. 

平成4年度版，

貝類・甲殻類.

<文献リスト>

①財)海洋生物環境研究所(1990).貝類 7.ホタテガイ.沿岸至近域における海生生物の生態知見

②丸 邦義(1985). ホタテガイの発生初期における温度と比重耐性.北水試報. 27: 55-64. 

③緑書房(1993). 養殖生産技術に関するデータ.養殖.93養殖データブック .30(8):56-99. 

④社)日本水産資源保護協会(1980). ホタテガイ.水産生物適水温図. 38. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1981). 4.ホタテガイ.水生生物生態資料， 300-303. 

⑥社)日本水産資源保護協会(1983). ホタテガイ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，

⑦社)日本水産資源保護協会(1985).貝類 2.ホタテガイ.水産生物の生活史と生態. 217-223. 

⑧社)全国沿摩漁業振興開発協会(1993). 水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針



トヰゴコミヌプイ'

低温側水温 <CC) 高温側水温 <CC)
発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほカ、 文献

<CC) <CC) 生 存 摂餌 舞死 生存 摂餌 艶死

水 温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 22.5 -25.5 産卵期:横須賀市夏島地先 6-8月 ① 

24 -26 産卵誘発(高温刺激)時水温:260C以上で効果無し ③ 

瞬化期 25 一27 解化回数:25CC 3時間. 27CC 2.5時間 ③ 

浮遊期 20 発生速度:浮遊期仔貝は20CC以上で受精後15-18時間で ③ 

D状仔貝

底生

移行期

底生期 分布域:全国沿岸 ② 

16.3 生息水温:横須賀市夏島地先水温平均16.30C ① 

8月最高25.50C
2月最低 7.4CC

トオ"'C -1 8 種名総括表

l

N

吋。ー



<文献リスト>

武(1981).横須賀港におけるホトトギスガイの生態1.分布，個体数変動および生息域底質の全硫化物.①伊藤信夫・梶原

3(1) :37-41. 付着生物研究，

17(5/6) :247-261. 

115. 

ホトトギスガイの産卵誘発と発生成長.水産増殖，

ホトトギスガイ.原色世界貝類図鑑，

③河原辰夫・加藤大輔(1970).

②保育社(1979).

-
M吋
]

{

|



てずヌョFヰ=ー

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記 事 項 lま か 文 献

("C ) ("C) 生 存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水 温 水温 水 温

産卵期 産卵期 6-8月 ④ 

22 -26 20 一30 産卵水温(小金沢1978他) ⑤ 

22 -25 20 -30 産卵水温:仙台湾~有明海(吉田 1964，竹内ら 1961他) ③ 

15 -30 産卵水温 ② 

20 -27 産卵水温:松島湾 6下-8中，有明海 5上-11月上旬 ④⑨ 

(小金沢1978他)

23 -24 産卵水温:産卵最高水温300C (藤森1929) ③ 

24 -25 20 産卵水温:産卵開始200Cを越える 6月，終了 9月上旬( ⑥ 

盛期 7-8月)水温上昇や比重低下が産卵刺激

僻化期 21 -26 15 -30. 1 発生温度範囲(今井1971他) ③⑤ 

23 -26 15 -30 発生水温(田村1976) ④ 

20 一24 僻化適水温 ② 

23 -26 僻化適水温(今井1971) ③ 

31. 0-32. 2 温度耐性 8細胞期卵. 15分間接触 LT， 0 ① 

23 26 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑨ 

限界値 15/300C

浮遊期 25 -27 17 -28 出現水温(小金沢1978他) ⑤ 

25 -27 出現水温(海老原1960) ③ 

17 ー 19 出現水温:松島湾(菊地1960) ④ 

27 28 出現水温:松島湾(小金沢1978) ④ 

25 一27 「一一一 出現水温:仙台湾(小金沢1978) ④ 

45. 9-46. 1 温度耐性 :D型期幼生. 15分間接触 LT .0 ① 

44. 2-45. 8 温度耐性:アンボ期幼生， 15分間接触 LT.o ① 

45.7-46. 0 温度耐性:フルグロン期幼生. 15分間接触 LT 50 ① 

25 -27 」ーーーーー 稚仔期(浮遊期，付着期)生息域(実験上)の標準( ⑨ 

好適)値，限界値17/300C

一ーー」ーーーー

C -1 9 種名総括表

l

N
叶

N



底生 22 -23 出現水温:広島(田村1976) ④⑤|  

移行期 15 -25 幼・未成貝期:生息域(実験上)の標準(好適〉値， ⑨ 

限界値 0/30"C

底生期 分布域:内湾湾奥部，河口付近の干出岩礁 ④@  
15 -25 7 一27 (0) (30) 生息適水温(水環基準1972).生息水温0-30"C ③⑤ 

(田村1956)

11 一25 北方系生息水温(川本1978) ④ 

10 -26 南方系生息水温(J11本1978) ④ 

10 -25 > -1 < 31 温度耐性:成長適水温，危険水温 ② 

鯨のほふく速度:水温37"Cで最大. 43"Cで停止 ⑦ 

酸素飽和度40%までは飽和状態を維持 ⑦ 

10 -25 成貝期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑨ 

限界値 0/30"C
l

N
吋

ω

l

〈文献リスト>

①木下秀明(1985). マガキの卵及び浮遊幼生の高温耐性.海生研報 No.85203. 
②緑書房(1993).養殖生産技術に関するデータ.養殖・ 93養殖データブック. 30(8):56-99. 

③社)日本水産資源保護協会(1980). マガキ.水産生物適水温図. 38. 

④社)日本水産資源保護協会(1981).マガキ.水生生物生態資料. 304-307. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1983). マガキ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 229-230. 
⑥岡本亮(1986). カキ.浅海養殖大成出版社. 384-418. 

⑦山元憲一・田中 実・田中直樹・神薗真人・秋本恒基(1993).
水産増殖. 41(4): 435-438. 

⑧吉田 裕(1964). マガキ.貝類種苗学

⑨社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).

タイラギの偲のほふく速度に及ぼす低酸素と水温の影響.

平成 4年度版. 365. 

北陸館. 59.139-141. 
水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業構造設計指針

クマサルボウ，マガキ，



ヒ三、

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離沈性卵 ⑦ 

20 産卵期:10-12月(盛期 II月20"C) ① 

20 産卵水温:千葉小湊10中-12月下旬(猪野1952) ①⑦ 

11 -20 産卵水温:10-12月 ①⑤ 

瞬化期 13. 5 -24. 5 奇形出現率50%以下(正常僻化)の水温範囲 ①④⑦ 

20 瞬化日数:12.8時間 ① 

14 24 僻化日数:20時間 ③ 

13. 5 -24. 5 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑦ 

限界値9.9/27. 6DC 

浮遊期 11. 9 -27.4 筒旬水温:浮遊幼生 ① 

8 成育水温 4"Cでは遊泳力はなく. 8 oC以上で活発 ①⑥ 

分布水温:12-15"Cでは底層に.13.5-17.50Cでは表層に ① 

分布(田中1980)

忌避水温:10"Cでは13"C以上の分布層より中・下層に移 ⑥ 

動

10 一 22 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値5/24"C ⑦ 

底生 15 -25 幼・未成貝期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑦ 

移行期 限界値13/270C

底生期 分布域:太平洋側;茨城県以南， ① 

日本海側;北海道南西部以南

成育水温:性成熟に関与する温度の役割は相対的に低い ② 

15 一 20 > 7 > 8 < 28 く 25 温度耐性:成長適水温，危険水温，摂餌停止水温 ③ 

17 ー 20 成貝期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑦ 

限界値5/25"C

ーー---L.-一

て<"" タf ヌ77曹フC-20 種名総括表
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N吋
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<文献リスト>

93-109. 貝類・甲殻類・ウニ類編，(3)マダカアワビ.沿岸至近域における海生生物の生態知見①財)海洋生物環境研究所(1991).

マダカアワビ、HaLiotisgigantea GMELINの性成熟について.アワビ属の採卵技術に関する研究.第 6報.永久(975).②菊地省吾・浮

(35) : 85-90. 東北水研報，

③緑書房(1993). 養殖生産技術に関するデータ.養殖， 93養殖データブック. 30(8) :56-99. 

日水資保協. 41ト427.漁業生物班資料 l関西国際空港漁業環境影響調査アワビ類.④難波武雄(977).

マダカアワビ.魚種別養魚の進め方.温水養魚技術資料. 82. ⑤財〉温水養魚開発協会(1990).

(91):19-27. 

355. 平成 4年度版，

マダカアワビ浮遊幼生の鉛直分布に与える光，水温および水圧の影響.東水研報，

沿岸漁場整備開発事業施設設計指針⑦社)全国沿岸漁業振興開発協会(993). 水産生物の環境条件.

勲・小川良穂(917).⑥矢野
N
吋
町

l



〈西日本)ムールガイ)

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事 項 ほ か 文 献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 発 生 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水 温 水温 水温

産卵期 産卵期:周年 (6- 7月と 10月)(谷田1976) ③ 

5 一 17.5 5 -25 産卵期水温:鹿児島湾，丹生浦湾(藤田ら 1970他) ④⑦ 

5 ー 17 5 一25 産卵期水温:丹生浦湾(安田1967) ③③⑦ 

14 -18 産卵期水温(藤田ら 1972) ② 

瞬化期 発生上限水温:20. 5-22. 9"C (海生研1980) ⑤ 

浮遊期 20 -30 飼育水温:トロコフォラ期(加戸ら 1979) ③④ 

40 温度耐性 :D状幼生(山崎1965) ⑤ 

Gω 温度耐性;トロコフォラ期35"C8分接触舞死(2分生存) ⑤ 

.6-31.4 温度耐性:トロコフォラ期 LT5D(15分接触) ⑤ 

底生 10 -25 生息水温:東京湾(梶原ら 1978) ④ 

移行期 17 -25 付着期水温(梶原ら 1978) ③ 

12 -26 成育水温 o才・ l才貝:4 -12月C12-26"C)で成長し ③ 

1-3月 (8 -11 "C)には成長停止

(梶原1978)

底生期 分布域:北海道から九州，分布南限13-290C ③ 

12 -26 8 -26 生息水温:東京湾(梶原ら 1978) ④ 

12 -26 成育水温 o又は 1才員， 4 -12月直線的成長 ① 

1-3月 8-11"C成長停止

17 -20 > 7-8 <27-28 最適水温，摂餌活動:M. caL ifornianus ① 

(40) 干出耐性 0-10"CLT5D(半数致死時間) 1 0日以上 ⑥ 

40"C (半数致死時間) 1時間

> 29 温度耐性:成貝は29-30"C以上数日 (8-12日〉で死滅 ⑧ 

33-34 温度耐性:成貝致死水温(難波ら 1975) ③ 
(45) 温度耐性:殻長10-20mm，45"C 4分で襲死(山崎1965) ⑤ 
(45) 温度耐性:殻長60-80mm，45"C 15分で艶死(山崎1965) ⑤ 

33-34 温度耐性:殻長20-30mm，33-340Cで艶死(難波1976) ⑤ 

(地方名:セトガイ~、ラ寸ナヰーィ'ヌプイC -2 1 種名総括表
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く文献リスト>

山海堂， 45-53. ムラサキイガイの生態学.①細見彬文(1989).

ムラサキイガイ.水産生物適水温図， 37. ②社)日本水産資源保護協会(1980).

117-119. ムラサキイガイ.水生生物生態資料(続)，③社)日本水産資源保護協会(1983).

ムラサキイガイ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 236. ④社)日本水産資源保護協会(1983).

3.ムラサキイガイ.水産生物の生活史と生態(続)， 219-224. ⑤社)日本水産資源保護協会(1986).貝類

電中研報， No.485015:16pp. ムラサキイガイの干出耐性.勇(1986).⑥坂口

15(3) :31-38. 

徹・日比野憲治(1986).原子力発電所の温排水が生物に与える影響ー内浦湾におけるムラサキイガイの生存と温排水.付着生物研究， 6(1):35-39. 

徹(1967).福井県丹生浦湾における汚損生物-IIムラサキイガイの産卵期.水産増殖，⑦安田

⑧安田

l

N
吋

吋

!



低温側水温 COC) 高温側水温 COC)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文 献

("C ) ("C ) 生存 摂餌 莞死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 分離沈性卵 ③ 

20 産卵期:10-12月 ③ 

10 -28 産卵水温 ② 

瞬化期 14 一24 瞬化日数:12時間 ② 

13.5 -24.5 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ③ 

限界値9.9/28. 2"C 

浮遊期 8 28 浮遊期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ③ 

限界値5/300C

底生 8 -28 稚員期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ③ 

移行期 限界値5/300C

底生期 分布域:北海道南西部以南岩礁 ③ 

25 成長至適水温:殻長26.35mm ① 

20 成長至適水温:殻長51mm ① 

15 成長至適水温:殻長79mm ① 

15 一20 > 7 > 8 < 28 < 25 温度耐性:成長適水温，危険水温，摂餌停止水温 ② 

17 一20 成貝期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ③ 

限界値5/250C

ヒプτi'" Yフフザィ'メC -2 2 種名総括表

-

N
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く文献リスト>

勇(1999). アワビ類の摂餌と成長におよぼす水温の影響.電中研報. U98030: 12pp. 愛・岩田仲弘・坂口①藤永

平成 4年度版. 356. 

②緑書房(1993). 養殖生産技術に関するデータ.養殖.93養殖データブック. 30(8): 56-99. 

③社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993). 水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針

l

N
吋

@

l



タツイカ)

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

("C) ("C) 生存 瞬化 舞死 生存 解化 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵期 5-6月(奥谷1980)，若狭湾 5中-8下(内野 ④ 

1978)，沖縄 2下-10月下旬(堀木1977)
紀伊水道外域 4下-10上 (5-7月) ⑨ 

瞬化期 解化期:紀伊水道外域 6上-10下 (6-8月) ⑨ 

20 -30 10 僻化適温:20-30"C， 10"Cでは死亡 ⑦ 

32-33 瞬化上限水温:発生初期卵， 32-33"C (木下1982) ②③ 

33 :発生後期卵， 33"C以上
32-33 瞬化上限水温 3-24時間接触32-33"C(木下1982) ②③ 

35-39 時間以内接触35-39"C
23.5 -24.0 瞬化日数:23.5-24. 0"C26日(崖1961) ①④⑤ 

⑥ 

仔稚期 35 温度耐性:7.5分-24時間接触(木下1982) ②③ 

未成体期

成体期 分布域:北海道，本州，瀬戸内海の暖流域 ④ 

17 蓄養条件:摂餌から17"Cまでが養殖の下限(松本1977) ② 

産卵移動:千葉県小湊，春季17-18"C ⑦⑧ 
漁撞水温:京都府日本海沿岸，表層水温10.8"Cでは漁獲 @ 

なし

モイカ".-ショウイカ，(俗名:ミズイカ，イ'ヌ"7JJ ヲ'コナC -2 3 種名総括表

l

N

∞。ー



<文献リスト>

日水資保協， 357-367. 漁業生物班資料 1関西国際空港漁業環境影響調査アオリイカ.①堀木信男(1977).

魚類・イカタコ類編， 477-505. ②財)海洋生物環境研究所(1991). (21)アオリイカ.沿岸至近域における海生生物の生態知見

No. 82201. アオリイカの卵及び瞬化幼生の高温耐性.海生研報，③木下秀明(1982).

アオリイカ.水生生物生態資料〈続)， 97-99. ④社)日本水産資漉保護協会(1983).

182. アオリイカ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，⑤社)日本水産資源保護協会(1983).

191-205. 1.アオリイカ.水産生物の生活史と生態(続)，⑥社)日本水産資源保護協会(1986). イカ・タコ類

進(1987).小湊およびその周辺海域におけるアオリイカ Sepioteuthislessonianaの生活史.東水大研報， (74) :67-105. ⑦瀬川
l

N

∞同
l

泰彦(1990).徳島県沿岸域におけるアオリイカの移動.水産増殖， 38(3):221-226. ⑧上田幸男・城

稔・寒川友華(1992).紀伊水道外域産アオリイカにおける卵塊の出現時期と性状および至・福永

産卵と醇化時期の推定.水産増殖， 40(4) :469-474. 

泰彦・北角進・天真正勝・城⑨上田幸男・瀬川



アカイカ)

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

CC) ("C) 生存 摂餌 発死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 付着卵嚢 ⑤ 

産卵期:春~初夏 5-9月(西海区水研1978他) ② 
産卵期 4-10月(盛期 4-6月) ④ 

春，夏，秋の 3発生群

醇化期 15 -20 僻化日数:20-30日(長崎水試1977) ②④ 

仔椎期

未成体期

成体期 分布域:青森以南 ②⑤ 

15 23 生息水温:初漁期 15-16"C.最盛期 21-230C ② 

(西海区水研1978他)

12 27 出現水温:九州北西部(西海区水研1978他) ② 

18 一24 12 一27 漁獲水温(西海区水研1978. 水産温排水1973他) ②③ 

18 24 15 -27 漁獲水温 5-10月(盛期 6月. 10月) ① 

(水産温排水1973)

一一

シロイカ，(別名:メヒカリイカ，地方名:ケンサキ，ヌヌニ/寸ナニト寸'そrC-24 種名総括表

l

N

∞N
l

 



<文献リスト>

①社)日本水産資源保護協会(1980). ケンサキイカ.水産生物適水温図， 34. 

日本水産資源保護協会(1981).ケンサキイカ.水生生物生態資料， 258-261. ②社)

185. 日本水産資源保護協会(983). ケンサキイカ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，③社)

④西海区水研(1986). ケンサキイカ.東シナ海・黄海のさかな， 468-469. 

147-148. ケンサキイカ.魚の事典.⑤東京堂(1989).

l

N

∞ω
ー



ヌy

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵期 5-6月，東京湾 3-7月(盛期 4月). ④ 

山口県 4-5月

産卵期:東シナ海 5上-6上旬 ⑥ 

15 -17 10 ー 24 産卵期水温(飼育観察:適水温16.2"C) ⑤ 

13 ー 17 産卵期水温:東京湾 5-10m (石川ら 1958) ③ 

14 17 産卵期水温:東京湾(古井戸ら 1956) ①⑦ 

10 一 16 産卵期水温:伊勢・三河湾 ① 

15 -20 産卵期水温:東シナ海 ⑥ 

牌化期 12.5 -23.5 29 僻化水温(久保1966) ③⑤ 

17.3 -22.8 解化水温(山本1942)29-34日 ①⑥ 

14 一 17 解化適水温 ② 

> 30 温度耐性:30"C以上で死亡(千葉内湾水試1964) ④ 

14 -17 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑦ 

仔稚期 22 -24 出現水温:椎イカ東京湾 8月中・下旬(古井戸ら 1956) ① 

22 26 < 20 出現水温:東京湾. 22-24"C.摂餌不良にならない ①④⑤ 

(竹田ら 1963)
25.6 出現水温:伊勢湾(愛知水試1948) ① 

20 -26 出現水温:椎イカ 7月末(愛知水試1947) ③ 

> 10 摂餌水温:15"Cで急激に摂餌量減少. 10"C以下無摂餌 ① 

(有馬1964)
22 -26 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値 /30"C ⑦ 

未成体期 12 ー 14 出現水温:東京湾央部(約19"C)から湾口へ移動 ①④ 

(古井戸 1956)
12 ー 26 生息水温(水産温排水1973) ⑤ 

く 15 幼・未成体期:生息域(実験上)の限界値12/26"C ⑦ 

15"C以下摂餌低下

コウイC-25 重宣総括表

l

N

∞串

l



成体期 分布域:岩手県以南，新潟以南 ④ 

15 -16 5 -30 生息水温(水産温排水1973) ⑤ 

5 -30 生息水温(水産温排水1973) ③ 

9 -20 出現水温:=河湾(愛知水試1948) ① 

19 生息水温:東京湾，深所(11-15"C)で越冬 ①④ 

(古井戸ら 1956)

越冬休眠期水温:東京湾 11-14"C (古井戸ら 1956) ①⑤ 

10 -24 > 4 < 31 温度耐性:成長適水温，危険水温 ② 

15 -16 10 ー 24 漁獲水温:=河湾(愛知水試1947) ③ 

9 -13 漁獲水温:渥美外海(I- 2月)(愛知水試1948) ① 

10 一 16 漁撞水温:渥美外海 (3月)(愛知水試1948) ① 

10 -24 成体期:生息域(実験上〉の標準(好適)値， ⑦ 

限界値5/30"C

〔飼育〕 16 -25 15 30 飼育水温:仔稚(愛知水試1964. 千葉内湾水試1962) ⑤ 

1

N

∞m
l

 

魚類・イカタコ類編. 507-527. 

186-187. 

平成 4年度版. 366. 

<文献リスト>

①財)海洋生物環境研究所(1991). (22)コウイカ.沿岸至近域における海生生物の生態知見

②緑書房(1993). 養殖生産技術に関するデータ.養殖.93養殖データブック. 30 (8) : 56-99. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1980). コウイカ.水産生物適水温図. 34. 

④社)日本水産資源保護協会(1981).コウイカ.水生生物生態資料. 254-257. 
⑤社)日本水産資源保護協会(1983). コウイカ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，

⑥西海区水研(1986). コウイカ.東シナ海・黄海のさかな. 160-161. 

⑦社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針



長崎))

低温側水温("C) 高温側水温("C) 

発育段階 最適水温域 適水温域 特 記 事 項 ほ か 文 献

("C ) ("C ) 生 存 摂餌 舞死 生存 摂餌 舞死

水 温 水 温 水温 水温 水 温 水 温

産卵期 粘着卵 ④ 

産卵期:東京湾 4上-7月上旬(古井戸 1956). ② 

大阪湾 5-6月(堀木1977)
14 一17 産卵水温:東京湾(古井戸 1956. 水産庁1979) ①②③ 

④ 

1 O. 8 -22. 8 産卵水温:内湾性浅海域 ⑤ 

瞬化期 22 -24 醇化水温:東京湾(古井戸ら 1956) ①②③ 

④ 

20 -26 瞬化日数:28-30日(山本1943) ②④  

仔稚期 22 -24 出現水温:東京湾(古井戸 1956) ①②③ 

20 -27 20 27 出現水温:兵庫;20"C以下. 27"C以上行動鈍化，摂餌量 ④ 

減少(竹田ら 1963)
14.3 -28.9 生息水温:仔稚 ⑤ 

25 く 30 摂餌水温:瞬化仔稚. 27"C以上で摂餌活動鈍化. 30"C以 ①②④ 

上で殆どなし(千葉内湾水試1962)

未成体期 23.2 -27.8 生息水温:体長35-75mm(宥イカ l期) ⑤ 

15. 5 -23. 6 生息水温:体長75-105mm(若イカ 2期) ⑤ 

19 生息水温:外套長 5cm内外イカ，東京湾中央部 ④ 

(古井戸 1956)
11 -27 生息水温(水産庁研究部1979) ② 

12 -14 移動水温:外套長 7cm内外イカ湾口部移動 ④ 

越冬期水温:東京湾11-15"C (古井戸 1956) ② 

(福岡，クロイカスミイカ，(別名:ハリナシコウイカ.地方名:ホシイカ，ヌ"7べ7 ウーィ'リユ/C-26 種名総括表

-

N

∞。ー



成体期 分布域:東京湾以南，暖海内湾性 ② 

8.3 -13.5 生息水温:体長 105-120mm(成イカ l期) ⑤ 

7.6 -12.4 生息水湿:体長 120-125mm(成イカ 2期) ⑤ 

11 一15 移動水温:東京湾.12-14"C湾口部へ移動(古井戸1956) ①④ 

11-15"C越冬期

13 -14 17 漁獲水温:字和海，来遊初期t70C台，盛期13-140C台 ② 

(瀬戸内海漁業調整事務所1982)

く文献リスト>

日水資. 341-356. 漁業生物班資料 1• シリヤケイカ.関西国際空港漁業環境影響調査①堀木信男(1977).
l

M

∞吋
l シリヤケイカ.水生生物生態資料(続). 94-96. ②社)日本水産資源保護協会(1983).

188. シリヤケイカ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，③社)日本水産資源保護協会(1983).

179-193. 

シリヤケイカの成長，成熟及び移動生態に関する研究.南西水研報. (19):1-42. 

2.シリヤケイカ.水産生物の生活史と生態，日本水産資源保護協会(1985). イカ・タコ類

⑤上田和夫(1985).

④社)



ヒメイカ)

低温側水温("C) 高温側水温 COC)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま ヵ、 文 献

("C ) (OC) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期

解化期

仔稚期

未成体期

成体期 分布域:北海道より九州 ① 

(地方名:コイカ，ヌコドウイニ/~ C ← 2 7 種名総括表

l

N

∞∞
l
 



102. ヅンドウイカ.原色日本海岸動物図鑑，

<文献リスト>

①保育社(1981).

l

N

∞@
1

 



(長崎，下関)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C) 

発育段階 最適水温域 適水温域 特記 事 項 lま か 文献

("C ) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 舞死

水 温 水温 水温 水 温 水温 水温

産卵期 沈性付着性(卵塊) ⑥ 

産卵期:冬生;日本海西南 1-3月，夏生;能登 7-9 ③ 

月，秋生 9-11月

13 ー 16 産卵期水温:北海道中底層(添同ら 1958) ② 

9 一 12 産卵期水温:日本海，春(添田ら 1958) ② 

13 -17 産卵期水温:日本海，夏(添田ら 1958) ② 

14 一 16 産卵期水温:五島灘，冬(添田ら 1958) ② 

19 -21 産卵期水温:五島灘，秋(添田ら 1958他) ②④ 

24 ー 27 20 出現水温:日本海夏期発生群(水産庁調査部 1973) ③ 

15 -22 出現水温:東シナ海 1-4月(庄島1972) ③ 

13 ー 27 出現水温:東シナ海 5- 9月(庄島 1972) ③ 

16 一26 出現水温:東シナ海10-12月(庄島1972) ③ 

15 12 18 適水温:卵. 15"C.12 oc以下180C以上では破約死亡 ① 

(添田ら 1958)

醇化期 14 -21 僻化水温(浜部1962) ② 

24 -27 10 30 僻化水温(水産庁調査部1973他) ④ 

15 -23 適水温:卵瞬化と瞬化幼生の生残 ⑤ 

15 一23 適水温:僻化幼生の分布水温 ⑤ 

14 -21 瞬化日数 4-5日(浜部1966)14-250C 3 - 5日 ③ 

(平野1975)

14 -21 瞬化日数;14-21"C 100時間余(久保1966) ① 

15 20 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑦ 

限界値15/270C

仔稚期 20 22 適水温;Rhynchoteuthion幼生(山本ら 1977) ④ 

15 ー 17 適水温:外套長 8mm (山本ら 1977) ④ 

15 -20 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値 13/260C ⑦ 

オニイカカンゼキ，(地方名:マツイカ，ヌヌイ'エえノレメC -2 8 種名総括表

M

市出。ー



未成体期 13 一26 生息水温(水産庁調査部1973) ④ 

8 -15 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値5/28t ⑦ 

成体期 分布域:北海道~九州 ③ 

10 -20 5 -28 生息水温(新谷1958)岩手;夏イカ 16-18t ①② 

秋イカ 14-15t(水産温排水1973)

10 -23 2 ー 28 生息水温(字国ら 1962) ④ 

4 一 10 漁獲水温:北海道南東水域 (SuzukiI963) ② 

12 -16 10 ー 18 漁獲水温(新谷1958) ② 

10 -20 漁獲水温(岩手水試1960) ② 

14. 1 -22 漁獲水温(杉村1975) ② 

8 一 13 漁業成立水温:岩手;豊漁8-130C. 中漁10-130C ① 

不漁130C以上(大野1971)

12 ー 16 10 一 18 漁獲適水温(字国ら 1962) ② 

14 -18 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値10/23t ⑦ 

I

N

C

H

-

<文献リスト>

スルメイカ.沿岸海域水生生物と海域環境の関係に関する文献調査報告書. 222. ①財)海洋生物環境研究所(1978).

スルメイカ.水産生物適水温図. 34-35. ②社)日本水産資源保護協会(1980).

スルメイカ.水生生物生態資料. 266-269. ③社)日本水産資源保護協会(1981).

189-190. スルメイカ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，@社)日本水産資源保護協会(1983).

日水誌. 65(I). 113-114. ⑤桜井泰憲(1999).沿岸性イカ類(スルメイカ).イカ漁業の現状と将来課題.

平成 4年度版. 367. 

スルメイカ.魚の事典. 239. 

⑦社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針

⑥東京堂(1989).



(ケンサキイカ参照)

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ ヵ、 文 献

("C ) (OC) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 莞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期

解化期

仔稚期

未成体期

成体期 分布域:山陰，九州(長崎)，対馬 ① 

22 -24 生息水温(池原ら 1977，西海区水研1978) ②③ 

(シロイカ)ヌyドウ- 1τ7・C-29 種名総括表
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<文献リスト>

ブドウイカ.新日本動物図鑑[中]. 315. ①北陸館(1982).

192. 

ブドウイカ.水生生物生態資料. 258一261.

ブドウイカ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，

②社)日本水産資源保護協会(1981).

⑤社)日本水産資源保護協会(1983).
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サヤナガ)

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特 記事 項 lま か 文 献

("C) ("C) 生存 瞬化 艶死 生存 牌化 舞死

水 温 水温 水温 水 温 水温 水温

産卵期 付着卵嚢 ⑤ 

産卵期:北海道 4-6月，新潟12下-4下，佐賀 3月 ①⑥ 

10.2 産卵海域水温:小樽近海平均水温10m層(諌早1934) ①④ 

7. 6 -13. 6 産卵海域水温:青森底層(青森水試1988) ① 

13 -14 13 -16 産卵海域水温:島根底層(大野ら 1982) ① 

9 -13 7 ー 14 産卵水温:北海道後志海域(石井ら 1976).福島沿岸 ③ 

(松井1974)
出現水温:北海道10.2"C島根13-17"C (赤羽ら 1978) ④ 

僻化期 10.2-12 10. 2 -17 く 18 発 生水温(久保1966) ③ 

10.2-12 < 18 発生水温(久保1966).18"C以上牌化せず ④ 

13 一 17 発生水温:13-17 "cで瞬化(浜部1960) ① 

17.1-19.8 発生水温:S30-40%。 ④ 

> 7-9 <13.0-16.0 発生水温:7-9 "C. 13.0-16. OoC瞬化しない(諌早1934) ① 

10 瞬化日数:47.25日(瞬化率27.6的 ③ 

10 ー 12 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑥ 

限界値7/14"C

仔稚期 13 ー 17 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値10/200C ⑥ 

未成体期 10 一 15 生息域(実験上)の標準(好適)値.限界値7/180C ⑥ 

成体期 分布域:日本海側;北海道から九州(赤羽ら 1978) ①④ 

11 一 15 生息水温:北海道太平洋(松井1974) ②④ 

9 -14 生息水温:福島(松井1974) ②④ 

9 ー 12 生息水温:桧山(松井1974) ②④ 

6 ー 13 漁撞水温:青森(石井ら 1976) ④ 

10 ー 16 漁獲水温:福島表層(松井1974) ④ 

9 -13 7 -23 漁獲水温:福島沿岸(松井1974) ③④ 

10 一 16 漁獲適水温(松井1974) ②④ 

9 一 15 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値7/230C ⑥ 

ササイカ，(地方名:テナシ，ヌy-1 リベァC-30 種名総括表
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<文献リスト>

魚類・イカタコ類編， 529-560. ①財)海洋生物環境研究所(1990. (23)ヤリイカ.沿岸至近域における海生生物の生態知見

ヤリイカ.水産生物適水温図， 34. ②社)日本水産資源保護協会(1980).

195. ヤリイカ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，③財)日本水産資額保護協会(1983).

ヤリイカ.水生生物生態資料， 262-265. ④社)日本水産資源保護協会0980.

ヤリイカ.魚の事典. 419. ⑤東京堂(1989). 

平成 4年度版， 368. @社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993). 水産生物の濠境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針
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マ タ ' コ

低温側水温("C) 高温側水温("C) 

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ ヵ、 文 献

("C) ("C) 生 存 産卵 艶死 生存 摂餌 艶死

水 温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 粘性付着卵 ⑩ 

13 -27 産卵期:茨城~千葉，明淡海域と周防灘 3-6月 9- ①⑪ 

10月
(25 -26) 産卵盛期:明石付近の(9月中旬)の表層水温，底層の ⑧ 

産卵場所の水温はこれより低い

25 -26 15 産卵水温 (}II本1978他) ①⑦ 

25 ー 26 産卵水温:瀬戸内海(田村1976) ⑥ 

> 15 産卵限界水温:15"C以上(川本1978他) ⑥ 

瞬化期 20 -22 生息水温:浮遊期 (22.0-26.7"C) (岡山水試1964) ⑦ 

13. 0 -25. 1 幼生採集表層水温:明石， 8 -12月(兵庫水試1984) ①⑧ 

20 ー 25 僻化適水温 ② 

25 26 醇化日数:35日(岡山水試1964) ⑥ 

卵期:生息域(実験上)の限界値15rc ⑪ 

仔稚期 25 10 27 適水温(伊丹1975他) ⑤⑦ 

18.4 -23.5 浮遊期生息水温:千葉県(花戸 1978) ⑥ 

20 一22 浮遊期出現水温(岡山水試1964) ⑥ 

25 20 一27 底生移行期生息水温(神奈川水試1969) ⑤⑥ 

17 一24 適水温:成長良 (5月末-8月) ③ 

14 22 適水温(大阪水試1962) ⑤ 

18 一27 稚ダコ期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑪ 

未成魚期

C -3 1 種名総括表

l

N

C
⑦

l
 



成魚期 摂餌 分布域:本州，四国，九州，温帯性 ⑥ 
15 -25 6 -30 水温 生息水温(水産温排水1973) ⑦ 

20 -25 7 ー 30 生息水温(水産温排水1973) ⑤ 

移動水温:7 "c以下で深所に移動(水産庁1984) ①@  

13 26 摂餌限界水温(川本1967) ⑤ 

7 28 温度耐性:舞死限界水温 ⑤ 

7.0 4.0 温度耐性:摂餌・致死下限水温 ④ 

15 -23 12 漁獲水温:瀬戸内海での漁獲が多い水温(伊丹1965) ①⑧ 

20 -25 成体期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑪ 

限界値7/28"C

[飼育] 15 -23 7 -26 5 28 飼育水温(水環基準1972) ⑦ 
15 -23 7 一26 5 飼育適水温(水環基準1972) ⑤ 

13 -26 飼育水温範囲(井上1969) ⑨ 

20 -25 > 6 く 29 成長適水温，危険水温， ② 

l

N

C
斗

l

13(1) : 93-99. 

平成 4年度版， 369. 

く文献リスト>

①財)海洋生物環境研究所(1991). (24)マダコ.沿岸至近域における海生生物の生態知見 魚類・イカタコ類編， 561-594. 
②緑書房(1993).養殖生産技術に関するデータ.養殖， 93養殖データブック， 30(8) :56-99. 

③長浜達章(1992). 飼育下における沈着期以降のマダコの成長.兵庫水試研報， (30): 17-24. 

④永岡哲雄・前川兼佑(1963).有用輔水魚の冬季における摂餌ならびに致死限界水温に関する研究.山口内海水試業績，

⑤社)日本水産資源保護協会(1980). マダコ.水産生物適水温図， 35. 

⑥社)日本水産資源保護協会(1981).マダコ.水生生物生態資料， 270-273. 
⑦社)日本水産資源保護協会(1983). マダコ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，

⑧社)日本水産資源保護協会(1985). イカ・タコ類 3.マダコ.水産生物の生活史と生態， 194-209. 
⑨水産生物と温排水研究協議会(1973).水産生物と温排水.水産研究叢書 (25) 日水資， 55. 
⑩東京堂(1989). マダコ.魚の事典. 393. 

⑪社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針

193. 



3ぐ:57*こ2

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま か 文献

("C) ("C) 生息 摂餌 艶死 生息 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 付着卵 ② 

産卵期:春~夏(盛期 5-6月)(金丸1964，谷田1976) ② 

5 -15 産卵水温(水産研究部1979) ②③ 

牌化期 8.5 -21. 3 瞬化適温(山下1974) ①②③ 

11. 7 -15. 3 僻化日数:11. 7-15. 3"C， 151-190日(大久保1973) ②③ 

仔稚期 浮遊期間 2-3カ月(山下1974) ② 

未成体期 一 15 (4) (23) 生息水温，漁獲限界水温:4 -230C (適水温150C以下) ②③ 

(水産研究部1979，塩見ら 1964)

成体期 分布域:北海道全域と本州、旧本海側，関東以北太平洋側 ④ 

200m以浅(北海道中央水試1967) ② 

ー 15 4 23 生息適，上下限水温(塩見ら 1964) ①③ 

C -3 2 種名総括表
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[飼育〕 一 15 飼育適温(塩見ら 1964) ③ 

く文献リスト>

35. ミズダコ.水産生物適水温図，①社)日本水産資源保護協会(1980).

103-106. ミズダコ.水生生物生態資料(続)，②社)日本水産資源保護協会(1983).

194. ミズダコ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，

ミズダコ.魚の事典. 402. 

日本水産資源保護協会(1983).

④東京堂(1989).

③社)
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ヲ'ヌ7 Tフニニ

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 l孟 ヵ、 文献

("C ) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 飼育 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 10 -20 産卵期:10-3月(盛期11-12月) ①⑤  

佐賀県10下-3月 ④ 

僻化期

浮遊期

底生

移行期

底生期 分布域:東京湾より九州まで ① 

10 ー 28 成長適水温 ⑤ 

10 -28 成体期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑥ 

〔飼育〕 18 -20 種苗生産での採卵 8月20"C. 9月18-19"C ② 

採卵 9中~下旬 ④ 

成熟促進:親ウニ 2-5月25"C. 6月-200C ④ 

20 幼生飼育水温 ④ 

14 一22 23 幼生適温:14-26"Cの比較.14-220Cで生残率大，飼育 ② 

上限水温23"C

-21 - 稚ウニ適温:18-30oCの比較 ③ 

D-種名総括表

ω

。。ー



<文献リスト>

115. アカウニ.原色日本海岸動物図鑑，①保育社(1981).

アカウニ種苗生産の現状と問題点(上).水産の研究. 6(3) :52-57. ②伊東義信(1987).

アカウニ種苗生産の現状と問題点(下).水産の研究. 6(4) :44-50. ③伊東義信(1987).

(66) : 23-29. さL、liい，④川原逸朗(1993). 佐賀県におけるアカウニとパフンウニの種苗生産.

⑤緑書房(1993). 養殖生産技術に関するデータ.養殖.93養殖データブック. 30 (8) : 56-99. 

375. 平成 4年度版，⑥社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993). 水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業構造設計指針
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ユ/曹ヲニニ

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温境 適水温域 特記事項 iま か 文 献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵期:北海道日本海沿岸 9-11月， ④ 

サロマ湖 6-9月

岩手県 5-10月 ⑦ 

10 -20 産卵水温(川村1913他) ⑤ 

10 20 産卵水温:サロマ湖(川村ら 1965) ③ 

15 -20 産卵水温:道南(}l1村1913) ③ 

15 20 産卵水温:忍路(JII村1913，松井1966) ④⑧ 

瞬化期 15 20 解化適水温:忍路(JII村1913) ② 

12 -22 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ②⑧ 

浮遊期 5 -19 出現水温 ④⑤ 

浮遊期間 2-3カ月(ウニ研究G1962) ④ 

5 一 19 生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑧ 

底生 15 ー 20 生息水温 ⑥ 

移行期

底生期 分布域:南限;宮城県女川，山形県庄内 ④ 

主漁期:岩手 6-10月 ⑨ 

-2 ー 25 生息水温範囲 ① 

5 -15 < 20 成長・摂餌適水温，摂餌停止水温(大島ら 1951) ②④ 

5 一 7 5 15 (0) (20) 成長適水温 ④⑤ 

5 一 7 。 10 成長適水温(川村ら 1965) ③ 

5 ー 7 成長最適水温 5-1 oC， 18-20"C不良(大島ら 1957) ④ 

5 -20 < 0 摂餌適水温 ooC前後でも活発(}l1村ら 1965) ③ 

二:c...、'//， τ72 D-種名総括表
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底生期 温度耐性:北方ウニ25:t:O. 5"C24時間死 ④⑤ 

(つづ (小111ら1976)
き) 1. 9-2. 8 温度耐性:北方ウニ1.9-2. 8"C 5 -6日死 ④⑤ 

(小川ら 1976)
-0.6-0.0 温度耐性:北方ウニ，野外 4-6時間耐性， ④⑤ 

24時間死(小川ら 1976)
5 -20 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値5/230C ⑧ 

[飼育] 5 一 7 。-20 飼育水温(川村ら 1965) ⑤ 

18 採卵・瞬化・幼生飼育水温 ⑦ 

ー

ω

。ω
l

<文献リスト>

貝類・甲殻類・ウニ類編， 467-496. ①財〉海洋生物環境研究所(1991). (17)エゾパフンウニ.沿岸至近域における海生生物の生態知見

②緑書房(1993).養殖生産技術に関するデータ.養殖， 93養殖データブック， 30(8): 64-82. 

30. エゾパフンウニ.水産生物適水温図，日本水産資源保護協会(1980).③社)

エゾパフンウニ.水生生物生態資料， 330-333. 日本水産資源保護協会(1980.④社)

エゾパフンウニ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 243-244. ⑤社)日本水産資源保護協会(1983).

エゾパフンウニ.魚種別養魚の進め方.温水養魚技術資料， 91-98. ⑥財)温水養魚開発協会(1990).

376. 

さいばい， (66) :29-35. 

平成 4年度版，

仁(1993).岩手県におけるキタムラサキとエゾパフンウニの種苗生産.

⑧社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業構造設計指針

⑦山口



(地方名:ムラサキウニモドキ(一般) ) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文 献

("C ) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵期 9-11月，岩手県 9-10月 ①⑤ 

15 一20 産卵水温 ② 

僻化期 19 -24.5 瞬化(発生)水温:16"C以下では正常な発生をしない ③④ 

(土田 1970)
19 ー 22 僻化日数:23時間 ② 

19 22 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑥ 

浮遊期 出現期:北海道日本海沿岸 9-10月 ① 

浮遊期間 1-2カ月 ① 

底生

移行期

底生期 分布域:北海道~相模湾.北海道~対馬 ⑥ 

主漁期:岩手 5-8月 ⑥ 

5 -20 > - 1 > 0 < 25 温度耐性:成長適水温，危険水温，摂餌停止水温 ② 

10 摂餌適水温:10"C前後で良好 ⑥ 

3 -23 未成体・成体期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑥ 

キタムラサキウニ3 D 種名総括表
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[飼育] 親ウニ成熟促進 2月上旬(5 "C)から約20日間馴致 ⑤ 

160Cまで昇温

採卵 1カ月前から200C昇温

21 解化・幼生飼育水温 ⑤ 

く文献リスト>

員類・甲殻類・ウニ類編， 517-535. ①財)海洋生物環境研究所(1991). (19)キタムラサキウニ.沿岸至近域における海生生物の生態知見

②緑書房(1993).養殖生産技術に関するデータ.養殖， 93養殖データブック， 30 (8) : 64-82. 
l
u
o
m
l
 

③社)日本水産資源保護協会(1980). キタムラサキウニ.水産生物適水温図， 30. 

④社)日本水産資源保護協会(1983). キタムラサキウニ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 245. 

さいばい， (66): 29-35. 

平成 4年度版， 377. 

仁(1993).岩手県におけるキタムラサキとエゾパフンウニの種苗生産.

⑥社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業構造設計指針

⑤山口



ニ."，ラニニ

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

("C ) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵盛期 1-4月，冬~春，佐賀県12下-4月 ④⑦⑨ 

-1 0 - 13→ 10→ 13 産卵水温(川名 1938) ⑦⑧ 

→ 15 産卵水温 7月下旬から 150Cで降温飼育すると 45日目 ① 

に産卵

17 ー 18 産卵水温:200Cを割る頃から放精，放卵が起こる ② 

解化期 17 -20 発生水温:人工受精(二島 1976) ⑦⑧ 

10 一 20 僻化適水温 ⑤ 

13 -15 僻化日数:19-22時間 ③⑨ 

10 -20 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑩ 

浮遊期 0-15 生存水温:プルテウス幼生 0-15"Cでも生存 ⑦ 。11名1938. 二島1976)

底生 17 一 19 稚ウニ期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑩ 

移行期

底生期 分布域:北海道南部日本海沿岸より九州南端沿岸 ⑩ 

12 ー 16 生息適水温(松井1966) ①⑥⑦ 

< 12 摂餌水温:12"C以下摂餌量減少(松井1966) ⑦⑧ 

(40) 温度耐性未成体期. 40"C 1時間で舞死 ③ 

> 10 摂餌水温未成体期. 1 O"C以下で行動不活発，摂餌し ⑨ 

なくなる

10 -22 幼・未成体期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑩ 

限界値8/250C

12 -22 成体期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑩ 

限界値9/25"C

ーーーーー」一一一ー
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〔飼育〕 10 一22 > 4 < 27 飼育成長適水温，危険水温 ⑤ 

17 一 19 0-15 飼育水温:浮遊性(二島1976) ⑥⑦⑧ 
17 -20 人工飼育水温:200C以下では20"Cに近い程成育良 ③⑨ 

(伊藤ら 1986)

15 一21 飼育水温 ⑨ 

成熟促進:親ウニ 7月中-15"C ④ 

採卵期:10中~下旬 ④ 

20 幼生飼育水温 ④ 

」一一

55(5) :757-763. 日水誌，

443-466. 

<文献リスト〉

①伊藤史郎・柴山雅洋・小早川淳・谷 雄策(1989). 水温制御によるパフンウニHemicentrotus仰 lcherrimusの成熟，産卵促進.

②伊東義信・伊賀回邦義・有吉敏和・西田隆英(1980). パフンウニの種苗生産について.栽培技研， 9(2) :21-26. 
③財)海洋生物環境研究所(1991). (16)パフンウニ.沿岸至近域における海生生物の生態知見 貝類・甲殻類・ウニ類編，

④川原逸朗(1993).佐賀県におけるアカウニとパフンウニの種苗生産.さいばい， (66): 23-29. 
⑤緑書房(1993).養殖生産技術に関するデータ.養殖.93養殖データブック， 30 (8) : 56-99. 

@社)日本水産資源保護協会(1980). パフンウニ.水産生物適水温図， 30. 

⑦社)日本水産資源保護協会(1981).パフンウニ.水生生物生態資料， 326-328. 
⑧社)日本水産資源保護協会(1983). パフンウニ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 249. 
⑨財)温水養魚開発協会(1990).パフンウニ.魚種別養魚の進め方.温水養魚技術資料， 91-98. 

⑩社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業構造設計指針 平成 4年度版， 378. 

ー

ω
。斗
l



.L.ラ サ キ ウ ニ

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 』ま か 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵盛期 5--8月，南ほど早期で期間が長い ⑥⑧ 

23 産卵盛期:山口(内田 1978) ④⑤⑧ 

10 -28 産卵水温 ③ 

醇化期 26 27 受精後23日目沈着(松井1966) ④ 

33-40 温度耐性:致死限界.2-4細胞期33"C20分. 400C 10分 ① 

胞匪期37"C40分. 400C 10分

アルテミア期390C30分. 40"C 10分

27 僻化口数:23時間 ②⑥ 

18 -28 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑧ 

浮遊期 22.4 -26.4 成長適水温(平山1970) ④⑤ 

22 一26 生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑧ 

底生

移行期

底生期 分布域:北海道南部から南方海域 ④ 

20 -30 幼・未成体期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑧ 

10 28 成体期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑧ 

〔飼育〕 10 -28 > 7 く 26 飼育成長適水温，危険水温 ③ 

27 飼育最適水温:四腕幼生 ②⑦ 

5 0-種名総括表
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く文献リスト>

(29) : 83-89. 長大水紀，2・3の海産浮遊幼生に及ぼす高温と残留塩素の影響について.①平山和次・平野瞳次郎(1970).

貝類・甲殻類・ウニ類編. 497-515. ムラサキウニ.沿厚至近域における海生生物の生態知見(18) ②財)海洋生物環境研究所(1991). 

養殖生産技術に関するデータ.養殖.93養殖データブック. 30(8) :56-99. ③緑書房(1993).

ムラサキウニ.水生生物生態資料. 334-336. ④社)日本水産資源保護協会(1981).

252. ムラサキウニ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，⑤社)日本水産資源保護協会(1983).

91-98. 温水養魚技術資料，ムラサキウニ.魚種別養魚の進め方.⑥財)温水養魚開発協会(1990).
ー

ω

。@
l

33(4) :208-212. 

379. 

ムラサキウニ 4腕幼生の飼育における餌料要因-1.成長生残率に及ぼす投餌時期の影響.水産増殖，

平成 4年度版，⑧社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993). 水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針

宏(1986).⑦湯川



(黒色) ) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事 項 lま か 文 献

("C) ("C) 成長 変態 艶死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵期:北海道 7-8月，九州 3-6月 ⑪ 

12 -22 産卵期水温:北海道~=重(早川 1977他) ⑤⑥⑦ 

⑧ 

13 22 産卵水温:愛知，三重 4上-8月上旬 @⑦⑨ 

(木下ら 1936，37) 

16 一 18 産卵水温:島根(大島1977) ⑦ 

20 産卵水温:水温20"Cに加温し産卵誘発させ採卵 ① 

解化期 生物学的零度:o. 5"C (原1D80) ⑨ 

24 瞬化回数:45時間 ⑦ 

12 一22 卵期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑪ 

浮遊期 20 一24 浮遊期間:20-24 "cで13-17日間 ⑦⑧ 

13 22 出現水温:Doliolaria幼生(室内実験) ② 

15 適温下限:浮遊幼生(室内実験) ②⑨ 

19 適温上限:Auricularia幼生(室内実験) ②⑨ 

7. 1 変態に必要な下限推定水温(室内実験) ① 

底生 8 > 6 成長水温:稚ナマコ月 60C成長停止， 3月 80Cで ⑦⑧ 

移行期 再び成長(石田 1973)

30 生存上限水温(小林ら 1984) ⑨ 

20 -25 稚ナマコ期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑪ 

限界値 /300C

クロナマコ(青緑色) ， アオナマコ(褐色)， (地方名:アカナマコマヲーマコ6 D-種名総括表
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)
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底生期 分布域:全国各地 ⑦ 
8 -15 24.5 成長上限水温15"C(船田1970) ⑥⑧ 

- 8-10 活動盛期水温 8-10"C以下， 17-19"C以上夏眠前期， ④⑦⑩ 
-14-18 24.50Cで回復期(崖1963)
一 17 飼育水温:福岡，大分，山口県 ⑨ 

< 16 摂餌水温:16"C以上で摂餌中止し夏眠 ⑦ 

8 一 19 未成体・成体期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑪ 

限界値 /24.5"C
20"C以上で夏眠

[夏眠] 夏眠水温:アオ，高水温期 ⑦ 
夏眠水温:アカ， 5 g夏眠無し， 6 -30g約50出，それ以

上 75先夏眠

夏眠水温:20"C以上で夏眠(崖1961.63) ⑪ 

[飼育] 8 -18 < 20 飼育成長適水温，摂餌停止水温 ⑤ 
15-16 -20 飼育水温:浮遊幼生(室内実験)(伊藤1987) ②⑨ 

12 一25 飼育水温:浮遊幼生，引用(石田 1973他) ②⑨ 

20 飼育水温:12-20"C飼育では高水温ほど稚ナマコの出 ③ 

現率高い
-17 (> 25) 飼育水温:17"C以下で活動活発， 18-25"C不活発(室内 ④ 

実験)

ー

ω回
目

l

く文献リスト>

①姥名政仁・鹿内満春(1989). ナマコ増殖試験.青森増殖センタ一事報， (18): 167-174. 
②伊藤史郎・小早川淳・谷 雄策(1987).マナマコ(アオナマコ)浮遊幼生の飼育適水温について.水産増殖， 34(4) :257-259. 
③伊藤史郎・/11原逸朗・平山和次(1994). マナマコ浮遊幼生の採苗ステージの検討.水産増殖， 42(2) :287-297. 
④加藤暁生・平田八郎(1990).水槽内におけるマナマコの日周性と水温.水産増殖， 38 (1) : 75-80. 
⑤緑書房(1993).養殖生産技術に関するデータ.養殖， 93養殖データブック， 30 (8) : 56-99. 

⑥社)日本水産資源保護協会(1980). マナマコ.水産生物適水温図， 30. 
⑦社)日本水産資源保護協会(1981).マナマコ.水生生物生態資料， 338-340. 
⑧社)日本水産資源保護協会(1983). マナマコ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 250. 
⑨柳津豊重(1991).栽培漁業と新養成技術 33.マナマコの種苗生産.水産の研究， 10(2):108-115. 
⑩吉田俊一(977). マナマコ.関西国際空港漁業環境影響調査 漁業生物班資料 1 日水資， 368-378. 
⑪社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版， 381. 



(地方名:ホヤ(一般)) 

低温側水温('t) 高温側水温('t)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ ヵ、 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 産卵期:陸奥湾11中-12月中旬(陸奥水増1951) ② 

僻化期 8 ー 10 瞬化水温(菊地ら 1971) ③④ 

8 ー 10 僻化日数 3-4日(菊地ら 1971) ② 

浮遊期

底生

移行期

底生期 分布域:沿岸各地，多産の南限牡鹿半島・男鹿半島 ① 

2 24 生息水温(田村ら 1956) ③④ 

」一一一一一一-

可'オ号、ぺ77 0-種名総括表

ー

ω

H

N

|



<文献リスト>

126. マボヤ.新日本動物図鑑[下]， ①北陸館(1981).

マボヤ.沿岸海域水生生物と水域環境の関係に関する文献調査報告書， 300. ②財)海洋生物環境研究所(1978).

マボヤ.水産生物適水温図， 30. 

マボヤ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 251. 

③社)日本水産資源保護協会(1980). 

④社)日本水産資源保護協会(1983).
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ニf フ勺イ'

低温側水温 COC) 高温側水温 (OC)
発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ tJ、 文献

("C) ( "C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 集死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期

鮮化期

浮遊期

底生

移行期

底生期 分布域:本州中部以南 ① 

F 干曹円噌・‘ーー

〔飼育〕

tニ~トコrp
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種名総括表
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502. オトヒメゴカイ.新日本動物図鑑[上]， 

<文献リスト>

①北陸館0980.
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(ヨF斗〉

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ tJ、 文献

("C) COC) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期 16 -18 浅虫地区 6月産卵開始期水温. 10月は産卵なし ② 

17.4 -17.6 : 16"Cが産卵の引き金 ③ 

僻化期

浮遊期

底生

移行期

底生期 分布域:全国一円 ① 

〔飼育〕

ソメニF オて手/イ2 p
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種名総括表
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<文献リスト>

①北陸館(1981).ギボシイソメ(科).新日本動物図鑑[上]， 513. 

② Nishihira， M.， M. Tsuchiya and M. Sato(1980). Ecological aspects of the breeding of the polychaete， Lumbrineris LatreiLLi (Audouin 

et Milne-Edwards) at Asamushi， northern Japan. Bull. Mar. Biol. Stn. Asamushi， Tohoku Univ.， 16(4):201-212. 

③ Tsuchiya， 1.， M. Sato and M. Nishihira(1982). Influence of water Temperature and light conditions on the onset of spawning in the 

polychaete， Lumbrineris latreilli (Audouin et Milne-Edwards). Bull.Mar.Biol.Stn. Asamushi， Tohoku Univ.， 17(2):87-98. 
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/、つトフすフ勺ヌヌニドこf フ勺イ'

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほヵ、 文献

("C) ("C) 生存 摂餌 艶死 生存 摂餌 艶死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期

鮮化期

浮遊期

底生

移行期

底生期 分布域:松島湾，東京湾，瀬戸内海，八代水俣沿岸の ① 

砂泥地

〔飼育〕

3 E 種名総括表
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l



<文献リスト>

①北陸館(1981).ハナオカカギゴカイ.新日本動物図鑑[上]， 503. 
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(不斗)

低温側水温("C) 高温側水温("C) 

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま か 文献

("C ) (OC) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期

騨化期

浮遊期

底生

移行期

底生期

〔飼育〕

一一一 一一一」ーーー

τ7 --!T =fフ勺イ'4 E-種名総括表
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三ヨ、Y ノ，-*.A..ピフす

低温側水温 COC) 高温側水温 COC)
発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項ほか 文献

COC) COC) 生存 摂餌 舞死 生存 摂餌 舞死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

産卵期

牌化期

浮遊期

底生

移行期

底生期 分布域:東北地方より本州南部まで ① 

11-16 - 1-11 7 体節の成長限界水温，摂餌能力の限界水温，致死水温 ② 

〔飼育〕

5 p
u
 

重宣総括表
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<文献リスト>

①北陸館(1981).ヨツパネスピオ.新日本動物図鑑[上J，517. 

② Yokoyama， H. (1988). Effects of temperature on the feeding activity and growth rate of the spionid polychaete 

Paγa合γionostiosp. (form A). J.Exp.Mar.Biol.Ecol.. 123:41-60. 

ωNω 



ツプナガ(新潟) ) 

低温側水温("C) 高温側水温 (OC)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

("C) ("C) 生存 成長 枯死 生存 成長 枯死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

造胞体( 分布域:岩手以南，瀬戸内海，北海道奥尻島以南沿岸 ⑧ 

配偶体， 15 一22 成長適温:220C以下(松井ら 1981) ② 

葉体)期

成熟期 14.0 -22.5 北海道:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑧ 

13.5-18 太平洋側:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑧ 

卵放出期 16 ー 17 15 23 卵放出期水温 5-6月(河本ら 1968) ③④ 

15 -21 卵放出期水温 (Chang1977) ① 

匹発芽期 15 25 生育水温:宮城県産が神奈川県以南産より好適水温は ⑤ 

低温側に移行(小河1981，梅林1981)

16 -20 12 -25 匹発芽適温:最適 16-20"C.次いで 12.250C. 90C最 ③④ 

低(大分浅海漁試1976)

20 25 15 25 臨発芽適温:15. 20. 250Cでの初期成長比較 ⑦ 

20 臨発芽適温(山内 1988) ⑥ 

24 20 一28 匹発芽適温(松井ら 1981) ② 

15 -25 生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑧ 

マメタワラ，(千葉). ナガモク(地方名:キパ(陸中) • ヲ'ヌョ弓三子-7『・・種名総括表
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<文献リスト>

18:141-149. Agency， Dev. Res. Bu11. Fish. ①Chang J.i. (1977). Foundamental study on the early development of Sargassum. 

の生長と水温.大量温排水に対する水産環境アセスメント総合調査2.5.ホンダワラ類(ヤツマタモクとアカモク)②松井敏夫・大貝政治(1981).

213-217. 水産庁・東海区水研，昭和50-55年度総括報告書

43. アカモク.水産生物適水温図，③社)日本水産資源保護協会(1980).

255. アカモク.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理，④社)日本水産資源保護協会(1983).

ホンダワラ類藻場.海藻資源養殖学(水産養殖学 10)緑書房， 219-230.広・大野正夫・小河久朗(1987).N藻場造成 2.⑤徳田

2-16. ⑥山内幸児(1988). 人工藻場造成.生態工学第 3回シンポジュウム講演要旨，
ω
N
∞
 

照度，水温の影響.南西水研研報， 28:21-32.

384. 平成 4年度版，⑧社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針

⑦吉田吾郎・有馬郷司・内田卓志(1995). 褐藻アカモクの初期生長に及ぼす日長，

「
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|
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*減数分裂を示す有性生殖型年生 ，注)



リュウグウノオトヒメノモトユイノキリハズシ)

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 iま か 文 献

("C) ("C) 生存 成長 枯死 生存 成長 枯死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

葉体期 分布域:日本各地沿岸 ⑦ 

14 -20 9 一25 4 32 葉体成長水温(新崎1950) ④⑤⑥ 

< 10 25-30 栄養株生育水温:生育下限10"C未満，上限 25-30"C ② 
(32) 栄養株生育水温:栄養株の生残率は夏期LlT3"C(最 ③ 

高水温29"C)，冬期 LlT9"C(最低水温21

"C)以上で対照区より低く夏期LlT6"C(

最高水温32"C)で枯死(川崎ら 1986)

花枝化水温:花枝化は冬期LlT3"C(最低水温15"C) ② 

で阻害

12 -18 幼芽期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑧ 

14 -20 成葉期:生息域(実験上)の標準〈好適)値， ⑧ 

限界値4/32"C

新芽発生 12 一 18 8 -24 > 24 新芽発生水温(新崎1950)，24"C以上枯死(大分浅海漁 ④⑤⑥ 

期 試1975)

開花期 15 -20 開花水温:開花期 3-4月(播手ら 1974) ⑤⑥ 

15 花穂形成水温:15"Cで結実花穂高率， 10"C. 23"C以上 ② 

で結実しない

15 一20 花穂形成期:生息域(実験上)の標準(好適)値 @ 

種子成熟 19 一23 種子成熟水温(播手ら 1974) ④⑥ 

期 15 -20 成熟期:生息域(実験上〉の標準(好適)値 ⑧ 

種子休眠 25 -30 種子休眠水温(播手ら 1974) ④⑥ 

期 25 種子休眠水温(播手ら 1974) ④ 
種子保存水温 5"C以下(播手ら 1975) ⑤ 

25 -30 生息域(実験上〉の標準(好適)値 ⑧ 

モシオグサ，(アジモ，τ~-ミF 弓壬2 P
A
 

種名総括表
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種子発芽 5 一18 22 -23 5 24 種子発芽水温:水槽内(新崎1950. 播手ら 1974) ④⑥ 
期 12 -18 18-24 種子発芽水温:発芽上限水温18-24"C(播手ら 1974) ④⑤ 

10 ー 15 5 30 種子発芽水温(小河ら 1975) ⑦ 

5 -10 14 種子発芽水温 ① 

12 -18 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値5/30"C ⑧ 

発芽体の 15 一28 成長水温:発芽体 ① 

成長 15 -20 成長水温:発芽体の葉条長 ① 

20 -26 成長水温:発芽体の葉伸長 ① 

12 ー 18 成長水温:発芽体の成長(播手1981) ⑦ 

<文献リスト〉

①川崎保夫・飯塚貞二・後藤 弘・寺脇利信・下茂 繁(1986). アマモへの温度の影響 I.発芽と発芽体の生長.電中研研究所報告. 485028: 1-18. 
②川崎保夫・飯塚貞二・後藤 弘・寺脇利信・下茂 繁(1986). アマモへの温度の影響 ll.栄養株の生長と有性生殖.電中研研究所報告. 486019:ト23.

③)11崎保夫(1987). アマモへの温度の影響 昇温によるライフサイクルの変化.電中研研究所報告. U87046: 1-24. 

④社)日本水産資源保護協会(1980). アマモ.水産生物適水温図. 46-47. 

⑤社)日本水産資源保護協会(1981).アマモ.水生生物生態資料. 342-344. 

⑥社)日本水産資源保護協会(1983). アマモ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 257. 

⑦徳田 広・大野正夫・小河久朗(1987). IV藻場造成 3. アマモ場.海藻資源養殖学(水産養殖学講座10)緑書房. 230-246. 

@社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版. 393. 
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*減数分裂を示す注)



ヒトツパ(静岡)) 

低温側水温 COc) 高温側水温 COc)
発育段階 最適水温峨 適水温域 特記事 項 lま か 文 献

("C) ("C ) 生存 成熟 枯死 生存 成熟 枯死

水 温 水温 水温 水 温 水 温 水温

葉体(胞 分布域:太平洋側;岩手以南，日本海中部~南部沿岸 ⑤ 

子体)期 20 胞子体成長水温 ⑦ 

20 幼胞子体成長水温:日間成長率，平均水温18-310C. ② 

20"C付近では流速5cm/sより 20cm/s
で成長が良く 20cm/s以上では不明瞭

10 ー 15 成葉期:夏~秋，生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑩ 

遊走子嚢 <24 遊走子嚢成熟期水温(小島ら 1981) ⑤⑥ 

成熟期 15 -24 成熟期:秋~冬，生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑩ 

限界値10/250C

遊走子放出期 14 ー 18 遊走子放出水温:14-18"C以下(小島ら 1981) ⑤⑥ 

配偶体形成期 16 -20 配偶体形成水温(1-6課題研究G1981) ⑤⑥ 

配偶体成 24 配偶体成長水温(小島1979) ⑤⑥ 

長期 20 雄性配偶体成長水温:20>25> 15> 1 O"C. -""致14日間比較 ⑦ 

25 雌性配偶体成長水温:25>20> 15> 1 OoC.局"致14日間比較 ⑦ 

10 一15 25 配偶体成長水温(月館1980) ⑨ 

8 -24 4 28 配偶体成長水温(谷口ら 1982) ⑧ 

24 配偶体成長水温:24>20>160C. 280Cで抑制 ① 

(秋山ら 1981)

20 > 4 く24.28 配偶休成熟水温:20> 16> 12>80C. 4. 24. 28"Cで未成熟 ① 

16 -20 く 24 配偶体成熟水温:8-20"C Cl6-200C)で成熟240C未成熟 ⑧ 

20 く 25 配偶体成熟水温:20> 15> 1 O"C. 25"C未成熟 ⑦ 

25 -29 純光合成ー温度曲線の極大値(光飽和条件下) ③ 

25 -27.5 光合成最大値:光合成限界値32.5"C ④ 

30 呼吸最大値:呼吸限界値32.5"C ④ 

15 ー 20 配偶体成熟(果胞子〉期:秋~春，生息域(実験上) ⑩ 
の標準(好適)値，限界値10/250C

シワアラメ，(千葉). マタカジメ(静岡その他). (地方名:カジメヲF ラメ3 F 種名総括表

ω
N
∞
l
 



芽胞体発 20 芽胞体発芽水温(西川ら 1978) ⑤⑥ 

芽期

幼芽成長 19 成長期水温(西川ら 1978) ⑤⑥ 

期 20 幼胞子体成長水温 ⑦ 

15 幼芽期:冬~夏，生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑩ 

〔培養〕 15.8 -18.3 配偶体培養水温(吉田ら 1969) ⑤⑥ 

く文献リスト>

①秋山和夫・谷口和也(1981).適地の選定と育成種苗の定着.近海漁業資源の家魚化システムの開発に関する総合研究(マリーンランチング計画)

昭和55年度 1-6課題研究成績報告書， 1-5. 

②馬場将輔・渡辺幸彦・岸田智穂(1999).流水式回流水槽によるアラメ，カジメの水温と水流に対する生育反応.

③倉島 彰・横浜康継・有賀裕勝(1996).褐藻アラメ・カジメの生理特性.藻類， 44:87-94. 

④前川行幸・栗藤和治(1996).三重県尾鷲湾にけるアラメ群落の生育環境と消長.藻類， 44:95-102.
⑤社)日本水産資源保護協会(1983). アラメ.水生生物生態資料(続)， 160-164. 

⑥社)日本水産資源保護協会(1983). アラメ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 258. 
⑦太田雅隆(1988). アラメ・カジメの配偶体の生長と成熟ならびに幼胞子体の生長に及ぼす水温の影響.海生研報. No. 88202. 

⑧谷口和也・秋山和夫(1982). アラメ配偶体の生長及び成熟に対する水温と光条件.東北水研報， (45): 55-59. 

⑨月館潤ー(1980). アラメ造胞体の幼体の生長におよぼす水温，塩分，照度，日照時間の影響.大規模養殖場開発事業

対象アラメの生理・生態に関する研究 昭和53・54年度報告書， 1-7.

⑩社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針

日本藻類学会講演要旨 lA08.
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低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温填 特記事項 iま か 文献

("C) ("C) 生存 成長 枯死 生存 成長 枯死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

葉体(四 分布域:北海道北部及び琉球以南を除く日本各地 ② 

分胞子体 5 成長最低水温:4000-80001ux ①③ 

)期 20 10 -25 30 成長最適温:20001ux，成長適温:2000-40001ux ① 

四分胞子 放出期:函館夏期，日本海 8-9月 ② 

嚢期 15 成熟水温:2000-80001uxで果臨子発芽後50日目に成 ① 

熟

20 成熟水温:1000-80001uxで果胞子発芽後20日日 ① 

25 30 成熟水温:1000-80001uxで果胞子発芽後10日目に成 ① 
熟， 12日目に放出C10"C未成熟)

四分胞子 発芽期 8月下-9月 ② 

期 5 一25 30 発芽水温 500-80001ux ①③ 

葉体(l!t! 20 10 一20 成長水温:80001uxまでの範囲内では照度の高い方が ①③ 

偶体)期 成長がよい (20"C80001ux最適)

25 成長水温:20001uxまでの範囲では照度の高い方が成 ① 
長がよい (80001uxで枯死)

配偶子嚢 形成期 8-9月 ② 

期 10 一25 形成水温:雄性配偶子 500-80001ux ①③ 

果胞子嚢 形成期 8-9月，能生(新潟) 8 -5月 ② 

期 成熟期 8-9月 ② 
20 20 -25 30 形成水温:20"C 1000-80001 ux， 25"C2000 1 ux ①③ 

(20"C 20001 ux最適)

果胞子期 5 -25 30 発芽水温 500-80001ux ① 

リニc..ニ7"./4 F-種名総括表
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<文献リスト>

①能登谷正治(1979). 紅藻エゴノリの培養における生活史と成熟条件.藻類， 27(4) 201-204. 

170-172. 

エゴノリ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 261. 

エゴノリ.水生生物生態資料，②社)日本水産資源保護協会(1981).

③社)日本水産資源保護協会(1983).

「一+雌性配偶体~雌性配偶子→(卵)→果胞子体一→果胞子一→発芽---， 2n n 

I~四耐…分(葉体) L-一+雄性配偶体一→雄性配偶子→(精子)

(葉体)

<生活史>

ー

ωω]{

*減数分裂を示す有性生殖型年生，注)



シラモ)

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事頃 i孟 か 文献

("C) ("C) 生存 成長 枯死 生存 成長 枯死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

葉体 分布域:全国沿岸域 ④ 

成長期 20 -30 成長適水温(黒木1965.須藤1965) ①④⑥ 

20 -30 5 一30 成長水温:200C以上で良(須藤1965他) ①③④ 

28 枯死水温:28"C. 12時間で枯死. 260Cでは末枯れ無し ③④ 

(佐々 木1966)
タイドプール生育種の最大光合成活性は350C ③⑤ 

胞子 北海道 6-9月(盛期 7-8月) (田村1976) ④ 

形成期

胞子 無性生殖成熟期 5上-8月中旬 ① 

放出期 18 一26 有性生殖成熟期水温 5上-8月中旬;18-260C ① 

18 ー 26 胞子放出水温:木更津(片田 1963) ②③④ 

⑥ 

ソウナ，ナゴヤ，ウゴノリ，ウゴ，(地方名:オゴ，リコ章ーニT ノ5 F-種名総括表
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<文献リスト>

実(1963).胞子を種苗としたオゴノリの養殖-1.水産増殖.11(2):105-112.①片田

オゴノリ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 265. ②社)日本水産資源保護協会(983).

オゴノリ.水生生物生態資料(続). 168-169. ③社)日本水産資源保護協会(1983).

日水資. 501-508. 漁業生物班資料 l関西国際空港漁業環境影響調査博(1977). オゴノリ.④斉藤雄之助・時間

日水資. 16-18. 水産増殖叢書 9オゴノリ.沿岸海藻類の増殖⑤須藤俊造(1965).

内田老鶴圃.251-308.⑥横浜康継(1986).海藻の分布と環境要因.藻類の生態

ー

ω
ω
ω
l

ー+発芽

n 

ー+四分胞子
一+発芽---， 2n * 

L→四分胞子体

(葉体)

2n 

卵ー+嚢果 ー+果胞子

↑(果胞子体)

一+精子

ーーー参

n 

雌性配偶体

雄性配偶体

(葉体)

<生活史>

*減数分裂を示す注)



アモト(三重)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま か 文献

("C) ("C) 生存 成長 枯死 生存 成熟 枯死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

葉体期 分布域:太平洋中部沿岸，九州北岸 ③ 
葉体成長期 2-6月(岩崎1968) ③ 

20 幼胞子体成長水温:日開成長率，平均水温18-310C流 ① 

速 5cm/sより 20cm/sで成長が良く

25cm/s以上では不明瞭

10 一 15 葉体期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑥ 

遊走子嚢 成熟期 8-9月に形成開始(黒木1965) ③ 

成熟期 15 -24 成熟期;生息域(実験上〉の標準(好適〉値， ⑥ 

限界値 10/25"C

遊走子放 生殖期 9-11月 7上-11上，盛期 B上-9月中旬 ③ 

出期 (須藤1948)

配偶体形 15 -20 生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑥ 

成期

配偶体成 20 雄性配偶体成長水温 :20>25>15>10"C.思iI致14日間比較 ⑤ 

長期 25 雌性配偶体成長水温 :25>20>15>10"C.周iI致14日間比較 ⑤ 

20 < 25 配偶体成熟水温 :20>15>10"C. 25"Cでは未成熟 ⑤ 

25 -29 純光合成ー温度曲線の極大値(光飽和条件下) ② 

15 -20 配偶体成熟(果胞子〉期:生息域(実験上)の標準( ⑥ 

好適)値，限界値10/250C

一

イヌタ(三重，徳島). アンロク，(千葉). ゴへイカジメアプラメ，(地方名:アピラメ，~ß ヌy6 F-種名総括表
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幼芽成長 > 6-8 幼芽期成長水温 6-8 oc以下で成長停止 ③④ 

期 (広田ら 1976)
20 幼胞子体成長水温 ⑤ 

15 幼芽期:生息域(実験上)の標準(好適)値 @ 

〔採苗 22 ー 23 20 -25 匹発芽(採苗)適温(広田ら 1976) ③④ 
期〕

く文献リスト>

lA08. 日本藻類学会講演要旨，①馬場将輔・渡辺幸彦・岸田智穂(1999).流水式回流水槽によるアラメ・カジメの水温と水流に対する生育反応.

彰・横浜康継・有賀裕勝(1996). 褐藻アラメ・カジメの生理特性.藻類， 44:87-94. ②倉島

ー

ω
ω
m
l

カジメ.水生生物生態資料(続)， 165-167. ③社)日本水産資源保護協会(1983).

カジメ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 266. ④社)日本水産資源保護協会(1983).

No. 88202. ⑤太田雅隆(1988). アラメ・カジメのE偶体の生長と成熟ならびに幼胞子体の生長に及ぼす水温の影響.海生研報，

平成 4年度版， 386. ⑥社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針

* n ~雌性配偶体一→卵ー→造胞体
ー+子嚢斑一一+遊走子ー+発芽→ ↑ 

」→雄性配偶体ー+精子
体

)体

2
子

葉

胞

(「
L

<生活史>

*減数分裂を示す注)



リ

低温側水温("C) 高温側水温 CC)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま か

("C) ("C) 生存 成長 枯死 生存 成長 枯死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

殻胞子 10 一25 放出水温(黒木ら 1956) ⑩⑫ 

放出期 23 採苗適温 ⑦ 

(採苗 20 一23 ヒピ建期水温(新崎1954) ⑪ 

期) 17 20 14.5-23 ヒビ建期水温(黒木ら 1956) ⑪ 

23 殻胞子期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑫ 

幼芽期( -15一一 -20- 生育好適水温:20"C前後から 150C前後 ⑫ 

育苗期) 塩分耐性:葉長90μm淡水浸漬72時間枯死 ⑥ 

海水比重1.05で影響あり

18 -23 幼芽期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑫ 

単胞子 4 -18 形成水温:東北(今井1971) ⑩⑫ 

形成期 10 25 形成水温(黒木ら 1966) ⑩ 

15 -20 形成水温(新崎1954) ⑪ 

15 単胞子放出水温:150C以下で放出なし(木下1941， 43) ⑮ 

葉状体期 分布域:宮城県以北から北海道南西部，全国養殖地 ⑪ 

(育成 10 ー 15 光合成最大水温(山内1971) ⑩⑫ 

期) 15 16 6 ー 16 生理的最適水温(木下ら 1958) @@ 
8 -10 収量最大水温(植田 1973) ⑫ 

12 ー 17 生育適温(植田 1973) @ 
一15- 生育適温:生長良好(海生研1990. 木下1958) ⑪@  

10 一 17 生育適温:生長良好 (Yamamotoet al.1991) ⑩ 

生育適温:ナラワスサビノリ，幼葉は低水温高塩分で ③ 

生育良，低塩分干出過多で生育阻害

14 16 好適水温:成葉期，水温と光合成量 ⑮ 

5 20 成葉期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑫ 

果胞子 4 14 放出水温:東北(今井1971) ⑩⑫ 

放出期 -15 成熟放出水温:15"C以下(大島ら 1965) ⑪ 

..::;:;<!ζ →ナl::::'ノ7 F-種名総括表
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糸状体期 17 22 9 -22 成長水温(須藤1954) ⑪ 

15 -23 25 成長水温(新崎1954) ⑪ 
ー 10 成熟適温(黒木ら 1966) ⑧ 

15 -27 培養環境水温:50C以上270C以下， 280C以上にしない ④ 
15 -20 糸状体期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑫ 

[参考] 11 -21 分布域水温:アマノリ類， 11-210C (遠藤1960) ⑪ 

ノリ類 2 -22 ノリ生育適温 ⑧ 
-12 生育適温:養殖ノリ，適温上限水温 ⑭ 

18 一22 生育適温:幼芽期， 4-80C暗期温低下がよい ⑬ 

14/10 生育適温:成葉期，明期温140C暗期温100C ⑬ 

11 ー 13 生育適温:幼葉期 ⑧ 

12 -18 生育適温:幼葉期 ⑭ 
5 -16 2 -26 生育適温:葉体期，最適水温16-5 oc，適水温26-2 OC ⑫ 

6 - 8 生育適温:成葉期 ⑧ 

5 12 -15 。 > 20 温度耐性:葉体期，適温上限，生存上下限水温 ⑭ 
-15 --20 温度耐性:葉状体，耐凍性(含水量20-40拡) ② 

-196 温度耐性:葉状体，耐凍性 ② 
17-18- 単胞子形成水温:17-180C以上(下茂ら 1963) ⑮⑪ 

15 一24 糸状体成長，殻胞子放出:15-240C (黒木ら 1965) ⑪ 

-15 --20 温度耐性:糸状体，耐凍性 ②⑬ 

23 殻胞子期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑫ 

15 -22 幼芽期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑫ 

12 一19 幼葉期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑫ 

5 15 成葉期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑫ 

限界値 /200C
15 ー 24 果胞子期:生息域(実験上)標準(好適)値， ⑫ 

限界値 10/ oc 
15 -20 糸状体期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑫ 

-
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[参考] あかぐされ病は10"C以上で激しく広がる ⑮ 

[ノリの あかぐされ病の発生は水温と塩素量の関係が不明 ⑮ 

病気] あかぐされ病は高水温低塩分下で感染速度が早まる ① 

あかぐされ病は収穫前期 09→ 100C台) 160C以上で低 ⑤ 

比重水が重なる時期に発生

壷状菌病の菌の成長は 15-20 0C. 塩素量 11~19%0で良

査状菌病は早冷 (220C台)で低塩分の年に発生が早い

壷状菌病は低水温・低塩分が関係あり

スミノリは 9~10月の低水温・低塩分と関係あり

narawaenszs 

<文献リスト>

①馬場浴文・山下康夫(1985).佐賀県有明海のノリ養殖における漁海況情報の利用.佐賀有明水試報.(9) : 39-44. 
②藤吉栄次(1997).有用海藻類のバイオテクノロヅー アマノリ類の育種 凍結保存.水産学シリーズ113恒星社厚生間，

③川村嘉応・山下康夫・鬼頭 鈎(1991).養殖ナラワスサビノリの生長と環境条件について.水産増殖. 39 (3) : 273-278. 

④川村嘉応(1998). 支住式養殖のノリ生産基本マニュアル.佐有水研報. 18:37-52. 
⑤切田正憲(1991).環境情報とノリ漁場管理.水産工学. 27(1):19-29. 

⑥切田正憲・松井敏夫(1993).ノリ幼芽の生育におよぼす乾燥と浸漬海水の比重の影響.水産増殖. 4(3) :281-286. 
⑦鬼頭 鈎・木下和夫・山内幸児(1986). ノリ.浅海養殖大成出版社. 488-512. 

⑧黒木宗尚・岩崎英雄・吉田忠生・秋山和夫(1981).ノリの生物学的研究.改訂版 浅海完全養殖《浅海養殖の進歩》恒星社厚生閣，

⑨三浦昭雄(992). ノリ，食用藻類の栽培.水産学シリーズ88 恒星社厚生閣. 11-24. 

⑩社)日本水産資源保護協会(1980). スサビノリ.水産生物適水温図. 45. 
⑪社)日本水産資源保護協会(1981).スサピノリ.水生生物生態資料. 356-358. 

⑫社)日本水産資源保護協会(1983). スサビノリ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 270. 

⑬下茂 繁(1971).アサクサノリのタンク内大量培養に関する基礎的研究.電中研農電研報. 71002:81pp. 

⑭水産生物と温排水研究協議会(1973). 藻類 水産生物と温排水.水産研究叢書 25日水資. 82-92. 

⑮須藤俊造・斉藤雄之助・秋山和夫・梅林 惰(1972). ノリの病気とその病徴.東水研業績. EI8:37pp. 

⑮田村正(1976). スサピノリの養殖.桟海差殖学水産学全集恒星社厚生閣. 332-333. 

⑪徳田 康・大野正夫・小河久朗(1987). アマノリ属.海藻資源養殖学(水産養殖学講座 10)緑書房. 159-178. 
⑩Yamamoto M..U.Watanabe and H.Kinosita(1991). Effects of water temperature on the growth of red alga PorPhyra yezoensis form. 

(Nori) cultivated in an outdoor tank. Nippon Suisan Gakkaishi. 57(12) :2211-2217. 

⑮山下康夫・川村嘉応(1985). 水温・塩素量の年度別変動パターンと養殖ノリの病害について.佐賀有明水試報.(9) : 45-54. 

@山内幸児(977).養殖アマノリ類.関西国際空港漁業環境影響調査 漁業生物班資料 1 日水資. 509-517. 
@吉田忠生・秋山和夫(1983). ノリ養殖の技術.改訂版 浅海完全養殖《浅海養殖の進歩》恒星社厚生閣. 64-72. 

⑫社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版，

1-84. 

105-115. 
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2n x 2.二分子細胞2n幼芽

n x 4.四分子細胞 n幼芽

<生活史>

1.スサビノリ I分裂.

E分裂:

2n * 4n 2n n n 
-→殻胞子ー→発芽ー→幼芽

↓↑ n 

単胞子

2n 
ー→殻胞子嚢

2n 
ー→糸状体(胞子体)

(貝殻内)

一→発芽

n 

両性配偶体→自家受精寸 2n 

雌性配偶体 ー→卵ー→果胞子

他家受精↑

雄性配偶体 一+精子

(葉体:三性異株)

第 l分裂で染色体の重複が起こり，二分子の細胞の各々が2n.
4細胞期の発芽体は線状四分子に相当する(文献⑨三浦). 

*減数分裂を示す

殻胞子は2n.減数分裂は発芽時に起こり，

その第 2分裂で四分子の細胞が各々 nで，

注)

<参考>

2 .アサクサノリ

ー

ωω
∞

ー

* C?) n 
ー+殻胞子ー+発芽ー→幼芽

↓↑ n 

単胞子

一→殻胞子嚢

2n 
ー→糸状体(胞子体)

(貝殻内)

一→発芽

n 

両性配偶体→自家受精--， 2n 
」ー+ 卵ーム→果胞子

他家受精↑

雄性配偶体 一+精子

(葉体:雄性異株)

* C?) n 
-殻胞子一一→発芽ー→幼芽ー+殻胞子嚢

2n 
-→糸状体(胞子体)

(員殻内)

一→発芽

ウップルイノリ

n 2n 
雌性配偶体 ー→卵ー+果胞子

自家受精↑

雄性配偶体 ←+精子

(葉体:雌雄異株)

3. 

*減数分裂を示す注)



(神奈川)) 

低温側水温('C) 高温側水温('C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 ほ か 文献

('C) (OC) 生存 成長 枯死 生存 成長 枯死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

葉体期 分布域:太平洋側;岩手から九州， ⑤ 

日本海側;新潟以西

生殖器成 成熟水温:山口 15-23'C (河本ら 1968) ③ 

熟期 15 一23 卵放出期水温:山口県 5-6月(河本ら 1968) ②③④ 

5 -21 卵放出期水温 (ChangI977) ① 

15 一23 生殖器床形成期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑤ 

幼匹期 -26 28 臨発芽適温(大分浅海漁試1976) ④ 

19 一25 匪発芽適温(河本ら 1968) ② 

<25-26 27-28 成長水温:幼匪25-260Cで抑制. 27-280Cで枯死はじめ @ 

る(河本ら 1968)

19 25 幼芽期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑤ 

限界値 19/270C

コイモク(新潟). ジンノ〈ソウタワラモク，(一般). (地方名:モクニ，/::57* ，フそラオミ8 FA 
種名総括表
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<文献リスト>

①Chang J. W. (1977). Foundamenta1 study on the ear1y development of Sargassum . Bull. Fish. Res. Dev. Agency， 18:141-149. 

②社)日本水産資源保護協会(1980). ホンダワラ.水産生物適水温図， 43. 

③社)日本水産資源保護協会(1981).ホンダワラ.水生生物生態資料， 354-355. 

④社)日本水産資源保護協会(1983). ホンダワラ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理， 280. 

⑤社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993).水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針 平成 4年度版， 387. 

ω
h
p
]
{
 

<生活史>

2n r一+雌性生殖器床ー+雌性生殖器巣 ー→卵ー→受精卵「体→*↑」一→雄性生殖器床ー+雄性生殖器巣 ー→精子

←+発芽

注) * ;減数分裂を示す



(テングサ)

低温側水温 COC) 高温側水温 (OC)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記 事 項 lま か 文 献

("C) ("C ) 生 存 成長 枯死 生 存 成長 枯 死

水 温 水温 水温 水 温 水温 水温

葉体期 分布域:北海道から九州沿岸 ② 

15 24 3 一32 2 冬季 2"C以下あるいは年平均 100C以下の所分 ②③④ 

布無し(木下1942. 須藤1965. 遠藤1960) ⑤⑥⑦ 

25 2 成長水温:250Cまでは高温ほど良(須藤1954.65) ②⑦ 

15 24 10 3 32 成長適水温，生存上下限水温 ④ 

24 -25 成長適温:幼芽(片田 1955. 山崎1962) ⑤ 

25 -26 12 29 発生適水温，限界水温(片田 1949). (木下1942) ⑥ 

10 -30 2 成長適水温，分布水温:月平均水温 20C以上の水域 ⑥ 

15 24 10 24 3 32 藻体生育適水温:テングサ類(水産温排水1973) ① 

16 24 4 32 藻体生育適水温:テングサ類(水環基準1972) ① 

作柄:当年の 6-7月の水温が高いほど，前年の 11月 ⑧ 

の水温が低温ほど良

30 低潮線生育種の最大光合成活性:約30"C ⑨ 

15 -24 幼芽生育期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑩ 

限界値3/320C

21 一26 成葉期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑩ 

果胞子 19 27 放出水温(田村1976他) ③ 

放出期 24 -27 放出水温:神奈川(田村1976他) ② 

19 -23 放出水温:神奈川 6上-8月上旬(須藤1954) ① 

24 -25 成熟水温(須藤1965) ⑦ 

20 -25 成熟開始時水温(片田 1955. 山崎1962) ⑤ 

19 -23 配偶体成熟(果胞子形成)期:生息域(実験上)の標 ⑩ 

準(好適)値，限界値 /340C

四分胞子 21 -26 17 -26 放出水温(田村1976他) ③ 

放出期 21 -26 放出水温:神奈川(須藤1954) ② 

21 -25 放出水温:ゴ重(須藤 1954) ② 

20 -25 成熟開始時水温(片田 1955. 山崎1962) ⑤ 

-25 成熟時期水温:最高限界250C (高山 1939) ① 

-20-25 成熟水温:上限水温. 25"C (田村1976他) ②⑦ 

-マクそナ9 F 種名総括表
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四分胞子 23 -27 13 -27 28 発芽水温:適・生存上限水温(水産温排水1973他〉 ①③④ 

発芽期 16 適水温(木下ら 1935.36. 49) ⑧ 

25 -26 28-29 適水温，生存上限水温(片田1949.55) ②⑦ 
-25- 28-29 発芽最適水温，致死限界水温 ② 

23 -27 17 -27 発芽適水温:テングサ類(水産温排水1973) ① 

23 -27 発芽適水温:テングサ類(水環基準1972) ① 

30 生存上限水温 ⑧ 

23 -27 13 - 32 適水温，生存上限水温〈須藤1954他) ④ 

15 -25 発芽適水温:餌旬枝(片岡1955. 山崎1962) ⑤ 
29-31 32 発芽限界水温:32"C直ちに死亡.29-31 "cで異常発生 ② 

23 -27 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値13/34"C ⑩ 
」

183-192. 

〈文献リスト〉
①社)日本水産資源保護協会(1980). マクサ(テングサ類).水産生物適水温図. 45-46. 
②社)日本水産資源保護協会(1981).マクサ.水生生物生態資料. 359-361. 

③社)日本水産資源保護協会(1983). マクサ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 282. 

@水産生物と温排水研究協議会(1973).藻類 水産生物と温排水.水産研究叢書 25日水資. 82-92. 

⑤徳田 贋・大野正夫・小河久朗(1987). テングサ類.海藻資源養殖学(水産養殖学講座 10)緑書房，

⑥田村正(1976). テングサの増殖.浅海養殖学水産学全集恒星社厚生閣. 334-340. 

⑦山内幸児(1977).テングサ類.関西国際空港漁業環境影響調査 漁業生物班資料 1 日水資. 490-500. 

⑧山崎 浩(1962). テングサ類増殖に関する基礎的研究.静岡水試伊豆分場研報. (19): 1-92. 
⑨横浜康継(1986).海藻の分布と環境要因. ~車類の生態 内田老鶴圃. 251-308. 

⑩社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993). 水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針

ー

ω串
ω
l

平成 4年度版. 392. 

n 

ー→四分胞子一→発芽

2n 2n 
卵ー+嚢果 一一→果胞子--， 2n * 
↑〈果胞子体) L→発芽ー→四分胞子体←+胞子嚢

雄性配偶体ー+精子 (葉体)

(葉体)

n 

雌性配偶体ー+

<生活史>

*減数分裂を示す注)



低温側水温("C) 高温側水温("C)
発育段階 最適水温場 適水温域 特記事項 iま か 文献

("C) ("C) 生存 成長 枯死 生存 成長 枯死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

葉体(胞 分布域:北海道室蘭から福島町，釜石以北の太平洋沿 ⑤ 

子体)期 岸，津軽海峡

9 -16 初期成長:新潟16"C末枯れ(坂井1966) ③⑤ 

12 適水温:葉体成長〈吉本1971) ② 

10 -20 2 ー 25 25-26 生存水温:越夏上限 25-26"C (坂井1968) ②③④ 

14 -15 -17 22 生育適温:有明海22"C前後末枯れ(四井1968) ③④ 

10 15 2 ー 25 生育適温(吉本1971. 四井1968. 坂井1966.68) ④ 

5 -20 成葉期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑤ 

遊走子嚢 21 -23 葉体遊走子放出水温:6月上旬(吉本1971) ② 
形成期 19.5 -20.5 遊走子形成水温:佐渡(坂井1974) ③ 

20 -23 遊走子形成水温(吉本1971. 坂井1974) ④ 

遊走子発 一 15 発芽水温(木下ら 1937他) ④ 

芽期 10 -15 遊走子発芽水温，生息域(実験上)の標準(好適)値 ③⑤ 

配偶体発 0.8 - 9 発芽水温:遊走子発芽から芽胞体形成(木下ら 1937) ② 

芽期 0.8 - 9 発芽水温(水産温排水1973) ④ 

配偶体成 0.8 - 9 18.5 成長水温:北海道渡島(秋山1979)18. 5 "c以上漸次末 ③④ 

長期 枯れ

13 一 15 配偶体期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑤ 

限界値3/20"C
5 -18 配偶体成熟期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑤ 

芽胞体形 9 -16 初期成長水握(坂井1966) ②④ 
成期 9 一 13 採苗時水温 ① 

9 16 幼芽期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑤ 

シ〆つf~ こコF -1 0 種名総括表
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胞子体形成水温:上限水温10.5DC以上で形成なし
(秋山1979)

9 0.8 -

く文献リスト>

①川嶋昭二(1992). コンプ，食用藻類の栽繕.水産学シリーズ 88恒星社厚生閣. 43-5l. 

マコンブ.水産生物適水温図. 42. ②社)日本水産資源保護協会(1980).

マコンプ.水生生物生態資料. 346-348. ③社)日本水産資源保護協会(1981).

マコンブ.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 283. ④社)日本水産資源保護協会(1983).

平成 4年度版. 388. ⑤社)全国沿岸漁業振興開発協会(1993). 水産生物の環境条件.沿岸漁場整備開発事業施設設計指針
ー

ω品
切

|

<生活史>

2n n 

卵ー→造胞体ー+発芽---， 2n 

L→幼体

「→雌性配偶体ー+

ー→遊走子→発芽-→

L→雄性配偶体ー→精子

n * 2n 

胞子体ー+子嚢斑

(葉体)

*減数分裂を示す注)



弓壬コてク

低温側水温("C) 高温側水温 CC)
発育段階 最適水温域 適水温域 特記事項 lま か 文献

("C) ("C) 生存 成長 枯死 生存 成長 枯死

水温 水温 水温 水温 水温 水温

胞子着生 分布域:日本各地沿岸

期 20 一22 出現期水温:大村10月中~下旬 ①②⑥ 

造胞体出 13 -14 出現期水温:大村，野母崎 ①②⑥ 

現期

中性複子 19 -28 形成適温:照度 500-10001ux ④ 

嚢形成期 海水比重l.022-l. 027 

中性遊走 24 -28 初期成長適温:照度2000-40001ux ①②④ 

子発芽体 海水比重l.022-l. 030 

期

中性配偶 21 一22 成長適温:配偶体の初期， 24-28"Cでも短期間では良 ①②⑤ 

体期 照度2000-40001ux

配偶体複 17 ー 28 形成水温:照度 500-40001ux ①②⑤ 

子嚢形成

期

配偶子期 -20 接合水温:20"C以下， 17 oc以下が多い ⑤ 

棲小体複 19 -28 ①②⑥ 

子嚢形成

期

F -1 1 種名総括表
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<文献リスト>

モズク.水産生物適水温図. 42. ①社)日本水産資源保護協会(1980).

モズク.環境条件が魚介類に与える影響に関する主要要因の整理. 287. ②社)日本水産資源保護協会(983).

モズク類.海藻資源養殖学(水産養殖学講座10)緑書房.144-152. 現在の海藻養殖 5.V 広・大野正夫・小河久朗(1987).③徳田

モズク中性遊走子発芽体の培養における生態.長崎水試研報.(1) 7-12. ④四井敏雄(1975).

モズク配偶体の培養における生態.長崎水試研報.(1)1-6. ⑤四井敏雄(1975).

モズク藻体における単子嚢と中性複子嚢の形成.藻類. 24(4)130-136. 

モズク類.水産の研究. 3:56-61. 5 ⑦四井敏雄(1984). 新しい海藻資源

@四井敏雄(1976).
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<生活史>

*減数分裂を示す注)



(古名)) 

低温側水温("C) 高温側水温("C)

発育段階 最適水温域 適水温域 特記 事項 lま か 文 献

CC) ("C) 生存 成長 放 出 生存 成長 放 出

水温 水 温 水温 水温 水温 水温

葉体(胞 分布域:北限;冬季 2"C以下，南限;冬季140C以上 ⑦⑮ 

子体)期 10 一 19 分布域年平均水温(遠藤ら 1960) ⑥⑦ 

10 -20 分布域年平均水温(新崎1958) ⑦ 

10 -20 5 -22 2 26 適水温:生存限界(水環基準1972他) ⑥⑧⑩ 

5 -13 5 -15 2 22 葉体適水温(須藤1965他)，生存水温 2-220C ⑥⑨⑩ 

(水産温排水1973)(西Jl11969)

10 > 2 <13-14 成長適温:10"C内外，冬 2"(;以下.13-140C以上では生 ⑨ 

育しない

成長適温:平均水温 10.8-21. 50C流速5-50cm/sの範囲 ② 

では，適温範囲の上限付近での好適な流速

で成長が改善

ー 5 一 10 成長適温 2月 50C以下最適， 100C以上著しく減収 ⑩ 

(須藤1965)

15 成長適温:15"C以下の期聞が長いほど養殖に有利 ⑩⑫ 

(斉藤1965)

10 5 一 13 成葉成長水温:冬季13→ 5oC，盛期100C前後 ⑪⑬ 

(斉藤1962)

17 ー 20 <-1 成長・成熟の最適水温 ① 

6 一 12-13 (20) 適温範囲内実験:室内実験，成長水温(斉藤1962) ⑭ 

13.4 -15. 6 早期収穫:体長10cm;水温15.60C. ⑤ 

体長40cm;水温13.4"Cが一応の指標

養殖ワカ〆は温排水生物影響の良い指標生物 ③ 

(20 -30) 漸深帯生育種の最大光合成活性:20-30oC ⑮ 

10 ー 17 幼芽期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑥⑪ 

6 -16 成葉期:生息域(実験上)の標準(好適)値 ⑪ 

限界値2122"C

メ(加賀). (地方名:オキシメ'フヌy メF -1 2 種名総括表

ー

ω
串
∞
ー



遊走子 14 ー 23 (4) 30 放出水温(須藤1965他) ⑧⑨ 

放出期 17 -20 放出水温:瀬戸内海，春(植田ら 1963) ⑥ 

14 -20 25 放出水温:25"C以上不良 ①⑦⑨ 

17 -20 > 30 放出，着生適温:生存上限水温(須藤1965) ① 

17 -20 14 -22 初夏放出水温:14→22"C盛期17→20"C (須藤1961他) ⑨⑫⑬ 

14 -20 生息域(実験上)の標準(好適)値，限界値 /250C ⑪ 

遊走子期 17 -20 < 23 30 成長適水温(斉藤1956) ⑦⑧ 

15 一20 一29 成熟適水温(秋山1965) ⑦ 

10 -20 成熟適水温(秋山1965) ⑦ 

配偶体 13 一20 10 -23 - 1. 1 適水温，生存上下限水温(秋山1965他) ⑦⑧ 

形成期 15 -20 10 -22.5 31 発生適水温(水産温排水1973. 水環基準1972) ⑥⑩ 

17 -20 27 < 23 成長適温，上限水温:成長中止23"C以上(斉藤1956) ⑦⑪⑬ 

17 -20 23 成長適温，上限水温:光が強いと上限が低くなる ⑨ 

12 -13-17 10 -20 配偶体形成水温:20"C以下，適温13"C ⑦ 

17 -20 生息域(実験上〉の標準(好適)値，限界値-1I310C ⑪ 

15 -20 配偶体成熟期:生息域(実験上)の標準(好適)値， ⑪ 

限界値51270C

配偶体 25 -30 30 夏眠水温 25-300C (梅林1974).生存上限水温300C以 ⑤⑦⑧ 

夏眠期 上死亡(須藤1962.65)光が強いと上限が低 ⑨⑫ 

くなる

く 20 夏眠水温:成熟20"C以下に降下(須藤1961他) ⑬ 

24-25 - 夏眠水温:24-25"C以上になる時期 ① 

芽胞体( 15 -20 形成水温(秋山1965) ⑥⑧ 

胞子体) -18 発芽上限水温(斉藤1958) ⑦⑪ 

形成期 一15- 10 一 17 最適水温:幼芽の成長秋季17→1O"C.盛期150C前後 ⑬⑪ 

10 一 17 最適水温:幼葉(斉藤1965他) ⑩ 

12 ー 17 10 20 < 20 最適水温:13"C (木下ら 1944) ⑦⑪ 

10 一 17 成長適温 ② 

一23-24 成長適温:23-24"C以下 ① 
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胞子体) -21 有明海養殖水温:21→20"C時期に 400-500μ芽胞体 ⑮ 

形成期 20 -21 有明海養殖水温:種苗育成600-1000μ芽胞体 ④⑤ 

(つづ -20 養殖垂下水温:顕微鏡的芽胞体20"C以下(斉藤1962) ⑩ 

き) ー 17 肉眼的幼芽17"C以下 ⑮ 

〔採苗水 15 -20 12.5 -22 (10) (26) 採苗適水温(水環基準1972) ⑥⑧ 

温〕 -20 採苗水温:20"C以下が良 ⑫ 
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く生活史>

2n 2n n 

卵-一一一→受精卵ー参発芽ー→幼胞子体

(幼体)(芽胞体)(卵細胞)

~雌性配偶体ー+

ー→遊走子ー争発芽ー~-l

」→雄性配偶体一→精子

n * 2n 

胞子体一→胞子葉ー+遊走子嚢

(ミミ，成実葉)(葉体)

*減数分裂を示す注)

l

ω

m

H

|

 



--幽・‘




